


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。



















　Contents






７ぺーじ『であう、わかれる、つなげる』

８ぺーじ『わいるどあーむず』

９ぺーじ『ひととひとのあいだにあるもの』

10ぺーじ『ぶんかさい』

11ぺーじ『おうにいたるみちその１』

12ぺーじ『うそつきはおうさまのはじまり』



あとがき









[image: トカゲの王III ―復讐のパーソナリティ〈下〉―]







[image: プロローグ]










『午後の風景その１』




　人ひと混ごみの中で撃うたれそうになった直後、老人は目を覚ました。

　跳はね起きた後も、心しん臓ぞうの動どう悸きが激はげしく、重い。冷や汗あせと頭ず痛つうが入り混まじり、首から上には疲ひ労ろうのような気け怠だるいものが残ざん留りゆうしている。息が次第に上がり、荒あらい吐と息いきばかりが耳につく。

　老人のいる部屋は頼たよりない照明に仄ほの明あかるく照らされていた。簡かん素そなパイプベッドが起き上がった反動で微かすかに軋きしんでいる。室内は淡あわい緑色で、眺ながめているとメロンソーダを思い起こすのが老人の常つねだった。机つくえの上に置かれた大きな水すい槽そうも、壁かべの色が透すけているせいで緑色の水となっている。ますますメロンソーダだ、と思った。

　ややあってから、老人は今のが夢ゆめであると理り解かいした。思えば、不ふ可か思し議ぎな視し点てんだったのだ。自分の背はい後ごを鳥ちよう瞰かんするように眺めていた。だからこそ発はつ砲ぽうされかけたことに気づき、そして。

　そこでこみ上げてくる吐はき気けを、口もとに手を添そえて抑えこむ。

　老人にとってそれは夢でなく、忘れることを許ゆるされない過か去こだった。

「よぅ、やっと起きたかミミズ」

　両手でペン回しを行っている女じよ性せいが、豊ゆたかな金きん髪ぱつを振ふりながら老人に微笑ほほえむ。その金髪の、医者らしき格かつ好こうの女性は彫ほりの深い、異い国こくの血を感じさせる顔立ちだった。

「いや、あの……清し水みずだ」

　何度交わしたか分からないやり取りだった。

　その老人、ミミズは半なかば諦あきらめつつも、一いち応おうは訂てい正せいする。

　電でん話わ越ごしに名乗ったとき、清水がミミズに聞こえた。最初にそうして誤ご解かいされて広まり、そのまま通すようになってしまったのだ。初仕事の緊きん張ちようと加か齢れいに伴ともなう、自身の滑かつ舌ぜつの悪さを嘆なげくばかりだった。

「で、だ。仕事が来ましたよーっと」

　頭を搔かいていたミミズは中ちゆう途と半はん端ぱに返事しようとして、「ふぃふぉと？」欠伸あくびと混ざってしまう。厳げん格かくな主しゆ従じゆう関かん係けいを結んではいないのか、女医の方もそうした態たい度どを笑って流した。

「巣す鴨がものお嬢じようさんからの依い頼らい。あの子は大だい丈じよう夫ぶなのかねぇ、まだ中学生なのに」

「あぁ、あの嬢ちゃんか」

　幼おさな子ごの顔を思い浮うかべて、ミミズが頷うなずく。最後に直ちよく接せつ会ったのは、八年も前になる。

「殺しかな？」

「あーっと、その前にもう一件けんの依頼が来てる。クラシナコーイチっておっさんから、これが巣鴨のお嬢ちゃんの依頼と微び妙みように対象被かぶってんだよなぁ。あんた、どっちを請うけたい？」










『同時刻、午後の風景その２』




「あーあーもう。またかよ」

　軽けい薄はくそうな声の主がその部屋を訪おとずれて、廊ろう下かで人が倒たおれていたのを見た瞬しゆん間かん、天を仰あおぐ。手足は動かないが、俯うつぶせの背せ中なかは定期的に上下している。息はあるようだった。

　声だけでなく見た目も軽薄そうな印象を受ける男が、土足で廊下にあがる。派は手でに立たせた短たん髪ぱつを苛いら立だたしげに搔かき、倒れている人の側に屈かがむ。その目には滝たきのような涙なみだがあった。

「よし死んでねぇな。頼たのむぜもう、これから仕事なのに」

　助け起こして廊下にそいつを寄よりかからせた男が、そのやつれ具合に溜ため息いきを吐つく。

「あ、どうも……さん……で」

　ぼそぼそと喋しやべるが、ほとんど聞き取れない。鳥の羽のように根元が黒く、先せん端たんに行くにつれて白くなっている髪が顎あごの動きにあわせて、微び細さいに震ふるえるだけだ。

「今度はなにを見たわけよ」

　呆あきれながらも男が、『今回』の理由を尋たずねる。対する返事は調子がまったく変わらないので、男は耳を近づけてなんとか聞き取る。曰いわく、『スーパーに行って、生きている毛ガニが足を動かしているのを見ていたら急に泣けてきて、なにも食べられなくなってしまった』とのことだった。一人で行くなって言っているのに、と男が苦く渋じゆうの顔つきになる。

「動きが、おそく、って、こんなとこ、食べられる、ため、っれなく、」

　涙声で訴うつたえて、男が引くほどに震えている。

　男にとってはいつものことではあるが、いい加か減げん、バカバカしくもなる。

　これで優ゆう秀しゆうな殺し屋じゃなかったら、勝手に野の垂たれ死ねと見み捨すてるのに。

　そして未いまだに分からないのは、こいつの性せい別べつだった。美人でもなく、美男でもなく。

　中性的で特とく徴ちようがないからか、これだ、と思える根こん拠きよがなかった。

「分かった動物ラブね。よしとにかく飯食え」

　手首にぶら下げていたビニール袋ぶくろを掲かかげる。名前をトンボというが、こいつがこうなっているのではないかと、男も薄うす々うすと予想していたのだ。袋をひっくり返して廊下に中身を落とす。

　トンボは動かないので、男がおにぎりの封ふうを切って海の苔りを巻まき、握にぎらせる。そこでようやくトンボの手が動き、おにぎりを囓かじり出す。中身が梅うめ干ぼしであることに安あん堵どしているようだった。

「今回の相手は同業者だから、ちょっとぐらいは気合い入れていけよ」

「はぁ」

　トンボが気のない返事をすることに、男は内心で安堵していた。

　こいつが気合いなんか入れたら、まず俺おれが殺されそうだもんなぁ。そう思っていたからだ。

「飯食ったら早速仕事だ。ナメクジちゃんをパパッとぶっ殺しておいで」
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　なぜ私がこんなことをしなければいけないんだろう。

　テーブルに頰ほお杖づえまで突ついて露ろ骨こつに態たい度どで示しめしているにも拘かかわらずまったく無む視しされて、それでも白シロヤギは機械的に手を動かす。鉄板の上で焼ける肉を、延えん々えんとひっくり返していた。

　賭かけオセロの会場からの帰り道、雇やとい主の娘むすめである巣す鴨がも涼りようが『お肉が食べたい』と言い出したため、焼き肉屋を訪おとずれていた。昼間も営えい業ぎようしているいわゆるファミリー焼肉店であり、巣鴨の家で常じよう食しよくしている肉からは数すう段だん、質しつが落ちている。焼く前の見た目からして一いち目もく瞭りよう然ぜんの差があるものだと、白ヤギは改めて巣鴨家の生活レベルに思いを馳はせる。

　かと思えば、横の席からは「んまーい」の連れん呼こだった。足をバタバタさせて、肉を一つ頰ほお張ばる度にそれを嚙かみしめるように賞味している。食われた牛はともかく、肉を用意する側としてはあれだけ喜ばれれば満まん更ざらでもないだろう。横目で眺ながめていた白ヤギがそんなことを思った。

　尚なお、白ヤギは肉類を好まない。焼き野菜を囓かじるばかりだ。それが『ヤギ』と呼よばれる理由の一つでもあった。

　どこかへの電話を終えた巣鴨が席に戻もどってくる。座すわってもすぐには箸はしを取らず、鉄板の上で焼ける肉を見ている。先さき程ほどから、焼けた肉はすべて巣鴨のタレ皿に放りこんでいた。娘の隣となりに座る巣鴨父は一切手をつけず、水の入ったコップにちびちびと口をつけている。この男はこんなところに入ったこともないので、居い心地ごこちが悪いのだろう。白ヤギはそう推すい測そくする。

　一方、巣鴨の前には肉の山ができあがっていた。しかし、それに箸が伸のびない。

　食えよ、と思った。

「冷めますよ」

　せっかく私が焼いたのだと、遠回しに促うながす。巣鴨はばくばくばくと、一いつ遍ぺんに勢いきおいよく肉を口に運ぶ。大して嚙むこともなく飲みこんでから、巣鴨が生焼けの肉を一切れ摘つまんで言う。

「ガムみたいだね、このお肉」

　割わり箸をへし折って鼻に片かた方ほうずつ突っ込んでやろうかと憤いきどおりかけたが、辛かろうじて自じ制せいする。白ヤギが表ひよう情じようを殺して無言に努める一方で、父の方は注意など一切せず、「本当だねぇ」と娘に便乗して朗ほがらかに笑っている。

　隣は隣で、「ちょっとー、なんでホルモンの脂あぶら全部取ってんのよ。脂身んとこが美お味いしいのに」などと向かいの相手に不満を垂たれている。向かいに座る少年は頰杖を突いたまま、無言で肉をひっくり返し続けていた。白ヤギはその姿すがたに親近感を抱いて、溜ため息いきをこぼした。

「どこに電話されていたのですか？」

　どうせろくでもない相手にだろうと予感しつつ、白ヤギが尋たずねてみる。

「ん、ちょっと」

　真しん剣けんにはぐらかす気を感じられない、短い返事だった。

　やっぱり、ろくでもなさそうだ。

　少し焦こげたカボチャを囓かじりながら、白シロヤギが楽しくない笑いを浮うかべた。

　それからしばらくして、多くの肉を食べ残したまま巣す鴨がも家の昼食が終わる。

　同時に、注文した肉を食べ尽つくした隣となりの席の客が声をかけてきた。

「じゃあそろそろ行きましょうか、白ヤギさん」

　黄色いレンズのサングラスをかけて、白はく髪はつのカツラを被かぶったシラサギが立ち上がる。白ヤギたちの横に座すわっていた彼かの女じよは賭かけオセロの会場にいたときとは服ふく装そうも変わり、深しん紅くのパーカーを着ている。お世辞にもセンスのある着こなしとは言い難がたい。原色が目に優やさしくなかった。
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　そのシラサギの向かい側に座って、延々と肉を焼き続けていたカワセミも席を立つ。こちらは白しろ装しよう束ぞくに関してはそのままだが、白髪のカツラをシラサギに譲ゆずり、地毛を露ろ出しゆつさせていた。

「……おつかれさまー」

「そちらこそ」

　精せい気きのない声で互たがいをねぎらいつつ、白ヤギとカワセミが立ち位置を入れ替かわる。

　巣鴨の隣にカワセミが、そしてシラサギの横に白ヤギが並ならび立つ。

「あぁお腹なかいっぱい。なかなか食べに来られないのよね」

　げふげふと満足そうに息を吐はくシラサギを、少しだけ背せの高い白ヤギが見下ろす。

　能のう力りよく者しやとしては最さい下か層そうに位置する女の横顔に、石と竜か子げ少年の姿すがたを見た。

「少しの間、頼たよりにさせてもらうわね」

　シラサギがサングラスを下にずらして、横目で白シロヤギに微笑ほほえみかける。シラサギの出した『レンタル期間』は、倉くら科しな康こう一いちの件けんが片かた付づくまでだった。その間は白ヤギの代わりとして、カワセミが巣す鴨がもの護ご衛えいを務つとめることになる。カワセミはその交こう換かんに、複ふく雑ざつな顔つきとなっていた。

　会計を纏まとめて巣鴨父が済すませた後、店の外の駐ちゆう車しや場じようで二組に分かれる。

「穏おん便びんすぎたわ。会場ごとぶっ潰つぶすべきだったわね」

　シラサギが舌した打うち混まじりに物ぶつ騒そうなことをぼやく。白ヤギは呆あきれつつ、うちのお嬢じよう様さまとウマがあうわけだと納なつ得とくもする。被ひ害がいを無む視しして手を打とうとするあたりが、似にているのだ。

「ばいばーい」

　巣鴨が子こ供どものように手を振ふって、白ヤギを見送る。

「……行ってきます、お嬢様」

　できれば、このままずっとバイチョバイバイしたいけどな。

　後半のその本音は吞のみこんで、白ヤギが恭うやうやしく、皮肉を込こめて頭を下げた。
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『なるほど……そこで俺おれの運命を変えたわけか』

『……は？』

　前を通った女子が固まった。だが俺は構かまわず、なんとなく受信したものを語る。

『あのときの答えは、こういうことなんだな』

『ねぇそこのキモイの。なに言ってんのさ』

　失礼なやつだった。同じ教室にいたが、ほとんど話したこともない相手だ。

　青白い顔の瘦やせたやつで、三つ編あみが頭の後ろで揺ゆれていた。

『いや、なんでもないんだ』

　気にするな、と微笑む。

『彼かれら』との約束や思い出は俺にしか分からないものだ。

　俺だけが覚えていればいい。

　そういう設せつ定ていだった。

『うーん。顔以外は終わっているという評ひよう判ばんは本当かな』

『どこまでも無礼なやつだな。あぁっと、名前は』

　咄とつ嗟さに思い出せずに目を泳がせると、女子が名乗る。

『鹿しか川がわ成なる実み』

『そう。成実だったな』

　いきなり下の名前かよ、と成実が首を搔かく。なにか不都合があるのだろうか。

『あんたは、えぇと……若わか島しま津づくんだった？　なんか長ったらしかったよね』

『漢字の数しかあっていないぞ、タワケ。五い十か川がわだ、五十川石と竜か子げ』

　当時はまだＳＤＣを思いついていなかった。英語の授じゆ業ぎようがそこまで進んでいなかったのだ。

『あんたさ、なんで全体的に偉えらそうなの？』

『ん？　そうか、お前は感じられないか。残念だ』

『あんまり聞きたくないけど、なにを？』

『王の資し質しつを、だ。くくく』

　ふぅあはははははは。

　盛せい大だいに笑ってやった。あの頃ころはそうして噎むせ返るほど笑わないと、気分が鬱うつ屈くつとなっていた。

　そんな俺おれに突つき刺ささる成実の視し線せんは、冷たいにも程ほどがあった。

『……とりあえず、王様は机つくえの下で貧びん乏ぼう揺ゆすりに忙いそがしくねーと思うんだよね』

　これが鹿川成実と、最初に交わしたやり取りだった。

　もしかすると。

　ここで本当に、俺と成実の運命は大きく変わってしまったのかもしれない。




「成実の友達ですか。んー、ん、んー」

「……うぅ」

　唸うなりたいのはこっちだった。あいつの姉だと？　姉ねえさんだと？　猪い狩かり友ゆ梨り乃のが？

　ついでに余よ計けいな過か去こまで思い出してしまいつつ、頭を抱かかえそうになる。

　ややこしいことになっていた。

　絶ぜつ賛さん誘ゆう拐かい（されている）中の俺と猪狩友梨乃は車内の暗くら闇やみの中で、判はん明めいした意外な関係に大いに戸と惑まどっていた。友達のねーちゃんが大のお気に入りのＡＶ女じよ優ゆうだった。

　なんか、世界を塗ぬり替かえるとかそんなことがどうでもよくなる大だい事じ件けんだ。

「本当ですよね。これは反はん応のうに困こまる」

　人の内心をあっさりと読み取って相づちを打つのは止めてほしい。この人は他者の心を読む超ちよう能のう力りよくを持つ女じよ性せいだ。かくいう俺にも特別な力はある。この左目に宿る王の力が以い下か略りやく。

「でも、ということは、小学生のあなたとどこかですれ違ちがっていたのかもしれませんね。わたしは高校生のときまでは実家で暮くらしていましたから」

「……そうッスね」

「なんでドキドキしてるんですか？　はぁ、えっちぃやつに出ていたのが近所にいたおねえさんかも知れない、というやつに背せ筋すじがぞくっとする。はいとくてき、ってやつですか」

「そ、ソンナコトナイサ！」

「わたしに噓うそはつけませんよ」

　分かっていても全部言わなくていいじゃないか。もう顔を上げてこの人と話せない。

　顔面に手のひらを強く押おしつけて俯うつむく。耳が熱くて痒かゆい。

「ぼくはね、命かかってるんですよ。復ふく讐しゆうとかに燃もえちゃってるんですよ。性せい癖へき暴ばく露ろされて泣きそうになっている場合じゃないんス！」

「心中お察しします」

「ほんとだよ！」

　お願いだから察しないでくれ！

「あぁ、なんか、色々落ち着いて考えられない」

　必死に思考しないといけないことが山積みで、切せつ羽ぱ詰つまっているというのに。

　さすがに白シロヤギさんは会場から追いかけてきていないだろう。もう後ろ盾だてはない。俺おれを保ほ障しようするものはなにもないのだ。シラサギは、あいつは最初、どうやって窮きゆう地ちを切り抜ぬけてきたんだろう。やつの十九歳さいという言葉に噓がなければあいつが台たい頭とうし始めたのも、今の俺と大差ない年ねん齢れいのはずなのだ。あいつの能のう力りよくでできることが、俺にできないはずがない。

　しかし、対たい峙じした際さいに感じた大きな差があるのも事実。

　俺に足りないものは、なんだ。

　立てた片かた膝ひざを抱かかえるようにしながら、唇くちびるを嚙かむ。と、猪い狩かり友ゆ梨り乃の……（あぁ心が読めるんだった）さんが、俺の顔を覗のぞいて微笑ほほえんでいた。

　穏おだやかな雰ふん囲い気きで、成なる実みの青白く平へい坦たんな顔つきとは似にても似つかない。

　体つきも、天地の差がある。成実も数年経たったらこうなるのか？　いやぁ、無理だ。

「あなたの目的って、麻ま衣いさんと一いつ緒しよなんですね。誰だれかへの復ふく讐しゆう」

「……そうみたいですね」

　会場での凶きよう行こうを思い返す。なにをしたか知らないが、復讐の対象は巣す鴨がものようだ。

　もっとも、方法は少し違ちがうが。俺のやろうとすることが遠回りなら、あの女の復讐は単たん純じゆん明めい快かい、一直線だ。この世の物事が点を線で繫つなげて進むとするなら、他の点を一いつ切さい無む視しして一本の線を引こうとしていた。近づけて、殺す勇気があるなら、あっちの方が簡かん単たんだもんなぁ。

　猪狩友梨乃……遊ゆう里りさん、成実のねーちゃん……なんて呼よべばいいんだよ、さんはニコッと微笑む。暗くら闇やみにも目が慣なれてきて、顔の変化も読み取れるようになっていた。

「会ってちゃんと話したら、友達になれそうですね」

「無理」

　こんな善ぜん良りような少年の喉のど元もとにナイフを突つきつけて脅おどしてくる輩やからと、お友達とかないわー。

「そうですかねぇ。成実と友達になれるくらいだから大だい丈じよう夫ぶだと思うんですが」

　この人は妹をどんなやつと考えているんだ。確たしかに、ちょっと変なやつではある。いきなり踊おどり出すときもあるし。しかしあいつも、それを俺おれに言われたくはないだろう。

「でもあの子に友達がいてくれて嬉うれしいです。あなたみたいな子が側にいるなら、楽しくやっているでしょうね」

「いやぁ妹さんも愉ゆ快かいな性せい格かくしてますよ」

「いい性格してるでしょう、あははは」

　本当は姉妹仲が悪いのかもしれない。

　そんな意外な関係についての雑ざつ談だんを交わしている間に、車が停止する。エンジンも切れたので、信号待ちというわけではなさそうだ。どこかに着いたらしい、だがそれ以上の反はん応のうはない。

「……誰だれか来たり、扉とびら開いたりしませんね」

「そうですね」

　顔を見合わせて、また黙だまった。訪おとずれる緊きん張ちようの度合いには大きく差がありそうだったが。

　車を停止させてから、三十分ほどが経けい過かした。その時間は手首の脈を数えての、おおよその計りである。それだけの間を置いて、荷台の扉が開かれる。溢あふれる光に目が眩くらみ、俺と、猪い狩かり友ゆ梨り乃の……さんが同じ仕草で目を覆おおった。逆ぎやつ光こうの向こうには青空と、人ひと影かげが二つあった。

「少々、乱らん暴ぼうなお招まねきとなって申し訳わけありません」

　倉くら科しな康こう一いちだった。その隣となりには、会場で見かけなかった爺じいさんがいる。作さ務む衣えを着て、少し長い白はく髪はつを後ろで縛しばっている。肌はだは浅黒く、足は雪せつ駄ただ。

　郊こう外がいにあるのか、大きなビルが建つ周辺は畑や小高い山が点在していた。ビルは臙えん脂じ色いろで、ただ高いだけという印象だ。あれがナントカ友の会の本部なのだろう。シラサギのビルの方が遙はるかに豪ごう奢しやで、建けん築ちく物ぶつとしても評ひよう価かできる具合だった。これが格かくの差なのかもしれない。

「本当ですね。誘ゆう拐かいされるのは、まぁ初めてではないんですけど」

　猪狩友梨乃が先さき程ほどとは変わって、尖とがった声で答える。

「誘拐、と取られても仕方がありませんでした。ですが会場は混こん乱らんしていましたし、殺さつ人じん犯はんが暴あばれていたという情じよう報ほうも入りましたので、お二方の安全を優ゆう先せんしたのです」

　お二方とは言ってくれる。俺など、単に猪狩友梨乃が手を握にぎっていたからのオマケにすぎないだろうに。猪狩友梨乃が不ふ快かいそうな顔をしている以上、倉科康一の内心に善ぜん意いなどないのだろう。

「あなたとはどうしてもお話したいことがありまして。しばしお付き合い願えますか？」

　猪狩友梨乃が倉科康一を睨にらむ。心根を覗のぞきこみ、探さぐっている目つきだった。

　やがて、承しよう諾だくする。

「分かりました。でも、その前にこちらの要望も聞いていただけますか？」

「なんでしょう」

　猪狩友梨乃が俺の肩かたに手を置く。

「こっちの子に手て荒あらな真ま似ねをするのは止めてください。客人として扱あつかってくれますか」

　おぉ。天使だ、この人。最近知り合った方々の中では間ま違ちがいなく、もっとも善ぜん良りような人だ。

　同時にもっとも、俺おれの羞しゆう恥ち心しんを煽あおった人でもあるが。

「保ほ証しようしましょう。といっても、あなたには口約束などムダかもしれませんが」

　思わせぶりに倉くら科しな康こう一いちが笑う。その反はん応のうからするに、猪い狩かり友ゆ梨り乃のの能のう力りよくについては把は握あくしているようだ。そうでなければ、誘ゆう拐かいなんて犯はん行こうには及およばないか。

　猪狩……成なる実みの姉が立ち上がって、倉科康一の隣となりまで移い動どうする。

「お互たがいの利り益えきのために、じっくりと話し合いましょう」

　倉科康一が差し出した手を、猪狩友梨乃が無む視しして髪かみを搔かき上げる。どうやら、嫌きらっているようだ。そろそろ俺も動いた方がいいのかと立ち上がりかけたが、それを制せいする声があった。

「ついてくるのは鹿しか川がわ遊ゆう里りさんだけで結けつ構こうです。そちらは、お任まかせします」

　倉科康一が老人に目配せする。老人は鷹おう揚ように頷うなずいて、腰こしに手を当てた。

　倉科康一の護ご衛えい役やくなのか？　この老人が、とは思う。けど、もしもとは警けい戒かいする。

　もしも、老人が超ちよう能のう力りよく者しやの類たぐいだったら十分にあり得る。

　そいつを俺にあてがうという意味は、まったく穏おだやかに感じられない。

　猪狩友梨乃が振ふり向く。取り残される俺に、微笑ほほえみを浮うかべて。

「あなたに足りないものは、理想を追う勇気だと思いますよ」

「えっ？」

　なんの話？

「ではまた」

　一礼して、倉科康一に連れられていく。……それから、ようやく今の発言を理り解かいする。

　さっき、俺に足りないもので悩なやんでいたからそれへの忠ちゆう告こくなのだろう。

　理想を追う勇気、だと……！　もっとはっきり言ってくれないと分からないぜ。

　次に会ったらもう少し詳くわしく聞き出したいところだが、その『また』が来ればいいのだが、と思わず苦笑いを浮かべてしまう状じよう況きようだ。

「………………………………………」

　そして、車内には俺と老人が残った。
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　遠い町へ徒歩で向かう最中、ナメクジは無言でずっと考えていた。

　この場合、自分への依い頼らいはどういった扱いとなるのか、と。猪狩友梨乃がどうなったかを会場で見み届とどけていないために、判はん断だんがつかない。巣す鴨がもを殺しきれなかった後こう悔かいが薄うすれた後は、状況の不ふ鮮せん明めいさに翻ほん弄ろうされていた。

　ナメクジたちは畑を突つっ切った後は市街地の、人通りの多い場所を選んで移い動どうしていた。とはいえ、さして都会でもない地方都市、更さらにはその中心から離はなれた場所では、市街といっても規き模ぼは知れている。今は寂さびれたシャッター街の信号待ちに引っかかっていた。

　ナメクジの足もとは時折、意い識しきが危ういように揺ゆらいでいた。

　携けい帯たい電でん話わを取り出し、仲ちゆう介かい人にんの男に電話をかけようとする。だが、そこでナメクジの指が止まる。しかめ面つらとなり、なにかしらの懸け念ねんを抱いだいたように電話の液えき晶しようを睨にらむ。

「……軽けい率そつだった」

　そう呟つぶやいて電話をしまう。それから歩道側の信号が変わり、歩調を早めた。その早歩きに追い縋すがる雉きじ間ま光ひかるが、ナメクジの隣となりに並ならぶ。しかしナメクジの視し線せんはまったくぶれることなく、前だけ見ている。

「あなたは、その、聞かないんだな」

「なにを？」

　鋭するどい声に雉間光が萎い縮しゆくする。機き嫌げんを窺うかがうように、首を引っこめながら言った。

「ぼくの、秘ひ密みつというか。なぜ追われるか、ということだけど」

「それが私となにか関係あるの？」

「多分、ないけど」

「ないのに聞いてどうするの」

　素そっ気けなく答えて、ナメクジが前を向く。その態たい度どは本人の性せい格かくだけでなく、疲ひ労ろうと眠ねむ気けも要よう因いんとなっていた。本音を言えばマンションに帰ってシャワーを浴び、一ひと眠ねむりしたいのだがナメクジなりに義ぎ理りはある。出ると言った手前、たこ焼き屋に向かわなければいけない。

「それとあんた、私についてきてなにしたいの？」

　そちらは関係があるとして、ナメクジが今いま更さらのように尋たずねる。雉間は口ごもりつつも、

「他に行くアテもない。だから、その、ついていくしかない」

「邪じや魔ま」

　端たん的てきに切って捨すてる。ナメクジの職しよく業ぎようからすれば、言葉で切られるだけマシと言えた。

「人殺しについてくるなんて、頭どうかしていると思わない？」

「あなたは、殺し屋なのか？」

「そう、だった」

　言葉を選ぶようにナメクジの歯切れは悪い。雉間も逡しゆん巡じゆんした末に問う。

「じゃあ、宇う白しろ……いや、シラサギを、殺せるかい？」

　ナメクジが立ち止まり、雉間に振ふり向く。その上うわ目め遣づかいを受けて、ナメクジが答えた。

「無茶言うな」

　また歩き出す。雉間は「そうだろうな」と、諦あきらめる形でそれを受け入れた。

　こいつ、シラサギ本人かその関係に追われているのか。側にいるだけで厄やつ介かいだ、とナメクジが眉み間けんにシワを寄よせる。

　あれはもう、個こ人じんで殺しきることが不ふ可か能のうな領りよう域いきにいる。超ちよう能のう力りよく者しやも人間である以上、金の渦うずに巻まかれて生きている。その渦の中心にいるのがシラサギである。必然、周囲には優ゆう秀しゆうな超能力者がごまんといる。噂うわさ話ばなしではあるが超能力の研究に多た額がくの出しゆつ資しをしているとも聞いた。

　巣す鴨がももまた、同じ高さにいる。

　そこに個人で挑いどみ続けるナメクジは、無む謀ぼうと絶ぜつ望ぼうの間で悪あがきをしているにすぎない。

「……お金もどうしたものか」

　金の問題。復ふく讐しゆうだろうと殺人だろうと、根底に響ひびくものである。

　バイトを一件けん続けたところで、生活費が工く面めんできるわけでもない。ナメクジは無む趣しゆ味みなこともあってか貯ちよ蓄ちくはそれなりにあるものの、右みぎ腕うでの傷きずの治ち療りよう費ひが思いの外かかったこともあり、今の生活を続けるのは三ヶ月がやっとというところだった。

　そのうえ、と呟つぶやいて顔をしかめる。しまった携帯電話を服の上から一いち瞥べつして、息を吐はく。

「三ヶ月以内に殺せば、それでいいんだ」

　後こう悔かいしないために、ナメクジは心にもない前向きさをかざしながら進む。
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「で、僕ぼくはなにをすりゃあいいんだ？」

　巣鴨邸ていへ帰ってきて、入り口付近の赤いソファに座すわりこんだカワセミが、開口一番巣鴨に問いかける。巣鴨は背せ負おっていたリュックサックを置いた後に、ソファを不満げに指差す。

「そこ私の席」

「そうかそうか」

　より深々と寄よりかかる。寝ねそべるような姿し勢せいとなったカワセミに、巣鴨が膨ふくれる。巣鴨家の使用人からすればカワセミの振ふる舞まいは怖こわい物知らずというより命知らずに値あたいし、遠くから眺ながめているだけでも背せ筋すじに寒気が走るものだった。

「どーん」

「おわっ」

　巣鴨がカワセミの肩かたを押おす。不意打ちで横に転がり、空いた場所に巣鴨が飛びこむ。派は手でに跳はねながら、カワセミの隣となりに巣鴨が収おさまった。白しろ装しよう束ぞくのカワセミと対照的に、巣鴨の服ふく装そうは上下が黒で統とう一いつされている。もっとも、露ろ出しゆつが多いので肌はだ色いろの方が目立つのだが。

「顔に似に合あわず乱らん暴ぼうなやつだな」

「シラサギさんにそっくりでしょ」

　巣す鴨がもが微笑ほほえむと、カワセミが一いつ瞬しゆん面食らう。だがすぐに「いやまったく」と笑い返した。

「あ、カツラ返してもらうの忘わすれてた」

　前まえ髪がみを摘つまんでカワセミが気づく。地毛の濡ぬれたような黒色がぶら下がっていた。

「そっちの方が自然だよ」

「そりゃそうだろ」

　不自然に目立つために、白はく髪はつを気取っているのだから。

「で、なにをしようか。できるならなにもしたくないんだけどね」

　特に今日は、既すでに能のう力りよくを四回使用してしまっている。無理をすれば数回は使えそうだったが、そうでなければ今のカワセミは一いつ般ぱん人じんと変わりない。危き険けんに対する免めん疫えき力りよくとしては、まったく機能していない。

「明後日の文化祭には一いつ緒しよに来てもらうけど、それ以外は、んー。ない」

「文化祭？　そんなのあるんだ、いいね中学校」

　小学校卒業が最終学歴なカワセミとしては、未体験のイベントだった。興きよう味み津しん々しんに前まえ屈かがみとなって巣鴨の顔を覗のぞく。巣鴨の大きな瞳ひとみがカワセミを捉とらえるが、なにを考えているかは窺うかがい知れない。

「なにするんだい、文化祭って」

「去年の石と竜か子げくんは校こう舎しや裏うらでずっと修しゆ行ぎようしてた。えいやー、とりゃーって」

「っく、あっは、はっっは」

　カワセミが腹はらを抱かかえて笑う。予想よりずっと面白い答えが返ってきた。

「あと、校舎の壁かべを睨にらんだりもしてた。ずがーって、目からビーム出す練習だったのかな」

「彼かれはほんと愉ゆ快かいなやつだな。そうか、ちゃんと修行していたから僕ぼくに勝てたのか」

　手を叩たたいてここにいない少年を賞しよう賛さんする。その拍はく手しゆが止むのを待ってから、巣鴨が聞く。

「超ちよう能のう力りよくの練習ってやったことある？」

「いやぁ。一回もしなかったけど、なぜか使えたね」

　話しつつ、横に座すわる巣鴨の顔を眺ながめることでカワセミが思う。

　妹がいるというのは、こういう感覚なのかもしれない。

　もっともこんな妹を持つのは、どんな願いも叶かなえてくれると言われたところでお断ことわりしたい。付け加えたそれがカワセミの偽いつわらざる本音だった。

　この少女は、自分が幸せになるために周囲を不幸にする。

　それは人間として当たり前でもある。だが、巣鴨に関してはその仕組みが顕けん著ちよすぎる。そしてなにより、関わった者に必要以上の不幸を求める傾けい向こうがある。幸福と不幸の関係が人間の呪のろいのようなものなら、巣鴨はそれを形にして現あらわれすぎているのだ。

「しかし本当に動かなくていいのかい。僕じゃなくて、きみがさ。トカゲくんを放っておいて」

　トカゲ少年が倉くら科しな康こう一いちのもとへ連れ去られたことは既すでに調べがついていた。そうなればこの少女は奪だつ還かんのために暗あん躍やくし、それに付き合わされるのだろうとカワセミは考えていた。

　だが巣す鴨がもは、ソファの上で飛び跳はねるだけだった。

「いいの。今回は、シラサギさんの方もがんばってくれると思うし」

「……へぇ」

　どこまで把は握あくしているか摑つかめず、その見み透すかした物言いに居い心地ごこちの悪さを覚える。

　それに、そうした発言も信用に置けない。

　なにか裏うらで手を打っている故ゆえの余よ裕ゆうが、横顔から感じられた。

「あいつと同じことやってると、ろくな大人おとなにならないよ」

「そう？」

「そうとも」

『あいつ』が誰だれであるかを敢あえて口にせず、カワセミたちは笑いあう。

　白と黒。カワセミの知る二人の少女は纏まとう色は違ちがえど、ベクトルは同様の方角を向いていた。
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「そうそう。清し水みずです、こんにちは」

「はぁ」

　丁てい寧ねいに頭を下げるので、ついこちらも腰こしを低くして、へこへこしてしまう。

　清水と名乗った作さ務む衣えの爺じいさんに連れられて、ビルの中へ入る。逃にげ出そうにも知らない土地である、どちらへ走ればいいのかも分からない。よくない流れに乗っていることを承しよう知ちで、今は従したがうしかなかった。突とつ破ぱ口こうを切り開くには、この目はあまりに力不足だ。

　ビルの受付は爺さんの顔パスで通り、ガードマンが横に常じよう駐ちゆうしているであろうエレベーターに乗りこむ。そこで気づいたが内ない装そうがシラサギのビルと似に通かよっている。ガラス窓まどの配置や壁かべの色合い、それに受付の作り方まで一いつ緒しよだ。どっちが参考にしたのかまでは分からない。

『６』を押おしてから扉とびらが閉しまる前に、爺さんが俺おれに尋たずねてくる。

「きみの名前は？」

「五い十か川がわ石と竜か子げ」

「おぉ、きみが例の少年か」

　爺さんが振ふり向いて目め尻じりに皺しわを作る。顎あごに手をやり、珍ちん獣じゆうでも見る目つきだった。

「例の？」

「おっと。あーごほん」

　なんだそのやる気のないごまかし方。ついでに扉が閉まり、エレベーターが上じよう昇しようする。

「あのカワセミを病院送りにしたやつがいると、そう業界では噂うわさされているのだよ」

「へぇー。俺おれってば、知らないとこで有名人になってたんだ」

　今後、ハッタリに使えそうである。手て痛いたい代だい償しようがあったのだから精せい々ぜい、利用させてもらおう。

　カワセミに勝った男。字じ面づらだけだと、小鳥を苛いじめただけにしか思えん。

「カワセミには会ったことあるんですか？」

「あるとも。なかなか気持ちのいい少年だ」

　仮かりにも殺し屋であるあいつを『爽さわやかくん』みたいに表ひよう現げんするのは、どうにも違い和わ感かんがある。

　いや、それよりも。

　業界という表現に加えて、カワセミの知り合いと来れば爺じいさんの正体もおおよそ見えてくる。

「あなたって殺し屋さん、ですか」

「いかにも」

　清し水みず老人がニヤリと笑う。緊きん張ちようで声が上うわ擦ずりかけるが、落ち着けと言い聞かせる。

　本気なら喋しやべる前に殺す。それが、俺の出会ってきたやつらだ。

　だから今はまだ大だい丈じよう夫ぶ。

「持ってます？」

「ん？」

「超ちよう能のう力りよく」

「はてさて」

　あまりごまかす気はないらしく、適てき当とうなはぐらかし方だった。絶ぜつ対たい、持っているな。

　そうでなければ体力勝負の面もある殺し屋さん業界で、爺さんを雇やとわないだろう。

「きみこそ、持っているらしいね」

「なんの話ですか？」

「あぁ言わなくて結けつ構こうですよ、今はね」

「………………………………………」

　思わせぶりなその態たい度どは、俺の胃を締しめつけるには十分な効こう果かがあった。

　この時点で爺さんが俺になにをしようとしているのか、おおよそ理り解かいしてしまったからだ。

　エレベーターが六階で停止する。逃にげたい。もしくはエレベーターボーイになって爺さんを見送りたい。しかし、どう逃げるというんだ。仮かりにここで爺さんを廊ろう下かへ押おし出すことに成功して、エレベーターで一階へ下りたとしてもその次がない。立場を危あやうくするだけだ。

　爺さんに続いて、廊下を歩く。誰だれともすれ違ちがわない。廊下は清せい潔けつで、銀色で、寒気がする。

「冬が近いなぁ」

　爺さんが俺の心しん情じようでも読み取ったように身み震ぶるいする。俺、ちゃんと冬を迎むかえられるのかな。

「あ、この部屋だ。えぇっと６……うん、番号も合っている」

　爺さんが扉とびらのプレートを確たしかめてから、廊下の奥おくにあるその部屋へ入る。俺はそこへ入る前に戦せん々せん恐きよう々きよう、扉の隙すき間まから部屋の中を覗のぞいた。日当たりのいい応おう接せつ室しつに見える。

　見るからに『アレ』な設せつ備びがあるわけでもない部屋で、密ひそかに胸むねを撫なで下ろす。

　だがその直後、爺じいさんが好こう々こう爺やの面つら構がまえで聞き捨ずてならない説明をする。

「この階ではここが一番、防ぼう音おんになっているそうですね」

「……っへぇ」

　嫌いやな予感しかもたらさない豆まめ知ち識しきだった。防音、という部分が非ひ常じように引っかかる。この部屋は健全な応おう接せつ室しつのようにしか見えない。音おん響きよう機き器きがあるわけでもなく、となれば室内を騒そう々ぞうしくするのは、中に入った人間ぐらいしかない。テレビもないんだぜ、この部屋。

　中に入るとすぐ、青色の肘ひじかけつきの椅い子すまで爺さんに引っ張ぱられた。

「まぁかけて。個こ人じん的てきにきみに興きよう味みがある。話をしよう」

　肩かたを摑つかんで椅子に座すわらされる。そうして俺おれを強きよう制せい的てきに落ち着かせた後、爺さんは向かい側の椅子に座った。椅子の上であぐらをかき、頰ほお杖づえを突つく。作さ務む衣えだからか、絵になった。

「おっとそうだ。飲み物を持ってくるのでちょっと待っていてくれ」

　爺さんは忙せわしなく飛び上がり、なんと俺を残して出て行ってしまう。

　部屋に一人きりとなって、派は手でに俯うつむく。重い肩を落とし、手を額ひたいに当てて息を吐はく。

「舐なめやがって」

　俺を試しているとしか思えない。これを好機と逃にげ出す？　中学生を舐なめるなよ。

　少なくともあの爺さんが側にいて、俺一人であるという状じよう況きようから脱だつしなければ逃げるというのはとても現げん実じつ的てきではない。そんな無茶なことを計画するよりは、動かずに考えるべきだ。

　俺なら、俺をどうする？

　倉くら科しな康こう一いちと俺は似にている。力のある人間を使うことでしか、立場を得られない。恐おそらく、弱い人間ということなのだ。だから思考が似に通かよってしまうはずだ。俺なら、今の俺をどうするか。

　そこを考えていけば必ず、倉科康一の行動に辿たどり着く。

「………………………………………」

　俺が倉科康一だったら、俺の超ちよう能のう力りよくの正体を確たしかめる。カワセミが言っていたが超能力者というのは珍めずらしい。巡めぐり会う機会もそうそうないだろう。だから、この機を逃のがさない。

　俺の超能力がなにかを知ろうとする。その上で有ゆう益えきなら、協力を請こうといったところか。

　しかし、俺が自分から話すことはない。昨日は拳けん銃じゆうを頭部に突きつけられても、自分の口から明かそうとはしなかったのだ。倉科康一はそれを理り解かいしている。だから、あの爺さんに俺を連れていかせたのだ。爺さんにどんな能力があるかは分からないが、適てき材ざい適てき所しよ、のはずだ。

　尋じん問もんという優やさしい形ならまだいいが、この部屋は防音だと爺さんが明かしている。つまり、俺が醜みにくい悲鳴をあげ、絶ぜつ叫きよう混まじりに床ゆかをのたうち回ることを前ぜん提ていと考えた方がいい。最悪である。俺はもう戦わないと決意しているが、それでも理り不ふ尽じんな暴ぼう力りよくは降ふりかかる。

　……どうすればいい？　正直、なにも思いつかない。乱らん入にゆう、イレギュラーに期待しようにも早すぎる。あの会場から離はなれて、大した時間は経たっていない。それにもしあのナイフ女が侵しん入にゆうしても、俺おれを助けるはずがない。むしろ殺される。シラサギなら、ビルの中にいる連中を纏まとめて殺しかねない。巣す鴨がもしか期待できないが、助けられた後……ダメだ、どっちみち終わる。

「ははは、ここってどこに給湯室があるんだろうね」

　手ぶらで爺じいさんが戻もどってきた。探さがす気もなく、廊ろう下かで待っていた癖くせに白々しい。

「実は私も、今日来るのが初めてなんだ。急な依い頼らいだったので、状じよう況きよう把は握あくも曖あい昧まいなのだよ」

　向かいの席に座すわりながら、爺さんが頭を搔かく。迷めい惑わくそうな表ひよう情じようだった。

「倉くら科しな康こう一いちの専せん属ぞくではないんですか」

「私の雇やとい主は他にいるよ。そっちは零れい細さいで、私ぐらいしかいないのだがね」

「ふぅん……」

「お陰かげで仕事が次々舞まいこんでくる。私の歳としも考えてほしいよ、まぁそれはさておき」

　爺さんがパッと顔を明るくする。人当たりのいい、柔にゆう和わな顔立ちだ。彫ほりは少し深く、刻きざまれた皺しわも決して少なくはない。取っ組み合いなら負けはしないだろう。超ちよう能のう力りよく抜ぬきなら。

「きみのことは少し聞いた。きみはなにを望んで、賭かけオセロなんてものに参加した？」

「……倉科康一も今いま更さらなことを知りたがるんだな。勝負は流れたのに」

「いや、この質しつ問もんは本当に興きよう味み本ほん位い。前ぜん途と洋よう々ような若わか者ものが身や命を賭とすというのに、興味を持たないわけがないじゃないか。寿じゆ命みようがまだたっぷりあるというのに、なにを生き急いでいるんだろう、とね」

　今さらりと命を賭けるとか言われてしまって、改めて倉科康一の黒さに触ふれてしまった気分ではあるが、臆おくしたのを表に出さないで答える。舌したの震ふるえをごまかすのも、もう慣なれた。

「身の上話で恥はじを晒さらしたら、なにかオマケしてくれるのか」

「飴あめちゃん食べるかね？」

　作さ務む衣えの袖そでから飴の袋ふくろを取り出した。黒飴だった。大阪のオバチャンじゃないんだから。

「……聞いて、面白い話でもないけど」

　そう前置きして、俺は両親への不満と、シラサギへの反はん抗こうについての心しん境きようを語った。

　長々と、大おお仰ぎように、敢あえて時間をかけて詳しよう細さいに説明した。無む論ろん、単なる時間稼かせぎである。そのために家庭の恥ち部ぶを晒さらして、少しでも爺さんの気を逸そらすように大げさに話した。

「なるほど、なるほど……」

　爺さんが相づちを打って、何度か頷うなずく。薄うすく白いヒゲを撫なでながら、目をぎょろりと動かす。

「だがねぇ。きみ、その服は誰だれのお金で買ったんだい？」

　爺さんが人差し指を突つきつけてくる。

「聞く限りでは最悪の環かん境きようではある。だが人の金で生活している間は、あーだこーだと生活環境に愚ぐ痴ちる権けん利りはない。不満なら家を出ればいい、しかし生きられるかね？　無理だろう」

「………………………………………」

　巣鴨にお願いしたら生きられそうだ。ただし、確かく実じつにペット扱あつかいだろうな。

「両親に、ちゃんと親をやってほしいという子こ供どもの気持ちは分かる。だが同時に、きみは生きることに慣なれすぎている。子供は得てしてそういうものだが、贅ぜい沢たくがすぎるね」

「………………………………………」

「おっと、つい脱だつ線せんしてしまった。ジジイは説教くさくて、若わか者ものにはたまらないだろう？」

「……いえ」

「本題に入ろうか」

　入りたくない。ずっとお説教でも一向に構かまわないのだ。だから黙だまって聞いていたのに。

　清し水みず老人が人差し指を立てて、好こう々こう爺やの微笑ほほえみを浮うかべる。

「私の力を説明したらね、これは拷ごう問もんに最さい適てきだということできみに宛あてがわれたのですよ」

「……拷問と来たか」

「ははは、仰ぎよう々ぎようしい言葉だね」

　いや笑うところじゃないから。爺じいさんが座すわったまま、前まえ屈かがみになる。

「きみがどんな超ちよう能のう力りよくを持っているかを聞き出せ、との命令でね」

「あぁ……」

　やっぱりそうか。そうくると思った、だから逃にげたかった。そもそもこんなとこきとうなかった。憧あこがれ？　の女じよ優ゆうさんに手を握にぎられた代だい償しようは、あまりに大きい。

「さっき、猪い狩かり友ゆ梨り乃のさんと約束したはずですが。俺おれに危き害がいを加えない、と」

「うむ、聞いていたよ」

　爺じいさんが大きく頷く。

「で、倉くら科しな康こう一いちという男は、超能力者にいたく憧れているようだ」

　流された。あんな口約束に期待はしていないが、せめてもう少しくらい拾ってほしい。

「本人が奇き跡せきを起こせれば、得体の知れない超能力者を雇やとわなくていいからな。自分がその超能力で殺される心配もなくなるし」

「そういうことだろう。だから、心を読める力を持つ者にこだわった」

　爺さんが天てん井じようを指差す。恐おそらく、連れていかれた猪狩友梨乃を指しているのだ。

「それは、どういう？」

「シラサギの頭を覗のぞけば、彼かの女じよの出しゆつ資ししている超能力開発の研究所について知ることができるからね。倉科康一はシラサギの主しゆ宰さいする教きよう団だんを超こえるのが、大きな目標のようだ」

　超能力の研究所？　名前の響ひびきだけなら胡う散さん臭くさいにも程ほどがある。だけどそんなものが本当にあるなら、俺も一度は行ってみたい。この能力を発はつ展てんさせるために、厳きびしくもムダな修しゆ行ぎようを積んできたのだから。

「だからきみの能力にも興きよう味み津しん々しんなわけだなぁ、彼かれは」

　老人があぐらをかいたまま、足に頰ほお杖づえを突つく。傾かたむいた頭の、二つの目が俺を捉とらえる。

「素す直なおに話してくれれば、なにもしないという約束は守ろう。どうかな？」

　老人の目の輝かがやきは変わらない。雑ざつ談だんの延えん長ちようで、命を賭とした選せん択たくを迫せまる。

　この老人は、恐おそらく反ほ故ごにはしない。だが正直に話せば、俺おれの価か値ちはゼロになる。

　倉くら科しな康こう一いちが、人を利用する者が、利用できないものに対してどう出るか。

　答えは分かりきっていた。

「断ことわる。俺の能のう力りよくは、人に知られたら価値のなくなるものだから」

　怯おびえるな、怯えるな、怯えるな。

　俺の選せん択たくは間ま違ちがっていない。

「あ、そう」

　べぎゃご。

「……お？」

　新聞紙の束をちぎるような音がした。その音を鳴らした、自分の手元を見る。

「……ひ、ぃ？」

　人差し指が手の甲こうにくっついていた。指の先せん端たんが、突つき刺ささっていた。ぐるぅんと、そう、なんだろう。ジェットコースターのループするとこみたいに「うぉぉおおおおぉおお！」

　自分の指の織おり成す逆ぎやくオッケーマークに絶ぜつ叫きようする。な、なん、なんだ、こりゃあ。

　こりゃあい、いた、いだだだだぃぎぐいいいいいぃきい、い、い、

「おや一発で折れてしまった。ちゃんとカルシウム取ってるかね？」

「かかかかか、ききききき、ぎ、ぎぎぎぎゃ、ぎゃ、ぎゃぎぃぃぃぃぃ！」

　額ひたいの奥おくから真っ赤な光が、血が溢あふれるように、俺を染そめる。目の前が真っ赤に、次にすぐ火花のようなものが散る。チカチカと眼めが輝かがやいて、その度に激げき痛つうが電流みたいに走る。

　な、なん、これ、爺じいさんの能力？　なのか？　しかもその指が、今度は逆に「にぃぃぃいいぃいいいぐ、、ぐ、ぐぃぎぎ！」折れた指が踊おどり出す。第二関節から急に右へお辞じ儀ぎして、次は付け根の関節が外れて屈くつ伸しん運うん動どうを起こす。勝手に、指の皮を被かぶった生き物でもいるように、めちゃくちゃに動き回る。踊る度に気き絶ぜつして、そして、痛いたみに引きずり起こされる。

　耐たえようと嚙かみしめた奥おく歯ばが次々に欠けて、口の中がザラザラする。溢あふれる涙なみだは血のように生なま温ぬるく、鼻水と、噴ふいた泡あわで顔面がベチャベチャだった。

「とま、止まった、の」

　指が無む惨ざんな姿すがたとなって落ち着く。関節は外れたまま、第二関節の箇か所しよから右に傾かたむいて第一関節は逆向きに仰のけ反ぞっている。粉ふん砕さい器きに突つっ込こんだ後のようで、ゴミみたいな指と成り果てていた。無理な動きで皮もちぎれて、血の粒つぶや肉がぬいぐるみの綿わたみたいにはみ出てしまっている。

「きみ、本当に能力があるのかな？　あるのならそもそも、大人おとなしくこんな部屋には来ないだろうねぇ。よっぽど、役に立たないカス能力なのか」

　まるで俺の能力を知った上でいじめ抜ぬくような、わざとらしい言い回しだった。

　そういえば、カワセミと知り合いって言っていた、気がする。

　この、クソ、ジジィ。これ全部、テメェの仕業、なのか。

　しかもなんだ、そりゃあ。そのカメラ、パシャパシャうるせぇ。

　なんで、俺おれの顔なんか写真に撮とってるんだよ。

「もう一度、お節せつ介かいながら聞いてみよう。話す気は？」

　老人の笑顔に寒気が迸ほとばしる。話したい。明かして、すべて投げだして救われたい。

　謎なぞの現げん象しように襲おそわれて青を通り越こして真っ黒となった人差し指を睨にらむ。

　溢あふれた涙なみだが、乾かわいた目に染しみる。痛いたんでしかめて、余よ計けいに前が見えなくなる。

　俺は話さないんじゃない。

　話せることが、なんにもないのだ。

　その悔くやしさが、微かすかな反はん骨こつを支ささえた。

「ない！」

「はい螺ら旋せんを描えがいてー」

　反り上がったままの人差し指の肉という肉が螺旋状に捻ひねられて、もう悲鳴も上げられなかった。喉のどの奥おくから血と胃い液えきが溢れ出して、声の出る隙すき間まがなかった。

　舌したを突きだして全身を痙けい攣れんさせて、泡あわを噴ふきながら床ゆかに倒たおれこむ。

　意い識しきが途と切ぎれるのもあっという間だった。

　気絶する間ま際ぎわ、見上げた清し水みず老人の輪りん郭かくがミミズのようにぐにゃりと歪ゆがんでいた。

　　[image: ]

「パチンコ屋の中にいること。私の仕事が終わるまで外が騒さわがしくても絶ぜつ対たいに出てくるな」

　何時間と歩いてパチンコ屋の駐ちゆう車しや場じように辿たどり着いた直後、ナメクジが雉間光にそう命じた。今の今まで無関心を貫つらぬいてきたナメクジが急にそんなことを言い出すので、雉間光は咄とつ嗟さに反はん応のうできず、惚ほうけたような態たい度どとなってしまう。

「大人おとなしく、何食わぬ顔で遊んでいればいいから。おろおろするなよ」

「……え、う、うん。分かった」

　それだけ指し示じしてナメクジが駐車場の隅すみへ向かおうとする。だがその途と中ちゆう、大事なことを確かく認にんし忘わすれた、とばかりに振ふり返った。

「あんた未成年？」

「十九だ」

「じゃあ補ほ導どうはされないか」

　妙みように常じよう識しきに則のつとった確認を、殺し屋の女じよ性せいが行うことに雉間光は歪いびつさ、違い和わ感かんを拭ぬぐいきれない。しかも本人は冗じよう談だんで言ったわけではないようだった。人をあんなに簡かん単たんに殺せるのに、そんなところだけ気にする。恐おそろしくありながらもどこか間の抜ぬけた部分に、微かすかながら気安さのようなものを見出す。だからこそ、雉きじ間ま光ひかるから話しかけることができた。

「ちょっといいかな」

「なによ」

「あの、お金がないんだ。パチンコってお金がないと玉？　とか買えないんだろ」

　未み経けい験けんらしく、雉間光の顔は困こん惑わく混まじりだった。一方、ナメクジも店内に入ったことすらないので、要よう領りようが分からない。ただ、お金がなければなにもできないということは想そう像ぞうがついた。

「後で返してよ」

「なんとかしてみる」

　ナメクジが渡わたしたのは千円札二枚まいだった。それでどれくらい遊べるのかも予よ測そくできていないが、雉間光も同じだった。受け取った千円札を握にぎりしめて、不安げながらパチンコ屋へ入っていく。入れ替かわるように出てきたヒゲ剃そり跡あとの濃こい男が肩かたを怒いからせて歩くのを少し眺ながめながら、ナメクジは頭を搔かく。そこに傷きずがあることを忘わすれていて、指先で遠えん慮りよなく引っ搔いてしまった。

　なにをやっているんだろう。痛いたみで右目だけを涙なみだ目めにしながら、ナメクジが思う。

　放っておけばいいのに、つい世話を焼いてしまう。人殺しである以上は善ぜん良りような人間であるはずがない。ナメクジはそう自覚するにもかかわらず、振ふる舞まいを徹てつ底ていすることができない。

　自じ己こ嫌けん悪おに似にたものを抱かかえながら、ナメクジが移い動どうたこ焼き屋の前へ行く。車内でタコを切っていた娘むすめと目が合い、頭を下げる。娘は今日も厚あつ化げ粧しようで、その頰ほおや目元をにやつかせる。

「おぅおぅおぅ、マイマイちゃんよー。やってくれるじゃんよー」

「は？　あ、すいません。昨日は欠けつ勤きんしてしまって」

「んなこたぁどうでもいい。彼かれ氏し連づれでご出勤とは見せつけてくれるねぇ、ヒュー」

　娘がパチンコ屋の入り口を指差す。そこは先さき程ほど、雉間光が入っていった入り口だった。

「いえ、あれは」

　言葉に詰つまる。なんなんだ？　道中、まったく話を聞かなかったことを少し悔くやむ。説明できるぐらいには素す性じようを聞いておいた方がよかったのかもしれない。ナメクジが知っているのは名前が雉間光であるという、それぐらいだった。後はシラサギに追われている、それだけだ。

「そういうのでは、絶ぜつ対たいないです。会ったのも今日が初めてですから」

「なにぃ、今日会ったばかりでパチンコデートだと……」

　そこで娘の言葉が途と切ぎれる。途と端たんにしかめ面つらとなって、「んー？」と強く鼻はなを押おさえる。

「なんか生なま臭ぐさくね？　こう、アクの強い臭においだぁね。昼飯になにか濃こいの食った？」

「あぁ、これは」

　返り血の臭いです。素直にそう言いかけて思い留とどまる。

「なんでしょう」

　上う手まい言い訳わけも思いつかず、ナメクジが首を傾かしげる。そのリアクションに娘は噴ふき出した。

「マイマイって不思議ちゃんだよなー。見た目はハキハキしてそうなのに」

「見た目だけじゃなくて、しているつもりなんですが」

　反はん論ろんすると、余よ計けいに笑われてしまう。バカにされているようでムッと来たが、カエルとヘビの顔を思い出して堪こらえた。やつらに罵ば倒とうされるときの方がずっと悔くやしかった、と言い聞かせる。

「よっし。ちょっと入ってきて」

「はい」

　手て招まねきされて、ナメクジが車の後ろから回って、車内に入る。車内は雑ざつ多たな荷物が置かれて狭せまいが、体つきの細いナメクジはミミズのようにするすると入りこむ。娘むすめの隣となりに用意された椅い子すに招かれて、腰こしかける。そこで自分の方が背せは低いんだなと、ナメクジが気づいた。

　一方、娘の方もナメクジの頭部に巻まかれた包帯に目を見開く。

「うぉ、なにそれ。頭ぐるぐるじゃん」

　髪かみに紛まぎれて今まで気づかなかったらしい。白いリボンとでも思っていたようだ。

「頭ず痛つうとかじゃないよね」

「効こう果かないと思います」

「なに、ひょっとして昨日は事じ故こにでも遭あったの？」

「えぇと、そうです。自転車……いや、原チャリと衝しよう突とつして、頭を打って」

　自転車では控ひかえめすぎるかと言い直す。「へぇー」と、娘がなにを言えばいいか迷まよっているような反はん応のうを見せる。その間も手は動き、タコを細かく切り終える。大きいタコを使っていると自じ慢まんした貼はり紙が表にあったが、ナメクジの目からすれば焼く前なのに既すでに小こ粒つぶだった。

「それなら無理せんと、今日も休んでもよかったのに」

「大だい丈じよう夫ぶです。そんなに酷ひどい怪け我がじゃないから。それより、仕事は」

「あぁ、これこれ」

　娘が鉄板を指差す。半分は平たいが、残りの左半分は丸い型が規き則そく的てきに作られている。

　娘が指したのはその丸型の方だった。

「ちょっと焼いてみ。練習練習」

　娘が生き地じの入ったボウルを掲かかげて笑う。ナメクジが目を点にした。

「いいんですか？」

「焼けるようにならないと雇やとってる意味ないじゃん。楽をさせてくれたまえ」

　ずっと客引きと売り子の担たん当とうかと思っていたので、予想外の進しん展てんだった。

　思わず、ナメクジの頰ほおがほころぶ。

　カエルの下働きのような立ち位置にずっと甘あまんじていたために、なにかを任まかされるという感覚がナメクジには新しん鮮せんだったのだ。

「ところでマイマイ、料理はできる方？　包丁握にぎったことなーい、とかじゃないよね」

「腕うでがなくなる前は自じ炊すいしてました。多分、大丈夫です」

　そう答えながらピックを受け取る。ナイフより喉のど元もとを突つくことには向いているかもしれない。指でなぞりながら、ナメクジがそんな感想を持つ。

「本当は両手でやる方が簡かん単たんなんだけどね」

　鉄板に多めに油を塗ぬりながら、娘むすめが言う。それが終わった後も、ナメクジは生き地じのボウルを見つめるだけで動こうとしない。その肩かたを、娘が笑いながら叩たたく。

「なに、緊きん張ちようしてんの？」

「ちょっと」

「失敗したら全部マイマイが食べるんだ、気にしない。いくらでも食えよぉ、こんなやせっぽちで。脇わきとかなんだよこれ細すぎ、羨うらやましいじゃねえの」

　娘が服の上からナメクジの脇わき腹ばらを摘つまむ。ナメクジとしては気安く触ふれられることに抵てい抗こうがあったが、狭せまい車内では身を捩よじることも難しい。上司である点も踏ふまえて、されるがままだった。

　それから娘が察して、生地を鉄板に流しこむ。ナメクジの手が塞ふさがっていることへの配はい慮りよだった。丸型に流しこんだ後、タコを放る。片かた面めんが焼けるのを待つ間、娘が焼き方を教える。

「周りに散った生地を寄よせて盛もり上げてひっくり返すの。そうすると丸くなるから」

「はい」

　返事をして、鉄板の熱を鼻の先に感じながら、ナメクジは別のことを考えていた。

　これからどうするか、そして、猪い狩かり友ゆ梨り乃のについて。

　その二つがナメクジの頭を挟はさみこみ、強く悩なやませていた。

　助けに行くべきだろうか。しかし、どこにいるのかも分からない。このままだとしこりを残すのは確かく実じつだが、金をばらまいて情じよう報ほうを集めて……と、そこまでする気はない。大体、金などないのだ。なにも損そん失しつなく、上う手まいことなにかのついでに助けられれば一番都合がいいのだが、そんな上手くいくはずがない。労力を費やさなければ、どうにもならないのだ。

　言われたとおり、周りに散った生地をピックで寄せ集めて盛り上げる。それから、順々にひっくり返した。手て際ぎわよく返していくことに娘が「やるじゃん」と賞しよう賛さんする。

「ひょっとして経けい験けん者しや？」

「いえ。えぇと、似にたようなことをやっていた、というか」

「似たこと？　大おお判ばん焼やきをひっくり返すとか？　まぁいいや、今回のバイトは当たりだ」

　肩を叩かれて、ナメクジも満まん更ざらでもなかった。

「ソースより醬しよう油ゆ派は参りましたー」

　三つ編あみの中学生が鞄かばんを振ふりながらやってきた。鹿しか川がわ成なる実みである。制せい服ふく姿すがたで、今日は誰だれかを連れることなく一人だった。ナメクジは一いち瞥べつした後、すぐに鉄板の方に目を戻もどす。

「醬油一ひと舟ふね」

「はいよ。って、今日は学校休みじゃねーの？　補ほ習しゆうか？　赤点か？　懐なつかしいぜ」

「明後日あさつて文化祭だから、その準じゆん備び。いやー、サボるやつがいてさぁ、昨日までに終わらなかったんだよねー」

　自分のことを棚たなに上げて成なる実みが憤ふん慨がいする。娘むすめは「ああそっか」と合が点てんがいく。

「明後日あさつてだったね。ちゃんと友達百人ぐらい連れて買いに来いよ」

「部外者が校内でたこ焼き屋開いていいんスかー」

「いいんだよ、卒業生なんだから。というわけで明後日は稼かせぎ時です、がんばって」

「はぁ」

　ナメクジが生返事をする。そこで成実が車内を覗のぞいて、ナメクジを注ちゆう視しする。視線を感じてナメクジが顔を上げると、鉄板を挟はさみながらも間近で目が合った。

　当然だがお互たがいに、『姉』を意い識しきすることはあり得ない。まったくの初対面だ。

「これが噂うわさのサボり魔ま新人？」

　一度しか休んでいない上に始めて三日目なのに、どういう言い草だとジト目になる。

「うむむ。お？」

　成実がナメクジの右みぎ腕うでに気づく。当然の反はん応のうとはいえ、未いまだに慣なれない。ナメクジが目を逸そらす。しばらく引きつけられるように眺ながめていた成実だが、唐とう突とつにナメクジに話しかける。

　謎なぞかけのような調子だった。

「痛いたくなければ」

「……覚えませぬ」

　つい反はん射しや的てきに、短歌の下の句くを答えるようにナメクジが言う。

「サイコガンは？」

「左手です」

「うむ。気に入ったよおねーさん」

　気に入られてしまった。なんでだよ、とナメクジが訝いぶかしむ。

「名前なんていうの？」

「マイマイだよ」

　本人が答える前に、横の娘があだ名を教える。成実は「ははぁなるほど」と大げさに頷うなずく。

「マイマイちゃんね、オッケーィ」

　なんでこんな子こ供どもにまでちゃんづけされないといけないんだ。ナメクジとしてはあだ名も含ふくめて大いに不満だった。しかし一いち応おうは客らしいので、ナメクジなりに気を遣つかって黙だまった。

　焼けるのを待つ間、成実が世間話のように話題を振ふってくる。

「そういやさぁ、トカゲちゃん家の扉とびらがぶっ飛んでんの。ちょーコワイネ」

　トカゲという名前が出てきたことに、ナメクジが無言ながら反応する。そんな名前をつける親は他にあまりいないだろう。加えて、ここが巣す鴨がもの住む地ち域いきということもある。

　あの少年の知り合い、話し方からすれば同級生あたりか。とすれば、巣鴨とも面めん識しきがあるかもしれない。そう意識するだけで、ピックを握にぎる手に自然と力が籠こもった。

「なになに、なんの話よ？」

「いやぁ、さっぱり。部屋上がってみたけど誰だれもいないし」

　トカゲ少年の事じ情じように詳くわしくはないが恐おそらく、あの会場で賭かけオセロの打ち手となるために連れ去られた名な残ごりなのだろう、とナメクジは推すい測そくした。

　会場で出会ったが、あの後はどうなったのだろう。野の垂たれ死んでいてくれれば、巣す鴨がもも少しは動どう揺ようするだろうか。楽観的かつ残ざん酷こくな希望を持ったが、すぐに『ないな』と振ふり捨すてた。

「警けい察さつに言った方がいいのかな」

「……止めておいた方が」

　成なる実みの言葉に、ナメクジが思わず忠ちゆう告こくしてしまう。その注目を受けて、ナメクジが俯うつむく。

「あ、別に。なんとなく」

　ここに来るまでの間に、ナメクジは『倉くら科しな康こう一いち』という名前についてを思い出していた。表向きは市民相談の体てい裁さいをとる新しん興こう宗しゆう教きよう団だん体たい、『ニュートラル友の会』の主しゆ催さい者しや。地ち域いき的てきではあるが規き模ぼも大きい。ナメクジ自身は直ちよく接せつ関わったこともないが、自分が身を置く世界と、まったくの無関係というわけでもない。聞こえてくる噂うわさ話ばなしの類たぐいからそう理り解かいしていた。

　そのニュートラル友の会の信者が警察にいないとも限かぎらない。無む闇やみに関わらない方がいいだろう。そう説明することもできずに口ごもる。成実は顎あごに手をやり、目を細める。

「マイマイちゃんはなにかが『チガウ！』って感じだね」

「は？」

　意味の分からない評ひよう価かを下されて、ナメクジが狼ろう狽ばいする。

「トカゲちゃんが憧あこがれそうな雰ふん囲い気きを持ってるなぁ。しかもこっちは本物っぽい」

　なにがなんだか分からない。しかも成実の話題はすぐに切り替かわってしまう。

「親方、駐ちゆう車しや場じようの車からおじさんたちが！」

「それは普ふ通つうだ」

「ですよねー」

　とぼけた会話を交わす成実たちの側で、ナメクジだけが唇くちびるをきつく結ぶ。

　普通のやつらじゃない。

　今し方入ってきた車から降おりてやってくる二人に険けわしい目を向けながら、たこ焼きをひっくり返す。自分に関係した相手か、それとも別なのかを判はん断だんするため、静観を選ぶ。ただいつでも車内に隠かくれられるよう、心こころ構がまえだけは欠かさない。いざとなれば後転して頭を打ってでも遮しや蔽へい物ぶつに身を隠すつもりだった。

「お？　親方、こっちにお客さんが」

「それはいいことだ」

「だよねー……って、お、お、お？」

　二人組がたこ焼き屋の直前で曲がる。背せの高い男と、小さい男。どちらも細身で、背の高い方は顔まで細長い。小さい男の方は頭が大きく、腕うでも太いせいで胴どう体たいに別の四し肢しや頭部をくっつけて作られているようだった。ナメクジはその背せ広びろ姿すがたに呆あきれる。

『いかにも』という服ふく装そうをしていたからだった。

「鹿しか川がわ成なる実みさんですね」

　成実の前に立った、背の高い方が確かく認にんを取る。成実は腰こしが引けながらも「えー、はぁ。そう、です」と首しゆ肯こうする。小さい男はさりげなく回り込こみ、成実の退たい路ろを塞ふさいでいた。

「鹿川？」

　そのやり取りを聞いていたナメクジが目を細める。それは書類に記き載さいされていた、猪い狩かり友ゆ梨り乃のの本名と同じ名字だった。まさか、妹だろうか。そしてもし成実が猪狩友梨乃の妹であるなら、男たちの目的を察することもできる。ナメクジとしてはあまり面白くない展てん開かいだった。

「鹿川って名字、珍めずらしいと思いますか？」

　ナメクジが娘むすめに尋たずねてみる。なんだその質しつ問もんは、という顔をしながらも娘が答えた。

「ケータイとかで一いつ発ぱつ変へん換かんできないし、珍しいと思うよ」

　どんな基き準じゆんだ。だがこの地ち域いきにはよくある名字、というわけでもなさそうだ。

　となれば、同じ名字の他人という線は薄うすそうだった。

「お姉ねえさんのことで少し問題が起こりまして。その件けんについてご説明したいので、ご同行願えないでしょうか」

「は？　姉ちゃん？」

　成実の声が裏うら返がえる。ナメクジは横を向き、ああやっぱりと独ひとりぼやく。

「いや私、関係ないですし」

　その後すぐ、きっぱりと拒きよ絶ぜつした。顔にも露ろ骨こつに嫌けん悪おが浮うかんでいる。

「知らないよ、あんなの。問題だか知らないけど、本人がなんとかすればいいじゃん」

「本人だけではどうしようもない事じ態たいになっていまして。とにかく、一度来てください」

　背の高い男が成実の手首を摑つかむ。成実は本ほん格かく的てきに危き機きを感じたのか、目の色を変えて騒さわぎ出す。

「ちょっと、きゃーセクハラ、ってマジでなんなんですか。関係ないって、言ってるのに」

　手を振りほどこうとするが、揺ゆれるのはおさげだけで細ほそ腕うでの方はビクともしない。背の高い男が成実の背に手を回して、強引に車へ連れていこうとする。

　そこで黙だまって見ていたたこ焼き屋の娘が動く。車内から降りようと、椅い子すを立った。

「どうかしました？」

　たこ焼きの焼き加か減げんを確たしかめていたナメクジが振ふり向く。娘は腕まくりしながら、

「助けに入る。嫌いやがってるじゃん、あの子」

「え、助けるの……ですか？」

「当然っしょ」

　軽やかに即そく答とうして、娘むすめが車から降おりる。回りこんで成なる実みたちに小走りで近ちか寄よる。

「当然、なのか」

　面めん倒どう事ごとになると忠ちゆう告こくしたかったが、ムダのようだった。

　少し迷まよった後、ナメクジもその後を追う。左手にはピックを握にぎったままで、しかも片かた側がわだけ焼けたたこ焼きが突つき刺ささっている。ナイフも携けい帯たいしているが人の目があるところで殺すのはマズイ。そうなると自分が役に立つことは難むずかしいと自覚しつつ、ナメクジは騒さわぎに吸すい寄せられていく。自分は、本当に、人殺しぐらいしかできないのだなと自じ嘲ちようの笑みを浮うかべながら。

「ちょっとあんたら、警けい察さつ呼よびますよ。なに女の子堂々と誘ゆう拐かいしようとしてるのさ」

　娘が臆おくさずに男たちに突っかかる。背せの低い男が娘の伸のばした手を柔やわく払はらい除のけて、「こちらの問題なので」と押おし返す。成実は男に手を摑つかまれているのが恐きよう怖ふとなって喉のど輪わを締しめ上げられているのか、声を出さない。目玉が忙せわしなく男や娘の間を動き回っている。

「そっちの問題ってアホか。アタシはあんたらより成実と仲良いわよ。あんたらだけで問題にしていいもんか、いいわけねーだろ」

　よく分からない理り屈くつを振ふりかざして、娘は引かない。

　そこに更さらに、男たちの前へと回りこんだナメクジが割わって入る。

「お客さん、冷やかしは困こまりますね」

「は？」

　背の高い男が場ば違ちがいな台詞せりふに固まる。ナメクジは後ろのたこ焼き屋を顎あごで指す。

「店の前まで来て、たこ焼き買わないなんて。お好み焼きでも、団だん子ごでもいいですよ」

　男はナメクジが隻せき腕わんであることも含ふくめて呆あつ気けに取られるが、すぐに持ち直す。男が突っぱねようと口を開いた瞬しゆん間かん、ナメクジが素す早ばやく左ひだり腕うでを振り上げる。ピックに突き刺さっていたたこ焼きを、その口に放りこんだ。生焼けとはいえ、つい先さき程ほどまで鉄板の上で焼かれていたものである。しかも焼けている側が舌したにべったりとくっついたため、そのいきなりの熱さに男が目を白黒させる。

「それ、まだ生だから。小麦粉だしお腹なか壊こわすかもね」

　男が熱さに堪たまらずたこ焼きを吐はき出し、俯うつむいた瞬間にナメクジが全力で顎を蹴けり飛ばした。

　しかし、ナメクジの体重は当然ながら極きよく端たんに軽い。そのために足にも重みが乗らない。更に蹴った反動で派は手でに尻しり餅もちを突いてしまう。駐ちゆう車しや場じようの地面に転がりながら、ナメクジが叫さけぶ。

「殴なぐれ！」

　自分より体たい格かくのいい相手には、数で押おすしかない。成実たちに向けて、続けと命じる。

　成実は驚おどろくばかりでなにもできなかったが、娘の方は一瞬で反はん応のうした。大きく前へ踏ふみ込こんだ後、男のスネに全力で蹴りを叩たたき込む。ナメクジとしても予想外の思い切りの良さだった。

　しかもそこで終わらない。またスネを、更さらにもう一度と容よう赦しやなく蹴り続ける。男が悶もん絶ぜつしながらも懐ふところからなにか取り出そうとした瞬間、娘は握りこぶしを作って男の顎を殴なぐった。ナメクジが蹴けり飛ばした箇か所しよに更に衝しよう撃げきを加えた結果、男の目が濁にごる。吐はき気を催もよおしたのか、地面に膝ひざを突ついた後はせっかく懐ふところに入れた手を、口もとを押おさえるのに使ってしまう。

　人間は咄とつ嗟さに、利きき腕うでに頼たよりすぎる。娘むすめは殴なぐる蹴る、蹴る蹴る蹴ると容よう赦しやなく続行する。

　これなら任まかせても大だい丈じよう夫ぶだろう。

　立ち上がったナメクジは、思わぬ反はん抗こうにあって啞あ然ぜんとする小さな男の背はい後ごを迅じん速そくに取る。

　ピックの先せん端たんを喉のど仏ぼとけに添そえながら、ナメクジが男の耳もとでささやいた。

「カワセミ、白シロヤギ、ミミズ」

　ナメクジに男の表ひよう情じようを読むことはできないが、肩かたや首せ筋すじの強ばりからその名前を『知っている』ことを判はん断だんする。だから続けて騙かたった。

「私がどの名前で呼よばれているか当ててみなよ、楽に殺してやるから」

　脅おどしながら、転んだときに打った臀でん部ぶの痛いたみにしかめ面つらとなる。

「あんたら、どこの所しよ属ぞく？　正直に言わないとまず耳がちぎれちゃうよ」

　まずという部分、そして目の前で相方が気き絶ぜつした後までタコ殴りにあっている惨さん状じようを目まの当たりにしてか、男が比ひ較かく的てき素す直なおに白はく状じようした。

「……ニュートラル友の会」

「ふぅん」

　ナメクジの予想通りだった。ニュートラル友の会。倉くら科しな康こう一いちの主しゆ宰さいする団だん体たいだ。

「それで、私はどれだと思う？」

　興きよう味みない素そ振ぶりを見せながら、最初の質しつ問もんに戻もどる。男は喉のどを鳴らしながら、天を仰あおぐ。

「カワ、セミ」

「大だい正せい解かい。当たった褒ほう美びに殺さないでやる。そっちの男を連れて、さっさと帰れ」

　ナメクジがピックを持ったまま、男の懐を探さぐる。服や肌はだを先せん端たんが掠かすめて所々ちぎる破やぶく形となるが、ナメクジは気にしない。男の肝きもが冷えるだけだ。出てきた銃じゆう器きを没ぼつ収しゆうして、ナメクジが服の中に隠かくす。それから、男の腰こしを蹴り飛ばす。男は立ち上がるついでに前へと駆かけて、怯おびえながらナメクジとの距きよ離りを取った。

「素直に帰るらしいから、もう十分です」

　まだ男を踏ふみ続けている娘にストップをかける。娘は肩かたで息をしながら、「え、そう？」と小さい男に伺うかがう。男は黙だまって、相方である背せの高い男の腕を肩に担かついだ。

「ちょっと待った」

　それを見ていたナメクジが男を呼よび止める。びくつきながら男が立ち止まり、振り向いた。

　地面に落ちたたこ焼きを拾い上げてから、男たちに近ちか寄よる。

「吐くな、勿もつ体たいない」

　気き絶ぜつした男の口にたこ焼きをねじ込こむ。顔を上に向かせて飲みこませた後、男たちから離はなれる。小さい方の男は心底震ふるえて、車へ逃にげ出す。車はすぐに駐ちゆう車しや場じようから出て行った。

「多分、『役やく割わりが反対じゃなくてよかった』とか考えてるな」

　ナメクジが溜ため息いきを吐つく。本当は両方とも殺した方が後あと腐くされなくていい。名乗りはしなかったが、自分のことが報ほう告こくされればいずれ目星をつけられるだろう。厄やつ介かい事ごとがまた増ふえただけだ。

　たこ焼き屋の娘むすめがあやすように成なる実みの背せ中なかを撫なでながら、感心半分、驚おどろき半分の混まざった調子で尋たずねる。

「マイマイ、前はなんの仕事やってたの？」

　どの名前で呼よばれているかの正せい解かいは、マイマイだった。

「……謎なぞの多い女だから、内ない緒しよということにしておいてください」

　冗じよう談だんの不得意なナメクジなりに思いついたごまかし方がこれだった。言ってから急に恥はずかしくなって、赤面する前に慌あわてて話を変える。

「そちらこそ、遠えん慮りよなかったですね」

「高校時代はチンピラって言われてたもん。女なのにチンピラってどうよ」

　どうと聞かれても困こまる。そのまんまではないか。

「マイマイさ、成実を家まで送っていってやってよ。一人で帰すのはマズイだろうし」

　男に摑つかまれた手首を撫でている成実の肩かたに、娘が手を置く。ナメクジは困こん惑わくする。

「仕事はいいんですか」

「いいわけないだろ。送ったらさっさと帰ってこい」

　その横おう柄へいな物言いに、ナメクジが安心する。変な目で見られなくてよかった。

「しかしあいつら、なんだろうね。ヤーさんかな」

「さぁ……」

　ナメクジがはぐらかす。それから、ピックを見つめる。これも自分が持てば人殺しの道具になってしまうのだろうかと、少し不安になった。

「大だい丈じよう夫ぶか？　歩けそう？」

　娘が成実を気き遣づかう。成実は挙きよ動どう不ふ審しんな態たい度どのまま、ガッツポーズを取る。

「よ、よすうッス！」

「余よ裕ゆうなさそうなので、丁重に送ってあげな」

「……はい」

　最近は『守れ』だの『送れ』だの、本業とかけ離はなれた注文ばかりで肩が凝こる。

　そもそも隣となりを一いつ緒しよに歩くやつがいるだけで、ナメクジとしては違い和わ感かんが強い。

　カエルが生きていた頃ころは、いつも一歩後ろを歩かされていたのだ。背はい後ごから誰だれかに襲おそわれたときの壁かべになるから、という自分本位の理由でカエルに命じられていた。

　成実と連れ添そってパチンコ屋の外の歩道に出る。「家こっちです」と成実が指した方へ歩き出した。その間も、周囲の警けい戒かいを怠おこたらない。男たちが素す直なおに帰らず、成実を監かん視ししている可か能のう性せいは十分にあった。

「マイマイねーさん、マジ格かつ好こういいッスね」

　成なる実みの態たい度どが改まる。どうもちゃんづけは止めたようだった。できればそのあだ名も止めてほしいが、成実に本名で呼よばれると姉の方を思い出してしまうので、ナメクジも妥だ協きようする。
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　ナメクジは成実の横顔を観察する。先さき程ほどまでの恐きよう怖ふは大分和らいだらしく、表面上は落ち着いている。姉と異ことなり、こうした事じ態たいにはまったく慣なれていないようだ。それが普ふ通つうなのだ。

「あ、たこ焼き買うの忘わすれた」

　成実が振ふり返って嘆なげく。

　その顔があまり似にていないなと思いつつ、ナメクジが質しつ問もんする。

「あんたのお姉ねえさんって、鹿しか川がわ遊ゆう里り？」

　まずそこをはっきりさせておきたかった。

　途と端たん、成実の顔つきが曇くもる。輝かがやいていた目も不ふ審しんなものに変わる。

「あなた、姉ねえちゃんの知り合いなんですか？　いや、あなたも？」

「さっきのやつらは、お姉さんの知り合いとかじゃないよ。説明はちょっと難むずかしいけど」

　猪い狩かり友ゆ梨り乃のは恐おそらく、倉くら科しな康こう一いちの元にいる。あの騒そう動どうの中、どさくさ紛まぎれに誘ゆう拐かいされたと考えるのが妥だ当とうだ。妹については、猪狩友梨乃の人ひと質じちに使おうとしたといったところだろう。

「悪人面だったもんな、カメレオン男」

「かめれおん？」

「なんでもない。それで、妹であってる？」

　再さい度ど確かく認にんすると、成なる実みが不ふ承しよう不ぶ承しようといったように顎あごを引く。

「そう、ですよ。あなたは姉ねえちゃんの同級生、とかですか？」

「そんなところかな」

「噓うそですよね」

　その断だん言げんにナメクジが内心、どきりとする。顔こそ似にていないが、口調が姉と瓜うり二ふたつだったのだ。まさかこいつも猪い狩かり友ゆ梨り乃のと同じ能のう力りよくを持っているのでは、と一いつ瞬しゆん考える。しかし、すぐにないと思い直した。今までのやり取りからすれば、それはあり得なかった。

「まさか、同じ仕事の人？」

　成実の目に軽けい蔑べつの意い志しが宿る。姉の仕事がなんだったのかを知っているらしい。

　潔けつ癖ぺきなのか、それを嫌けん悪おしているようだ。

「まさかでしょ」

「ですよね」

「お姉さんと仲悪いの？」

「大だい嫌きらいですよ、あんなの」

「そう」

　姉妹仲は険けん悪あくのようだ。しかし、それを知ったところでナメクジは特に反はん応のうしようがない。

　他に考えることが山のようにあった。

　巣す鴨がものことが最さい優ゆう先せんではあったが、それ以外にも雑ざつ多たな情じよう報ほうや、判はん断だんを求められることがナメクジを取り巻まきだしている。単たん純じゆんであったはずの殺意と動機が、それに阻そ害がいされる。

　猪狩友梨乃の妹に関しては、ナメクジからすれば助ける理由などない。

　しかし、放っておけないものも感じていた。

　その根底には今日、勢いきおいのままに殺してしまった古こ葉ばという男の存そん在ざいがあった。

　利用する者となってしまったことへの、激はげしい嫌悪感。

　自分は、巣鴨と違ちがうのだと。それを誰だれかに訴うつたえたかった。

　だから、ナメクジは利害を抜ぬきにして行動する。

「……あんた、今日は私のところに泊とまらない？」

「えっ？」

「家にいるのも危あぶない。それと警けい察さつに相談するのは不ふ確かく実じつだから止めた方がいい」

　雉きじ間ま光ひかるの世話を焼くのなら、人数が増ふえても面めん倒どうは大差なかった。

　そして成実を守る形を取れば、必然、ニュートラル友の会と関わることになる。そうなれば、猪狩友梨乃とも再ふたたび接せつ点てんが生まれるだろう。そう考えて、ナメクジは成実に提てい案あんした。

　成実にとってはやはり意外だったらしく、すぐに返事や、疑ぎ問もんを口にすることはない。

　ナメクジに質問したのはしばらく歩き、間を取ってからだった。

「マイマイねーさんって、何者？」

　米まい原ばら麻ま衣い。

　殺し屋。

　ナメクジ。

　巣す鴨がもを殺したいだけの、人殺し。

「あんたのお姉ねえさんの……友達みたいなもの」

　ナメクジは噓うそを重ねる。今度も噓であると断だん言げんされるだろうと身み構がまえていると、成なる実みはすぐに口を開かない。なにを言うつもりだとナメクジが訝いぶかしむと、成実が笑う。

「今度はあんまり噓じゃないっぽい」

「いや思いっきり噓なんだけど」

　早口で否ひ定ていした。どうにも、認みとめられることが癪しやくな噓だったのだ。

　ナメクジと成実が来た道を引き返す。明めい確かくな返事はなかったが、ついていくと決めたようだった。両親の話がすぐに出ないところを見ると、成実は親とも不仲なのかもしれない。ナメクジはそう察したが、後で聞けばいいだろうと早足で戻もどることを優ゆう先せんする。

　その道中、隣となりを行く成実がぶつぶつと愚ぐ痴ちる。

「アホ姉ちゃんのせいで、こんな目に……」

「まったくね」

　降ふりかかる災さい難なんに対して形ばかりに同どう情じようしながら、ナメクジは猪い狩かり友ゆ梨り乃のを思い返す。

　この妹を匿かくまえば、自然に姉の方も助ける羽目になるだろう。

　ナメクジは、ニュートラル友の会を敵てきに回したのだから。

　その後、成実を連れたまま帰ってきたナメクジは仕事に戻った。たこ焼き屋の娘むすめは深く事じ情じようを聞かなかったが、ナメクジに対して一言、釘くぎを刺さす。

「マイマイ、裏うら切ぎらないでよ」

「……がんばります」

　成実はナメクジの仕事が終わるのを待つ間、客引きとなって鬱うつ憤ぷんを晴らすように叫さけんでいた。

　その日のバイトが終わった後、ナメクジは既すでに忘わすれかけていたが、帰り支度じたくを整えているときにたこ焼き屋の娘にからかわれたことで、雉きじ間ま光ひかるの存そん在ざいを思い出した。仕方なく成実をたこ焼き屋に置いて回かい収しゆうに向かう。

　騒そう々ぞうしくて耳を塞ふさぎたくなる店内をうろつくと、すぐに雉間光が見つかった。

　雉間光の座すわる台の脇わきには、銀玉の塔とうができあがっていた。

「………………………………………」

　パチンコのルールを知らないナメクジでも、それはなにか、凄すごいことだと朧おぼろ気げに理り解かいする。

「これ、どうしたらいいんだ？」

　雉間光は困こん惑わく顔がおでナメクジにすがる。ナメクジはこめかみを搔かいて、目を逸そらす。

　銀玉を一ひと握にぎり分つかみ取りした後、背せを向けた。

「知らない」

「知らないって、わっ、ちょっと待って」

　雉きじ間ま光ひかるが輝かがやき続けている台や玉を放って、ナメクジを追いかける。

　ナメクジは握にぎりしめた銀玉を見つめながら、大きく溜ため息いきを吐つく。

　その幸運と巡めぐり合わせを、私にも分けてほしい。
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「くそ、なんで次のジムも苦手なタイプなんだよ。どう考えても水に弱そうだろ炎ほのお。うわやっぱりだ、えぇい現げん実じつ的てきな炎め。ヒトデ蒸じよう発はつしろよ、ヒトデ、ヒトデ、バブルがぁぁぁぁ」

　悪あがきにボタンを連打するものの、まったく効こう果かはない。カワセミがコントローラーを放る。充じゆう血けつした目の下を指で揉もみながら、「きっついわー」と嘆なげく。

「尻しつ尾ぽの炎が消えたら死ぬって書いてあったけど、うん、見事に死んだな」

　投げたコントローラーを拾って、カワセミが座すわり直す。片かた膝ひざを立てて前まえ屈かがみの姿し勢せいとなって、テレビ画面に向き合う。大画面の影えい響きようで、全体にドットの粗あらが目立っていた。

　騒そう動どうの翌よく日じつ、カワセミは早朝から巣す鴨がもの部屋でゲームに興きようじていた。そして、延えん々えんと時間を費やしている。古い携けい帯たい機きのゲームを、旧きゆう式しきのゲーム機と専せん用ようの機械で経けい由ゆさせてカラー表ひよう示じさせながら、カワセミの孤こ軍ぐん奮ふん闘とうが続く。目は既すでに血走っていた。

「バブルの光線ってなんだよ。冷静に考えれば、なんかおかしいと思うだろ」

　そうして愚ぐ痴ちるカワセミの姿すがたを、巣鴨は後ろで愉ゆ快かいそうに見物している。まだ寝ね起おきのパジャマ姿のままで、パックの野菜ジュースを吸すっている。巣鴨は口出しを一切せず、カワセミの失敗を笑って見ているだけだった。カワセミの方もほとんど巣鴨を意い識しきしていない。

「そろそろ他のを育てるべきか……水に強いのは、なんだ、土？　いや違ちがうよな、でも染しみこむとかそういうので強くないのか？　無理か。じゃあ植物かな。しょくぶつタイプか。最初に選ぶのはあのナントカダネにした方がよかったのかな」

　ぶつぶつとカワセミが独ひとり言を漏もらす。それを聞いて、巣鴨が言った。

「それ、ほんとにやったことなかったんだね」

「目が悪くなると困こまるからゲームは敬けい遠えんしてた。シラサギの遊んでいたぎゃく、えぇと、逆転●判の２をちょろっと覗のぞいたぐらいかな。漫まん画がは好きだったけど」

　草むらを十往おう復ふくほどしたところで、カワセミが巣鴨に振ふり向く。

「僕ぼくは本当にこんなことしてていいんだな」

　流石さすがのカワセミも少し不安になってきた。ここまでなにもしない仕事は未いまだかつてない。

　もっとも、シラサギの側にいても『モス行ってテリヤキとポテト買ってこい』だの『演えん説ぜつで疲つかれたから肩かた揉もんで』だの、普ふ段だんはそんな命令ばかりなのが現げん状じようだが。

　あいつは僕の職しよく業ぎようをなにか勘かん違ちがいしている、とカワセミは常つね々づね不満を募つのらせていた。

　野菜ジュースをストローで吸っていた巣鴨は、吸い終わるまで返事を延のばす。空になった紙パックをべこぼことへこませてから、横を向いてまったく関係のない質しつ問もんをしてきた。

「ミミズって知ってる？」

「ん？　そりゃあ、動物の方か、殺し屋の方か」

　こっちの質しつ問もんは無む視しかよ、と思いつつもカワセミは律りち儀ぎに受け答えする。

「殺し屋の動物の方」

「知ってるよ。会ったこともある」

　見ていても仕方ないので、画面の方に向き直りながらカワセミが肯こう定ていした。

「強いの？　あのお爺じいちゃん」

「んー……まぁ強いよ。人間相手ならほとんど無む敵てきだな。能のう力りよくを知られてもデメリットが少ないし大多数と同時に戦うことができるって点も評ひよう価かは高い。強しいて言うなら弱点は本人の寿じゆ命みようくらいじゃないかな」

　カワセミが肩かたを揺ゆする。我われながら傑けつ作さくの冗じよう談だんだ、とか思っていた。

「ただ、僕ぼくの能力とは相あい性しようが悪いな。あの爺さんが炎ほのおタイプなら、僕は水になるわけだ」

　例え話を自分でしておいて気に入らなかったのか、カワセミが舌した打うちする。画面の中で草むらをうろついても、出てくるのはそれ以前にも見かけていた小鳥とネズミばかりだ。憂うさ晴らしにそれを退たい治じしても経けい験けん値ちの量は少なく、レベルが一向に上がる様子もない。

「明日までにクリアできんのかこれ」

　始める前に『余よ裕ゆうだ』と宣せん言げんしてしまったことを、今更ながら悔くやむカワセミだった。

「どんな超ちよう能のう力りよくなの？」

　なぜ巣す鴨がもがあの老人の話題を振ふってくるか理り解かいできなくて、カワセミが無言で頭を働かせる。『お爺ちゃん』と知っている以上、面めん識しきがあるのだろう。となれば、今回の件けんでなにか依い頼らいしたのかも知れない。そう考えれば、巣鴨がなにも動こうとしないのも頷うなずける。

「人差し指を操あやつる力だよ」

「指？」

　巣鴨がピースマークを作る。「そうそれ」と見もしないでカワセミが頷いた。

「あの爺さんは他人の人差し指を操る。中指でも、親指でもない。人差し指だけだ」

　カワセミが突つき立てた人差し指に、巣鴨の目が行く。

「操るってどれくらい？」

「自じ由ゆう自じ在ざいだよ。反対側にへし折って手の甲こうに指先をくっつけるのも、人差し指だけをぐるぐると捻ひねって肉をちぎるのも思いのまま。どんな人間も、へし折れた指を更さらに弄もてあそばれれば激げき痛つうに耐たえられなくてマトモに動くことはできないだろうね」

「ふぅん。質問するときに便利そうだね」

「きっと、きみが想そう像ぞうしているのは拷ごう問もんだと思うよ」

　カワセミが淡たん々たんと突っ込こむ。経験値を機械的に稼かせぎながら、説明を補足した。

「僕と相性が悪いのは即そつ効こう性せいがないからだ。人差し指をいくらへし折っても、即死はしない。僕ならその間に殺せるからな。それに人差し指という概がい念ねんを持たない他の動物に対してはめっぽう弱い。僕らの超能力はある種、思い込みのようなもので成立しているからなぁ」

　個こ々こ人じんの価か値ち観かんが、能のう力りよくの幅はばを決定している。

　それは超ちよう能のう力りよく者しやにとって、常じよう識しきとなっている認にん識しきであった。

　カワセミの場合ならば、能力によって移い動どうさせられるものについてはイメージに大きく左右されている。人の腕うでに関しては取れるイメージが湧わかないので難むずかしく、一方、大たい樹じゆに関しては落らく雷らいの影えい響きようで折れたのを目もく撃げきしたこともあってか、大たい抵ていの木々なら移動させることができた。

　人体についても、首の一部分や唇くちびるを吹ふっ飛ばすという想そう像ぞうは容易たやすいが、首根っこを丸ごとずらすことは想像しづらく、不ふ可か能のうだった。認識の死角にあるものが目に映うつらないように、カワセミの想像の外にあることは、決して現げん実じつにならない。そこを無理して、強引に実現してしまった代だい償しようが能力の制せい限げんだ。今のところ、治る見み込こみと兆候もない。

「なんで人差し指なのかなぁ」

「知らん。指フェチなんじゃない？」

　もっとも僕ぼくはテレポートフェチじゃないが。なんだそれ、とカワセミが自分の発想に呆あきれる。

「正直、僕や爺じいさんの能力より白シロヤギの方が強いんだよな。ありゃ反はん則そくだ」

　詳しよう細さいは知らないものの、聞きかじった情じよう報ほうから羨うらやむ。なにより、現場で危き険けんに身を晒さらさなくてもいい能力であるということが、カワセミにとってもっとも羨ましかった。

「でも私なら、白ヤギを簡かん単たんに殺せるよ」

　カワセミの動きが一いつ瞬しゆん止まる。画面にぼんやりと映うつる巣す鴨がもは笑顔のままだった。

「弱点知ってるもの」

「……へぇ」

　カワセミが感心する。ただし感心したのは、白ヤギという超能力者を殺せることではない。

　簡単に人を殺せる、という部分だ。

　こんなのが中学生をやっていられるなら、自分も大手を振ふって通えたかも知れない。

「シラサギさんと白ヤギは、もう色々片かたづけちゃったかなぁ？」

　巣鴨が愉ゆ快かいそうに呟つぶやく。カワセミはその予想に否ひ定てい的てきだった。

「んー。動くにしても今日ぐらいからがやっとだと思う」

「あれ？　なんか遅おそいね」

「あいつはなんだかんだで忙いそがしい人だよ。社長は一見暇ひまそうに見えてなにより大変な仕事らしいけど、教きよう祖そ様さまも同じだね。軽々には動けない立場、っていうのに縛しばられている。それに、逃にげた雉きじ間ま光ひかるの所在を調べるのにも少し時間がかかるだろうし」

「白ヤギに頼たのんで任まかせちゃえばいいのに」

「雉間光の件けんは徹てつ底ていしておかないと、万が一があるからねぇ。ニュートラル友の会、というか倉くら科しな康こう一いちへの対たい処しよはその次かな。あいつのことだから、白ヤギに頼んで総本山にいる連中を皆みな殺ごろしにしてもらって、それで解かい決けつにしかねないな。気が短いもんなぁ」

　皆殺しという表現を使いながら、カワセミが巣鴨の顔を観察する。トカゲ少年を奪だつ還かんするために巣す鴨がもが動く、もしくは誰だれかを動かしているならばなにかしらの反はん応のうを見せそうなものだが、そんな片へん鱗りんはまったく窺うかがわせない。巣鴨は目を宙ちゆうに泳がせて、なにかを纏まとめているようだった。

「つまりその雉きじ間ま光ひかるって人がシラサギさんに捕つかまったら、石と竜か子げくん含ふくめてニュートラル友の会の本部にいる人たちは全ぜん滅めつするってことだね」

「その通り。雉間光にがんばってもらわないと、トカゲくんの明日はないねぇ」

「あははっ、大変だー」

　巣鴨とカワセミ、二人の談笑は朗ほがらかな笑顔で締しめられる。

「それより図ず鑑かんには、なんだここの上にいるのか。待ってろ植物共、よし、先にそっち行って……って、ライバルのシラサギ来た。しかも勝負かよ、うわ、こいつ空気読めよ。ぐわ、亀かめ強い。みずでっぽうヤバイ。三連続だと、うっおー！　くっあー！　ざけんな！」

　悲鳴は最初こそおどけていたが、最後は本気だった。益ます々ますカワセミの目が血走る。能のう力りよくでも使っているのかと誤ご解かいするほどだった。カワセミの使役するトカゲ型モンスターが先さき程ほど同様、あっさりと倒たおれる。その一部始終を眺ながめていた巣鴨が、不意ににやける。

　ほわほわとした、朗らかな顔つきで呟つぶやいた。

「石竜子くん、今はどんな酷ひどい目に遭あってるかなぁ」
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　目を覚ますと檻おりの中だった。ちょっと待て、と寝ね起おきの頭で言いたくもなる。

　周りは薄うす暗ぐらく、青い世界だ。壁かべの材ざい質しつが似に通かよっているから、同じビルの中にいるとは思う。電気が点いていないので他のものは輪りん郭かくがぼんやりと見えるぐらいだ。

　実験動物でも入れるような鉄てつ格ごう子しつきの檻があって、そこに閉とじこめられている。隣となりにも同じ檻がある。中に人がいるかまでは分からないが、なにかの影かげが動く様子もない。

　意い識しきせずボサボサの頭を搔かこうとして「あぎゃぎゃぎゃ！」指が猛もう烈れつに痛いたんだ。そうだった、人差し指が皮の弾はじけたソーセージみたいになっていたんだった。涙なみだを堪こらえながら、慌あわてて指を確かく認にんする。指は意外にも真っ直ぐに戻もどっていた。ただし、青黒く変色して今にも腐くさりそうだ。

　認識した途と端たん、ズキズキと定期的に激げき痛つうが響ひびく。頭ず蓋がい骨こつにまで振しん動どうするような痛みに耐たえようと、手を床ゆかに押おしつけて奥おく歯ばを嚙かみしめる。奥の歯は欠けすぎて、原形を留とどめていない。

　静まれ、俺おれの右手。割わりとマジで。痛いから、本当に痛いから。あっという間に涙が溢あふれた。右目を失った影えい響きようなのか、左目からこぼれる涙の量が昔よりずっと増ふえていた。

　なにかに巻まき込まれる度、俺は泣いている気がする。

　だけど。

「耐たえた。俺おれは、耐えたんだぞ」

　なんの意味もない意地を張はることができた。顔面を引き裂さかれた甲か斐いはあった、のか。正直あれが一番痛いたかった。なにより、最初の大ケガだということもあるのだろう。強きよう烈れつなイメージがあって、あれ以上の痛みはないのだという刷り込こみがある。

　それに俺は指が根元から吹ふっ飛んだこともあるのだ。

　指を死ぬほど弄いじくられても、今度は繫つながっているだけマシだ。

　……さて。今回はどれくらい、こうやって前向きなイメージを保たもてるかな。

「しかしあのジジイ、どうやって指を治したんだ。ホイミでも使ったのかな」

「ケアルじゃないかしら」

　ギョッとする。いきなり、隣となりの檻おりから声が聞こえて、しかも話しかけられた。

　女の声だ。容よう姿しは窺うかがえないが、極きよく端たんに歳としを食っている印象はない。

「ホイミは純じゆん粋すいに魔ま法ほうだけど、ケアルってクリスタルとかマテリアとかガーディアンフォースとかスフィアとかの余よ所そからの力を借りることが多いし、なんとかなりそうじゃない？」

　じゃない？　と聞かれても困こまる。俺はどっちにしても、ＭＰのない人間なのだ。

「あんたは？」

「どうでもいいじゃない。それよりやっと起きたんだから、異い常じよう事じ態たいに目を向けなさい」

　檻の中に女の影かげが見える。そいつが、鉄てつ格ごう子しの間を指差した。指は斜ななめ上を向いている。

　そして耳を澄すませば、壁の向こうから大人おとなたちの騒さわぐ声が聞こえてきた。

「部屋の電気が落ちたわ。つい五分ほど前に。こんなこと、今まで一度もなかった」

「え、これ標ひよう準じゆんじゃないの？」

「じゃないの。いつも明るいもの」

　それから、女の声がさらりと重大なことを教える。

「でね、この檻の鍵かぎは電動なの。だから、今なら出られるわ」

「な、なんだってー」

　おどけてみたが、指の痛みで中ちゆう途と半はん端ぱに顔と声がひきつった。だが、ひきつるのは他にも原げん因いんがあった。檻に閉とじこめられて、しかもそこからすぐ出られる？　なんか、変だ。

　どうも都合が良すぎるように感じられる。作さく為い的てき、というのも大だい規き模ぼな停電なら当たり前なのだが、それ以上のなにかを感じた。これ、嫌いやな感じだ。あの廃はいビルのときと同じものを背はい後ごに感じ取って戦せん慄りつするのは、単に部屋が薄うす暗ぐらいからだろうか。

「上よ、上。天てん井じようが外れるの」

　檻の中の影が屋根を窮きゆう屈くつそうに指差す。横はともかく縦たては余裕がないので、腕うでを満足に伸のばすこともできない。こんなところに誰だれがいれてくれたか知らないが、舐なめたことをしてくれる。

「それが分かっているならなんで逃にげない？」

「どうしようか迷まよっているの。ここを抜ぬけ出しても、どこへ行けばいいのやら」

　それは、確たしかに。ビルの外でも思ったが、根本的な問題だ。いや俺おれの場合、巣す鴨がもに保ほ護ごしてもらうことは可か能のうかもしれない。そこまで逃にげられれば、の話だ。車の運転もできないのに。

「外には大量の信者や社員みたいなのがいるし。逃げきれるとも思えない」

　ひでぇよ、もう。単たん純じゆんにどうにもし難がたい。

　こんなときにこそ、内に眠ねむる真の力が目覚めるべきだろう。兆候、ゼロだ。

「そもそも、なんで檻おりに閉とじこめてるんだよ」

　人間を飼かう、とか誰だれかが話していたような気もする。まさか、と思っていたが。

「貢みつぎ物のつもりでしょ」

「貢ぎ？　誰に？」

「超ちよう能のう力りよくの研究所っていうのを見つけたら、そこの人にあたしたちを研究材料として差し出すつもりなんじゃない。あ、倉くら科しな康こう一いちの目的は超能力ね。あんたも持ってるんでしょ、超能力」

　超能力の存そん在ざいを知っているのか。とぼけることも考えたが、ここは遠回りに肯こう定ていしておいた。

「そういう口ぶりだと、そっちも？」

「まぁね。お陰かげで九死に一生を得たわ」

　女が暗く笑う。

「この状じよう況きようが生きている、という範はん疇ちゆうならね」

「ここって、まともな食事は出る？」

「ゴミみたいな食事よ。お陰で五キロぐらい瘦やせたと思うわ」

「生きてねぇな」

「でしょう？」

「だったら、ここに留とどまる理由がない」

　たとえ、罠わなでも。誰かに仕組まれていても。巣鴨の顔がちらついても。

　天てん井じように指を添そえる。右手は使いものにならないので、左手だけで押おす。動かない。

「飼われている内はいいけど、逃げようとしたら殺されるかもしれないわ」

「……それは、まぁ、うん。一理ある」

　誘ゆう拐かいされたり、檻に閉とじこめられたりしましたと外で宣せん伝でんされるのは倉科康一にとって大きなマイナスとなるだろう。当然、そんなやつはすぐ殺し屋でも雇やとって始末するだろうが、もっとも理想的なのは、騒がれるより前に対たい処しよすることだ。つまり、逃がす前に殺す。

「あっと……そうだ、他にいないのか？　閉じこめられているやつが、他にいても……ここにはいないけどさ、超能力者が徒と党とうを組めば怖こわいものなし、かもしれないだろ」

　ただし俺は戦力外だ。ここのどこかにいるであろう猪い狩かり友ゆ梨り乃の、さんが加わってくれれば脱だつ出しゆつも多少の現げん実じつ味みを帯びそうなんだが。心が読める能力の多た様よう性せいは賞しよう賛さんに値あたいする。

　それはそれとして、左手だけでは動かないので額ひたいをくっつける。頭でも天井を押し始めた。

「いないと思う。あんた、超能力者がレアものだって知らないの？」

「そう、なのか。最近、けっこう、会う機会があったからさ」

「へぇ。……知ってる？　超ちよう能のう力りよく者しやは超能力者と」

「引かれあうのか？」

「そんな設せつ定ていはないと思うわ」

「あぁ、そうかい」

　ごりごりと額ひたいの骨ほねが削けずれる。ような音がする。それと共に、ズズッと、引きずる音がした。

「今まで集めたやつらは偽にせ者ものだったから、ここに置いておく理由がないのよ」

「超能力者じゃなかったってことか。じゃあ、そいつらは？」

「想そう像ぞうにお任まかせする。あたしだって知らないけど、まぁ、相そう応おうの扱あつかいでしょ」

「……なるほどね」

　まさか、リペイントに救われるときが来るとは。

　だが俺おれはあの爺じいさんの前で力を見せていない。それでもこの檻おりに入れられたということは、俺が一いち応おうながら超能力者であることを、最初から知っていたということだ。そこまで知ち識しきがあるなら、どんな能力なのかもご存ぞんじだろう。その上で、俺を試して人差し指をへし折ったのか。

　怒いかりが体温と共に上じよう昇しようする。その発散しきれないエネルギーを額に集中して、隕いん石せきの一つでも押おし返すような気分で天てん井じように叩たたきつけた。目の前に星が散るほどの鈍どん痛つうと引き替かえに、天井の蓋ふたが大きくずれる。空いた空間に左ひだり腕うでを突っ込こんで、肩かたを押し込みながら外へ出た。

　あれだけ外に出たくないと引き籠こもっていた俺が、自らの意い志しで殻からを破やぶる。

　なんだか久ひさしぶりに、自分の力で物事を成し遂とげたという達成感がある。

　頭ず突つきしただけなのに。

　出た途と端たん、その頭突きの影えい響きようで足もとがおぼつかなくなった。檻に足を引っかけながら床ゆかに滑すべりこむ。右手を庇かばって出した肩が摩ま擦さつで熱い。倒たおれていると、頭に声がかかった。

「ふぅん。あんたはそう来るわけだ」

「気き絶ぜつしてどれくらいの時間が経たっているか分からないが、今回は王子様の助けを待っているわけにはいかないみたいだからな」

　か弱いヒロイン役は今日で返上だ。勿もち論ろん無理だ。俺の十分の一でも巣す鴨がもがか弱くなってくれることを切に願う。気休めに上着のフードを被かぶって、露ろ出しゆつを減へらした。

「協力しよう。ここから逃にげ出すぞ」

　床に膝ひざを突ついて身体からだを起こしてから、檻の中に誘さそいをかける。返事は早かった。

「なにか考えあるの？」

「多少はな。そこから更さらに確かく率りつを上げるのは、あんたの超能力次第だ」

　俺のような、使えない能力でないことを祈いのる。

「正直言うとだな。一人じゃ怖こわいから一いつ緒しよに来てくれ」

　赤信号はみんなで渡わたらないと怖いだろ。いい子の俺は青信号を待ちたいが、最近はどうにも赤信号ばかり渡わたらされる。しかも、車がびゅんびゅん来ているのに『なんか凄すごいことやって無事に渡れ』と背せ中なかを押おされてばかりなのだ。よくここまで生きてこられたと思う。

「あんた、歳とし幾いくつ？」

「あ？　十五だけど」

「そう。お互たがい、短い命だったわね」

　なんだそりゃ。訝いぶかしんでいると、女が最初の協力を要よう請せいしてくる。

「まずは天てん井じよう、外すの手伝いなさい」

「……あいよっ」

　無む謀ぼうながら挑ちよう戦せんしてみる、と言うことだったらしい。分かりづらいやつだ。

　いつ誰だれかがこの部屋へ来るか分かったものじゃない。大急ぎで、上の蓋ふたに手を引っかける。指を庇かばいながらで腰こしが引けているために力を出しきれないが、奥おくから女も一いつ緒しよに押していることもあって、さほどてこずらないで外れた。伊だ達てに自じ己こ申しん告こくで五キロは瘦やせていないらしく、細い隙すき間まから這はい出てきた。籠かごの隙間から脱だつ走そうするヘビのようだ。

　同じような押し方をして頭が参っているのか、俺と同じ転び方をした。暗くら闇やみに目が慣なれてきてその姿すがたがある程てい度ど見えてくる。近寄って手を貸すと、お互いの顔がはっきりと見て取れた。

　息が詰つまった。

「うわ、ひどい顔」

　率そつ直ちよくに人の顔を評ひよう価かしてくれたが、こっちはそれ以上の驚おどろきがあった。

　顔の前に垂たれた長ちよう髪はつは金色で、その奥おくに碧へき眼がんが輝かがやく。

　目鼻がずんぐりせず、はっきりとしている。異い国こくを感じさせる風ふう貌ぼうと、不ふ機き嫌げんそうな表ひよう情じよう。

　倉くら科しな康こう一いちの家で見た、あの写真の少女だった。
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　飛び上がるように目覚めたナメクジは、寝ね不ぶ足そくによる頭ず痛つうにまずしかめ面つらとなった。

　普ふ段だんは夜を迎むかえるとすぐ寝ね入いってしまう彼かの女じよが寝つけなかった理由は、成なる実みにある。

『姉ねえちゃんは今、なにしてるんですか？』

『さぁねぇ』

『どこにいるんですか？』

『……知らない』

『あーその、元気なんですか？』

『この前会ったときは元気、というかうるさかったよ』

『姉ちゃんの偏へん食しよくは直りましたか？』

『知らん。それよりあんた、親とかに話さなくていいの？　外で泊とまるって』

『あ、いいんです。両親ほとんど帰ってこないから』

『そう』

『マイマイねーさんの姉ちゃんとの友達指数はいくつぐらいですか？』

『意味が分からない』

　結局、ナメクジの誘さそいを受けたのは姉のことが気がかりだったからのようだ。ナメクジにはとんと理り解かいできないが、姉妹というのはそういうものかもしれないと思った。

　雉きじ間ま光ひかるは部屋に着いてから、なにも食べないですぐに眠ねむってしまった。身動き一つせず、死んだようにという表ひよう現げんが似につかわしい貧ひん相そうな背せ中なかをずっとナメクジに向けていた。

『あの人は、えーと、マイマイねーさんの友達？　彼かれ氏し？』

『知らない人』

　姉の居い場ば所しよ以外を除のぞいて、ナメクジとしては成実の質しつ問もんに誠せい実じつに答えたつもりだった。本当は成実と雉間光をマンションに置いた後はそのままニュートラル友の会の総そう本ほん山ざんへ向かうつもりだったが、質問攻ぜめから逃にげられなかったこと、それに加えて疲ひ労ろうの限げん界かいもあってその日は部屋に留とどまることになった。これは恐おそらく失敗だろうと予感しながら、動けなかった。

　そして、夜通しのように長い時間、質問されたのである。ナメクジの返事はあまりに正直すぎて素そっ気けなく、成実の期待に添そえてはいなかったようだが。

　そして、廊ろう下かから入り口の扉とびらを叩たたく音から、翌よく日じつが始まる。

　ナメクジは思うところもあって、自分の部屋ではなくヘビの部屋で夜を明かしていた。同どう性せいであるカエルの部屋を利用しなかったのは、前日に扉とびらの鍵かぎを破は壊かいしてしまったためだ。

　ナメクジはソファで眠ねむり、雉きじ間ま光ひかるは床ゆか。そして成なる実みがベッドを使っていた。自分の部屋でないからベッドの権けん利りを主しゆ張ちようすることはできないし、なにより、ヘビが毎日寝ねていた場所など絶ぜつ対たいに使いたくなかった。本当は部屋にいるだけでも抵てい抗こうを感じるのだが、バカ正直に自分の部屋を使うよりは、夜間の襲しゆう撃げきに遭あわないだろうという考えからだった。

　ナメクジに続いて雉間光と成実が身体からだを起こす。雉間光の方は跳はね起きていたが、成実の方は「んー？」と目を擦こすっている。事じ態たいの深しん刻こくさや、誰だれが関わっているのかということを把は握あくしていないとはいえ大したものだ、とナメクジは感心するが、その眠ねむ気けの原げん因いんが昨さく晩ばんの質しつ問もん攻ぜめであることに気づいて、少し腹はらも立った。

「誰だれが来たんだ？」

「敵てきかマンションの管理人、どっちか」

　雉間光の怯おびえた声に、ナメクジが小声で答える。言ってから、ある意味両方とも敵でいいかと思い直した。そして、誰にとっての敵なのだろうと、二人の顔をそれぞれ一いち瞥べつした。

「川かわ尻じりさーん、おはようでござんす」

　おどけた調子と、規き則そく的てきなノックの音が嚙かみ合わない印象を与あたえる。声は女である。ヘビの女ということもあるまい。川尻という聞き覚えのない名前に警けい戒かいしつつ、ナメクジが入り口に近ちか寄よっていく。その途と中ちゆう、無言で雉間光を手て招まねきする。一人では動かせないので、本ほん棚だなを運ぶ手伝いをさせた。成実の方には、『部屋の奥おくにいろ』という意味で手を奥に振ふっておいた。

　扉の前に立った途と端たん、銃じゆうにでも撃うたれたら困こまるので盾たてとして本棚を前面に置いた。本棚の脇わきからナメクジが顔を出して、扉の穴あなから廊ろう下かの様子を覗のぞくと、まず見えたのが帽ぼう子しだった。白地に、オレンジ色でメーカー名が印刷された帽子を被かぶっている。それを深く被って目もとを覆おおうようにしている。露ろ出しゆつしている顔の下半分の特とく徴ちようとして、鼻の下が長い。全体は見えないので断だん言げんできないが、猿さるの如ごとく面つらの長い女のようだ。

「川尻さーん。いないんなら扉ぶっ壊こわして入りますよー」

　だから川尻って誰だとナメクジが眉み間けんにシワを寄よせる。だがそこで、ヘビの本名かもしれないと気づいた。川尻、こうさく「いや違ちがう違う」そもそも一度も、本名を名乗っていないのだ。

　あの廃はいビルの事じ件けんで、ヘビとカエルの死体は発見されていない。見つかった死体は一つ、海うみ島しま達たつ彦ひこという中学生のものだけだ。恐おそらく巣す鴨がもあたりが処しよ理りしてしまったのだろう。ヘビたちの死を知っているのは巣鴨、カワセミ、ナメクジたちの仕事の仲ちゆう介かい者しや、そしてこちらはあの夜に顔を合わせていないのでお互たがいに知りようがないが、トカゲ少年だけだった。

　事じ件けんの関係者以外は、まだヘビが生きていると考えている可か能のう性せいは十分にあった。

　雉間光にヘビのフリをさせようかと考えたが、早々に破は綻たんすることを予期し、ナメクジが別の役を買って出る。

「なぁにぃ、朝から。大体ねぇ、あんた誰だれよ」

　ヘビの女を装よそおい、寝ね起おきの不ふ機き嫌げんさと、女が部屋に訪おとずれることへの嫉しつ妬とをない交ぜにした演えん技ぎを始める。そのナメクジの声変わりと喋しやべり方の変へん貌ぼうに、成なる実みと雉きじ間ま光ひかるが目を丸くする。

　依い頼らいの際さいの盲もう点てんではあるが、声というものは案外、情じよう報ほうとして知らされないものである。仮かりにナメクジを目的とする相手でも、声だけで相手を特定することは難むずかしいはずだ。

　そして今までの仮か定ていが覆くつがえされて、相手がすべてを把は握あくしていたら？

　そのときは、ナメクジのもっとも得意とする方法に出るだけだった。

「あれぇ？　川かわ尻じりさんって女の子でしたぁ？」

「は？　あんたバカなの？　つうか誰？　帰れ」

　不機嫌さを前面に出して追い払はらおうとする。だがこんなもので帰ってくれるなら世話はない。猿さる顔がおの女は口もとをにやつかせながら、肩かたにかけていた鞄かばんを漁あさる。まるで部屋の鍵かぎでも取り出すような気楽さで、拳けん銃じゆうを取り出した。帽ぼう子しのツバを指で押おしながら、顔と銃を上げる。

　隠かくされていた顔は全体に毛深く、やはり猿のようだった。

「じゃーん。どうせ、そっちから見えてんだろ？」

　そう言って、女が銃口を覗のぞき穴あなに向けて構かまえた。

　ナメクジはすぐに身を引いて本ほん棚だなに隠れながら、あくまでとぼけることに徹てつする。

「なにそれ、玩具おもちや？　えぇとなんとかガンってやつでしょ。エア、エアガン？」

「あんたが誰だか知らないが……いや。こいつの部屋ってことはカエルだか、ナメクジってやつだな。どっちかは知らないが、こっちは交こう渉しように来た。ま、アタシは使い走りなんだけどさ」

　やはり、ヘビの部屋と分かって来ている。カエルの部屋も電気は点つけっぱなしのはずなので、先に寄よってきたのかもしれない。そして扉とびらが壊こわれていたので、次はこの部屋に来た。

　そんなところだろう。

「調べによると、カエルがリーダーで下っ端ぱがヘビとナメクジ。じゃああんたはナメクジかな？　不ふ審しん人じん物ぶつがやってきたら真っ先に矢や面おもてに立たされるのが、下っ端の辛つらいところだからな」

　よく分かってるじゃないか。

　カエルとナメクジ、そのどちらとは答えずにナメクジが尋たずねる。とぼけるのは中止した。

「ご用よう件けんは？」

「そこにいる鹿しか川がわ成実って子を譲ゆずってほしいわけ。そう、平和的に」

　そっちが目当てか、とナメクジが成実を一いち瞥べつする。となればこの女は、倉くら科しな康こう一いちの側に属ぞくしているのだろう。その女の声は部屋の奥おくにいる成実には届とどかないらしく、なんの反はん応のうも見せない。ただ目が覚めてきて、早朝の来らい訪ほう者しやに不安がっているだけだ。

「快こころよく譲ってくれるなら多た額がくの見返りを出してもいい、とうちのボスが仰おつしやってる。どうだい？　できればもう一人の雉間光って方もセットで渡わたしてほしいんだけど」

「贅ぜい沢たくいうもんじゃないよ」

「うん、まぁそうだな。二に兎とを追う者なんとやら。誰だれたぁ言えねぇけど、ボスの方は雉きじ間ま光ひかるにはもうさほど興きよう味みがないみたいだ。代わりにもっと便利で素す敵てきなのを手に入れたみたいでね」

　猪い狩かり友ゆ梨り乃ののことか、とナメクジはすぐ便利なものについて思い当たる。

　だからその人ひと質じちとして成なる実みを欲ほしがっているのだ。

「雉間光の方を欲しがっているのは、もう一人の依い頼らい者しや。といってもそっちがアタシに依頼したのは、居場所を探さぐることだけ。後は専せん門もんに任まかせるから、場所だけ教えてくれってさ。アタシを随ずい分ぶんと過か小しよう評ひよう価かしているなぁとか感じちゃうけど、ご新しん規きさんだから仕方ないかねぇ」

　雉間光を欲しがるもの。こっちはシラサギだろうな、と以前の話から推すい測そくする。となればまさか、カワセミでもよこすのだろうかと、ナメクジの顔に緊きん張ちようが走る。そして、失ったはずの右みぎ腕うでが疼うずくような気さえした。

「あんたのところに両方揃そろうっていうのはどういう了りよう見けんなんだい？」

「そんなことは私が聞きたい。面めん倒どうになってきたから全部放り投げたいぐらいよ」

「投げていいぜ。それを受け止めたいやつがごまんといるんだ」

「………………………………………」

「で、返答は？　できればあんたと争いたくなんかないんだよ。アタシは殺しなんて専門じゃなくてね。中学生ならともかく、プロと取っ組み合いなんてゴメンだ。示じ談だんで解かい決けつしたい」

　示談という使い方がこの場合に正しいかはともかく、女と倉くら科しな康こう一いちからしてみれば、話し合いで収おさめたいということなのだ。ナメクジが正せい義ぎの味方ではないという点を踏ふまえての解かい決けつ方ほう法ほうであり、確たしかに魅み力りよく的てきではあった。カエルかヘビなら、抵てい抗こうなく受け入れただろう。

　ナメクジも彼かれらと一いつ緒しよのはずだった。だが今のナメクジはその取引を嫌けん悪おする。

　それは正義感と呼よべるものかもしれないが、本ほん質しつは大きく歪ゆがんでいる。

『巣す鴨がもみたいになりたくない』という、ただそれだけの反発がナメクジの『正義』だった。

「断ことわる。みんな眠ねむいからさっさと帰れ」

　突つっぱねてくることは予想外だったのか、扉とびらの向こうで女が息を吞のむ気配が伝わってきた。

「そいつを匿かくまってどうする気だよ。一生、追われる生活続ける気かよ」

「倉科康一を殺せば、誰にも追われなくなるでしょ」

「誰だいそりゃあ」

　まったく間を置かずに女が対たい応おうしてくる。それと同時に、成実が「くらしな？　こーいち？」と聞き覚えでもあるように首を傾かしげていた。

「おとぼけは……」

　猿さる顔がおの女の反応を見るために、ナメクジが覗のぞき穴あなに目を近ちか寄よせる。そこで、言葉が止まった。

　女の背はい後ごに、もう一つの人ひと影かげが立っていた。まるで地面から生えてきたように、足音も、気配もなかった。猿顔の女も気づいていない。その人影が、ふるふると震ふるえていた。

　服ふく装そうも地味で特とく徴ちようはないが、髪かみは少し目立つ。生え際ぎわは黒いのに、先せん端たんへ行くと脱だつ色しよくして、白色になっていた。それとジュラルミンケースを両手に持っている。握にぎる手の甲こうには血管が際きわ立だち、元の肌はだの色とあわせて異い様ように青白い。

「あんたの仲間？」

「へ？」

　思わずお互たがいの素すが漏もれた。そしてそれが、皮肉にも猿さる顔がおの女を助けることになった。

　性せい別べつの知れない人ひと影かげが唐とう突とつに振ふり回したジュラルミンケースと、咄とつ嗟さに振り向きながら尻しり餅もちを突つく猿顔の女。二人の動きが嚙かみ合い、ジュラルミンケースは女の頭があった位置を派は手でに空ぶる。そして覗のぞき穴あなで見える位置から女が消えて、代わりに、ジュラルミンケースを振り回す人影がめいっぱい映うつった。空ぶった右みぎ腕うでの向こうに、もう一つのジュラルミンケース。それを全力で、遠心力と共に回転してきた『武ぶ器き』の角を、扉とびらに叩たたきつけてくる。

　信じられないほどの轟ごう音おん。

　信じられないほど後先を顧かえりみない。

　なにより信じられないことに、その一いち撃げきで扉が半はん壊かいしてしまった。

　信じがたい馬ば鹿か力ぢからなのか、扉の留とめ具が悲鳴をあげて歪ゆがみ、くの字に折れそうになっている。雉きじ間ま光ひかると成なる実みは音の方に大きく反はん応のうして身を縮ちぢめたが、ナメクジは扉の被ひ害がいに目を見開いた。

　ナメクジは本ほん棚だなを扉側に向けて蹴けり飛ばす。バリケード代わりとなって一いつ瞬しゆんでも時間を稼かせぐためだった。蹴った反動で部屋を転がるナメクジが顔を上げると、本棚と扉が同時にぶっ飛ぶところだった。両方を踏ふみつけて、ソバージュのかかった髪かみを振る人影、トンボがやってくる。

　トンボは猿さる顔がおの女と異ことなり、なにも語ろうとしない。黙もく々もくと接せつ近きんしてくる。その無言の対たい応おうに『同業』の匂においを感じ取る。早歩きで動くトンボの行く先にはナメクジがいた。

　こいつの方は私が目当てなのかよ、と舌した打うちをこぼす。立ち上がった直後にはもう、トンボの振り回すジュラルミンケースが迫っていた。両腕のケースでナメクジの顔面を挟はさみ込こんで潰つぶすように、左右から襲おそいかかってくる。シンバルのように激げき突とつするそれを、ナメクジは辛かろうじて仰のけ反ぞることで避よけた。ジュラルミンケースの破は片へんが飛び散って、思わず、アホかと呟つぶやく。

　それを受けて、ナメクジが取り出したナイフを構かまえることに、成実が目を丸くする。成実からすればあまりに縁えんのない世界が、目の前に波なみのように押おし寄よせてきているのだ。それに翻ほん弄ろうされて、理り解かいがほとんど追いついていない。一つ一つの出来事に、深く考えないまま驚おどろくことしかできなかった。

　この人たちは、なにをやっているんだろう。

　ナメクジが喉のど元もとを狙ねらって突つき出したナイフに対し、トンボはジュラルミンケースで対応する。ジュラルミンケースの側面でナメクジのナイフを受け止め、そして受け流す。滑すべるようにナイフの軌き道どうが逸それて、ナメクジは踏ふみ込んだ姿し勢せいから前のめりに陥おちいってしまう。

　その不安定な状じよう態たいのナメクジを薙なぎ払はらおうと、トンボが浅く構えたジュラルミンケースを鋭するどく横に振る。急きゆう激げきに右側に身体からだを倒たおして沈しずみ込みながらそれを回かい避ひし、同時にナメクジがナイフを振ふり上げる。トンボはその未知の攻こう撃げきに顔を引きつらせるが、ジュラルミンケースの軌き道どうを咄とつ嗟さに、肉にく離ばなれでも起こしそうなほどに身体からだを折り曲げることで変へん更こうしてナイフを弾はじく。弾かれて、ナメクジが縦たて方ほう向こうに独こ楽まのように回転して吹ふき飛ばされる。

　その縦じゆう横おうの攻こう防ぼうが一いつ瞬しゆんで行われて、互たがいに傷きずはない。しかし、結果として不利となったのはナメクジだ。倒たおれこんだ姿し勢せいから起き上がるには、左ひだり腕うでを使うしかない。だが左腕を使えば、ナイフを振ることができない。ナメクジの頭皮に急速に汗あせが浮うかんだ。

　今の一いち撃げきで仕し留とめられなかった時点で、ナメクジからすれば追いこまれたに等しい。

　相手は人間離れした怪かい力りきに加えて、反はん応のうも人ひと並なみ外れている。

　同業者で、同じ線の上にあっても、実力では遙はるかに先に位置する相手のようだった。

　だが、当然踏ふみ込こんでくると思ったトンボの膝ひざが唐とう突とつに崩くずれる。上半身を無理にねじ曲げた弊へい害がいかと考えたが、そうではないようだった。片かた膝ひざを突ついた後、ジュラルミンケースを床ゆかに放り出して、耳を押おさえる。そのいきなりの隙すきを晒さらす行こう為いにより、ナメクジは訝いぶかしみながらも余よ裕ゆうを持って体たい勢せいを立て直す。

　そして同時に廊ろう下かから、白しろ桃もも色いろの浴衣ゆかたに身を包み、首元にヘッドフォンをぶら下げた少女が、顔を覗のぞかせる。

　その顔を見た瞬しゆん間かん、もっとも戦せん慄りつしたのはナメクジだった。

　なぜここでやってくるのか、と予想の及およばない登場に動きが固まる。

　白シロヤギだ。

「雉きじ間ま光ひかるを引き取りに来たのですが、お取り込み中みたいですね」

　白ヤギは平然と部屋内を見回す。白ヤギの存そん在ざいを知る者、知らない者で反はん応のうには差があれど、全員が注目して身動きを止めている。耳を押さえていたトンボも、ようやく顔を上げてなにがあったのかと探さぐるように周りを見回していた。

「ふぅむ」

　白ヤギが顎あごに手をやる。一考するように間を置いた後、全員に向けて発案した。

「混こん線せんしているようなので、ここは一度、全員で話し合いませんか？　それぞれの立場と目的をはっきりさせた方が、色々とはかどるのではないでしょうか。いえ皆みな殺ごろしにするのが一番簡かん単たんなのですが、できれば穏おん便びんに解かい決けつしたいという善ぜん意いの提てい案あんです」

　噓うそつけこの野や郎ろう、と見え透すいた虚きよ言げんの動機を罵ば倒とうしながらも、ナメクジは瞬しゆん時じに、率そつ先せんしてその案に賛さん同どうすることを決めた。白ヤギの本当の動機がどうあれ、乗るしか選せん択たくはなかった。

「その提てい案あん、乗った」

　白ヤギはナメクジを一いち瞥べつして、微び笑しようを浮うかべる。

「とっくにおかしくなっていると思いましたが、意外と冷静なんですね」

　ナメクジとしては面白くないが反はん論ろんも出来ず、密ひそやかに流れる汗の感かん触しよくに寒気を覚える。

　二対一までなら立ち回るつもりだったが、白ヤギが出で張ばってきたのなら話は別である。

　たとえ百対一でも、なんの準じゆん備びと対たい策さくもなく喧けん嘩かなど売ってはならない。

　それが、白シロヤギという存そん在ざいだった。

　だがそれよりなによりまず、言いたいことがナメクジにはあった。

　お前ら、普ふ通つうに部屋に入れないのか！　土足で上がってくるんじゃねえよ！

　前日の自分が他ひ人と様さまの家へ二階の窓まどを割わって入ったことを棚たなに上げて、ナメクジは憤ふん慨がいする。

　この事じ件けんが終わったらすぐに、引っ越こそう。
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　テレビ画面をぼんやりと眺ながめながら、巣す鴨がもがカワセミに質しつ問もんする。

「ねぇねぇ、テレビに出たときってどんな気持ちになったの？」

「んー？　んー」

　カワセミは曖あい昧まいに笑って、首を傾かしげるような仕草を取る。

　超ちよう能のう力りよく者しやとして、テレビ番組に出しゆつ演えんしていた時代。それはカワセミにとっての絶ぜつ頂ちよう期きだった。

「そりゃ、ドキドキしたさ。地元のローカル番組って言っても、僕ぼくが出るとなれば学校のみんなだって見るわけだし。ちょっと緊きん張ちようして、でも嬉うれしかったな」

「嬉しい？」

「自分のことが認みとめられたみたいに思えた。後、大人おとながみんなちやほやしてくれてね。両親も喜んでくれて、あぁ、こんな能力でも持っててよかったと感かん謝しやしたものさ」

　ボタンを連打しながらカワセミが唇くちびるの端はしを吊つり上げる。当時のカワセミは、自分の能力を大したものではないと感じていた。と言うのも、そのときに読んでいた漫まん画がの能力と比ひ較かくしていたのである。誌し面めんを彩いろどる数々の力と比くらべれば、自分の力はなんと地味なのだろうと嘆なげいていた。

「ま、それも長くは続かなかったけど」

「なんで急にインチキ扱あつかいされたの？」

「地味だからな、僕の能力。テレビの人は色々考えたけど、見せ方にも限げん界かいがある。だからみんな飽あきて、今度はもて囃はやす方じゃなくて、貶おとしめることで僕に注目を集めようとし始めた。結果としてそっちの方がよっぽど盛もり上がったよ。誰だれかを褒ほめるよりも、悪口をみんなで言い合って感かん情じようを共有する方が楽しいってことだなぁと、身に染しみて理り解かいしたよ」

　へっへっへと、カワセミが陽気な調子で肩かたを揺ゆする。

　しかし声だけを聞いていると、泣き声のようでもあった。

「確たしかに相方の子はインチキだったよ。あれはなんの能力もない、ただの女の子だった。だから番組が噓八百っていうのは、半分は正しかった。僕を全面に押おし出して反論しようにも、派は手でさが足りない。結局、押し切られてインチキだと認みとめさせられたよ。僕まで、一いつ緒しよに」

　言葉と裏うら腹はらに、カワセミの顔に陰かげりはない。悲ひ壮そうめいてはいるが、笑顔もある。

　巣す鴨がもはその背せ中なかを見つめて、なにかを察したように尋たずねる。

「そのテレビの人、今はどうしてるの？」

「死んだよ。僕ぼくが殺した」

　テレビ画面に映うつる鳥のモンスターが倒たおれる。

「家族は？」

「死んだ。僕が殺した」

　ネズミのモンスターが倒れる。

「クラスの子は？」

「全員死んだ。僕が殺した」

　エスパーモンスターが偶ぐう然ぜん、急所に攻こう撃げきをもらって倒たおれる。

「一いつ緒しよに出ていた女の子は？」

「……死んだ、んじゃないかな」

　進化した亀かめだけは易やす々やすと撃げき退たいできず、答えと共に指先が詰つまる。

「ふぅん。あなたって、すっごく立りつ派ぱな殺し屋さんなんだね」

　巣鴨が褒ほめたたえる。カワセミは一いつ拍ぱく間を置いて、振ふり返る。

　ニヤリと、作ったように凶きよう悪あくな笑みを浮うかべて。

「だろう？」

　その笑顔を照らす画面の中では、亀にトカゲが蹴け散ちらされていた。
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「どうぞ。大だい丈じよう夫ぶ、毒など入れていませんから」

　勝手にキッチンを拝はい借しやくした白シロヤギが、人数分のお茶を淹いれて戻もどってくる。ヘビの買い置きしてあった紅こう茶ちやらしく、六人分のカップから湯気が立ち上る。それを白ヤギが順番に置いた。

　当然、誰だれも手をつけようとはしない。ナメクジはそう思っていたが、トンボは不器用そうに頭を下げてから、お茶をうるさく啜すすった。淹れたばかりの熱い茶を、抵てい抗こうなく飲みこんでいる。

　自分の位置に戻った白ヤギも、カップに口をつける。だが「あつっ」とすぐにカップをテーブルに戻してしまう。どうやらこちらは猫ねこ舌じたのようだった。

　バツが悪いのか、白ヤギは目を閉とじてヘッドフォンを指で弄いじっている。

　白ヤギが現あらわれて、全員が話し合いに一いち応おうの参加を決めてから二十分弱が経けい過かしていた。ヘビの部屋の扉とびらや本ほん棚だなは入り口で倒たおれたままとなっている。あれだけの騒さわぎを起こしても、隣りん人じんは文もん句くを言いに、或あるいは野次馬で覗のぞきに来る様子がない。生きているかも怪あやしいと、白ヤギとトンボの顔を見み比くらべながらナメクジは考えていた。

　ナメクジの両りよう脇わきに雉きじ間ま光ひかると成なる実みが控ひかえている。残る三人、猿さる顔がおの女とトンボ、そして白ヤギは微び妙みように距きよ離りを空けて座すわっていた。一つのテーブルを囲んではいるが、三対三に別れているような構こう図ずだった。ナメクジとしては、戦力にならない二人と仲間など願い下げである。

「………………………………………」

　カエルから見たヘビと自分もこんなものだったのだろうかと、思った。

[image: ]

　死後だからこそ、その人間の人となりや立場を理り解かいすることもある。

「あ、あのー。一ついいですか」

　挙手したのは成なる実みだった。全員の視し線せんが集うことで、ビクッと肩かたが上がる。

　司会役がいるわけでもないので、仕方なくナメクジが無言ながら顎あごを動かして促うながす。受けて、成実が言った。ただし、ナメクジに対しても先さき程ほどのこともあってか、怯おびえた目となっている。

「そっちの浴衣ゆかたのねーさん、どっかで見たことあるんですけど」

「私の方も存ぞんじていますよ、鹿しか川がわ成実さん。お嬢じよう様さまの学友ですから」

　白シロヤギが涼すずやかな声で答える。なんだって、と目の色を変えたのはナメクジだった。

「お嬢様って、えーと、かもちん？」

「はい。巣す鴨がもお嬢様に仕えている、そうですね。専せん属ぞくの家か庭てい教きよう師しのようなものです」

「ほへー、専属……」

　殺し屋がなにを言っているんだ。ナメクジはその堂々とした詐さ称しように呆あきれていた。それに加えて、巣鴨という名前を聞くだけで、ナメクジの目つきが露ろ骨こつに変わる。嫌けん悪お感かんと怒いかりの混まじった苦いものが込こみ上げて、思わず場所を考えずに唾だ棄きしたい気持ちに駆かられた。

　だがそれより重要なことがある。巣す鴨がもと成なる実みが学友、つまり同じ学校に通っているということだ。ナメクジは明日、その学校の文化祭でたこ焼き屋の仕事へ向かうことになっている。つまり巣鴨と遭そう遇ぐうする良い機会ではないか。そう考えて目を輝かがやかせたが、すぐにナメクジはかぶりを振ふる。とてもじゃないが、文化祭に来るような輩やからとは思えなかったのだ。

　よしんば来たところで、その懐ふところへ潜もぐり込こめるのか。やらねばならないが、やれるのか。

　普ふ通つうの人間を相手にしていれば、踏ふみ込んで距きよ離りを詰つめる感覚がある。だが超ちよう能のう力りよく者しやというのは宙ちゆうにでも浮うかんでいるように、距離を曖あい昧まいにしか感じることができない。

　巣鴨という相手は、その超能力者との対たい峙じに伴ともなう手て応ごたえのなさを持ち合わせていた。

「さて。私の用よう件けんから話しますと、そちらの雉きじ間ま光ひかるに同行を願いたいわけです」

　お茶に息を吹ふきかけて冷ましながら、白シロヤギが雉間光に目をやる。雉間光は、即そく、首を横に振った。

「い、嫌いやだ。宇う白しろのところに行ったら、今度こそ殺される。絶ぜつ対たいに嫌だぞ」

　殺される、という言葉に成実がギョッとする。他の大人おとなたちは、無む表ひよう情じようのままだった。

「しつもーん。宇白って誰だれよ」

　猿さる顔がおの女、名乗った名はハヤブサが暢のん気きを装よそおって質しつ問もんする。しかし軽口を叩たたきながらも、警けい戒かいはトンボの方に向いていた。先さき程ほど、危あやうく顔面を潰つぶされるところだったのを意い識しきしているようだ。トンボはずっとカップに口もとを添そえて、俯うつむいたまま動こうとしない。

　その質問を制せいする声はない。白ヤギも無言で、言いたいならどうぞという態たい度どだった。

「シラサギの本名だよ。宇白要かなめ。あいつは、ぼくの中学の同級生なんだ」

「シラサギ？　ああ、教きよう祖そ様さまってそんな名前なんだ。へー」

　ハヤブサが大した興きよう味みもなさそうに形だけ感心した素そ振ぶりを見せる。

　露ろ骨こつにしかめ面つらとなったのはナメクジだけだった。

「あいつは家族も、学校の知り合いも、みんな殺したんだ。自分の過か去こを知っている連中を、ごっそり、根こそぎ。しかもただ殺すんじゃない、人体実験の献けん体たいとして全員売り飛ばしたんだぞ。超能力の研究だか知らないが、あそこにいる女は人間じゃない。ぼくだって、とんでもない目に遭あったんだ。運良く逃にげ出して、木き森もり高たか雄おに拾われて……あぁ、なんでこうなるんだ」

「……どうでもいい」

　ナメクジがぼそりと呟つぶやく。雉間光の訴うつたえやシラサギの過去など、ナメクジにとってはなんの関係もないのだ。それなのに、そんなどうでもいい情じよう報ほうを持ったことで危き険けんが増ますことも大いにあり得るのだから、ナメクジとしてはしかめ面になるしかない。

　大体、雉間光はそんな話をして誰だれかが動いてくれると思っているのだろうか。

　この場に正せい義ぎ感かんと力を両方兼かね備そなえている傑けつ物ぶつなど、いるはずもないのだ。

「誤ご解かいがあるようですが、殺すぐらいならこの場で私が殺しています」

　まだなにか言いたそうにしている雉きじ間ま光ひかるを、白シロヤギが言葉と眼がん光こうで押おさえつける。

「しかし私が命じられたのは『連れてこい』です。その言葉の意味をよくお考えになったうえでの、賢かしこい選せん択たくに期待します」

「あ、あのー。一ついいですか」

　また成なる実みが挙手する。耐たえきれなかったように唐とう突とつで、その顔には引きつった笑いがあった。

「みなさん、殺すとかちょっと物ぶつ騒そうすぎる気が。いや殺すぞ、とか友達相手に言う男子はいますけど、こう、本気っぽいのがよくないかと。トカゲちゃんも、えっと、痛いたいですけどね。でもそういう物騒なことはあんまり言わないですよ、ほら」

「んー、雉間光の方は浴衣ゆかたの姉ねえちゃんに任まかせるとして、だ。鹿しか川がわ成実は連れ帰らないといけないわけなんだが、あんたどうしても邪じや魔まするの？」

　成実の意見を一いつ切さい無む視しして、ハヤブサがナメクジを窺うかがう。成実に同どう情じよう的てきな目線を向けているのは白ヤギだけで、他は注目さえしていない。成実は口を開けたまま、固まってしまう。

「だとしたら？」

　明めい確かくにどちらとは答えず、ナメクジが質しつ問もんを返す。ハヤブサが額ひたいと髪かみを強く搔かいた。

「どうしようかね、帰っちゃおうかな」

　ハヤブサが心にもなさそうなことを言う。対たい峙じするとなった場合、応おう援えんでも呼よぶか、それとも既すでに控ひかえさせているかのどちらかだろう。そう予想しながら、ナメクジがトンボを見る。

「あんたはなにしに来たの？」

　聞いてから、なんというマヌケな質しつ問もんだと呆あきれる。さっき互たがいに殺そうとしたではないか。

　トンボが話を振ふられて、両手で包むように持っていたカップを静かに置く。

「ナメクジちゃんを殺せって、言われて」

「ちゃん？」

　初対面の、性せい別べつの知れない相手にちゃんづけされてナメクジが純じゆん粋すいに気持ち悪がる。

　トンボの方は紅こう茶ちやに濡ぬれた唇くちびるをもっさりと動かす。

「そう、教えられたから」

「ちゃんづけ……するやつ」

　電話越ごしに下品に笑う、男の声が思い出される。それと同時に合が点てんがいった。

「あぁ、あんたなの」

　以前にその男が話していた、『超ちよう能のう力りよくはないけど異い常じように強いやつ』が目の前のトンボだと察した。異常に強いという評ひよう価かは文字通り、異様に腕わん力りよくがあるということだったらしい。

　これもある種の超能力ではないのか、とナメクジが半はん壊かいしたジュラルミンケースに目をやる。

「だから、他は関係なく、ナメクジちゃんを殺さないと帰れない。本当は、殺したくなんか、ないのに」

　トンボが独ひとり言のように訪おとずれた目的を語る。しかも後半は泣き言のように、肩かたが震ふるえていた。その態たい度どと繰くり返されるちゃんづけから、トンボへのもう一つの評ひよう価かも正しいようだとナメクジが理り解かいする。トンボは喋しやべり終えるとすぐ、カップで口もとを覆おおうようにして俯うつむく姿し勢せいに戻もどる。髪かみに隠かくれがちな目もとは、白シロヤギに向いている。

　トンボなりに白ヤギを意い識しきして、観察しているようだった。

「纏まとめると私は雉きじ間ま光ひかるに、ハヤブサは鹿しか川がわ成なる実みに、そしてそちらの」

「トンボ、です」

「トンボはナメクジに用がある。なんだ、用よう件けんは被かぶっていないんですね」

　冷ました紅こう茶ちやを慎しん重ちように飲みながら、白ヤギが三本の線を宙ちゆうに描えがく。

　白ヤギがそうして示しめすように、関係は単たん純じゆんなものだ。直線が三つあるだけに過すぎない。

　ただしそのどれもが、一方通行なだけなのだ。

「そこをややこしくしているのがあなたというわけです」

　白ヤギがナメクジを捉とらえる。そしてテーブルの下でさりげなく、指をラジカセに伸のばした。

「そういうこったな。あんた、殺し屋なんだろ？　なにがしたいんだ？」

　ハヤブサが便乗する。殺し屋、という物ぶつ騒そうな単語が出て成実がナメクジの横顔を見る。

　ナメクジは口を噤つぐんで、その視し線せんに気づきながらも敢あえて無視した。

「この後どうするかは、あなたの決けつ断だん次し第だいです」

　五人の視線がナメクジに集まる。ナメクジはそのどれとも目を合わさず、沈ちん黙もくを続けるが、本音としては『どうしよう』とこの場にいる全員に相談を持ちかけたいぐらいだった。

　ナメクジとしては、白ヤギと争うのを避さけたかった。巣す鴨がもを殺すと決めて側に白ヤギがいると分かったときからずっとその対たい策さくを考えているが、なにも思いつかないのが現げん状じようだった。

　そうなれば、雉間光は差し出すしかない。

　だが鹿川成実を守り、雉間光を差し出す基き準じゆんとはなんだ。

　自じ己こ保ほ身しん。つまり、自分を守るために雉間光を利用するということになる。

　自分を守ること、それは大事なことだ。生きなければいけないと、ナメクジは誰だれより思う。

　生き長らえて、巣鴨を殺さなければ自分は終わらない。

　ナメクジにとって、『人生の終わり』は死ぬこと以外にもあるのだ。

「巣鴨なら」

　沈ちん黙もくを破やぶって、ナメクジが問う。

「巣鴨が私の立場だったら、どうすると思う？」

　そこでどうして同級生の名前が出てくるのか、成実には理り解かいできない。

　分かるのは視線を真っ向から受け止める白ヤギだけだった。

「どちらも喜んでポイするでしょう。そして、自分を狙ねらう殺し屋を殺してほしいと私たちに依い頼らいして、なんやかんやで協力を取りつけてしまうでしょうね」

　成実の反はん応のうを窺うかがいながら、白ヤギが正直に答える。ポイするのくだりでショックを受けるかと思っていたようだが、今の成なる実みは見た目からしてそれどころではなかった。

　周りのなにもかもが信じられず、目の置き場を失って迷まい子ごのように震ふるえている。

　その姿すがたはあの廃はいビルで事じ件けんに巻まき込こまれた五い十か川がわ石と竜か子げと大差ない、痛いた々いたしいものだった。

「そう、だ。そうなるんだ、きっと」

　自分と白シロヤギの予想が一いつ致ちしたことに、ナメクジの目は不自然に輝かがやく。

　その光が次第に広がり、最後には晴れ晴れと、まるで祝福でも授さずかったような笑顔と成り果てた。周囲の人間を思わず引かせるほどの、状じよう況きようにそぐわない笑い声と共に。

　ナメクジは、その答えを嚙かみしめる。

「そう、私は巣す鴨がもが大だい嫌きらいなんだ」

　悩なやんだ末に辿たどり着く原点はそこだった。

「巣鴨のすべてが憎にく々にくしい。バラッバラに引き裂さいて、内ない臓ぞうすべてを引きずり出して繫つながっている間にすり潰つぶしたい。殺すまでに百回は死なせてくださいと言わせたい。そんな私がだよ、巣鴨になってどうするんだ。自分まで『許ゆるせない』ものになったら、自分にも復ふく讐しゆうしないといけなくなる。自分を殺したら誰だれが巣鴨を殺す？　無理でしょ？　じゃあ、答えは簡かん単たんだ」

　喋しやべり終えるのと同時に、ナメクジが飛び跳はねた。

　テーブルの上に足を載のせて、一足飛びで白ヤギに襲おそいかかろうとする。

　更さらにトンボも動いていた。カップを放り出して、ジュラルミンケースを摑つかむ。

　腰こしを捻ひねって、その場で振ふり回す準じゆん備びを一いつ瞬しゆんで整える。

　ハヤブサはあらかじめ、テーブルの下でずっと握にぎっていた拳けん銃じゆうを水平に構かまえた。

　銃じゆう口こうを向ける相手はナメクジで、即そく、引き金を引こうとする。

　雉きじ間ま光ひかるは窓まど際ぎわに逃にげようと皆みなに背せを向けて。

　成実は腰が抜ぬけたように手を突ついて座すわりこんだまま、半べそをかいて。

　三者の交差が血と惨さん劇げきを生もうとする、その刹せつ那な。

　白ヤギが、スイッチを押おした。

　その瞬間、そこまでのすべての交差が無に帰きす。

　一瞬だった。

　ナメクジが後転して、後頭部を受け身も取らずに打ちつける。中腰だったトンボが身体からだを捻ったまま俯うつぶせに倒たおれて、口の端はしから嘔おう吐とする。ハヤブサも拳銃を床ゆかに落として、側頭部をテーブルに打ちつけながらずるずると床ゆかに倒れてしまう。

　雉間光は見えないものに額ひたいでも殴なぐられて意い識しきが混こん濁だくしているように、目の輝かがやきを失う。

　成実も反はん射しや的てきに耳を塞ふさごうとして中ちゆう途と半はん端ぱに上がった腕うでが、だらりと垂たれ下がった。

　ナメクジを含ふくめて全員が、なにが起こったのかをすぐに理り解かいすることができなかった。

　一瞬で目の前が真っ白になって、身体が言うことを聞かなくなっていた。視し界かいには赤い線が幾いく重えも走り、次第に強まる吐き気に翻ほん弄ろうされる。その不ふ快かい感かんを強引に除よけて奥おくを覗のぞけば、自分になにが起きたかを理り解かいすることができる。

　とてつもなく大音量のノイズが頭の中に居い座すわっていた。

　しかも、耳から中へ入ったのではない。頭の中心から波が広がり、その波は紋もんが身体からだの中で暴あばれているのだ。ナメクジの頭とう頂ちよう部ぶから爪つま先さきまで行き届とどく波紋が意い志しを打ち消し、自由を奪うばっていた。

　全員の意い識しきが朦もう朧ろうとする中、白シロヤギだけが平然と立ち上がる。テーブルを回りこんで、雉きじ間ま光ひかるの腕うでを摑つかむ。そして顎あごと喉のどを雪せつ駄た履ばきの足で踏ふみ潰つぶした。

　何度も繰くり返して雉間光が白目を剝むいた後、引きずって運びながら入り口へと引き返す。

「連れてこいという条じよう件けんは本当に嫌いやですね、わざわざ現げん場ばに姿すがたを出さないといけない。危き険けんなことなど真っ平ごめんなのに」

　白ヤギが愚ぐ痴ちを漏もらす。誰だれも追いかけることができず、悠ゆう々ゆうと去る中で一度、振ふり向いた。ナメクジを見下ろして、忠ちゆう告こくする。

「あなたには同どう情じようしますが、諦あきらめた方がいいですよ。なにしろ、私がいますから」

「べ、ぇ……」

　ナメクジが反はん論ろんしようと舌したを出すが、満足に動かせない。そして復ふく調ちようするのを待っているはずもなく、白ヤギがすぐに廊ろう下かへと出て行ってしまう。その途と端たん、ナメクジの頭を支し配はいして食らいつくしていたノイズが途と切ぎれた。だが音は残ざん留りゆうするので、すぐに万全とはいかない。

　巣す鴨がものことを諦あきらめろという、そんな戯ざれ言ごとに関しては受け入れるはずもなかった。

　だがそれよりも自分を狙ねらう殺し屋と、似にた世界で生きる人間が無む防ぼう備びに苦しんでいる。

　この機を逃のがすということが、ナメクジとしてはあり得なかった。

　ナメクジは渾こん身しんの力を込めて起き上がる。地べたを這はうワニが獲え物ものに飛びかかるように、より手近にいたハヤブサへナイフを振り下ろした。ハヤブサは驚きよう愕がくし、必死に身を動かそうとするも身体が言うことを聞かない。ナメクジのナイフが、首元に降ふりかかる。

　ハヤブサの首に力が籠こもった直後、水みず鉄でつ砲ぽうのように血けつ液えきが噴ふん出しゆつした。びゅうびゅうと数度、噴ふき出した後はハヤブサの顔色の欠けつ如じよと共に落ち着く。一定の間隔で流れ出し、床ゆかに広がった。

　成なる実みはその一部始終を目もく撃げきし、恐きよう怖ふから涙なみだを流す。口を開けるが、喉が潰れたように声が出ない。目を逸そらすことさえ叶かなわなかった。

　ナメクジは突つき立てたナイフを引っこ抜ぬき、身体を引きずってトンボの方にも襲おそいかかる。トンボは歯を食いしばり、膝ひざを床に叩たたきつける。その反動で横へと動き、そのまま制せい限げんをかけることなく右側へと転がっていく。ナメクジはナイフと共に床に倒たおれ伏ふす。

　退しりぞいたトンボも立とうとした直後にまた尻しり餅もちを突いて、容よう易いに立ち上がれない。慌あわてて身体を起こしたナメクジも片かた膝ひざを突いた姿し勢せいのまま、吐はき気と戦っている。目の前が異い様ように揺ゆらいで、三半はん規き管かんの狂くるいが治おさまらない。

　ナメクジとトンボは暫しばし息を荒あらげながら睨にらみ合う。体調が思わしくないのもあるが、引くか、攻せめるかの判はん断だんに悩なやんでいるようだった。

　そんな中、急にトンボの肩かたが震ふるえ出す。そして、目め尻じりに涙なみだをにじませた。

「な、なんで、そんな簡かん単たんに、殺せるんですか」

「は？」

　仕事の最中は寡か黙もくであるナメクジも、思わず口を開いて呆あつ気けに取られてしまう。

　それが駆かけ引きとしての問いかけなら素す晴ばらしいが、トンボは天然もののようだった。

「ひ、人を殺して、なんとも思ってないんですか」

「い、」

　いやいや。こいつは一体、なにを言っているんだ。

「後こう悔かいとかで、胸むね、潰つぶれそう、なのに」

　トンボが勝手に盛もり上がり、歯は軋ぎしりを鳴らす。ナメクジとしてはなんの覚えもないが、なぜか酷ひどく敵てき愾がい心しんを抱いだかれたようだ。そこまで来るとナメクジは困こん惑わくも断たち切り、『こういうやつなのか』と冷静に受け入れるようになっていた。

　一方的な悲しみに打ち震えるものの、見るものは見えているらしい。回かい復ふくはナメクジの方が早いと判断してか、トンボが逃とう亡ぼうを図はかる。背はい走そうでナメクジに背せ中なかを見せないようにしながら、入り口へと向かう。

　ナメクジはそれを追わず、見み逃のがすが舌した打うちをこぼした。

　できればトンボの方をこの場で始末したかったのだ。

「……でも納なつ得とく。頭弱いわ」

　トンボは無事に逃にげきって、廊ろう下かへと消える。それからしばらく、ナメクジは姿し勢せいを崩くずさず、構かまえも解とかなかった。五分以上経たってようやく、ナイフを下ろして両りよう膝ひざを床ゆかに突つく。

　そこでナメクジと目が合って、成なる実みの目が収しゆう縮しゆくする。絶たえ間なくにじんでいた涙も恐きよう怖ふで縮ちぢこまるようだった。

「ひっ、ひとごっ、ごろっ」

「そうだよ。私は正せい義ぎの味方じゃない、単なる人殺し」

　呂ろ律れつの回らない成実に対して、ナメクジが辛しん辣らつとも取れる言い方で自じ己こ紹しよう介かいする。殺し屋と名乗らずに人殺しと語ったことを、ナメクジは訂てい正せいしなかった。

　ナメクジがその場に座すわりこむ。ナイフを握にぎりしめたまま、俯うつむいて動かない。止まない耳鳴りが寄より添そい、どこか夢ゆめ心地ごこちの心しん境きようだった。

　その間にもハヤブサの死体からは出血が続き、それが床を満たす。同じように横たわる成実も、生きた心地はしていなかった。なにしろ目の前に、凶きよう器きを持った人殺しがいるのだから。

　やがて復ふつ活かつしたものの、四つん這ばいで逃げるのがやっとな成実が慌あわただしく部屋を出ていってからようやく、ナメクジが顔を上げる。ハヤブサの死体がすぐ目に止まった。

「そうかぁ」

　ハヤブサの落とした拳けん銃じゆうを拾って、トンボを撃うてばよかったんだ。

　後こう悔かいするのは、それだけだった。

　死体を処しよ理りしなければいけない。

　業者に頼たのんで回かい収しゆうしてもらうのが一番だから、電話しないと。

　そう考えるも億おつ劫くうで、ナメクジはすぐに動けなかった。

　自分の殺した相手を見下ろしながら、残ったカップに口をつける。

　舞まい上がった埃ほこりが水面に浮うかぶ紅こう茶ちやの味は、鉄のように苦かった。
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「海うめ亀がめ産うみ太た郎ろうだろ、あんた」

「ぐむ」

「あれ、違ちがったか？　海亀☆産太郎だったかな」

「違っていないけど」

「だよなぁ。やっぱり、海亀産太郎だったか」

　安心する俺おれと対照的な、歯は軋ぎしりの音が聞こえた。

「あのさ。恥はずかしいから連れん呼こしないでくれる？」

「自分でつけたんだろ？」

「若わか気げの至いたりよ」

　どういう風に至ったか非ひ常じように興きよう味みあるが、追つい及きゆうして遊んでいる場合ではない。

　暗くら闇やみの中で出会ったその女は、海亀産太郎という。本名ではなく、ハンドルネームだ。ネットオセロでは負け知らずで、現げん実じつの大会でも異い様ように強い女として少し噂うわさだった。そのときに掲けい載さいされた顔写真を見たことがある。ついでにネットで勝負したことも数回あった。

「俺は正直、なにかしらのインチキをしていると思ったね」

「失礼な。不正ができるなら、あんな女に負けなかったわ」

　海亀が（本名忘わすれた）憤ふん慨がいする。あんな女って、多分、猪い狩かり友ゆ梨り乃のだろうな。

　こいつの能のう力りよくは、そういったものに利用できないらしい。

「でもそれを知ってるってことは、あんたもオセロをやってるのね。ネット？　リアル？」

「ネットのＳＤＣだ」

「負けたやつの名前なんて覚えてないわよ。それとあたし、実は将しよう棋ぎの方が得意なの」

　なんか言い訳わけを始めた。だが今はオセロの話などしている場合ではない。

「ここを出る前にあんたの超ちよう能のう力りよくを教えてくれないか」

　海亀の碧へき眼がんが細められる。軽い警けい戒かいが籠こもっていた。

「先にあんたが教えなさい。そうしたら明かすわ」

「……いいだろう」

　ガッカリするなよ。この闇くら暗やみだから、蛍けい光こう色しよくが一番分かりやすいな。

　左目を指で覆おおう。軽く力を込こめて、強い輝かがやきを意い識しきしながら塗ぬり替かえる。

　手を離はなすと、海うみ亀がめの視し線せんが左目に集った。

「目の色が変わる、のね。へぇ。それで？」

「これだけだ」

　海亀が沈ちん黙もくする。どうも伝わらなかったようなので、重ねて説明した。

「これだけなんだ。目の色を変えられるだけ」

「どっこらしょ」

「檻おりに戻もどらないでくれ。だからあんたが頼たよりだと言ったんだ」

　海亀の手首を摑つかむ。不ふ愉ゆ快かいそうに振ふり向いた。

「チクワしか持ってないよりはマシだろ？」

「チクワの方がマシよ、お腹なか膨ふくれるもの。あんたは腹はらが立つだけじゃない」

「ははは、上う手まいこと言うなよ」

　役立たずを笑ってごまかした。そうして手を上げたところで、海亀がそれに気づく。

「あんた、指を怪け我がしてるのね」

「あぁ。これも大人おとなしくしていられない理由でもある」

　超ちよう痛いたい。スーパー痛い。大人しくしていられないのに、窮きゆう屈くつな檻の中にいたら発はつ狂きようする。

「ちょっと貸かしなさい」

　海亀が無ぶ遠えん慮りよに俺おれの手を取る。痛いから不用意に揺ゆらさないでくれ。しかも指の先せん端たんを摘つまんできた。貸しなさいと言って、更さらに直ちよく接せつ触ふれてくる。この雰ふん囲い気きは、もしや。

「ま、まさか回かい復ふく魔ま法ほうを、」

「みょーん」

　伸のばした。……は？　指が伸びた。引っ張ぱられたら、三十センチぐらい。

「………………………………………」

　人差し指がぺなーんと垂たれている。青黒くなっていたところも伸びきって、なぜか痛みがない。ぺち、ぺちと振り回して海亀を叩たたいてみる。糸こんにゃくで殴なぐるのと同じくらいの効こう果かしかないようだった。海亀が笑っている。俺は、笑えない。やっと頭が熱くなってきた。

「……っ！　……っ、っ！」

　叫さけぶのを必死に堪こらえる。なんじゃこりゃあと悲鳴を上げたいのを、殴って耐たえた。

「これがあたしの力。どんなものも引っ張って伸ばすことができるのよ」

「お、おおぅ。そうなの」

「そうなの」

「……凄すごいけど、これ、元に戻もどるの？」

　背せ筋すじが引きつるほど斬ざん新しんな感覚なのだが、伸のびた部分も俺おれだと分かる。つまり、三十センチぐらいの指を動かす感かん触しよくがあるのだ。はっきり言って、超ちよう気持ち悪い。ぞぞぞ、と来る。

　だが伸ばすと痛いたみが曖あい昧まいになって、ごまかせるようだ。それはありがたい。

「一時間ぐらいで元に戻もどるわよ。あと、伸ばせるのは三十センチぐらいが限げん界かいね」

「も、元に戻るのか。助かった」

　一生、怪かい人じんぺにゃおくんとして生きる羽は目めになるかと思った。

「元に戻っていいの？　それ、めっちゃ痛いんじゃない？」

「それもそうだが、いやでも嫌いやだろ」

　しかしオセロが強いこととまったく無む縁えんの能のう力りよくだ。不正の使用がない以上、オセロの実力に関しては純じゆん粋すいに本人のものだったらしい。

「これ、時間と距きよ離り以外の制せい限げんはないのか？」

「今のところ伸ばせなかったものはないわ。ただ摘つまめたり、摑つかめたりするものじゃないと無理。建物を丸ごととかはできないわ。材ざい質しつの硬かたさは問わない、乳ち首くびだって引っ張ぱって伸ばせたわ」

「や、やったの？」

「やったわ。宇う宙ちゆう人じんみたいで笑えるわよ、十分ぐらい」

　恐おそらく残りの時間は泣けるのだろう。そんな寂せき寥りようの顔をしていた。

「ちなみにその状じよう態たいで踊おどるとびたんびたんって脇わきのとこに当たるのが」

「いやそれはもういい。よし、こいつは便利だ。ちょっと協力してくれ」

　真っ直ぐ進んで壁かべにぶつかる。そこから壁づたいに移い動どうして、暗くら闇やみの中で入口を探さがした。程ほどなく見つけて、そこに屈かがむ。扉とびらのすぐ手前の床ゆかを指差した。

「ここの入り口んとこを、十センチ……伸ばすと必ずぐにゃっとなるのか？」

　これみたいに、と伸びた人差し指を掲かかげる。

「距離によるわ。最さい大だい限げん伸ばすとペラッペラ。五センチぐらいなら硬かたさそのままかな」

「なるほど。じゃあやっぱり十センチで試してみてくれ」

　海うみ亀がめは首を傾かしげつつも、言うとおりに引き伸ばしてくれる。本当に伸ばせるんだな。改めて目を見み張はる。距離を離はなして使える力でないのは欠点かもしれないが、またも羨うらやましい。

　床が溶とけて、そしてもう一度固まったように突とつ起きを作る。

「それを横向きに満まん遍べんなく。入ってきたやつが足を引っかけて転ぶようにしたい」

「転ぶ？　外から来るやつが？」

「そういうこと。それと聞き忘わすれたけど、これって強度はどうなんだ？」

　海亀の能力を使って脱だつ出しゆつする際さい、重要なことを確かく認にんする。海亀は少し悩なやんだ後、

「踊っても乳首はちぎれなかったわ」

「……参考にならない前例をありがとう」

　自分で試してみるしかない。意を決し、伸びた人差し指を更さらに自分で引っ張る。

　だが指はそれ以上、まったく伸のびる気配がない。関節に負ふ担たんのかかる感覚がなくて、奇き妙みよう極まりない。次に伸びた指の中央に左手の指を添そえて巻まきつけてみる。これはできた。やろうと思えば人差し指を蝶ちよう々ちよう結むすびすることも可か能のうだろう。よしよし。

「大だい丈じよう夫ぶそうだな。伸ばした物体の強度を、ペラペラなのに維い持じしている。薄うす気き味み悪わるいが」

「あんたの目も十分、気味悪い色になってるわよ」

　文もん句くを言いつつも海うみ亀がめが用意を終える。転んで頭を打つであろう位置も尖とがらせておこうかと考えたが、必要以上に怪け我がをさせてしまうと後味が悪い。そこは省こう。

「さて次だ」

　一いつ旦たん檻おりまで引き返す。それから、檻の鉄てつ格ごう子しをガンガン蹴けった。

　そこでようやく気づいたが、靴くつは脱ぬがされて裸足はだしになっていた。檻は土ど足そく厳げん禁きんなのか？

「出せぇぇっぇぇぇぇぇぇ！　ここから、出しやがれぇぇぇぇぇ！」

　まだ中にいるフリをして、廊ろう下かに聞こえるように大おお騒さわぎする。停電してから五分ほどしか経たっていないらしいが、混こん乱らんが少し収おさまったらすぐにこちらへ飛んでくるだろう。それを早めて、敢あえて呼よび寄よせることにした。廊下で大多数に囲まれるよりはずっとマシだ。

　叫さけんだ瞬しゆん間かんから、もう後には引けないぞと意い識しきして頭が熱くなる。緊きん張ちようで引きつった首も痛いたければ、内ない臓ぞうも重苦しい。俺おれはこれから、シラサギの領りよう域いきに達するまで何度こうしたものを乗り越こえなければいけないのか。想そう像ぞうするだけで入院中のときの吐はき気が蘇よみがえる。

　散々蹴ったらすぐに壁かべに張はりつく。海亀も俺と同じように壁かべ際ぎわに立った。入り口からすぐ見える位置に突つっ立っていては意味がない。けたたましい足音はすぐにやって来た。

　扉とびらが開く。だがすぐに部屋の中へ飛びこんでくるようなことはしない。男たちは三人ほどいるようだ。先頭の男が慎しん重ちように、懐かい中ちゆう電でん灯とうの光を動かして檻を照らす。俺の檻に光が当たり、中身がもぬけの空であると気づく。男が血相を変えてそれを後ろのやつらに報ほう告こくし、次に隣となりの海亀の檻を確かく認にんしようと身体からだを捻ひねる。その際さいに半なかば無む意い識しきに一歩踏ふみ込こんだことで男がようやく、しかけに足を引っかけてくれる。男の足もとが綺き麗れいに掬すくわれて、宙ちゆうに浮うき上がった。それを見て、壁から身体からだを離はなす。

　持っていた懐中電灯を手放して、共に床ゆかに転ぶ。そして俺も頭から滑すべりこんだ。

　転んだそいつに飛びかかって、すぐさま確かく保ほする。羽は交がい締じめにして、目の色を急速に切り替かえて残りの連中を牽けん制せいした。暗くら闇やみから唐とう突とつに現あらわれた人ひと影かげに萎い縮しゆくして、後ろの連中の反はん応のうが一瞬遅おくれる。それでもすぐ駆かけ寄よろうとしたそいつらに、目の色を変えてから睨にらみつける。

　びくりと、二人目の職しよく員いんが思わず足を止めてしまった。

　目は口ほどにものを言う。皆みな、注目せざるを得ないということだ。

　それに職員共がライトを持ってきていたのが幸いした。暗闇では効こう果かが薄いからな。

　毒々しい紫むらさき色いろの瞳ひとみで、入り口に立つ職員を見み据すえる。

「動くな。俺もそっちのやつもちょいと特別な力を持っている。知ってるよな、わざわざ丁重な扱あつかいをしてくれたんだからな」

　顎あごで檻おりを指す。ケケケと薄うす気き味み悪わるく笑って、精せい一いつ杯ぱい脅おどしをかけた。

「あんなところに閉とじこめてくれたんだ、逆ぎやくになにをされても文もん句く言うなよ」

　後続がすぐには飛びかかってこないことに安あん堵どしてから、海うみ亀がめに目を向ける。海亀は落ちていた懐かい中ちゆう電でん灯とうを拾って、捕つかまえている男の顔を執しつ拗ように照らす。お、見やすくて丁度いいや。

「古典的だが、人ひと質じち作さく戦せんでいこう。まずこいつの鼻と瞼まぶたあたりを引っ張ぱってくれ」

「……ふぅん。なるほど、アートな顔にしろということね」

　海亀が目を細めて、意地悪そうに笑う。そして、職しよく員いんたちの見ている前で人質の男の鼻を摑つかんだ。男がふがふがと鼻を鳴らして身体からだを反らそうとした直後、飴あめのように鼻が伸のびた。

「はいピノキオー」

　そのあり得ない現げん象しように、見ていた男たちが驚きよう愕がくする。なにより衝しよう撃げきを受けたのは、鼻を伸ばされた本人だ。中ちゆう途と半はん端ぱに怯おびえさせてしまったために、無む我が夢む中ちゆうで暴あばれて俺おれの拘こう束そくを振ふりほどこうとする。くそ、力じゃあ誰だれにも敵かなわん。

「動くな。二度と顔が戻もどらなくてもいいんだな」

　海亀の能のう力りよくがどこまで知られているか把は握あくしていないが、こいつは賭かけだ。だが今の反はん応のうを見る限かぎり、引き伸ばす能力であるということ自体を知らなかったように思える。

　結けつ論ろんとしてその通りだったらしく、男の抵てい抗こうが緩ゆるむ。一生ピノキオは嫌いやだろう。充じゆう実じつした人生を仮に送っていたとしたら尚なお更さらだ。友人、恋こい人びと。すべてに愛あい想そうを尽つかされて、物笑いの種にされるのは避さけたい。当たり前の葛かつ藤とうと判はん断だんである。だから、そこにつけ込こむ。

　脅おどして動きを止めた隙すきに海亀が男の手を摑んで、手首を引っ張ぱる。だるんだるんにした後、指も一本ずつ引き伸ばして無力化していく。ふむ。時間さえかければ、相手を無力化することのできる力なんだな。あの殺し屋共を相手にしてはちょっと厳きびしすぎるが。

　海亀は次に足首も服ごと伸ばして、満足に歩けなくしてしまう。よし、これで逃にげ出せない。

「さて。順番が変わったけど、次は宣せん言げん通どおりに瞼ね」

　引き伸ばした瞼をそのまま蝶ちよう々ちよう結むすびにしてしまう。男が悲鳴を上げそうになったら、口に手を突つっ込こんで舌したを限げん界かいまで引き伸ばした。でろんと、口の中に収おさまりきらない舌が妖よう怪かいのように垂たれるのは衝しよう撃げき的てきだったようで入り口に陣じん取どる男たちが引いていた。

　俺としては某ぼう卓たつ球きゆう漫まん画がの住じゆう職しよくを思い出さざるを得ない。

「さーて、次はどこにしようかな」

　涙なみだを浮うかべ始めた男の反はん応のうを面白がるように、海亀の指がさまよう。ぐるぐると、円を描えがきながら苛いじめを楽しんでいる。その嗜し好こうにケチはつけないが、時間がおしているのだ。

「あのな、ここから逃げるのが目的だぞ。急ごうぜ」

「分かってるわよ」

　海亀が最後に行ったことは、首の引き伸ばし。両手のひらでぐるりと包んで、大根でも引っこ抜ぬくように伸のばした。男は首や頭にありったけの力を込めて抵てい抗こうしようとしたみたいだが、まったく抗あらがえていない。かくんと、骨ほねがないように頭が垂たれる。

　両りよう腕うでを含ふくめて、空気の抜ぬけたビニール人形みたいになっていた。

　うわぁ、これは俺おれも見ているのが辛つらい。ダルシムだって首は伸ばさないのに。多分。

「できた。素そ材ざいがイマイチだから出で来き映ばえは佳か作さくだけどね」

　海うみ亀がめが完成品に拍はく手しゆする。だが男は垂れ下げた頭を動かすこともできず、まばたきのできない瞳ひとみに涙なみだを充じゆう満まんさせるだけだ。逃にげる前に瞼まぶたの蝶ちよう々ちよう結むすびぐらいは解ほどいた方がよさそうだな。

「さぁ、こんなキャラにされたくないなら道を譲ゆずれ！」

　嫌いやだろう、こうなるのはさすがに。見せびらかすように身体からだを揺ゆすり、頭をぶらぶらと左右に動かす。手足を使うことができない男はされるがままだ。だが足もとがぐにゃぐにゃとなっているから俺に体重がかかって、支ささえるのも辛くなってきた。俺も右手の人差し指は伸ばして処しよ置ちしてあるから、力を入れづらい。

「引けと言っているんだ、聞こえないのか？　二度は言わんぞ」

　一度はどこかで言ってみたかった台詞せりふを口走って、動こうとしない男たちに発はつ破ぱをかける。振ふり返った男たちが一言、二言の相談を交わして、全ぜん力りよく疾しつ走そうで引き返した。

「倉くら科しな康こう一いちを呼よんでくるつもりかしら」

　海亀の予想に、鼻を鳴らす。

「あいつを呼んで、なにができるものか。あんなインチキ野や郎ろうに縋すがってどうするんだか」

　ただ、あの清し水みずって爺じいさんが来るのはマズイ。他に厄やつ介かいな超ちよう能のう力りよく者しやを雇やとっている可か能のう性せいもある以上、早めに、窓まどのある部屋へ行かないと。

「おい、窓があって、それなりに色々とものが置いてある部屋はどっちだ」

　男に尋たずねる。男は舌したを伸のばされて喋しやべることもできないが、方角ぐらいは腕うでを上げるなりして教えられるだろう。

「答えなかったり、噓うそを吐ついたりしたら一生戻もどさない」

　人の能力を笠かさに着て脅おどしをかける。男はあまり間を置かずに、右腕を少し上げた。

　廊ろう下かを出て右に行けということだろう。こいつは信用してもいいはずだ。

　なにしろ、俺おれたちが逃にげてもこの男にとっては死活問題とならないのだから。

　倉科康一に従したがっていようと、力の入れ具合は大きく異ことなる。自じ己こ保ほ身しんを優ゆう先せんするだろう。

「行くなら非ひ常じよう階かい段だんじゃないの？」

「階段は一方通行だからな、待ち伏ぶせされていたら逃げ場がなくなる」

　いくら人ひと質じちがいても、動けなくなったらいずれ詰つむ。最初は人質を取って、それに加えて清水の爺さんと『交こう渉しよう』したうえで階段から逃げるつもりだったが、海亀の能力と出会ったことで計画は修しゆう正せいされた。

　後は、ここが何階かによる。こればかりは祈いのるしかない。

「ていうかさっきから全部、あたし頼だよりな気がするんだけど」

「安心してくれ、この後もあんただけが頼りだ」

　檻おりにいたのがこいつでよかったと心から感かん謝しやする。やっと少しは運が向いてきたのかな。

　移い動どう手しゆ段だんが非ひ常じよう階かい段だんしかないのは向こうも同じだから、誰だれかが来るにしてもそれなりに時間の猶ゆう与よはある。倉くら科しな康こう一いちがシラサギを真ま似ねているなら最上階の部屋にいるだろうし。これもまた、幸運の一つだった。

　男を押おしながら部屋から出て、廊ろう下かを右に曲がる。海うみ亀がめの持つ懐かい中ちゆう電でん灯とうに照らされた先には、人ひと影かげが幾いくつかうごめいている。そいつらもこの男の状じよう態たいを見れば道を譲ゆずるだろう。

　印いん籠ろうをかざす気分で男を先頭にして、廊下を駆かけ抜ぬけた。

「おい、廊下のどの部屋だ。窓まどが外に面している部屋だぞ」

　半なかばまで来たところで確かく認にんを取る。頭が垂たれ下がっているから見えないかと危き惧ぐして、顎あごの下に手を入れて持ち上げてやった。乾かわいて充じゆう血けつした男の目がぎょろりと不気味に動いて、周囲を確たしかめる。その目線が固定されて、追っていった先にある部屋がそうということか。

　廊下の奥おくから二番目の部屋だ。トイレにほど近い。トイレにも窓はあるかもしれないが、あそこではなにもないから逃にげようがない。男の『早く戻もどして』とばかりの必死の目線を無む視しして、指定した部屋に急いだ。男の惨さん状じようを見ては、誰も俺おれたちを止めようとしなかった。

　部屋に飛びこむ。本来はカードで認にん証しようしないと部屋に入れないようだが、今は停電中ということもあって強引に扉とびらを開けることができた。すぐに扉を閉とじて、バリケード作成に取りかかる。持ち運びで腰こしまで痛いたくなってきたので、まずは男を放り捨すてる。床ゆかに転がして、一人では起き上がることもできないのを見み届とどけてから室内を見み渡わたした。

　暗い、さっぱり分からん。奥の窓に飛びつく。カーテンを開けると、正面から光に覆おおわれて咄とつ嗟さに目を瞑つむってしまった。涙なみだが自然とにじむ。

　目もとを拭ぬぐってから、無理に瞼まぶたをこじ開けて窓ガラスを睨にらんだ。窓は落らつ下か防ぼう止しのためか、換かん気きの分、ほんの僅わずかしか開かないようになっている。指が一本通るぐらいの隙すき間まではどうしようもないので、叩たたき割わる必要があった。

「俺は扉の方を塞ふさぐから、あんたはガラスを割ってくれ」

「ガラス？　窓から逃にげるつもりなの？」

「ああ。俺たちが通れるくらいの大きさでいいから、任まかせた」

　役やく割わりを手分けして動く。俺がまず注目したのはいかにも重量のありそうなロッカーだった。抱だきかかえて持ち運ぶことは難むずかしいが、押おして倒たおすことぐらいはできそうだ。しかしここは引いて開ける扉だから、ロッカーを重ねておいてもあまり時間は稼かせげない。

「となると……」

　転がっていた男を動かして、扉の横に寄よりかからせる。男は無む抵てい抗こうだが、顔を少し上げて確たしかめると、涙に溢あふれた目で早くなんとかしてほしいと訴うつたえている。ふむ。少し考えて、瞼の蝶ちよう々ちよう結むすびを解かい除じよした。

「まぁ目は大事にしないとな」

　なくして分かる大切さというやつだ。男の瞼まぶたが、でろーんと垂たれ下がる。

　これはこれで苦く痛つうではあるだろうが、これ以上はどうしようもない。

　扉とびら側がわに置いてあるロッカーを引っ張ぱる。傾かたむかせて引きずり、ずりずりと動かす。男を一いち瞥べつしてもなにをしようとしているか、理り解かいできていないようだった。そうでないと困こまるけど。

「おーい悪い、ちょっと手伝ってくれ」

　窓まどガラスに椅い子すを叩たたきつけることに忙いそがしい海うみ亀がめに救きゆう援えんを求める。海亀は肩かたで息をしながら、椅子を置いてやってくる。猫ねこ背ぜとなって息が荒あらい。檻おり暮ぐらしで体力が弱っているのだろう。

「なによ。本当にあたしに頼たよりまくるわね」

「有言実行だろ。そいつの膝ひざの関節部分を引き伸のばしてくれ。両方とも」

「あら追加注文？　いいわよ」

　文もん句くを言う割わりには嬉き々きとして取りかかってくれた。男は垂れ下がった瞼のせいで、目玉の動きを読み取るのが難むずかしくなっている。しかしさぞ絶ぜつ望ぼうしていることだろう。

　海亀が服ごと関節を引っ張ぱる。これで膝の動きは期待できないようになった。

「次は床ゆか。男の足の周りを、足の高さまで引っ張ってくれ」

「また、めんどいことやらせるわね」

　人体を引き伸ばす方が面白いらしく、気乗りしない態たい度どだった。それでも両手の指で次々に床を摘つまみ、高さを調節して引き伸ばしていく。職しよく人にん芸げいみたいな手て慣なれた手つきだった。

　この能のう力りよくで今まで、相当遊んできたらしい。乳ち首くびダンスとかで。

「できたけど」

「よっしゃ。んで、もう一つ手伝って」

「あんたねぇ……」

「そっち持ってくれ。一人じゃ持ち上げるのは無理だ」

　ロッカーの反対側を指す。海亀は不満たらたらな顔つきだが、動いてはくれる。

　なんだかんだ、気のいいやつなんだろう。能力含ふくめて大いに気に入った。

「このロッカーを」

「を」

「この上に載のせる」

　男の伸ばした足の上に、どーんと置いた。男の呻うめき声のようなものが、泡あわの如ごとく噴ふき出す。

　そのロッカーを男側へ傾かせて、寄よりかからせる。左右に倒たおれないか心配だったが、膝を伸ばしたことで男の足は真っ直ぐであり、周囲も盛もり上げて真っ平らにしてある。

　傾いたロッカーは男の足と上半身、そこに挟はさまれる頭の動きを完全に封ふうじていた。

「うむ絶ぜつ妙みようなバランス」

　頭が腹はらの上に重なっているという珍ちん妙みような状じよう態たいだ。上半身を揺ゆすってロッカーを動かすこともできないだろう。それから肌はだ寒ざむいが上着を脱ぬいだ後、男の右みぎ腕うでを取る。持ち上げて、扉とびらの持ち手に通して引っかける。それから脱いだ上着で、男の腕と扉をぎゅうぎゅうに巻まきつけて固定した。

　これでつっかえ棒ぼうは完成した。いくら扉を引っ張ぱっても、人間の腕はそうそうちぎれまい。

「悪いけど、俺おれだって必死なんだ。ここで飼かわれるわけにも、売られるわけにもいかない」

「いいんじゃない？　ろくでもないやつに与くみしているなら、こいつもろくでなしよ」

　そう言い放って、海うみ亀がめがガラス割わりに戻もどる。

「まぁね……」

　こういうやつを見ていると両親を思い出して腹が立つから、八つ当たりに近かった。

「それとその伸のばされたやつ、一時間ぐらいで元に戻もどるらしいから」

　最後に教えておいた。それが希望と絶ぜつ望ぼう、どっちを男にもたらすかは本人次第だ。

「……いかんな」

　俺も巣す鴨がもに影えい響きようされてきたような気がする。気をつけよう。

　自省していると、一ひと際きわ大きくガラスの割れる音が部屋に響ひびいた。顔を上げると、派は手でにガラスがブチ割れていた。尖とがった部分を更さらに椅い子すで叩たたき割り、ある程てい度ど余よ裕ゆうを持って穴あなを作る。

「これでいいでしょ」

「上等」

　顔を出して覗のぞいてみる。下の窓まどの数から考えるとここは五階あたりか。この高さなら、なんとかなりそうだ。それにビルの正面を向いていないのもまたいい。エレベーターが復ふつ旧きゆうしていない以上、ビルの外にすぐ出てくるような輩やからも少ないだろう。条じよう件けんはある程てい度ど良りよう好こう、後は、運うん任まかせだな。

　電気はまだ復旧していないが、窓から射さし込こむ陽光で室内は明るい。今は朝、それとも昼前あたりだろうか。太陽の角度や日の強さから、昼すぎでないことは明らかだった。

「で、なにすればいいのよ」

　両手の指をワキワキと動かしながら、海亀が次の指し示じを催さい促そくする。

「なんでもいいから引っ張ぱって、全部結んで繫つなげてくれ」

「繫げる？」

「長い紐ひも代わりにしてぶら下げて、伝って脱だつ出しゆつする」

　さすがに縄なわばしごなんかここの備び品ひんにないだろう。だから、紐は自作するしかない。

　黙だまる海亀に自信のほどを尋たずねた。

「できそうか？」

「多分ね。やってみる」

　海亀が動き出す。まずは机つくえの上にあった電話機を引っ張る。縄ばしごを作れればいいがそんな手て間ま暇ひまかける時間はない。重量や耐たい久きゆうの問題についても『電話機を卓たく上じようスタンドで引っ張ぱる』というのはいささか想そう像ぞうしづらいが、それで電話機本体が真っ二つになることはまずないだろう。海うみ亀がめの能のう力りよくで引き伸のばされたものは、強度自体は変わっていないというのは自分の指で検けん証しよう済ずみだ。正直、なにが起きているのかはまったく理り解かいできないが。伸びるのに、ぐねぐねしているのに、強度が本体と一いつ緒しよというのも非ひ常じよう識しきだ。しかし、俺おれの常識などやつらに通用しないのは十二分に、身をもって学んでいた。

　超ちよう能のう力りよく者しやというのは同じ世界で観かん測そくしている、別世界の住人だ。俺はそう感じている。別世界なら、物ぶつ理り法ほう則そくが異ことなっていても不思議じゃない。そう思うしかなかった。

　いや一いち応おう、俺も超能力者なんだが。

「あんた、ぼさっと突つっ立ってないで色々と運んできてよ」

「ん、おぅ。分かった」

　ロッカーを漁あされば色々と備び品ひんでも出てくるだろう。そう思ってロッカーの方へ向かおうとした、その瞬しゆん間かん。ノックにしては大きすぎる音が、扉とびらの外側から襲おそいかかってきた。

　誰だれかが凄すさまじい勢いきおいで扉をぶったたき、破は壊かいを試みてくる。人ひと質じちの腕うでなど知ったことではないとばかりに「……あ、しまった！」

　一つ失敗した。男をつっかえ棒ぼう代わりに使ったのは心しん情じよう面めんに訴うつたえて強行しづらくするためだったが、向こう側からそんなものが見えるはずないじゃないか。こいつは大きなミスだ。

　とは言うものの、この音は尋じん常じようじゃない。仮かりにこちらが見えていても、一切の手て加か減げんがないと思わせる躊ちゆう躇ちよのなさだ。冷や汗あせが噴ふき出る。扉が軋きしんで男の腕がへし折れて、上着ごと扉の取っ手が吹ふっ飛んで、つっかえが失われてしまう。壊こわすことに、手て慣なれたやつ。

　なんか、ヤバイのが入ってくる。

「げ」

　結果として非ひ人じん道どうを更さらなる非人道で上回って突とつ入にゆうしてきたのは清し水みずの爺じいさんと、猪い狩かり友ゆ梨り乃のだった。意外な超能力者の組み合わせが来らい訪ほうする。

「やぁやぁ。派は手でにやっているみたいだね」

　暢のん気きを装よそおって挨あい拶さつする爺さんの手には、なぜかまたデジカメがあった。写しや真しん撮さつ影えいが趣しゆ味みなのか、この爺さん。

　仮かりにそうだとしても、ろくな写真を撮とらないだろう。

「人ひと質じち、はあんたに意味ないよな」

「ははは、よく分かってるね。私はここの人間じゃないし殺し屋なので、人命を尊そん重ちようはしない」

　悶もだえ苦しむ男を見下ろす爺さんは、その状じよう態たいの方に注目しているようだった。

　そりゃ、首やら膝ひざやらが伸びているものな。猪狩友梨乃も驚おどろいていた。

「倉くら科しな康こう一いちは？」

「来るわけがないじゃないか。それこそきみたちのような輩やからを相手に、どうにかしてくださいと信者に縋すがられたら困こまってしまう。彼かれは個こ人じんではなにもできないのだから」

　怯おびえるな、怯えるな、怯えるな。

　目を、意い識しきを。ゆっくりと切り替かえて、立ち向かうんだ。

　困こん難なんとストレスと、吐はき気けと共に。

「やれやれ。役に立たない教きよう祖そ様さまだな」

　俺おれとまったく一いつ緒しよか。親近感が湧わいてしまう。出会い方が違ちがうなら友達になれたかも。

「だから、あんたが派は遣けんされたわけか」

「そういうことになるね。きみたちを檻おりに戻もどせ、との命令だ」

　あのカメレオン野や郎ろう、俺たちを完全に商品のペット扱あつかいだな。やっぱり友達にはなれん。

「どうです、この危き機き的てき状じよう況きようの中で新しい力に目覚めたりしました？」

　笑いを堪こらえるような表ひよう情じようで爺じいさんがからかってきた。あるわけないだろ、そんなもの。

　超ちよう欲ほしいけど。長年の夢ゆめというのはどれだけ過か酷こくな現げん実じつを知っても、捨すてきれないのだ。

「おぉ、胎たい動どうを感じているとも。胃から迫せり上がるこいつはちょいと酸すっぱい感じだぜ」

「ふむ、ではその能のう力りよくに命名しよう。リバースとかどうだね」

　格かつ好こういいけど、本当に目覚めると格好悪くなる名前だった。

　……しかし、どういうつもりだこの爺さん。俺が今まで出会ってきた殺し屋の傾けい向こうからすれば、仕事を済すませる際さいは無言でパッパとやってしまう。今回も殺しはしなくとも、挨あい拶さつ代わりに指をへし折るぐらいはしてきそうだと覚かく悟ごしていた。だが、今のところは指も無事だ。

　なにか別のことを企たくらんでいる、もしくは意図がある。そう判はん断だんした。

　それと猪い狩かり友ゆ梨り乃のと目が合う。にこりと微笑ほほえまれて、一いつ瞬しゆん見み惚とれてしまう。

「無事だったんですね。その、よかったです」

「ありがとう。わたしのファンだから心配してくれたんですね」

「できればそこは、友達の姉だからとか取り繕つくろってほしかったな」

　この人は明け透すけがすぎる。顔を手で覆おおって赤面する傍かたわら、指の間で目を動かす。

　海うみ亀がめはやってきた二人組、取り分け猪狩友梨乃を睨にらみつつも、作業を続けている。良い感じだ。こっちは無事を得るために交こう渉しようしつつ、時間を稼かせぐことに徹てつする。

「えぇと、そっち側にいて、そのお爺さんと一緒に来ているのはアレですか」

　どんな話し合いがあったか知らないが、倉くら科しな康こう一いちの側に付かざるを得なくなったのか。そう確かく認にんすると困こまったように眉み間けんにシワが寄よせられて、口もとだけ笑う。

「そういうことです」

　肯こう定ていするも言葉は少ない。その理由を明かすつもりはないようだった。

「あなたたちがなにを考えてどう逃にげようとしているか、筒つつ抜ぬけの方が捕つかまえるのは簡かん単たんですから。そういう理由でお爺さんに連れてこられました」

　それは建前だろうと思う。そんなことしなくても、問答無用に指をへし折れば解かい決けつなのだ。他になにか理由があり、そしてそれを猪い狩かり友ゆ梨り乃のは見み抜ぬけているはずなのだ。

　だからこそ、今は倉くら科しな康こう一いちに従したがっている……のかもしれない。

　海うみ亀がめがぎろりと、猪狩友梨乃にジト目をぶつける。猪狩友梨乃はその視し線せんに、素す敵てきな笑顔で応こたえた。

「あたしのこと、覚えている？」

「ええ勿もち論ろん。オセロに負けた人ですね。生きててくれて嬉うれしいです」

　海亀にとっては屈くつ辱じよく的てきな覚えられ方だったらしく、下した唇くちびるが尖とがる。

　これ以上、海亀が不ふ機き嫌げんになって作業の手を止められても困こまる。強引に割わりこんだ。

「取引しないか」

　清し水みずの爺じいさんに話を持ちかける。それを聞いて、猪狩友梨乃が緩ゆるく笑う。

「お好きですね、取引」

　それしか生き残る方法がないんです。

　格かつ好こう良よく言えば、俺おれは他人に頼たよらないと生きていけない自信がある！　のアレだ。

　独どく立りつ独どつ歩ぽなんて、永えい遠えんにあり得ない。

「取引とは？」

　爺さんがなぜか、俺の顔を写真に収おさめながら話に乗ってきた。写真の意味は分からないが、すぐに俺を捕ほ獲かくとはいかないようだ。その話の分かり具合に、妙みような引っかかりを覚えた。

「あんたって、金で倉科康一に雇やとわれているんだよな」

「いかにも」

「じゃあもっと金を出すって言ったら、こっちに付つくか？」

　前から考えていた取引、というより引き抜ぬきを発案する。老人が蛙かえるのような鳴き声をあげた。

　笑い声らしい。

「きみ、大金持ちのご子息だったかね？」

「俺が出すわけじゃない。でも知り合いの大金持ちを紹しよう介かいできる」

　当然、巣す鴨がものことだ。あいつなら、こんな拷ごう問もんに便利な能のう力りよくを持つ爺さんに魅み力りよくを感じないはずがない。それこそ白シロヤギさんより気に入るかもしれないのだ、主に苛いじめのために。

　でも俺を苛めるのは勘かん弁べんな。

「彼かれ、噓うそは言っていません。本当に心当たりがあって、紹介する気みたいです」

　猪狩友梨乃が俺の心を読んで噓はないと保ほ証しようしてくれる。爺さんは「ふむ、予想外」と思案に暮くれる仕草を見せる。もう一つ、爺さんの興きよう味みを引きそうな話を持ち出した。

「あと、余よ談だんだけど。あんたの能力はこいつに通用しないよ」

　親指で海亀を指す。それから俺の伸のびた人差し指を掲かかげて、見せつける。

「わぁ……それ、凄すごいですね。長い爪つめみたい」

　猪狩友梨乃が動物園の珍ちん獣じゆうを見物する目で面白がってきた。

「あいつの引き伸のばしたこの人差し指をいくら折り曲げても、痛いたみはない。捻ひねってもね」

　爺じいさんは黙だまって指を見つめている。吸すいつくような目つきで、妙みように寒気がする。

「他の箇か所しよでも一いつ緒しよだ。首だろうと、腕うでだろうと。どうだい、結けつ構こう相あい性しよう悪いんじゃないか」

　もっともそうやって伸ばしていけば、ろくに動けなくなって終わるので実じつ際さいは勝つことなどできない。ただし伸ばした部分がすぐに戻もどせると思っているなら、話は別だ。

　爺さんが我われに返ったように頭を搔かき、照れ笑いめいたものに彩いろどられる。

「ははは、それは確たしかに通じそうにないね。参った、面白い人がいるものだ」

　爺さんはまったく動どう揺ようせずに受け止める。……他にもなにかありそうだな、この老人。能のう力りよくの使い方に隠かくし球がある。恐おそらくこんなことではどうしようもない、飛び道具的な使い方が。

　だって本当にヤバイと思ったのなら、この場でなにも言わず、なにがなんでも始末している。

　殺し屋っていうのは、そういうやつらだ。

「いいでしょう。勝ち目もないし、私は倉くら科しな康こう一いちを裏うら切ぎる。それでいいわけだ」

「は、」

　初めから裏切ってるんじゃないのか。そう感じさせる軽々しさだった。

　なんか噓うそ臭くさいぞ、この爺さん。しかもなにか投げてきたのを、屈かがみながら受け取る。

　手のひらで摑つかめるそれは、車の鍵かぎみたいだった。

「私の乗っている原チャリの鍵です。車は無理でも、そっちなら自転車の感覚で乗れます。ビルの裏うら手てに停とめてありますから、それでお逃にげなさい」

「へぇ……至いたれり尽つくせりですいませんね」

　こんな与よ太た話ばなしみたいなものを、いくら心を読んでいる人がいるからといって受け入れられるか。

　そこに、『あぁ……』と深い溜ため息いきと共に納なつ得とくして、すとんと落ちるものがあった。

　しかもなんか写真撮とられたので、今度はピースしておいた。

「私の言うことが信用できませんか？　逃げたら罠わなで囲まれて、とか」

「いや、そうするくらいならここで捕つかまえるでしょうし」

　そういう疑うたがいはないのだ。「できた」と、海うみ亀がめが自作の紐ひもを掲かかげる。

「これぐらいの長さがあれば足りるでしょ」

　電話機、スタンド、椅い子す、コピー機……様々な道具が、一部分ずつで結ばれて、紐モドキを形成している。イラストならともかく、現げん実じつでこんなものを拝おがむときが来るとは。

　視し覚かくにがつんと来る異い能のうに思わず感動してしまう。

「壮そう観かんだなぁ。いや、この能力は本当に大したもんだ。倉科康一も逸いつ材ざいを見つけていたじゃないか。どうしてこれを利用しなかったのか、悔くやまれるところだ」

　羨せん望ぼうと嫉しつ妬とが入り混まじるが、激げき賞しようしてしまう。海亀も悪い気はしないのか、元より高い鼻が一いつ層そう、高々となっていた。コピー機の端はしっこを、生やした壁かべの一部と固く結びつける。これでまず大だい丈じよう夫ぶだろう。

「正直ね、その方法で逃にげるところを見てみたいというのがある。この歳としでも胸むねが躍おどりそうだ」

「はぁ？」

　その言葉が噓うそでないのか、老人の皺しわに隠かくされた小さな目が黒豆のように光っていた。

「だって、それを紐ひも代がわりに使って逃げるつもりでしょう？　それぐらいは見れば分かる」

「そうですけど」

「いいなぁ。子こ供どもの頃ころは風ふ呂ろ敷しき背せ負おって忍にん者じやごっこが流は行やっていた世代なのだよ」

　しみじみと、回かい顧こに浸ひたる老人の顔は無む防ぼう備びだ。今なら一発ぶん殴なぐることは容易たやすそう。人差し指の分をお返ししたい気もあるが、せっかく逃がしてくれるというのだ。ここは、堪こらえよう。

　海うみ亀がめが先に紐を摑つかみ、下り始める。恐きよう怖ふ心しんはないのか、すぐに窓まどの下へ消える速さだった。同時に下りるのは危き険けんなので、海亀が下まで着くのをここで待つ。

　その間に、ダメ元で猪い狩かり友ゆ梨り乃のを誘さそってみることにした。

「鹿しか川がわ遊ゆう里りさん、は一いつ緒しよに来ませんか。あの人も、なかなか来ないみたいですし」

「遠えん慮りよしておきます。隣となりの人もそれは許ゆるさないようですから」

　猪狩友梨乃が清し水みずの爺じいさんを横目で見る。爺さんは笑って、顎あごヒゲを撫なでる。

「わたしまでついていくと、倉くら科しな康こう一いちが本気で追いかけてくるから、ですよね」

「実にお察さつしがいい。なりふり構かまわない御ご仁じんに付き合わされるのは嫌いやなのですよ」

　清水爺さんの腕うでが猪狩友梨乃の前へ出て、遮さえぎりの役目を果たす。一緒に連れてこられたこともあって、こっちだけ逃げ出すのは心苦しいが、これ以上ごねている余よ裕ゆうもない。

「妹のこともありますから、今は倉科康一の側で大人おとなしくしています」

　成なる実み？　どういう意味だろう、まさか倉科康一がなにかちょっかいを出しているのだろうか。

　猪狩友梨乃に働いてもらうための人ひと質じち……いかにもありそうだ。

　しかし、成実は姉がいるなんて一度も話したことがなかった。触ふれられたくなかったのかな。

　姉がＡＶ女じよ優ゆうですと学校で触れ回られるのが嫌だったから？

「もし外で麻ま衣いさんに会ったら、一いち応おう無事ですって伝えておいてください」

「分かりました」

　会いたくありません。

　本音と建て前のどちらに反はん応のうしたのか、成実のネーチャンが困こまったように微笑ほほえんだ。

　その笑顔を別れの挨あい拶さつとして、紐を伝って下りていく。

「さて、こちらも……外に出ないと……アレが、いつやるか……」

「だから逃がし……」

　部屋の中での会話が少し気になったが、聞き耳を立てている余裕はない。命いのち綱づなもないのだ。

　海亀は既すでにほとんど下りていた。オセロの達人は度ど胸きようも満点らしい。急がないと、見つかっては危険なのも事実なので海亀を見習って駆かけ足で下りることを目指す。

　少し下りてからふと見上げると、あの爺じいさんが俺おれたちを見物している。目が合って手を振ふってきた。しかも、恐おそらくは引きつっている俺の顔を撮さつ影えいしてくる。なんなんだ、あのジジィ。

　途と中ちゆうで紐ひもが切れること、切られることに怯おびえて、とにかく急いで下りた。

　縄なわばしごを初めて使ったときを否いや応おうなく思い出し、比ひ較かくして、祈いのる。

　今度こそ、無事に下りられますように。

　その祈いのりの甲か斐いあってか、清し水みずの爺さんも邪じや魔まをすることなく、無事に下りきることができた。海うみ亀がめは外の空気が久ひさしぶりで恋こいしかったのか、地面に下りてから思いっきり伸のびをして、太陽の光を全身で受け止めている。俺も身体からだを日ひ干ぼししたい気分だが、それは逃にげてからだ。

　二人でビルの裏うら手てに回ると爺さんの話通りに原チャリを発見する。

「んー……」

　どうも、なぁ。

　上う手まくいきすぎている。

「あの爺さん、どーも怪あやしい」

　人差し指をぷらぷらさせながら、ビルの上を睨ねめつける。

　これだけで能のう力りよくが無能にできたはずがない。なのに、余裕を持った上で見み逃のがした。

　好こう条じよう件けんで、協力の姿し勢せいさえ見える。

　そこになんというか、俺の王子様の匂においを感じるわけだ。

「ま、いいや。とにかく逃げよう、倉くら科しな康こう一いちの方は間ま違ちがいなく味方じゃない」

「どこへ逃げるつもり？」

「巣す鴨がものところ。あそこまで逃げきれれば保ほ護ごしてもらえる」

　あまり世話にはなりたくないが、今回はそうも言っていられない。安全を優ゆう先せんしよう。

「あんたも、他に行くアテがないならついてくるか？」

「じゃあ、そうさせてもらう。行くところなくて困こまっていたから」

　海亀が素す直なおに誘さそいに乗る。ところでここからどうやって巣鴨の家まで行けばいいのだろうという、些さ細さいな問題を見なかったことにして爽さわやかに受け入れた。

「よし。じゃあもう少し一いつ緒しよに行こうぜ」

　貰もらった鍵かぎを原付に差しこむ。免めん許きよもないので勝手が分からないが、適てき当とうに弄いじっていたら起動した。ヘルメットは一個こしかないので海亀に譲ゆずる。俺は包帯を巻まいているから大だい丈じよう夫ぶ。なにが？

「俺が運転するのか？」

「あたし自転車も乗れないの。スケートはできるけど」

　聞くだけムダだった。二人乗りで乗車して、原チャリを走らせる。一度も乗ったことがないので最初は緊きん張ちようしたが、走り出すとすぐ速度にも慣なれて、自転車と同じ感覚になった。

　畑に囲われているということは人がいるということだが、今のところはカカシの一つも見えやしない。ビルの正面を走るのは無む謀ぼうだったので、裏うら手ての畑を突つっ切ることにした。そうするといずれ、小高い山の方に着くだろう。俺おれの町からこんな山は見えただろうか。

　振ふり返っても、目立って追いかけてくるやつはいない。

　釈しやく然ぜんとしない部分はあるが、無事、脱だつ出しゆつすることはできたようだ。

「上う手まくいったわね」

「あんたのお陰かげだよ」

「まったくね」

　海うみ亀がめは謙けん遜そんしない。する必要は一切ないので口を挟はさまない。その上じよう機き嫌げんさにつけ込こんで、今の内に約束を取りつけられないかと試みた。

「なぁ、あんたの能のう力りよくが気に入った。今回のことが落ち着いたら俺に協力してくれないか」

「協力？」

「俺は王様になる。あんたがその仲間の第一号だ」

　他のやつの息がかかっていない、殺し屋でもない超ちよう能のう力りよく者しや。その上、便利。

　こういうやつと偶ぐう然ぜんながらも出会えたのなら、勧かん誘ゆうしない手はない。

　だが海亀は俺を鼻で笑うだけだった。

「あたしさぁ、もうそういう年とし頃ごろじゃないの。十七よ、一いち応おう」

　年上だったのか。そういえば雑ざつ誌しに高校生と載のっていたな。

「今なら格かつ好こういい二つ名命名キャンペーン、も……」

　唐とう突とつに『アレ』が迫せまり来る。畑の中央付近で原チャリを停車させて、地面に半なかば滑すべり落ちた。

「ちょっと、おーい。なにしてんの」

「ちょ、ま」

　口を押おさえて蹲うずくまる。もう少し我が慢まんして隠かくれられる場所まで行きたかったが、限げん界かいだった。

　胃が裏うら返がえったように、吐と瀉しや物ぶつが口から飛び散った。

　いきなりゲロをぶちまけて、海亀が啞あ然ぜんとしている。そりゃそうだろう。

　俺だって、好きで吐はきたいわけじゃない。背せ中なかが隆りゆう起きしているように、ごぼごぼとうるさい。

　見るに見かねたのか、海亀が原チャリから降おりて背せ中なかをさすってくれた。

「あんた、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「あぁ、ちょっと……うん。慣なれてるから」

　ストレスが溜たまるとすぐ吐くようになってしまった。胃い液えきの酸すっぱい味が歯の間に染しみる。頭がガンガンと痛いたんでしばらくは脈みやく拍はくも増ぞう加かするけど、少し休めば落ち着くから、大丈夫だ。

　口もとを拭ぬぐう。それと目元も涙なみだがにじんでいたので、拭ふき取った。

　この土地の持ち主には申し訳わけないが、ゲロまで片かたづけることはできない。土を上から被かぶせて、ごまかしておこう。もしかすると土の栄養になって、見たことない野菜が生えるかもしれない。

「そうそう。二つ名命名キャンペーンをやってるんだが、俺の同どう志しにならないかね」

　照れ隠しに余よ裕ゆうを装よそおって、海亀を再度誘さそってみる。海亀も一いち応おう、付き合ってくれた。

「……どんな？」

「そうだなー……一いつ緒しよに生もうぜ、海うみ亀がめ☆産うみ太た郎ろう」

「二つ名になってねぇし」

　後頭部を殴なぐられた。だが他になにも思いつかなかったのだ。

　俺おれもいつの間にか、そういうものから卒業してしまったらしい。

　気き恥はずかしさと共に、無む邪じや気きだった過か去こへ惹ひきつけられる自分を感じた。
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「このいあいぎりって覚えさせないと進めないの？」

「うん」

「じゃあこいつに覚えさせるか。ねむりごなの代わりに、と」

　相も変わらずゲームに没ぼつ頭とうするカワセミと巣す鴨がもは、どちらもだれてきているのか姿し勢せいが横着になっていた。カワセミは右みぎ肘ひじを突ついて横になり、巣鴨は緑色のソファに仰あお向むけに寝ね転ころんでいた。時々、退たい屈くつなのかボンボンと飛び跳はねている。

　うるせぇな、と背はい後ごの音を思いつつもカワセミは事じ態たいを面白がっている節ふしがあった。

　今回遭そう遇ぐうしている事じ件けんは、なかなかに珍めずらしい展てん開かいとなっている。カワセミと白シロヤギ、そしてミミズまで関わっている可か能のう性せいが高いのだ。この三人が同時に動くことなど、滅めつ多たにない。

　そんな大きい事件の中心にいて引っかき回しているのが、トカゲ、ナメクジ、そして巣鴨の三人だというのが、カワセミとしては愉ゆ快かいな部分なのだ。

　ナメクジは人を殺すことができるという資し質しつで。

　巣鴨は持って生まれた立場の力で。

　そしてトカゲは、微び弱じやくながらも『人ならざる力』で。

　それぞれの目的を果たそうと、他人の迷めい惑わくなど知ったことかとばかりに動き回っている。

「そういえば聞こうと思っていたことがある」

「なにー？」

　話しながら、お互たがいに相手の方を見向きもしない。

「なんで文化祭？　そういうのに参加するキャラに思えないんだけど」

　健全と真ま逆ぎやくを歩むようにしか見えない中学生、巣鴨が文化祭を堪たん能のうする景色は想そう像ぞうしづらい。逆にシラサギは顔を隠かくしながら、嬉き々きとしてたこ焼きでも摘つまむ姿すがたを容よう易いに思い浮うかべることができた。

「ちょっと見たい出し物があるの」

　そう言って巣鴨が目をぎょろつかせる。仰向けのまま机つくえの方へ手を伸のばし、学校用の鞄かばんを取った。その鞄をラッコのように、腹はらの上で開く。

「きみのことだから、世界の目め玉だま展てんとかかい」

「私は石と竜か子げくんの目玉一ひと筋すじだよ。はいこれ」
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　鞄かばんから取り出した、緑色の二つ折りの用紙を巣す鴨がもが放る。紙が厚あついためか、風に流されることなくカワセミの元に届とどいた。それを受け取って、表に印刷された学校の写真を見る。モノクロ印刷で校こう舎しやの輪りん郭かくが滲にじんでいるため、ホラー映えい画がの舞ぶ台たいのようになっていた。

　開いてみる。左側には文化祭の開始時じ刻こくや、出し物のプログラムが簡かん単たんに説明されていた。その他には出店の紹しよう介かいや、食べ物のゴミを捨すてない等の注意書きが幾いくつか連なっている。

　こんな感じなのかと、少し新しん鮮せんにカワセミが読み進めていくとその途と中ちゆう、見覚えのある名前が大々的に掲けい載さいされていた。カワセミも一いつ瞬しゆん、目を疑うたがった。

「特別ゲストが、倉くら科しな康こう一いち？」

　体育館で講こう演えん会かいを行うとされている。講演の内ない容ようは、『中学生という時間の意味について』となっている。

「おいおい。中学生の文化祭に新しん興こう宗しゆう教きようの教きよう祖その説せつ法ぽうかよ」

「熱心に信じている先生が根回ししてがんばったんじゃないかなー。それに一いち応おうの肩かた書がきは生活相談会みたいなものだし」

　鞄を床ゆかに投げて、巣鴨がソファの上で回転する。姿し勢せいを俯うつぶせにして、停てい滞たいしているテレビ画面に目をやった。カーテンを閉とじきって電気も点つけていない部屋なので、日中でありながらも室内は薄うす暗ぐらい。画面の明かりに巣鴨の顔が照らされて、生まれた影かげが頰ほおを切り裂さくようだった。

「この講演会に、横よこ槍やりでも入れるのかい？」

「んふふ」

　明めい確かくに返事せず、巣鴨が思わせぶりな笑い声を上げる。

　その無む邪じや気きな顔つきは、ナメクジの腕うでを取れと命じたときと同じものだった。

「なるほどね」

　文化祭プログラムを放り投げながら、カワセミは理り解かいする。

　このことを知っていたからこそ、ということか。

　巣鴨は動かなかったわけではない。

　獲え物ものを待ち伏ぶせていただけなのだ。
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　逃にげたはずの成なる実みがヘビの部屋に戻もどってきたのは、昼も過すぎて夕方の頃ころだった。

　窓まど際ぎわで夕日を浴びながらうたた寝ねしていたナメクジは、予想外の帰き還かんに驚おどろきつつ、服の袖そでで口もとを拭ぬぐう。口を開けて寝ねる癖くせがあり、寝起きは枕まくらがヨダレで濡ぬれていることも多い。

　今は巻まいていた髪かみ留どめを外して、髪の毛が纏まとまりを失っていた。

　成実はちゃんと靴くつを脱ぬいで部屋に上がる。ハヤブサの死体があった場所を迂う回かいするようにしながら、ナメクジの方へ鈍どん足そくに近ちか寄よってくる。そのハヤブサは死体だけでなく、床ゆかにあるはずの血の痕こん跡せきまで消え失せていた。だから成実は夢ゆめオチでも期待するように尋たずねる。

「あのした……人、は？」

「片かたづけてもらった」

　ナメクジの答えはあくまで冷れい淡たんだった。ただし、その詳しよう細さいを省いている。

　あの後、事じ態たいを吞のみこめていない倉くら科しな康こう一いち側の人間が大挙してやってきた。それらを片かたっ端ぱしから処しよ理りして、後始末はすべて業者に押おしつけた。それにより貯えのほとんどを吐はき出す羽目となってしまったのだ。三ヶ月どころか一ヶ月も保もたない今後に、ナメクジは黄昏たそがれていた。

　自分の部屋に戻もどる気力も湧わかず、ずっと座すわりこんでいた。

　死体と血は洗あらい流せたが、臭においだけは部屋に残っている。ナメクジと同じ臭いだった。

　成実は距きよ離りを空けて、壁かべに手を突ついたままナメクジに話しかける。

「姉ねえちゃんは、あの、このこと」

「知ってる。目の前で十人以上殺したこともある」

　今日もそれに近い人数を手にかけたことは黙だまっていた。よく毎度生き延のびるものだと、ナメクジは自じ嘲ちよう混まじりに己おのれのしぶとさに感心していた。そして更さらに命を大事にしたければ、戻ってきた成実という目もく撃げき者しやを始末しなければいけなかった。

　それが徹てつ底ていできなければ、三流のグズだと同業者に罵ののしられても文もん句くは言えない。

「それでも、姉ちゃんは友達なんですか」

「友達じゃないよ。最初からそんなのじゃないって言ったはずだけど」

　まだ知り合って一日しか経たっていない。その上、ちゃんと話をしたのは一時間にも満たない。

「………………………………………」

　友ゆう情じようと時間が比ひ例れいするとは限かぎらない。高校の担たん任にんがそう話していたのを思い出す。

　そのついでに、大人おとなが正しいことを教えるとは限らないとも言っていた。

　どっちだよと、頰ほお杖づえを突きながら反発したことが記き憶おくの一つにあった。

「一人でいるのが怖こわいとか？」

「え？」

「戻もどってきた理由」

　ナメクジにはそれぐらいしか思いつかなかった。図星だったらしく、成なる実みが固まる。まるで相手の心を読むことができたようで、なるほどこんな愉ゆ快かいになるのなら、得意げにべらべらと喋しやべるやつの気持ちが分かるものだと思った。

「今日はもう誰だれも来ないと思うし、私の部屋で泊とまれば？」

　ナメクジが上の階を指差しながら、成実に勧すすめる。ここじゃないのか、という顔になった。

「私と一いつ緒しよは嫌いやでしょ。怖こわくて寝ねられないだろ」

　成実を気き遣づかうように見せかけて、ナメクジとしてもそれを願っていた。独ひとり暮ぐらしを続ける内に、殺し屋を続けている間に、誰かと同じ部屋にいることが苦手となっていたのだ。

　人を殺あやめることで、他人に心を許ゆるすことができなくなる。人を殺せる人間がいるのだという事実が、自分も同じ目に遭あうのではないかという恐きよう怖ふに置き換かわる。

「え、はい。そっちの方が嬉うれしい、ですけど」

　否ひ定ていしない正直なところが好印象だった。

「鍵かぎも渡わたすから、かけて寝ればいい。で、明日はいつもみたいに学校行って授じゆ業ぎよう受ければいい」

「明日……は、ほら、文化祭」

「文化祭……あ、そうか。私も行くんだった」

　そんなことをしている場合なのだろうか。連れ去られた雉きじ間ま光ひかるを助けに行かなくていいのか？　悩なやむが、いいのだという結けつ論ろんをすぐに出す。ナメクジにとって、大事なのは『利用しない』という選せん択たくを最後まで選び続けたことだった。その結果、守れなかったところで知ったことではないのだ。善ぜん意いではなく、巣す鴨がもへの嫌けん悪お感かんからの行動である以上、結果はあった。

　ナメクジにとって、有ゆう益えきな結果。それがあるのなら、それ以上の行動は必要なかった。

　ただそれが同時に、激はげしい後こう悔かいと脱だつ力りよくを招まねいてもいた。

　沈しずみ込こむナメクジの顔色を窺うかがいながら、成実が話題を振ふる。

「ま、マイマイねーさんは、ここでなにしてたんですか？」

「しょんぼりしていた」

　そう言って、窓まどの方に目をやる。自分の部屋より下の階なのに、見晴らしがよかった。

「人間さぁ、どれだけ冷静であろうとか合理的であろうとか言い聞かせていても、そう上う手まくいかないってね。私は大きなミスを犯おかした。白シロヤギに立ち向かうべきじゃなかったんだ。いくら許ゆるせないからって、あれはいけなかった。命も大事にする方法はなかったのかな」

　寡か黙もくな性せい格かくではあるが、独り言となると妙みように饒じよう舌ぜつになる。人と話す機会の減へった人間の特とく徴ちようだった。成実が目を丸くしているが、ほとんど構かまわずに自分への罵ば倒とうを続けた。

「あれで殺されたらどうするつもりだったんだ。生きていなければなんの意味もないのに。なにをテンパって格かつ好こうつけて悟さとったフリをして、無む謀ぼうなことをしでかしてしまったんだ。実力を把は握あくできていないわけでもないのに、なにやっちゃってんの？　これじゃあカエルと変わらない。いやあれで死んだら私はただのバカだ、カエルやヘビ以下だ。ああ、死ななくてよかった」

「………………………………………」

　罵ば倒とうが続いたのに、なぜか最後だけ胸むねを撫なで下ろす。

　そんな躁そう鬱うつが激はげしく、頭も大きく振ふり乱みだすナメクジの反省を一部始終眺ながめたことで、泣き腫はらしているのに更さらに泣いて、そのまま成なる実みが笑う。

「変なの」

「なにが？」

「めっちゃ怖こわいのに、なんか面白いもん。マイマイねーさん」

「……だから、なにが？」

　重ねて問うが、具体的な答えはない。人殺しであるはずのナメクジに、泣きながらもニコニコしているだけだ。その笑顔は姉を彷ほう彿ふつとさせて、ナメクジの気分を大いに害する。

「気持ち悪い姉妹だな」

　横を向き、聞こえないように評ひようする。それから思うところがあったのか、成実に尋たずねた。

「あんたってさ、超ちよう能のう力りよくとかあると思う？」

「へ？　ミラクルパワーの存そん在ざいを肯こう定ていするか、ってことですか？」

「違ちがう。自分にあるか、って聞いてる」

　猪い狩かり友ゆ梨り乃のの妹であるということを踏ふまえて、ナメクジが問う。

　成実はじっくりと迷まよい、目をさまわよわせながらも口を開く。ただし、口調は弱々しい。

「ある、かもしれないなぁとは思ってたけど。いや思ってる、けど。最近は脈なし、かなぁ」

「そう」

　自信なく、頷うなずくこともできずに首の傾かたむく成実に対して、ナメクジの返事は淡たん泊ぱくなものだった。

　超能力があるかも、と自じ称しようする中学生を笑うこともない。そのせいで成実は余よ計けいに焦あせる。

「え、え、なんスか。この流れはなんですか」

「なんでもない」

　話題の流れをほとんど無む視しして、ナメクジが愚ぐ痴ちをこぼす。

「それより、今日こそ出かけるつもりだったのに」

「どこへッスか？」

「倉くら科しな康こう一いちのところ」

　言っても中学生には馴な染じみなどないだろうと思い、名前を口にする。だが意外なことに、成実が「ん？」と反はん応のうする。目でもぱちくりとさせて『だれ？』と言うかと想そう像ぞうしていたのに。

「なんか、聞いたことあるような」

　姉絡がらみかと考えたが、これだけなにも知らないのならそれはないだろう。

「そうだ、文化祭の人だ」

「は？」

　文化祭と倉くら科しな康こう一いち。なんの因いん果が関かん係けいがあるというのだろうか。卒業生なのか？

「文化祭の昼前ぐらいにエライ人の講こう演えん会かいみたいなのがあって、それがそんな名前の人だった、かも」

　興きよう味みがないからか、成なる実みも記き憶おくが曖あい昧まいで自信なさげだった。

「……へぇ」

　ナメクジが酷こく薄はくに笑う。そのとき、脳のう裏りに浮うかんだ言葉は『引力』だった。

　猪い狩かり友ゆ梨り乃のの妹と偶ぐう然ぜん関わってしまったときから、ここに至いたるのは運命というものだったのかもしれない。

「丁度いいや、行く手間が省けた。明日、倉科康一を始末しよう」

「ひゅ、ひゅひゅ」

　成実の挙動が不ふ審しんになる。口笛を吹ふくのに失敗したような短い悲鳴だった。

「あ、あの……くらしなこーいちって、なんなんですか？　朝も、言ってたけど」

「あんたの姉ねえさんにちょっかいを出しているオッサン」

　そう聞くとただの下心がある中年のようだ。まぁ大差ないか、と頰ほおを歪ゆがめる。

「え、じゃあ、姉ちゃんのため……ひ、ひとごろ、ッスか」

「そういうのじゃない。あんたのためでも、オネーチャンのためでもない」

　じゃあ、と成実の口と自分の内面が重なって問いかける。

　ナメクジは逐ちく一いち必要とされる『理由』に煩わずらわしさを覚えながら、投げやりに言った。

「嫌きらいだからだよ、爬は虫ちゆう類るい」
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「終わらねー！　つーかジムリーダーでほのおが苦手なやつ一人しかいねーよ！　詐さ欺ぎか！」

　カワセミの鳴き声は夜になろうとも鳴りやまない。
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「ここどこよ」

「巣す鴨がもん家の大分近く」

「さっきの、『すぐ近く』より離はなれてない？」

「気のせいだ」

「今何時？」

「けっこう夜」

「大分夜じゃなくて、なにより」

　小さな橋の手前、暗く沈しずんだ幼よう稚ち園えんの塀へいの側で原チャリを停車させたまま、途と方ほうに暮くれる。

　行き交う車のヘッドライトがぺっかぺっかと交差して、俺おれたちを時々照らす。その度に注目されているという錯さつ覚かくで身を固くして、胃を痛いためた。

　ここまでは来たが（適てき当とうに）ここで遂ついに立ち止まってしまう。理由としては単たん純じゆんで、夜中に原チャリで道を走るのが怖こわいのだ。運転できるとはいっても、夜道は慣なれていないから事じ故こが怖い。それに燃ねん料りようがどれくらい持つのか、勝手が分からないこともあって慎しん重ちようになっていた。

「取り敢あえず、橋を越こえよう。それからまた考えよう」

「その台詞せりふ、今日何度目？」

「四回目」

　俺も海うみ亀がめも疲つかれていた。やり取りに精せい気きがない。原チャリに乗らないで、押おして渡ることにする。立ち止まっていても、迷まい子ごなのは変わらない。後はどれだけ迷まよっても大差なかった。

　背はい後ごから誰だれかに追われているような気がして、自然と早歩きになる。ニュートラル友の会の追っ手は今のところ、誰だれ一人ひとりとして現あらわれない。そこが逆ぎやくに、モヤッとするわけだ。

　橋を歩く。橋といっても傾けい斜しやは緩ゆるく、ちょっとした坂よりも抵てい抗こうはない。河か川せん敷しきの側で、今は堤てい防ぼうの工事中なのか丘おかの斜面を掘ほり返して土だらけにしてある。ずっと右を見ると、廃はい線せんになったと思おぼしき線路が、中ちゆう途と半はん端ぱに撤てつ去きよされないで残されていた。途中で線路が途切れている。

「腹はら減へった」

「巣す鴨がもの家に着いたら酒しゆ池ち肉にく林りんだよ」

「出なかったらグーパンだから」

　グーなパンツってなんですかワクワクとボケる気力も湧わかない。人差し指を引き伸のばしてもらうことで痛いたみはなかったことにできているが、そのせいでかえって眠ねむ気けに抗あらがえない。

　橋を渡りきると、すぐ左手におあつらえな建物を発見した。

「おい、あそこにいかにもな廃はい屋おくがあるぞ。今日はそこに泊とまろう」

　お互たがいの限げん界かいを悟さとって提てい案あんする。空くう腹ふくは寝ねてごまかそう。これ、引き籠こもりの生活の知ち恵え。

　俺の背せより高く庭の草が生えて、入り口を過か剰じように成長した巨きよ木ぼくが塞ふさいでしまっている、古き日本家屋がある。川の近くに群ぐん生せいする雑ぞう木き林ばやしも敷しき地ちに引っかかって、大きな影かげを作っていた。俺が小学生だったら、化け物屋や敷しきと断だん定ていして放課後、調ちよう査さに向かうだろう。

「そこぉ？　言っておくけどあたし、綺き麗れい好ずきなの」

「金がないから仕方ない。外で野宿よりはマシだろ」

「どうかしら。埃ほこりが積つもって汚きたなくて、蜘く蛛もの巣だらけかもしれない」

「外だってコオロギとかがピョンピョンで、草むらには犬の糞ふんがいっぱいだよ」

　コオロギは嫌きらいだ。というか虫怖こわい。ゴキブリを見たら飛んで逃にげるし。成実も虫には弱い。てんとう虫が指にくっつくだけで大おお騒さわぎする。巣鴨は、ムカデでも踏ふみ潰つぶしそう。

　あいつ、なんというか生きものの『天てん敵てき』みたいな感じなんだよな。

「まーもー、なんでもいいわ。檻おりの中にいたから、体力すっかりなくなったのよ」

　オセロのことといい、言い訳わけの多いやつだな。でも最近会ったやつの中で、一番話の通じる相手だ。白シロヤギさんも良りよう識しき的てきではあったけど、あの人の友好はどうも裏うらがありそうだった。

　原チャリを庭の草木の間に隠かくす。完全に覆おおわれて、表から見つけることはまずできないだろう。それどころか俺おれたちも隠れてしまう。首くび筋すじにちくちくとした茎くきが当たって居い心地ごこち悪い。

　一時間置きに、痛いたみ止めとして伸のばしているへにょへにょの指では締しまりがないが、腕うでを振ふって草を搔かき分けて入り口に向かう。巨きよ大だい樹じゆが正面を占せん拠きよしているため、壁かべと樹じゆ木もくの間に肩かたを入れて無理に入る必要があった。

　木と壁に挟はさまれたまま、腕を伸ばして入り口の戸と締じまりを確たしかめる。扉とびらには鍵かぎがかかっていた。だが誰だれも住んでいないのは明白だ。多少の狼ろう藉ぜきは許ゆるしてもらおう。玄げん関かんからお邪じや魔まするのは諦あきらめ、腕を引っこめて庭の方に回る。数回、ガラス戸を蹴けると枠わくごと外れてくれたので、ガラスの部分を割わらなくて助かった。

　海うみ亀がめは一連の行動を見物しているだけだったが、入る前に顔を窺うかがってくる。

「あんた、慣なれてない？」

「昔は廃はいビルで修行したものだ」

「修行？」

　海亀が訝いぶかしむ。左目を指差しながら、込こみ上げる懐なつかしさと共に答える。

「超ちよう能のう力りよくの修行。きっと真の力が隠かくされていると信じていてな」

「今日の様子を見ると、なかったみたいね」

「歯は磨みがき粉のチューブをいくら最後まで搾しぼり出しても、結局出るのは歯磨き粉だもんな」

　出し尽つくしてもそれ以上はないのだ。絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいに追いつめられて、その縁ふちで覚かく醒せいすることなんて、あり得ない。そう聞き分けよく諦あきらめたフリをしていても、どこかで期待している自分はまだどこかにいるのだった。

「お、カーテンがある。毛もう布ふの代わりにできるぞ」

　嬉き々きとしてガラス戸の脇わきのカーテンを引っ張ぱる。肌はだ触ざわりは悪そうだが妥だ協きようしよう。

「ねぇなんでそんなテンション高いの。バカなの？」

「寝ねられることが単たん純じゆんに嬉うれしい。久ひさしぶりに外出しっぱなしで、へろへろなんだ」

　大あくびが出る。俺も神しん経けい太くなったなぁと、成長だか適てき応おうだかを感じた。

　引きちぎったカーテンを居い間まらしき部屋の中央に投げて、その上に滑すべりこむ。というか足が途と中ちゆうで引っかかって倒たおれたに近い。俯うつぶせに転がると、疲ひ労ろうがじんわりと汗あせのように滲にじんだ。

「しかし、誰だれも追ってこないわね」

　海亀が腰こしに手を当てて、庭の方を睨にらむ。あのビルから逃にげ出して、何時間が経たっただろう。

「そこなんだよなぁ」

「なにが？」

「あの爺じいさん、どうも背はい後ごに既き視し感かんのある匂においを感じる」

「日本語メチャクチャよ、意味わかんない」

「爺さんの動きには倉くら科しな康こう一いち以外が絡からんでいそうだな」

　今度は分かるだろう。言い直すと、海うみ亀がめが反対の手も腰こしに添そえる。

「そもそもあの爺さん、なんなの？」

「清し水みずさんっていうらしいよ」

　詳しよう細さいは省いた。世の中、知らない方がいいことも多い。

　空を歩く男の存そん在ざいを知ったことから、代だい償しようとして大きな傷きずを負うこともある。

「……ははは」

　俺おれの人生、一体全体、どうなっちゃっているんだろうなぁ。

　少し泣きそうになったが、その涙なみだもすぐに引っ込こむ。ぎしりと、廊ろう下かが鳴ったことでだ。

　顎あごを床ゆかに打ちつけながら跳はね起きる。誰だれかが奥おくからやってきたのだ。

　海亀もすぐ気づいたらしく、俺を盾たてにしようと走って回りこんでくる。ひでぇ。

　その人ひと影かげがヌッと、廊下から顔を覗のぞかせる。一見では男女のはっきり区別できない、角のない顔が亡ぼう霊れいのように浮うかんだ。目が合う。固まる俺に対し、そいつは頭を下げてきた。

「ど、どうも。この家、の人、ですか？　勝手に、いて、すいません」

　へこへこと上下を繰くり返す。その両りよう腕うでにはジュラルミンケースが二つあり、どんな乱らん暴ぼうな使い方をしているのか端はしの部分が欠けていた。髪かみの毛が焼きそばか、わかめみたいだ。

　先客だとするなら、無下に追い出すことはできない。そもそもそんな権けん利りねぇし。

　だがこの人なら、多少強引に話を持っていけば共きよう存ぞんぐらいはできそうだ。

「あーいえ、ちょっと泊とまらせてもらおうと……俺たち、駆かけ落ちカップルなんですハハハ！」

「そうなのよホホホ！」

　即そつ興きようで口くち裏うらを陽気にあわせながらも、後半の笑い声には『こんな顔面開かい拓たく最前線は嫌いやよ』という意い志しが強く感じ取れた。暗くら闇やみの中でも分かるほど、頰ほおが引きつっているし。

「そ、そう、ですか？」

「ですよ」「ですとも」

　押おし切った。喋しやべり通りに気の弱い人らしく、曖あい昧まいに頷うなずいて納なつ得とくしてしまう。

「んで、そちらは？」

　なにを尋たずねているか、敢あえてぼやかして質しつ問もんする。もしこの人が追っ手だったら……と疑うたがってはいるが、違ちがうだろうなと否ひ定てい的てきな方が強い。行動が迂う闊かつすぎるからだ。

「と……ん………………す、鈴すず木きです」

「へぇ、鈴木さん」

　なんて胡う散さん臭くさいんだ。散々悩なやんだ末に鈴木と名乗ったぞ。

　海亀と目だけで会話し、無言のまま頷きあう。こいつは、相当怪あやしい。

「あの、食べます、か」

　自じ称しよう鈴すず木きさんが傷きずだらけのジュラルミンケースを開いて、中からなんとかメイトを取り出した。バラバラバラと、詰つめこんだそれが床ゆかに落下して山を作る。本人なりにごまかしているつもりかもしれない。しかし餌えさで俺おれたちを釣つろうなど、発想が実に動物的だ。

「うぉぉぉ、食い物だ」

　真っ先に反はん応のうしたのは海うみ亀がめだった。これが他の料理の類だったら不ふ審しんがるだろうが、市し販はんの食品だから信用したらしい。勿もち論ろん、俺も飛びつく。どれだけあからさまでも、飢うえた畜ちく生しように効こう果かは抜ばつ群ぐんだった。

「なによ、いい人じゃない」

　物くれる人＝いい人という真に分かりやすい構こう図ずで海亀が自称鈴木さんを賞しよう賛さんする。しかしその食品を譲ゆずってもらい、袋ふくろを裂さこうと構かまえた段だん階かいで俺たちの動きはぴたりと止まる。

　色々あって、こんなところにいるのだ。お互たがいに他人への不信感は根強い。

「先に食えよ」

「あんたからいきなさい」

　毒味役を押おしつけ合う。口ではああ言っておいて、『いい人』を欠片かけらも信用していないようだ。

　しかしあまりに長々と続けると、自称鈴木さんの気分を害しかねない。

「分かった、同時に食おう」

「それ、よくある話だけどなにかの解かい決けつになってるの？」

「恨うらみっこなしになる」

「なに言ってるの、めいっぱい恨むわよ。主に鈴木さんを」

　えっ、自分を？　みたいな顔をしている鈴木さんは見なかったことにして、袋の封ふうを切る。すると途と端たん、粉がぼわっと舞まい上がった。

　ブロック状じようの食品の中身が粉ふん砕さいされて、塵ちりのようになっているのだ。

　俺、けっこう優やさしく扱あつかったつもりなのに。まさか、触ふれただけで物体を粉々にする能のう力りよくとか。

　海亀を見る。手元で同じことが展てん開かいされていた。うむ、能力関係なし。

「あの。こ、粉々なんですけど」

「え、はい。あの、ぶつけたり、したから」

　自称鈴木さんはなんの問題もなさそうに、口をくっつけて粉を啜すすっている。

　そういう食べ方をするものじゃないだろ、これ。

「んー……もう二本か三本、もらっていいですか」

「ど、どうぞ」

　なぜか声が裏うら返がえって、挙きよ動どう不ふ審しんだ。そういう渡わたし方は止めてほしい、不安になるから。

「どれも木こっ端ぱ微み塵じんじゃないの？」

「そうだろうな。だからこうする」

　数本分の粉をかき集めて、手のひらで握にぎり固める作業を繰くり返す。ばふ、ばふと手の隙すき間まから粉がはみ出て散っていくのが虚むなしい。あと、人差し指がぶらんぶらんしているのもやるせない。そういえばこれ、鈴すず木きさんも見ているはずだがまったく言げん及きゆうしてこない。変わった人だ。

　それとも、こういう事象を『見み慣なれた人』なのだろうか。

　ひび割われたウェハースもどきの一品が完成する。唇くちびるに触ふれただけでぼろぼろと崩くずれるそれは、数種類の味が混まざって複ふく雑ざつかつ、濃こい味つけに仕上がっていた。パサパサで喉のどが非ひ常じように渇かわく。

　でも歯ごたえがある方が、物食ってる感じがして満足できる。らしいぞ。

　そうしてなんとかメイト団だん子ごもどきを囓かじっていると、ギョッとする。すすり泣く声が聞こえてきた。幽ゆう霊れいでも出たのかと左右を見み渡わたすと、泣いていたのはもっと身近な人物だった。鈴木さんである。なんとかメイトを啜すするのを中ちゆう断だんして、涙なみだを流している。

　その涙が粉を顔にくっつけてしまい、口の周りが茶色いヒゲでも生えているようだった。

　なに食わぬ顔で眺ながめているわけにもいかないので、あまり気は進まないが聞いてみる。

「ど、どうしたんですか」

「仕事に、失敗して。こんなの初めてで、それに、許ゆるせ、なくて……」

　後半は泣き崩れてしまい、要領を得ない。仕事に失敗？　そのショックでこんなところに逃にげてきたのだろうか。正せい座ざしたまま上半身が前まえ屈かがみとなって、土ど下げ座ざのような姿し勢せいで背せ中なかが震ふるえている。随ずい分ぶんと情じよう緒ちよ不ふ安あん定ていな方のようだ。なんとかメイトを貰もらった手前、悪く言えないが。

　どうしたものかと海うみ亀がめに助けを求める。海亀は口もとの粉を拭ぬぐった後、俺おれに言う。

「寝ねるわ。後は任まかせた」

「あ、逃げるな」

　カーテンを二枚まい持って逃げようとする海亀を追いかけた。つまり俺も逃げたのだ。

　泣き続ける鈴木さんを置いて、寝ね床どこの用意をする。海亀は台所で寝るつもりのようだ。

　もう使われていない冷れい蔵ぞう庫この側にカーテンを敷しく海亀に提てい案あんしてみる。

「あれだな。一いち応おう警けい戒かいするか？」

「どういう？」

「一人ずつ寝て、交代して外を見み張はるとか」

「嫌いやよ、ムダだもの」

　海亀がカーテンに潜もぐりこむ。その質しつ感かんに苦い顔をしながらも、理由を付け足す。

「あたしとあんたでなにができるっていうの。だったらムダなことして睡すい眠みん時じ間かんを削けずるのは嫌いや」

「……ま、それもそうだ」

　俺も大人おとなしく寝よう。だが人差し指の痛いたみは一向に引いていない、寝付いた後に元に戻もどったら、その痛みに飛び起きるんじゃないだろうかと不安だった。

「おやすみ」

　挨あい拶さつすると、カーテンから手を出して振ふってきた。それを一いち瞥べつした後、廊下に出る。

　追っ手を警けい戒かいするのは止めたが、自じ称しよう鈴すず木きさんの方はこのままってわけにいかないだろう。居い間まに戻もどってみる。鈴木さんは食事を終えて、ジュラルミンケースに肘ひじをかけて座すわっていた。

　もう泣いていないようだ。戻った俺おれを見上げて、顎あごを引く。頭を下げたつもりのようだ。

「少し、落ち着きました」

「そりゃよかった」

　喋しやべり方もあまり詰つまらなくなっていた。泣くと色々発散できる人らしい。

　俺は逆ぎやくに、泣く度に日々の混こん迷めいを深めているような気がする。

「スーパー、お好きですか？」

　鈴木さんが唐とう突とつに、俺に話しかけてきた。

「はい？　スーパーって、あのスーパー？　食べ物とか売ってるところ？」

　鈴木さんが頷うなずく。なんだか、よく分かんない質しつ問もんだな。

「まぁ好き、かなぁ。あんまり考えたことないけど、子こ供どもの頃ころは、凄すごく好きだったな」

　両親に連れられて行っていた頃は、菓か子しを買ってもらうのが楽しみの一つだった。それに当時のスーパーはまだ試食品が結けつ構こうあって、それを喜んで食べていた覚えがある。

　まだ俺の目が、何色にも染そまっていなかったときの話だ。

「そう、ですか」

「そう、ですけど」

　つい喋るテンポを揃そろえてしまう。鈴木さんは無言で、目を細めている。

「それだけですか？」

「あそこで売っているものを見ると、悲しくなりませんか？」

　それだけではなかったらしい。何事もなかったように話の続きが始まった。

「お肉の売り場で、すじ肉をハサミで切っているのを見ると、なんか、泣けて……」

　鈴木さんが鼻を啜すする。どうも、その状じよう況きようを想そう像ぞうするだけで泣けてしまうようだ。

　どれだけ繊せん細さいというか、感かん受じゆ性せいが高いんだろう。こんな人、よく現げん代だい社しや会かいで生きていけるな。

「どうして、あんなに悲しいんでしょう」

「さぁ……」

　聞かれても困こまる。だって俺は悲しくないから。なんにも、心が痛いたまない。

　自分のことで手いっぱいだからかもしれない。

「どうして、あの人はあんなに簡かん単たんに人を殺せて、人が……一いつ緒しよで……」

　あぁ、またなんか始まった。しかもなにげに物ぶつ騒そうなことを口走っているぞ。

　この人、ひょっとして。殺し屋さん関連？

「あなたたちも、そういう悲しいものに、見えて、しまって……」

　鈴木さんが涙なみだぐむ。なにげに失礼なことを言われている気もする。が、それで親切にしてくれたのかもしれないから、その好意にもう一つ甘あまえておくとしよう。で、早めに逃にげよう。

「そうだ、ちょっと聞いていいですか。実は……に行きたいんですけど、道が分からなくて」

　強引に話を打ち切って、自分の町の名前を告げる。

　涙なみだ目めのままの鈴すず木きさんは二個目のケースを開いて、メモ帳とボールペンを用意する。そして淀よどみなく、丁てい寧ねいに地図を書いてくれた。喋しやべり方の拙つたなさと裏うら腹はらに、文字と絵に関しては異い様ように達者だ。達筆すぎて、一周回って読みづらい。しかし、『もっと簡かん単たんに字を書いてください』と注文するのも相当マヌケだ。夜が明けたら、目を凝こらして解かい読どくするしかないだろう。

　メモを握にぎりしめて、中ちゆう腰ごしで立ち上がる。

「じゃあ、もう寝ねますんで。色々ありがとうございました」

「いえ」

　短く首を振ふる鈴木さんは、会ってから一番、はっきりとした態たい度どを取っている気がした。

　そして夜が明ける頃ころには家の中に鈴木さんの姿すがたはなく。

　一いち夜や限かぎりの不思議な出会いは終わり、もう二度と会うことはないのだと思った。




　思った、のだが。
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　太陽が眩まぶしくなかった。

「フシギ」

　エントランスに射さし込こむ朝日を浴びながら、カワセミが乾かわいた肌はだを撫なでる。徹てつ夜や明あけの目には青空にフィルターがかかって映うつる。全体的に黄ばんでいて、輝かがやきがなかった。それは本当に濁にごっているのか、それとも景色を捉とらえる自分の目が淀よどんでいるのかどっちだろうと、少し悩なやむ。

　だが頭ず痛つうに邪じや魔まされて、明めい確かくな答えを出すことができなかった。

　名な残ごり惜おしそうに振ふり向いて、今は閉とじている巣す鴨がもの部屋に未練の目を向ける。

「消された。ひでぇ」

　一日でクリアすると宣せん言げんして失敗した結果、二十時間以上に渡わたるカワセミの戦いの記録は抹まつ消しようされた。そもそもゲームに触ふれたことのなかったカワセミは、セーブという概がい念ねんをあまり理り解かいしていなかった。セーブをせずに電でん源げんを切ってしまうと、続きから再さい開かいできないと巣鴨に教えられて、大きくへこんでいた。巣鴨が実に楽しそうに、意地悪そうだったのも印象的だった。

　一体、自分はなにをやっていたのだろう。寝ね不ぶ足そくと疲ひ労ろうでは達成感の足しにもならない。

「最初にあのトカゲを選ばなかったら……あの亀かめか、タネで……」

　トカゲ詐さ欺ぎに遭あったことを、カワセミは日の当たる場所で延えん々えんと後こう悔かいしていた。

　今は巣鴨が文化祭へ出かけるために着き替がえているので、それが終わるのを待っている。

「いつも、仕事の前はちゃんと体調を整えるようにしてたんだけどな。僕ぼくもそろそろ引退時か」

　目の下を指し圧あつしてマッサージしながら、カワセミが自じ嘲ちようする。しかし今回の仕事は、本気になれないなにかがあった。それは巣鴨涼りようという存そん在ざいに、守る必ひつ要よう性せいを感じないからだろうと推すい察さつしていた。実力でも、心しん情じよう面めんでも。

　制せい服ふくに着替えた巣鴨が部屋を飛び出して、階かい段だんを下りてくる。背せ中なかにはオセロ会場で見かけたときと同じく、大きなリュックサックを背せ負おっていた。足もともかわいらしい靴くつで飾かざられているが、段差を飛び降おりる度たびにぱこぱこと鳴る。大きめで、サイズがあっていないようだった。

　そういえば廃はいビルにいたときも、こんな音を鳴らして走っていたなと思い出す。

　自分をかわいらしく見せて油ゆ断だんさせる演えん出しゆつなのかもしれない。普ふ段だん着ぎの露ろ出しゆつが多いのもそういう理由かと推すい測そくしたが、単に趣しゆ味みの可か能のう性せいも捨すてきれないなと思い直した。

「いこっ。多分、白シロヤギも後で来るから」

「……来るのか」

　完徹で疲つかれているときに会いたい相手ではなかった。カワセミの肩かたが更さらに落ちこみ、沈しずむ。

「しかし、よく行く気になるな。トカゲくんもいないんだろ？」

　昨日の晩ばんに巣鴨からナメクジの話は聞いていた。どういう経けい緯いか、たこ焼き屋の手伝いとしてやってくるらしい。それを知っていて文化祭に出かけるつもりなのだから、呆あきれるしかない。

　シラサギなら、なにがあろうと危あやうきに近ちか寄よらない。そして近づく気はなくても、万ばん難なんを取り除のぞこうと全力を尽つくす。ナメクジに関しても、巣す鴨がもは面白がって放っているようだが、シラサギが同じ立場だったらすぐに始末させるだろう。だから雉きじ間ま光ひかるを血ち眼まなこになって捜さがしたのだ。

「んー。でも、来るかもしれないし」

「へー思わせぶりだなー」

　カワセミも巣鴨に慣なれてきたのか棒ぼう読よみだった。

「ところで、僕ぼくは文化祭でなにすりゃあいいんだい。ナメクジから守ればいいのかな？」

　むしろ『ナメクジんとこ行って笑顔でたこ焼き買ってこい』と命じるだろうか。

「それはどうでもいいけど」

　巣鴨が軽やかに否ひ定ていする。ナメクジのことなど、歯し牙がにもかけていないようだった。

　ナメクジって誰だれ？　と言い出さないだけまだマシだったかもしれない。

　巣鴨が「車」と一言、使用人に命じてからカワセミを見る。

　善ぜん良りような中学生の皮をかぶった微笑ほほえみと共に、カワセミに命じた。

「お手伝いだよ。石と竜か子げくんが噓うそつきの王様になるための、裏うら方かたさん」
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「はい、直接学校の方に行きます……はい、大だい丈じよう夫ぶです。道案内います、はい。はい」

　窓まど際ぎわで連れん絡らくを済すませた後、電話を切る。ナメクジは振ふり向いて、成なる実みに確かく認にんを取った。

　成実は部屋の隅すみに体たい育いく座ずわりして、ジッとしている。髪かみは三つ編あみにしていなかった。

「学校の最も寄よりのバス停ってどこか分かる？」

「分かんないッス」

　ナメクジが渋しぶい顔になる。少しの間、目を泳がせてから別の条じよう件けんを出す。

「最寄りの駅からなら、分かる？」

「それなら分かります。知ってる道で行くから、ちょっと遠回りになるかもしんないけど」

「うん、それでいい。よかった」

　遅ち刻こくせずに済みそうなので安心して電話をしまう。そんなナメクジに成実が突つっ込こんだ。

「そーいうのって電話切る前に確認するんじゃないッスか？」

「そうだけど」

　もっともなことを指し摘てきされて、ナメクジがバツ悪そうに耳たぶをいじる。なんでもハキハキと答えて、有ゆう能のうに思われたい。無む意い識しきながらナメクジにはそういう欲よつ求きゆうがあった。

　それを見み抜ぬいてか、成なる実みが控ひかえめながらも頰ほおを緩ゆるめる。

「マイマイねーさんって、隙すきがないようで隙だらけなのが魅み力りよく、みたいなキャラなのかな」

「ないよ、隙も魅力も」

　本人としては反発や謙けん遜そんではなく、本気のつもりだった。それが笑いを生むとは考えない。

「じゃあ行くから。バスで駅前行った後は案内よろしく」

「い、いやぁでも、こ、殺す、とか言っちゃってるし。倉くら科しな？　さんを？」

　成実が膝ひざを抱だくように身を固くして、上うわ目め遣づかいでナメクジの反はん応のうを窺うかがう。するとナメクジは急に愛想のいい笑顔を浮かべる。今までの無愛想な顔つきと切り替かえが激はげしすぎて、成実が面めん食くらった。

「止めてよ、あんなの冗じよう談だんに決まってるわ」

　声までかわいさを意い識しきして演えん技ぎしていた。幼おさない調子の猫ねこなで声に成実が引く。

「いー、う、噓うそだぁ。多分噓ですよね、それ」

「私ってそんな怖こわい女に見える？」

　見える見えると成実が派は手でに頷うなずく。何回も頷いた後、「あ。み、見えない」と訂てい正せいした。

　ナメクジは終始ニコニコしていたが、唐とう突とつに演技を止めて無愛想に戻もどる。

「あんまりそう見られないから困こまる。もっと強こわ面もての方が便利なんだけど」

　声もぶっきらぼうが復ふつ帰きしていた。柔やわらかい頰ほおを引っ張ぱりながらぼやく。

「機会がなさそうだったら殺さない。大人おとなしく働いて……ちょっと探さがして終わり」

　巣す鴨がもが来るとは期待していなかった。しかし万が一を信じて、空いた時間は巣鴨の姿すがたを探すつもりでもある。見かけたら今度こそ冷静に仕し留とめようと、ナメクジが心に誓ちかう。

「案内はしてほしい。仕事を休むわけにもいかないから」

「わ、分かったッス」

　成実もそこまで逆さからう気はなかったらしく、あまり迷まよわずに立ち上がった。昨日は寝ねつけなかったのか、顔色が優すぐれない。元より青白い肌はだは一いつ層そう、明暗を強調することになっている。

「……悪かったね」

　ナメクジが成実に謝しや罪ざいする。振ふり返る成実の視し線せんから逃にげるように、すぐ付け足した。

「と、言った方がいい気はした」

「なんですか、それ」

「私がここに連れてきたから嫌いやな目に遭あわせた」

　嫌な目と怖い目、どちらを重視するか悩なやんだが最初に思いついた方を言った。

　成実はナメクジの謝罪の意味を知って、戸と惑まどいを感じながらも首を横に振った。

「でも、家に一人でいたらあのハヤブサって人に誘ゆう拐かいされていたし」

　連れ去られた先で、姉に会えたかもしれない。そう言いかけたが自じ重ちようした。

「感謝……は、できないんですけど。悪くなかった、って思いたいです。がんばって」

　成なる実みがガッツポーズを取る。ナメクジは反はん応のうに困こまり、なにを言っていいか困こん惑わくする。

「がんばらなくていいけど、そんなの」

　そう言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　廊ろう下かに出て、エレベーターのボタンを押おした後、ナメクジが考えるのは刺し客かくのことだった。

　昨日やってきた殺し屋、トンボが夜中に再さい訪ほうするかと強く身み構がまえていたが結局、空から振ぶりに終わった。正面からではとても勝てそうもないので、できれば来てほしくないのが本音だった。

「でも、また来るだろうな」

　自分ならそうすることを前ぜん提ていに、同業者の行動を予想した。

　乗りこんだエレベーターの中では離はなれて、左右の壁かべにそれぞれ寄よりかかる。扉とびらが閉とじて一階のホールへと向かう最中、成実がスカートの皺しわを指で弄いじりながらナメクジに聞く。

「あの。姉ねえちゃんのいるとこ、本当に知らない……んですよね？」

「会いたいの？　嫌きらいって言っていたのに」

　質しつ問もんには答えず、成実が言葉を詰つまらせそうなことを尋たずね返す。ナメクジの期待した通りに、成実は喉のどが詰まったように苦しげに俯うつむく。そのまま黙だまると思ったが、ぼそぼそと唇くちびるが動いた。

「いや、別に……会ってもぎくしゃくして、大して話せなくて、ああ、じゃあ、さようならみたいな歯切れの悪い別れ方して終わりって、分かるんですけど」

「……ですけど？」

　ナメクジが続きを促うながす。成実は聞こえない程てい度どの小声でなにごとかを呟つぶやき続けていたが、最後に髪かみを派は手でに搔かき乱みだした。そして出た結けつ論ろんは、弱々しく笑うことだった。

「よく分かんないです。マイマイねーさんにどう接せつすればいいのかぐらい、謎なぞです」

　分かったり、分からなかったり忙いそがしいやつだ。ナメクジは成実の不安定な言動に呆あきれて、理り解かいできなくて、けれどその葛かつ藤とうに対して本人なりに答える。

「分からないですって言えばいいんじゃない？」

「……ねーさん？」

「会いたいのか分からないなら取り敢あえず会って、会いたいのかどうか分からないですって相手に言えばいいんじゃないか、っていう話。そうしたら、相手はどういう気持ちか教えてくれるんじゃない？　それで相手はこっちに会いたいのか、会いたくないのかハッキリするでしょ。で、会いたいって言われたらこっちも会いたいって気持ちになって、会いたくないって言われたら会いたくなくなると思う。髪搔き乱すぐらい考えても答えが出ないなら、相手に自分の気持ちを合わせるのもいいんじゃないの。よく知らないけど」

　途と中ちゆうから自分でもなにを言っているのか混こん乱らんして、それでも言い切った。最後のよく知らないけどを照れ隠かくしとして締めて、一階に到とう着ちやくしたエレベーターから下りる。

　ナメクジの早口言葉のような助言を、成実はすぐに理解できず整理しようと躍やつ起きになる。歩くのが疎おろそかになって距きよ離りが空いたが、ナメクジは構かまわず早歩きでマンションの外に出た。

　そこで小走りで追いついた成なる実みが、走ってきた勢いきおいを込めて言う。

「よく考えると、簡かん単たんなことしか言ってないッスね！」

「悪かったね、単たん純じゆんで」

　ナメクジ自身は既すでに自分の言ったことを思い出せないので、それが正しいかも不明だった。

　その単純な考えを気に入ったのか、成実はナメクジの隣となりを歩くようになる。怖こわがっている部分も拭ぬぐいきれないが、しかしそれを踏ふまえても並ならぼうとするなにかがあるようだ。

　この姉妹は、なぜかナメクジを気に入るらしい。

　それを拒こばまず、ナイフを振ふるうこともできないことに、ナメクジは嘆たん息そくする。

「……どこまでも三流のグズなんだなぁ、私は」

　愉ゆ快かいではないがそれを認みとめて、ナメクジが早歩きを少し緩ゆるめた。
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「あんた見て分かんないの？　あたし、半分ぐらい外国人なのよ」

　ブロンドの髪かみを搔かき上げて主しゆ張ちようしてくる。自じ慢まんなのかもしれないが、今は手入れが行き届とどいていないせいでバサバサだ。油っ気がなく、少し曲げれば小こ枝えだのように折れそうだ。

「将しよう棋ぎは得意なんだろ？　ほら、駒こまに書いてある字もびゃーっとしてるじゃん」

「あんなもん読めないわよ。だから英語で読んでるの」

「英語？　じゃあたとえば、桂けい馬まは？」

「ケーホース」

「お前本当に外人か？」

　あまりの直ちよく訳やくに経けい歴れき詐さ称しようを疑うたがってしまった。

　自じ称しよう鈴すず木きさんに書いてもらった地図は恐おそらく、どこどこのなになにが見えてきたらそこで曲がるとか懇こん切せつ丁てい寧ねいな説明書きを添そえてくれたのだろうが、草そう書しよ体たいの如ごとき達筆な字を読めない。海うみ亀がめもすぐ白旗を上げた。よって簡かん易い的てきな絵で記しるされた道を辿たどるしかない。

「道は書いてあるけど、どの曲がり角を示しめしているのか絵だけだとよく分からん」

　メモ帳にめいっぱい文字が書きこんであるので、絵と隙すき間まのないところも生理的に嫌いやだ。

「でも案外近くまで来ていたわけだ。俺おれの帰き巣そう本ほん能のうも捨すてたものじゃないな」

「大分近くの次は、案外近くねぇ。こいつは比ひ較かくが難むずかしいわ」

「なぁに、すぐ分かるさ。じゃ、イクゾー」

　そんなやり取りがあって、日が昇のぼりだしたらすぐに出発して、大いに迷まよった。

　巣す鴨がもが朝から学校に行くなんて思ってはいないが、できれば登校時間前に、確かく実じつに巣鴨邸ていに到とう着ちやくしておきたかった。しかし俺の予定や計画が順調にいった試しなどない。

「おお、この道は知ってるぞ。やった、ここからなら確実に行ける！」

　大体、中ちゆう途と半はん端ぱに達成できて今に至いたる。俺おれは不運だが、悪運は強いのかもしれなかった。

　木々の隙すき間までも抜ぬけるような細い小道を幾いくつもくぐって、ようやく大きな通りに出たところで見知った景色と出会った。家か電でん販はん売ばい所じよの前には夏と同じく大型テレビが飾かざってあったが、種類とメーカーが異ことなっていた。今日はまだ電でん源げんも入れていないので、原チャリに二人乗りするミイラ男みたいなやつの顔が映うつっていた。シラサギのアホ面づらよりはマシだろう。

　家電店のすぐ右に、原チャリ一台通るのがやっとのビルの隙間がある。そこを敢あえて低速で通り抜ぬけて、もう一つの大通りに出た。今回は血も上から降ふり注がない。あれが誰だれの血だったのか、今ならなんとなく分かる。そしてあそこでカワセミと出会った理由も、分かってしまう。

　あのとき、あいつの忠ちゆう告こくを素す直なおに聞き入れて家で大人おとなしくしていれば。

　そうやって、入院しているときに泣きながら後こう悔かいすることもあった。

　でも、どんな過か去こも俺だからな。ゲロを吞のみこむような気分だが、受け入れるしかない。

　通りの信号に引っかかる。そこでつい横おう断だん歩ほ道どうの向こう側に目を凝こらしてしまうが、おっぱい娘むすめと花粉頭の姿すがたはなかった。どちらも本人の目の前で言ったら半殺しにされそうだ。

「この地図、あんまり役に立たなかったわね」

　摘つまんでいたメモ用紙を用よう済ずみとして、海うみ亀がめが握にぎり潰つぶす。

「ところで、ここまで深く考えないで来たけど」

「ん？」

「その巣す鴨がもっていうのがあたしたちを受け入れなかったらどうするの？」

「それはない。ないが……どうするかな」

　あいつの気まぐれに絶ぜつ対たいはない。最悪の事じ態たいも考えておくべきではある。

「俺の家……あ、そういや玄げん関かんはどうなったんだ？　せめて直してもらう約束を、倉くら科しな康こう一いちに取りつけるべきだったかな」

　両親は滅めつ多たに家に帰ってこない。そのまま放っておかれていることもあり得た。ただ近所の人たちは宗しゆう教きよう狂ぐるいの我わが家と距きよ離りを置いているから、そこまで騒さわぎにならなくて済むだろう。

　それに家に作った罠わなも使ってしまったからもうない。俺の家もダメとなると、結けつ論ろんは一つ。

「そのときにまた考えよう」

「頼たよりないわね」

　ただの中学生に一体、なにをそんなに期待しているんだ。……んー、『どこがただの中学生だ』と世間に言われるようなやつになりたいのだが、今のところはマジでそれだけだからな。

　特別になるのは、難むずかしいもんだな。

　悩なやみつつ、町を歩く学生の姿にどこか怯おびえながら原チャリで走り続けた。

　しばらく走って、大きな橋を一つ越こえてから右に曲がったところで、見えてくる建物があった。目に留とまる、白い大きな建物を海亀が指差す。

「あれは？　奥おくに建ってる病院の方が立りつ派ぱだけど」

「手前のしょっぱいやつは中学校。俺おれの通っている、いた？　ところだ」

　通りから走ってきて、学校の前の道を経けい由ゆする。正せい確かくには、こっちを回らないと巣す鴨がもの家へ向かう道が分からないのだ。だからあまり通りたくはないが、中学校の姿すがたを何ヶ月かぶりに拝おがむことになる。うわ、改めてみると古ふる臭くさい校こう舎しやだな。壁かべが垢あかだらけに見える。

　時間を経へて、見み慣なれたという感覚が薄うすれたせいで新しん鮮せんに建物の汚きたなさを評ひよう価かしてしまう。

「……おっと、マズイ」

　学校の角に差しかかる前に原チャリを停止させる。降おりて、原チャリを押おして歩く。

　海うみ亀がめもすぐに降りてから、俺の顔を覗のぞいてホッとする仕草を見せた。

「急に止まるから、またゲロかと思った」

「原チャリに、しかも二人乗りでヘルメットもないからな。見つかったら先生に怒おこられる」

「変なとこだけ常じよう識しき的てきなのね」

「普ふ段だんも常識人のつもりなんだが。それに制せい服ふくも着ていなかったな」

　上着はビルに置いてきてしまったからシャツ一丁で半はん袖そでだ。季節感もなく半袖半ズボンが常つねだった小学生に戻もどった気分である。ぽつぽつと鳥とり肌はだの立つ二の腕うでを撫なでて、風の強さを嘆なげいた。

「なんか騒さわがしいわね。でも、学校ってこれぐらい賑にぎやかなものだったかな」

　海亀が背せ伸のびして校庭を覗く。釣つられて目をやり、聞き耳を立てるが確たしかに賑やかだ。朝から体育の授じゆ業ぎようで走り回っているわけでもなく、代わりに制せい服ふく姿すがたの学生がグラウンドを多くうろついていた。変に装そう飾しよくされた屋台みたいなのも立っているし……祭りみたいだな。ん、祭り？

「そうか、今日文化祭だ。巣鴨が来てないかな」

　普段のあいつならこの時間は厳きびしいが、こういう学校行事なら……余よ計けいに出てこないかもしれない。去年の文化祭にあいつの姿すがたはあっただろうか。俺は学校の出店もない裏うら手てで一人、黙もく々もくと修しゆ行ぎようしていたのでそういうことには詳くわしくない。

　成なる実みは今年も部活関係でなにかやっていると思う。そういえば、あいつは無事なのか？

「人がいっぱいで怖こわいなぁ。やだなぁ、人間」

　成実を心配しつつ、俺も心配になる本音がついこぼれた。海亀の冷めた目が痛いたい。

「うぇっ、またなにか込こみ上げてきた」

「しっかりしてよゲーロー」

「ゲロインの方が正しいかもな」

　口もとを押おさえながらも笑う。どっちみち、俺はヒーローになれる器じゃない。

「少し覗いて、巣鴨を探さがすか。……成実も一いち応おう、見つけられたら安心するし」

「あたし入っていいの？　部外者だけど」

「生徒の親族に限かぎってだが参加してよかったはずだ。あんたは俺の姉ってことで一つ」

「あねぇ？　……おら弟、たこ焼き買ってこい。五分以内な、ダッシュだぞ」

　急に粗そ暴ぼうになって人の尻しりを蹴けってきた。

「こんな感じ？」

「０点。親しん戚せきの子に設せつ定てい変へん更こう」

　姉っていうのはもっと包ほう容よう力りよくがあって、おしとやかで……つまり、成なる実みの姉ねえちゃんみたいなのが俺おれの理想なわけだ。白シロヤギさんもいいなぁ。シラサギみたいなのはいらん。帰れ。

　ぐだぐだと喋しやべりながら正門に到とう着ちやくする。原チャリを俺が押おしているのはいかにも咎とがめられそうなので、海うみ亀がめに代わってもらう。正門付近の段だん階かいで、同級生とも出会ってしまう。会話はあまり交わしたこともないが、俺の顔を見てギョッとしていた。そういえば、この怪け我がについて知っているのは見み舞まいに来た巣す鴨がもと成実ぐらいだ。初見なら、そりゃ引くよな。

　だがそれとは別に、その男子が隣となりの海亀を見て目を奪うばわれていた。本人曰いわく半分ほど外国の出自を持つ少女の容よう姿しは、これからも大いに男子の目を惹ひきつけるだろう。俺への注目が分散されて丁度いい。

「まずは保ほ健けん室しつでも行ったら？　指伸のばすわけにもいかないでしょ、大おお騒さわぎになるわ」

　俺の右手を柔やわく取り、持ち上げる。能のう力りよくの効こう果かが消えて本来の長さになった人差し指は、捻ひねられたときの影えい響きようで皮がぷつぷつとちぎれて、血の斑はん点てん模も様ようがびっしりと残っていた。

「そうだな。できたらいいのに取り替かえてくれねーかな、これ」

　もうボロボロだよ。痛いたいのかどうかも曖あい昧まいになって、存そん在ざい感かんが希き薄はくになっていた。

　原チャリを駐ちゆう車しや場じようの適てき当とうな位置に置く。その駐車場の、青い車の側に緑色の紙が落ちていた。去年は水色だったけど、文化祭のプログラムかなぁと遠目で見て予想する。海亀が屈かがんでそれを拾った。「んー？」と、顎あごに指を添そえながら折り畳たたまれた紙を開いて目を落とす。その表ひよう情じようが、露ろ骨こつに驚きよう愕がくしてから固まる。

「どうした？」

「……ねぇ。ひょっとしてあんた、運は悪い方？」

　緑色の紙に不ふ可か思し議ぎな引きつり笑いを向けながら、海亀が妙みようなことを尋たずねてきた。

「んー、少なくとも今年はとびっきり悪いな。顔を怪け我がして、右目なくして、指も全部飛んだ」

　客観的に今年の自分を評ひよう価かしてみた。ついでにやつれて、胃が荒あれてゲロ吐はき癖ぐせがついた。オマケとして三ヶ月引き籠こもりになって、高校進学に暗雲漂ただよっている。あとすがもこわい。

「じゃあこれはきっと、あんたの所せ為いね」

　そう言って、海亀が紙の両りよう端はしを持って俺の顔に突つきつけてくる。

　荒あらい印刷と緑色が目の前を埋うめ尽つくし、その上を泳ぐ目が海亀の言葉の意味を知る。

　楽しい楽しい文化祭のプログラム用紙には、あの『倉くら科しな康こう一いち』の名前があった。
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「ふひゃうふほふふふい」

「ほひゃひゃほいふい？」

「ほふふふひ」

「ふぉふふ」

　屋台で買った巨きよ大だいなリンゴ飴あめを頰ほお張ばりながらの二人の会話は、周辺の誰だれにも理り解かいできないものだった。飴の味についての感想を話し合っているようだが、本人たちも意い志しの疎そ通つうが取れているかは疑うたがわしいものだった。

　トカゲと海うみ亀がめが中学校に到とう着ちやくした頃、巣す鴨がも涼りようとカワセミは文化祭の出し物を巡めぐっていた。グラウンドに並ならぶ屋台の前をうろつき、陸上部の運うん営えいするリンゴ飴屋台に目が留とまり、二人で特大の飴を味わっていた。カワセミはいつもの白しろ装しよう束ぞくでその上素す足あしで土の上を歩いているため、周囲から『なにアレ』の目線をいくつも頂ちよう戴だいしていた。本人はそれを不ふ快かいどころか、快感と捉とらえている節ふしがあった。人の視し線せんを集めるために、こんな格かつ好こうをしているのだ。

　カワセミは巣鴨の兄ということになっている。だがどう見ても、まったく似にていない。

「ふふぃふふふぃういぃふふぃ」

「いやそれはもういい」

　リンゴ飴を口から引っこ抜ぬいて、カワセミが巣鴨の頭の向こうに目をやる。

　その先には校こう舎しやと、体育館があった。倉くら科しな康こう一いちの独どく演えん会かいも体育館内で行われる予定だ。

「倉科康一はまだ来ていないのかな」

「うん。まだ時間あるから」

　巣鴨も飴を舐なめるのを一旦止める。と、そこで巣鴨がなにかを発見したのか、指差す。

「ミミズのお爺じいちゃんだ」

「なぬ」

　目をしょぼしょぼとさせていたカワセミが表ひよう情じようを切り替かえる。さすがにリンゴ飴を舐めて、ボケた顔つきをしている相手ではない。巣鴨の指した方向に鋭するどく目線を向ける。

　そこには確たしかに、屋台を覗のぞきつつ誰だれかを探さがすような動きを見せる、作さ務む衣えの老人がいた。

「おーい、おじいちゃーん」

「……呼よぶなよ」

　暢のん気きに手を振ふって招まねき寄よせる巣鴨の手を叩たたき落としたかった。

　ミミズがすぐに巣鴨に気づく。その横に立つカワセミに一いつ瞬しゆん、険けわしい目を向けたもののすぐに好こう々こう爺やの柔にゆう和わな顔つきとなり、歩み寄よってくる。「来るのかよ」とカワセミが額ひたいに手を当て、空を仰あおぐように上を向いた。

「やぁどうもどうも。おぉ、そこにいるのはカワセミ君じゃないか」

　近寄ってきたミミズがカワセミに今気づいたフリをする。カワセミは仕方なく応こたえた。

「こんな健全な場所で会うのは珍めずらしいですね」

「いやぁまったく……」

「なにしてるの？　倉くら科しな康こう一いちは？」

　巣す鴨がもが話に割わりこんでくる。カワセミとしてはよい助け船となり、息を吐はく。

「まだ来ていないよ。先に来て障しよう害がいを発見したら掃そう除じしておく、という建前で先行中」

「そうなの」

　自分から聞いておいて、興きよう味みを感じさせない反はん応のうだった。

「上う手まくやってくれた？」

　やっぱりなにか頼たのんでいたのか。カワセミが渋しぶい顔で、巣鴨とミミズを交こう互ごに眺ながめる。

　ミミズはなにかを思い出すように噴ふき出してから、肩かたをすくめた。

「どうかね。成果は出てないようだが」

「ふーん。残念」

「だがそのことできみに話がある。あとこれ、例のもの」

　ミミズがデジカメを服の内から取り出して渡わたす。巣鴨はそれを機き嫌げん良よく受け取った。

　ろくでもない画が像ぞうが詰つまっているんだろうな。良い笑顔を横目で見て、カワセミが悟さとる。

「じゃあみんなでお茶でも飲もうか」

　巣鴨が無む邪じや気きにそんなことを提案する。カワセミとミミズは目を合わせて、『ないない』と互たがいに訴うつたえた。お互いに目に映うつる範はん囲いにはいたくないというのが本音なのである。

　しかし巣鴨はそうした微び妙みような空気など無む視しして、「そーだ」と携けい帯たい電でん話わを持ち出す。登録してある番号を呼よび出し、楽しそうにデコ電を耳に添そえた。

「……いるでしょ？　そう学校。来て」

　ほとんど間がなく、一方的に喋しやべった後にすぐ電話を切る。それから、カワセミに嬉うれしそうに報ほう告こくする。

「すぐ来るってすっごく嫌いやそうに言ってた」

「あぁ……誰だれが来るか、大体分かった」

　カワセミがまた天を仰あおいだ。ミミズも「んー」と、察したように渋い顔になる。

　程ほどなくして、やって来たのは白シロヤギだった。カワセミの予想通りである。

　目と口で苦虫を嚙かみ潰つぶしているように、苦々しい顔で歩いてくる。その着き物もの姿すがたはカワセミ同様に注目を集めるが、こちらはむしろ立ち居い振ふる舞まいや端たん麗れいな顔つきから、好意的に見られているようだった。巣鴨の側の二人に対して、こちらも友好的な態たい度どは見受けられない。

　ただミミズだけは白ヤギの全身を眺ながめて、「見み違ちがえたなぁ」と感心の目で出で迎むかえていた。

「やっほー」

　巣鴨が白ヤギに挨あい拶さつする。白ヤギは「おはようございます」と形だけの挨拶を返す。

「軽々しく呼ばれるのは結けつ構こうですが、今は、お嬢じよう様さまのお付きではないと理り解かいしていますか？」

「じゃあこれあげる。呼んだ報ほう酬しゆう」

「……どうも」

　巣す鴨がもの舐なめかけのリンゴ飴あめを、白シロヤギが無愛想に受け取る。

　明らかに、一本調子の甘あまい味に飽あきたから渡わたしたのが見て取れた。

　カワセミ、白ヤギ、ミミズの三人が一堂に会して、微び妙みような表ひよう情じようで立ち惚ほうける。

　その三人を引き合わせた張ちよう本ほん人にんはキョロキョロと、座すわる場所を探さがしていた。
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　背はい後ごは壁かべで、顔を上げると正面に剣けん道どう場じようがある。道場と体育館の間は生徒の駐ちゆう輪りん場じようらしく、大量の自転車が停めてある。どれも学校の発行したステッカーがべたべたと張はってあり、ナメクジとしては懐なつかしい気分にさせられる。自分も学生のときはべたべたしていた。

　そしてそれを思い出す度たびに、もう一つの記き憶おくも蘇よみがえる。

　初めて人を殺した後、その死体を一人で片かたづけた記憶だった。

「………………………………………」

　この学校に、巣鴨がいつも通っている。それを意い識しきするだけでナメクジの眉み間けんにシワが刻きざまれる。たこ焼き屋の娘むすめと合流するまでの間、それとなく探したが巣鴨の姿すがたを見つけられなかった。

「こら、手ぇ止めてないで」

　たこ焼き屋の娘に叱しかられて、ナメクジが頭を下げる。現げん在ざいは駐輪場に移い動どう屋や台たいを構かまえて、開店の準じゆん備びを行っていた。たこ焼きの他にソース焼きそばも鉄板の上で炒いためている。その香こうばしい匂においで客を釣つるためらしいが、今のところは誰だれも屋台を訪おとずれていない。

「誰も通らないですね」

「大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと看かん板ばんは立てておいた」

　娘が指差す。建物の角に、カラフルな色いろ遣づかいの立て看板がある。『おいしいたこ焼き屋さんはこっち』と矢印つきで存そん在ざいを主しゆ張ちようしていた。あんなもの置いたら教きよう師しに見つかってすぐ撤てつ収しゆうを命じられるのではないだろうか。ナメクジは客が来るよりそっちの方が早そうだなと予想した。

「あんなガキ共の作るものに、プロが負けるかってんでぃ」

　左側に微かすかに覗のぞけるグラウンドの様子を見て、娘が吠ほえる。壁に遮さえぎられてグラウンド全体は覗けず、黄色に装飾された屋台ぐらいしか見ることができない。屋台の看板には『陸上リンゴ飴あめ』とあった。陸上部の部が抜ぬけているために、種類の紹しよう介かいみたいになっていた。

　ナメクジはたこ焼きの方を担たん当とうして、くるくると手て際ぎわよくひっくり返す。それが一列分終わった後、微び妙みような顔でエプロンの端はしを摘つまんだ。服の上から借りたエプロンを着けているが、本人としては似に合あわないと思っていた。たこ焼き屋のキャラクターなのか、胸むねの中央に茹ゆで上がった真っ赤なタコが印刷されている。そのタコの顔から無理に書き足したようなフキダシが伸のびて、『あづい』と訴うつたえている。しかもタコはニコニコ笑顔なので、なにも嚙かみ合っていない。

「そういやぁ成なる実みは？　一いつ緒しよに来たんじゃなかったの？」

「門のところで別れました」

　成実とは正門で別れた。理由は、ナメクジの側にいる方が倉くら科しな康こう一いちよりよっぽど危あぶないからだった。もし巣す鴨がもを見かければ前回同様の展てん開かいになることは確かく実じつだった。中学校に入った段だん階かいで猛たける怒いかりを自覚して、冷静であれるはずがないと諦あきらめていた。

　別れ際ぎわ、ナメクジは不安そうな成実に一つ願いごとをした。

『私が人を殺したことは内緒にしておいて』

『えっ、い、今いま更さらッスかそれ』

『言うの忘わすれてた』

『……いや、でも。マイマイねーさんと一緒にいる方が安全のような』

『今日で追われなくなるから大だい丈じよう夫ぶ』

『そ、それってくらしこーさんを、』

『じゃあね。暇ひまだったらたこ焼き買いに来てね』

「あの後は悪あつ漢かんとかが襲おそってこなかった？　マイマイが無事だしなさそうだけど」

「ええ、なんにも」

　ナメクジは淡たん々たんと噓うそをつく。マンションの住人が全ぜん滅めつしましたなどと説明できるはずがない。

「それより、休きゆう憩けい時じ間かんのことですけど」

　ボロを出す前に話題を変える。先にナメクジの申しん請せいしておいた件けんを受けて、娘むすめが頷うなずく。

「分かってるよ。講こう演えん会かいだかコンサートだかの時間前後だっけ？」

「はい」

「そのナントカ彦ひこ一いち？　に興きよう味みあんの？」

「サインでももらおうかなって」

　心にもないことを宣のたまい、来るその瞬しゆん間かんを想そう像ぞうしてナメクジの口もとが歪ゆがむ。

「……ん？」

　騒さわがしい声に顔を上げる。最初の客が来たかと思ったが、勘かん違ちがいだった。

　体育館の裏うら側がわ、フェンスに面した方から見たことのある顔と、見たことのない顔がばたばたと走ってきた。腰こしでも抜ぬけているように中腰の走り方で、なにかから逃にげているように感じられた。石と竜か子げと海うみ亀がめである。ナメクジの手が一いつ瞬しゆん止まる。

　正門の方角から逃げてきたらしい。壁かべに張はりつくように身を隠かくす。そして何度も逃げてきた方を覗のぞきこんだ後、その場にへたり込んだ。息を整える間もなく、石竜子と海亀が口こう論ろんする。

「なんでこんなところに来るんだよ！」

「あたしが知るか！　悪い子、悪い子！　運悪すぎ！」

　ぽこぽこと海亀が石竜子の頭を叩たたく。石竜子はそれを防ふせごうと咄とつ嗟さに手を出してしまい、悲ひ惨さんなことになっている人差し指が海亀の拳こぶしと接せつ触しよくする。直後、石竜子が叫さけんだ。

「あじゃー！」

「あ、ごめんっ」

　海うみ亀がめが拳を解といて石と竜か子げの身を案じる。石竜子は痛いたみをごまかすために何度も「あじゃあじゃ」と鳴いた。その声にたこ焼き屋の娘むすめが反はん応のうする。

　焼きそばをかき混まぜる手を休めて、顔を上げる。

「おーぅ、トカゲじゃねぇの。女連れで私し服ふく登とう校こうとは恐おそれ入った、気合い入ってんな」

　その親しげな態たい度どにナメクジが目を細める。石竜子もすぐに相手に気づく。

「あれ、ねぇ……っ！　っ！　っ！」

　石竜子が屋台のもう一つの顔を見て飛び跳はねる。仰のけ反ぞり、壁かべに後頭部を打って頭を抱かかえた。

「なんだあいつ。盛もり上がってんな。あれか、彼かの女じよとデートで浮うかれポンチ？」

　事じ情じようを知らない娘は石竜子の落ち着きのなさを微笑ほほえましく受け取ってしまう。

「知り合いなんですか？」

「近所に住んでるやつ。ガキの頃ころ、よく風ふ呂ろに入れてやったりした」

「へぇ……」

「大変なやつだよ。その割わりに明るいから、強いやつでもあるか」

「大変？」

「家がさ、ちょっとね。まぁいいや、トカゲー、ちょっと来い！」

　娘が手て招まねきする。頭を抱えていた石竜子はふらつきながら立ち上がって叫さけぶ。

「逃にげちゃダメですか！」

「追いかけられてーのか！」

　なんだそのやり取り。横で聞いているナメクジにはついていけない。

　どんな納なつ得とくがあったのか、石竜子が海亀と共にやってくる。その目は卑ひ屈くつそうに笑っているが、ナメクジを露ろ骨こつに警けい戒かいしていた。『なんでこんなところにいるんだ』という不ふ審しんの顔だった。

「ほ、本日はいいですね。お日ひ柄がら」

　社交辞令のように挨あい拶さつした後、聞こえないぐらいの小声でぶつぶつと付け足す。

　唇くちびるの動きを目で追うと、『巡めぐり合わせは最悪だけどな、割と本気に』と呟つぶやいたようだった。

「なに町内会長みてーなこと言ってんだ。おぅ、そっちの彼女紹しよう介かいしろよ」

　娘が顎あごで海亀を指す。石竜子が顔を引きつらせたまま、「コチラハ」と手のひらを出す。

　声も裏うら返がえっていた。

「か、かめた。いや亀かめ子こさん。俺おれの親しん戚せきみたいなの」

「亀子・ドードリオ・ゲンガーです」

　即そつ興きようで海亀が名乗る。隣となりにいる石竜子が一番、目をぎょろつかせて驚おどろいていた。

　海亀はそこでやっとナメクジの腕うでに気づいたのか、目を揺ゆれる袖そでに向ける。

「なんか聞き覚えのある名前だな」

「父が異い国こくの人間ですので」

「あ、やっぱ外人系？　髪かみと目がめっちゃ自然だもんね」

　娘むすめが海うみ亀がめの容よう姿しを羨うらやむ。海亀としても悪い気はしないのか、曖あい昧まいながらも笑顔となる。

「こっちはマイマイな」

　娘が上じよう機き嫌げんにナメクジを紹しよう介かいする。ナメクジはどう反はん応のうしていいのか困こん惑わくする。

「まいまい？」

「いい名前だろ。ナントカマイマイっていうんだ」

「いや違ちがう。違います」

　なんで本名の扱あつかいになっているんだ。抗こう議ぎを無む視しして娘がナメクジの肩かたを叩たたく。

「うちの新人。どうだ、かわいいだろ」

　尋たずねられて石と竜か子げの目が泳ぐ。失言したら命がないとでも思い悩なやんでいるのかもしれない。

「み、見た目は麗うるわしいですね」

　含ふくみを持たせた褒ほめ方だった。ナメクジが少し面白がってピックを持つ手を掲かかげると、石竜子が一歩後ずさる。

「かわいい店員のいる店では良い格かつ好こうしたくなるだろ？　よし、たこ焼き二パック買っちゃおうぜ。こっちのマイマイが焼きたてを入れてくれるよ」

　娘が営えい業ぎように入る。営業用のスマイルで売りつけようとすると、石竜子が手のひらを突つき出す。

「俺おれお金持ってないです」

「あたしも素す寒かん貧ぴんなの」

　海亀も一いつ緒しよに、断だん固こ拒きよ否ひとばかりに手を突き出した。娘が隠かくさず舌した打うちする。

「祭りに金を持たずに来るなんて、なに楽しみに来たのさ」

「その、ドードリオ・ゲンガーさんが来たいって言うから」

「もはや誰だれだよ……」

　明らかな偽ぎ名めいに、ナメクジがぼやく。たこ焼き屋の娘は舌打ちを終えて、笑顔に戻もどる。

「一舟ふね包んでやって。お金はいいよ」

　ナメクジに指し示じする。娘は石竜子とナメクジの両方に言う。

「弟分へのサービスだよ。最近、顔見てなかったし」

「分かりました」

　焼き上げたたこ焼きを八個こ、あらかじめ用意してある舟に載のせる。それをパックに入れて輪ゴムで閉とじた後、割わり箸ばしをつけて袋ふくろに入れた。左手だけの作業ながら、ナメクジは手早くこなしていく。用意したたこ焼きの袋を石竜子に向けて、つっけんどんに差し出した。

「ど、どうも」

　石竜子が萎い縮しゆくしきって受け取る。それを横目で見て、娘がナメクジの頭を叩いた。

　石竜子の顔色が変わって、細長い絶ぜつ叫きようの顔のようになる。

「金は払はらってないけどお客さんにそういう態たい度どじゃダメ。愛想はともかく、誠せい実じつさは大事だよ」

「すみません」

　ナメクジが素す直なおに謝あやまる。その殊しゆ勝しようさに、石と竜か子げは意外なものを見る目となる。

「あんなぁトカゲ」

「は、はい？」

「がんばれよ」

　娘むすめがおどけるのを止めて、真しん摯しに言う。石竜子も曲がっていた背せ筋すじを伸のばして、頷うなずく。

「たこ焼きどうもス。美お味いしくいただきます」
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「ありがとう」

　海うみ亀がめも石竜子に重ねて礼を述のべる。それから石竜子の服の袖そでをさりげなく引いた。

「分かってる」と石竜子が小声で答えて、正面からナメクジを見た。

「そうだ、猪い狩かり友ゆ梨り乃のさん。知ってるよな」

　ナメクジの目が動く。そこで石竜子を見返すことが、質しつ問もんへの答えになっていた。

「知ってるー。女じよ優ゆうだろ、ＡＶ女優」

　娘の方が先に嬉き々きとして反はん応のうしてしまう。石竜子も出鼻を挫くじかれて、俯うつむき加か減げんになる。

「知ってんのかよ」

「おぅ、おっぱいでけーのだ。確たしかお前のお気に入りじゃなかった？」

「いやうん、それは、いいから。ちょっと来てくれ」

　石竜子が屋台から離はなれて、ナメクジを手て招まねきする。余よ計けいな茶々を入れられたくないようだ。

「おいおい、彼かの女じよのいる前で別の女に声かけるとか。トカゲ思春期すぎない？」

　誰だれに同意を求めているのか、娘がくねくねと身を捩よじる。ナメクジは会え釈しやくしながら車から降おりて、石竜子のもとへ向かう。猪狩友梨乃の名前が出てきたことに、興きよう味みを引かれた。

「さっきの質問。知ってるけど、なに？」

「あの人から伝言。麻ま衣いさんってあんただろ」

「そうだけど」

　一々否ひ定ていするのも面めん倒どうになったので認みとめる。仕事中なので話を早く切り上げたいのもあった。

「今のところは無事です、って」

「あ、そう」

　あらかじめ用意していたように、淀よどみなく素そっ気けない一言だった。

「それだけ？」

「うん」

「ふぅん。それより巣す鴨がもは、ここに来てるの？」

　石竜子は返答に迷まよう素そ振ぶりを見せる。ややあって、首を横に振ふった。

「俺おれも探さがしている。悪いけど、先に見つけても教えない」

「あ、そう」

　再ふたたび、同じ素そっ気けない反はん応のうだった。ナメクジは石と竜か子げと別れて、屋台に戻もどる。

　石竜子と海うみ亀がめはそのまま、剣けん道どう場じようの裏うら側がわへ、人目につかない方へ去っていく。

「なんだあいつら、不ふ純じゆん異い性せい交こう遊ゆうでもするつもりかな？」

　娘むすめが訝いぶかしむ。ナメクジはそちらに目も向けず、黙もく々もくと鉄板のたこ焼きを弄いじる。

　しかし、そのたこ焼きが目に入っていない。

　考えていたのは、猪い狩かり友ゆ梨り乃ののこと。

『助けてください』と図々しくなかったことに、なぜか釈しやく然ぜんとしないものを覚えていた。
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　あービックリした！　あービックリした！　あー頭いてぇ！

　壁かべにぶつけたときは目の前に火花が散った。今は頭も胸むねも痛いたい。胃もぎゅるぎゅるだ。

「なに倒たおれてんのよ。またゲロ？　やめてよね、人が物食べてる前で」

　海亀がもちゃもちゃとたこ焼きを頰ほお張ばりながら俺おれの顔を覗のぞく。お好み焼きを食べているときよりはマシだろうと反はん論ろんしつつも、ずびっと喉のどに迫せり上がったそれを飲んで押おし戻もどす。

「殺し屋なんだよ、あの隻せき腕わんのおねえちゃん」

　四つん這ばいの姿し勢せいのまま海うみ亀がめに教える。海亀が箸はしをぱちぱちと開かい閉へいさせる。

「しかも相当ヤバイ。頭イカレてる」

「そう？　あんたの方がよっぽど挙きよ動どう不ふ審しんだけど」

　この女は情なさけ容よう赦しやという言葉を知らないのか。こいつのことだから、『外人だから知らん』と開き直りそうだ。外人設せつ定ていって便利だな。

「このたこ焼きも美お味いしいじゃない。天かすちゃんと使ってあるし、合ごう格かく」

「へーそりゃよかった。じゃああの女の天てん職しよくはたこ焼き屋かもな」

「食べないの？」

「食べても吐はき……いや、食べるさ。せっかく貰もらったんだ」

　指で摘つまんでたこ焼きを口に放る。ソースの香こうばしい味に、頰ほおが引きつった。

　昨日のなんとかメイトを団だん子ごにしたやつより、ずっと味わい深い。ああ人にん情じようの味。

「あ、いいこと思いついた。今の人、殺し屋って言うくらいだから強いんでしょ？」

「俺おれたちよりは確かく実じつにな」

　超ちよう能のう力りよくを持っているかは不明だが。

「じゃああの人に守ってもらうよう依い頼らいしてみたらどう？」

「たこ焼きを買う金もないのに、無茶言うなよ」

「お爺じいさんのときみたいにお金持ちの存そん在ざいをちらつかせればいいじゃないの」

「無理。絶ぜつ対たい無理」

　巣す鴨がもの名前をあの人の前で出すときは、首を切られる覚かく悟ごが必要だ。

「ならどうするのよ、これから。逃にげたと思ったらここに来ます、はい」

「おいおい、あんまり俺にばっかり頼たよるなよ」

　どの口がそれを言うかとばかりに頰をつねられた。

「プログラムに書いてあった時間って、もうすぐよ。逃げるべきだわ」

「……巣す鴨がもは多分、ここに来ている」

「え？」

「あの殺し屋がいるなら、逆ぎやくに来ていそうだ。あいつはそういうやつだからな」

　だから俺はここに残って、巣鴨を探さがす。さっきの女より先に見つけないといけないのだ。

　そう意い志しを伝えると、海亀が目を細めた。

「それなら、あんたとはここまでね」

　海亀が最後のたこ焼きを嚙かみながら立ち上がる。結局、こいつがほとんど食べてしまった。

「あたしは外に逃げるわ。また捕つかまるわけにいかないし」

「行くアテはあるのか？」

「あるわけないじゃない」

　即そく答とうして大きく腕うでを振ふる。そのまま大またで進もうとする海亀に、念を押おそうと話しかけた。

「あのさ。あの話、考えておいてくれ」

「どれのこと？」

　結けつ構こう色々と話したためか、ピンとこないようだった。

「俺おれに協力してくれってやつ。いつか、俺は闘たたかわないといけないから」

　また中学生の妄もう想そうと取られるだろうか。

　海うみ亀がめは探さぐるような目つきで俺の目を覗のぞく。なんとなく、色を緑に変えてみた。

　海亀のエメラルドのような色とも少し異ことなる瞳ひとみになった、と思う。

「……そのときに連れん絡らくついたらね」

　そう言って、海亀が顔の横で手を振ふる。そして学校の隅すみっこに走り出した。

「あー……戻もどって、こないな」

　立ち惚ほうけて見送る。マジで行ってしまった。参ったな、独ひとりは、嫌いやだ。

　独りぼっちが物もの寂さびしくなって、早足で人のいる場所を目指す。たこ焼き屋の前は通らないようにしながら、校こう舎しやと正門のある方に向けて歩いた。でも、段だん々だんとその気持ちが反転する。

　人のいる場所の方が、どんどんと恐おそろしくなってきた。

　通い慣なれた学校のはずなのに、一人で歩くと足が重い。心細くて、景色が歪ゆがむ。

　通りすぎる喧けん噪そうや、俺を捉とらえる目線が怖こわい。アウェー感が酷ひどくて酔よいそうだ。

「……あれ？　なんで、いるんだ？」

　体育館を通り越こして正門の方へ向かうと、ジュラルミンケースを二つ抱かかえた猫ねこ背ぜの人を発見する。昨日出会った鈴すず木きさんだった。心細そうにうろうろ、同じ場所を行ったり来たりしている。世話になった恩おんもあるし、素そ知しらぬ顔で通りすぎるのもよくないだろうと声をかけた。

「なんでこんなとこいるんですか？」

　挨あい拶さつを省いて、肩かたを叩たたきながら聞いてみる。鈴木さんはびくりと大げさに反はん応のうして振り返り、俺の顔をマジマジと見る。鈴木さんからすれば、お前こそなんでここにといったところか。

「人を、探さがしてるんです。ここに来ている、らしいんですけど」

「はぁ。校内放送で呼よびかけてもらったらどうですか」

　この人の方が迷まい子ごに見えるけど。鈴木さんは『そういうのもあるのか』と感心する顔になる。

「そ、そうします」

　鈴木さんが頭を下げて、そそくさと校舎の方に走っていく。あの人、ちゃんと説明できるのかなとつい余よ計けいな心配をしてしまう。でも本当に、なんで文化祭に来ているんだ？

「あの殺し屋、鈴木さんに巣す鴨がも……成なる実みに、倉くら科しな康こう一いちに、猪い狩かり友ゆ梨り乃の……なんだかな」

　中学三年生。学校行事の思い出より、受験勉強に必死な一年間。

　地味に終わるはずだった文化祭は、相当にややこしいことになりそうだった。
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　校庭の手前、校こう舎しや脇わきに用意された、休きゆう憩けい用ようのテーブルと椅い子すに座すわる四人は他の客よりもずっと異い彩さいを放っていた。教きよう師しや同級生に不良か腫はれ物扱あつかいされている巣す鴨がもの隣となりには、白しろ装しよう束ぞくの少年。充じゆう血けつしたうえ、目のクマも酷ひどい。巣鴨の向かい側には浴衣ゆかたを着た少女、こちらは目を瞑つむり、ヘッドフォンで耳を塞ふさいでいる。そしてその隣には作さ務む衣えの老人があぐらをかいて座り、足の裏うらをかく。

　誰だれが浮ういた格かつ好こうなのかよく分からない集いだった。その中の少年が口を開く。

「改めてお久ひさしぶりです、ミミズ老。ご健勝のようでなによりです」

「ははは、きみもね。それと、老は余よ分ぶんじゃあないかな」

　必要だと思うぞ、ジジイ。笑顔の裏で、口にしかけたその言葉を嚙かみ殺す。外の自じ販はん機きで白シロヤギが人数分買ってきたポカリに口をつけて、向かい側の二人をそれとなく観察する。

　その相手を推おし量るような視し線せんは、向こう側からも強く感じる。つい目が合ってしまったときは、お互たがいに自然と微笑ほほえんでごまかしあう。カワセミとしては、酷ひどく疲つかれるお茶会だった。

　白ヤギは目を開いてヘッドフォンを外した後、これをナメクジにでも見み咎とがめられたら、平和な文化祭の景色もお終しまいになるのだなぁと考えていた。横の髪かみを指で梳すき、校庭に目をやる。

「一人？　あの困こまったちゃんは？」

　カワセミが白ヤギに尋たずねる。ここでいう困こまったちゃんは、勿もち論ろんシラサギのことである。

「昨日捕つかまえてきた雉きじ間ま光ひかるを弄いじっています。あれ、まぁまぁ性しよう悪わるですね」

　白ヤギの中で『とんでもなく性悪』と評ひよう価かする相手を視界の端はしに収おさめつつ返事する。そのとんでもない性悪は少し長い爪つめが割われるのを敬けい遠えんしてか、なかなか缶かんのプルタブが開けられない。

　自分でやるのはすぐ諦あきらめて、無言で白ヤギに缶かんを差し出した。白ヤギもこれまた無言でプルタブを引いて、開けて返す。そのやり取りを眺ながめていたミミズは、人の良さそうな笑顔になる。

「あいつは子こ供どもだからね。お目当ての玩具おもちやが手に入ったら、飽あきるまで遊ぶんだ」

　シラサギの人となりをよく理り解かいしているカワセミが笑う。「一いつ緒しよだ」と巣す鴨がもも釣つられて笑った。

「そういやぁ、ナントカの会の方は？」

「既すでに始末は終わっています。倉くら科しな康こう一いちと一部以外は昨日のうちに全ぜん滅めつしました。もっとも、本当に一いつ斉せいに始末したので、倉科康一には誰だれもその報ほう告こくができていない、事じ態たいを知らない可か能のう性せいがありますね。そうでなければ、暢のん気きにこんなところへ来られないでしょう」

「ひぇー、ビルにいた人間を纏まとめてということかな。私も危あぶないところだった」

　ミミズが棒ぼう読よみで穏おだやかに驚おどろく。なるほどなぁと、カワセミが頰ほお杖づえを突ついた。

「そうそう。そのビルの件けんで関連した話があった。あの石と竜か子げという少年が、逃にげる際さいにきみの存そん在ざいを出してね。お金持ちを紹しよう介かいするから寝ね返がえってくれと誘さそってきましたよ」

「おぉー。石と竜か子げくんに頼たよられちゃったかー」

　ひひひー、と巣す鴨がもが珍めずらしく歯を見せるように笑って額ひたいを搔かく。新しん鮮せんな反はん応のうであった。

「それで紹しよう介かいされたというご縁えんもあって、本来の料金に上乗せして……」

　二重の払はらいを求めて、ミミズが交こう渉しようを試みる。巣鴨は「ん、ん」と適てき当とうに頷うなずいている。

　一方その金きん銭せん問もん題だいの横で、白シロヤギは石竜子少年に同どう情じようしていた。あの少年が巣鴨に頼ってその名前を利用するというのは、本当に他に打てる手のない瀬せ戸と際ぎわに追いこまれて、そこから更さらに苦く汁じゆうを絞しぼり取るような強い葛かつ藤とうがなければあり得ないからだった。

　支し払はらいの話があっさりと終わったのか、それともごまかすためか。巣鴨が白ヤギに尋たずねる。

「白ヤギは他になにかお仕事あるの？」

「ええまぁ。後始末のようなものを少々」

　隣となりに座すわるミミズを一いち瞥べつしてから、内ない容ようを濁にごす。ミミズはそこで敢あえて微笑ほほえむ。

「きみも大きくなったね、白ヤギ。最後に会ったのはそちらのお嬢じようちゃんが小さくて、きみも、何歳さいだったかな。とにかくもっと幼おさない頃ころだったと思うよ。いやぁ年とし寄よりはアバウトで済すまん」

「八年前ですね。確たしかに、あのときはあなたがもっと大きく見えたものですが」

　二つの意味を込めて白ヤギが言葉を返す。ミミズはその意味を察しながら、笑って受け流す。

「大きくなったなぁ」

「おっぱいはぜんぜん大きくなってないけどね」

　巣鴨が嬉き々きとして茶々を入れる。色々と台無しになった。

　カワセミは下した唇くちびるを嚙かんで、笑いを堪こらえる。しかし、そのせいで奇き妙みような表ひよう情じようになっているので正面から見ればバレバレだった。白ヤギは巣鴨を無む表ひよう情じようで見つめる。胸むねの厚あつい薄うすいで腹はらが立つのではなく、『そういうこと言ったら傷きずつくかなぁ』と考えての発言であるのが、気に入らないのだ。巣鴨はその白ヤギの怒いかりを見み透すかすように、ニコニコと上じよう機き嫌げんになっている。
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　そうした空気を和らげようと、ミミズが動いた。腰こしを上げて、三人の顔を窺うかがう。

「その、なんだね。なにか買ってこようかな。ちょっと食べるものでも、ね」

「たこ焼きとかおいしいよ」

　巣鴨が発言する。明らかにたこ焼き以外のものを期待してのフリだった。カワセミと白ヤギはその意図に即そく座ざに気づいたが、ミミズは「いいねぇたこ焼き」と暢のん気きに賛さん同どうする。

「この中でナメクジと面めん識しきがないのは、そちらのお二人かな」

「ナメクジ？」

　ミミズが首を傾かしげる。名前の響ひびきから同業者とは理り解かいするが、聞き覚えがないようだった。

　続いて白ヤギが小さく挙手する。

「私は面識あります。つい昨日、一いつ緒しよにお茶を飲みまして」

　最後は言葉を濁にごした。巣鴨がキョロキョロした後、白ヤギを真ま似ねるように手を上げる。

「私も無理だと思うなー」

　知ってる。カワセミと白シロヤギの口が同時にそう反はん応のうした。

「では私が買ってきましょう。ようするに、ナメクジというのに気をつければいいのかな」

「んーん、別になんとも思わなくていいよ」

　どういう意味でそう発言するのか理り解かいできず、ミミズは曖あい昧まいに笑って流した。白ヤギにたこ焼きの屋台の場所を聞いた後、財さい布ふを用意しながらそちらへと歩いていく。

　それを座すわりながら見送って、カワセミが気を静しずめるように息を吐はいた。

「僕ぼくらが一いつ緒しよのテーブルでお茶する理由はあるのかな」

「面白いかなーって」

　巣す鴨がもの答えはそれだけだった。動機もそれだけのように、続きはない。

　だが白ヤギは、他にも意図があることを察していた。幾いくつあるかまでは知らないが、少なくとも一つは言い当てることができる。その一つは自じ衛えいのためだろうと考えていた。

　巣鴨がナメクジに興きよう味みを持たなくとも、逆ぎやくはそうもいかない。それを理り解かいしているから、ミミズと白ヤギに声をかけて護ご衛えいも任まかせている。

　言うなれば、ナメクジの影えい響きようでこの三人は一同に集うことになったのだ。

　業界ではほぼ名の知れていない殺し屋が最さい高こう峰ほうの三人の都合を決定している、というのも白ヤギには興味深い事実だった。

　巣鴨が両りよう肘ひじをテーブルについた後、指を絡からめる。その上に顎あごを載のせて、挑ちよう発はつ的てきに微笑ほほえむ。

「ねぇ白シロヤギ。私とシラサギさんのとこ、どっちで働く方がいい？」

　白ヤギを試すように問う。どう答えても巣す鴨がもは喜び、どう答えてもこの仕事が終われば巣鴨家へ戻もどるということを踏ふまえて、白ヤギは抑よく揚ようなく返答した。

「勿もち論ろん、お嬢じよう様さまの家です」

　お嬢様のところと言わないのが、白ヤギの矜きよう持じだった。

「うんうん、それでいーよ」

　頭でも撫なでようとするように、白ヤギに向けて手を伸のばす。白ヤギはまったく応こたえない。

「でもお父さん、勝手に決めちゃって困こまるよね。白ヤギはお父とうさんのじゃなくて、私のなのに」

　子こ供どものように膨ふくれる巣鴨は気を紛まぎらすように、ポカリをがぶ飲みする。

　どうやら白ヤギも、巣鴨のお気に入りの『玩具おもちや』のようだった。

　その膨れ面つらを横目で眺ながめた後、カワセミが肩かたをすくめる。白ヤギに同どう情じようを投げかけた。

「お互たがい、これからも苦労しそうだね」

「いやまったく」

　自然、ポカリの缶かんを掲かかげる。

　白ヤギとカワセミが、精せい気きのない瞳ひとみで見つめ合いながら乾かん杯ぱいした。
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「お願い、後でどんなことしてもお金を作るから」

　冗じよう談だん抜ぬきに拝おがみ倒たおされる経けい験けんなどないナメクジにとって、目の前でそれを実じつ践せんする少女をどう扱あつかえばいいのか、大いに困こまるのも当然だった。それに加えてお客への接せつし方という先さき程ほどの教育がナメクジを縛しばっていた。誠せい実じつさとはなんなのかと、深い問いかけを己おのれに課す始末である。

「マイマイには女の子もメロメロかー。すげーなー」

　炒いため終えた焼きそばをパックに詰つめながら、娘むすめがからかう。

　一人で屋台まで戻もどってきた海うみ亀がめがナメクジに縋すがり、願ったことは一つ。

『あたしを守ってください』だった。

「守ってって、言われても。私、たこ焼き屋のバイトだから」

　ナメクジが歯切れ悪くもとぼける。海亀はその程てい度どでは引かない。

「さっきのやつにあなたのことは聞いたわ」

「……あのガキ、口が軽いとは思わなかった」

　永えい遠えんに黙だまらせておくべきだったと、目つきが険けわしいものになる。

「プリーズディフェンス、モアモア！」

「あんた、本当に外人？」

　石と竜か子げと同じ疑ぎ問もんをナメクジが口にする。それに海うみ亀がめが反はん論ろんしかけて、大きく身み振ぶり手振りを交える。その際さい、頭も振ふったことでそれが視し界かいに入ったらしく、血相を変えた。

「ぐぇっ」

　可か憐れんな顔に似につかわしくない、喉のどを潰つぶした悲鳴が漏もれる。海亀が強引に回りこんで、車内に飛びこむ。ナメクジのエプロンの端はしを摑つかみながら、身をジッと硬かたくした。

「お願い、かくまって。追われてるの」

「最近こういう手合いが多いねー」

　娘むすめが二日前の成なる実みの件けんも含めてか、そんな発言をする。ナメクジも密ひそかに同意した。

　どうして、どいつもこいつも自分に頼たよるのか。見るからに頼りないだろうと、右半身を一いち瞥べつして自じ嘲ちようする。どうすればいいのかと娘の顔を窺うかがうと、そちらも今回は悩なやんでいるようだった。

　なにしろ、向こうからやってくるのは作さ務む衣えの老人だったからだ。今回は訳わけありそうな二人組でもないし、好こう々こう爺や然とした、人の良い顔立ちである。なにを怯おびえるのか、ピンとこないのだろう。

「あんたさ、なんか悪いことでもしたの？」

　娘が海亀の方を見ないように心がけながら尋ねる。海亀は激はげしく首を振った。

「逆ぎやくよ。なんにもしてないのに、あたしを捕つかまえようとするやつらなの」

「ふぅむ、この間と似にたケースか。この子のいうことが本当なら、だけど」

　判はん断だん材ざい料りようがなにもない唐とう突とつな話のため、娘も決めかねているようだ。

「取り敢あえず知らないフリしとこう。言われたら突つき出す方向で」

「分かりました」

「突き出さないでー。来るな来るな気づくな……」

　海亀が念じる。エプロンを引っ張ぱるなとナメクジが後ろ足で蹴けるが、効果はない。

　そして老人こと、ミミズがやってくる。屋台を覗のぞいて、柔にゆう和わな顔で注文してきた。

「たこ焼き一つ……いや、二人前頂いただけますか」

「はい毎度。醬しよう油ゆとソースありますけど」

「じゃあ一つずつ」

「ありがとうございまーす」

　娘が愛想良く、かつ声色も柔やわらかい営えい業ぎよう用ようとなる。ナメクジを一いち瞥べつし、挨あい拶さつを促うながした。

「ありがとうございます」

　ナメクジが誠せい実じつさを意い識しきして頭を下げる。声は硬かたいが、老人ことミミズは微笑ほほえむ。

「かわいい店員さんですね。でも……」

　ミミズの目がナメクジの右みぎ袖そでを見る。またか、と慣なれても不ふ快かいなことには変わりない。

「中学生にはちょっと見えませんね」

「えー、どっちも中一ですよ」

　いけしゃあしゃあと娘むすめが宣のたまう。「無理がある」とぼやいたナメクジの脇わきを肘ひじで突つく。

「お箸はしは幾いくつおつけしますか？」

「四つお願いします」

　ナメクジが箸を四つ、袋ふくろに入れる。それから鉄てつ板ぱん越ごしに、またも誠せい実じつらしさを念頭に置いてたこ焼きをミミズに差し出した。ミミズはそれを「どうも」と受け取り、二人前分の代金を渡わたそうとする。だが、ナメクジは左ひだり腕うでが塞ふさがってしまっているので、それを受け取れない。

　ミミズはすぐにそれに気づいて、謝しや罪ざいする。

「失礼した」

「……いえ」

　横から手を伸のばした娘が代金を受け取る。ナメクジは、少し歯がゆさを覚えた。

　去り際ぎわ、会え釈しやくの最中にミミズはナメクジを注ちゆう視しする。目立たない程てい度どの時間で、ナメクジもそれに気づくことはなかった。顔を上げるときには目を線にして、悟さとらせずに去った。

　ミミズがある程てい度ど離はなれたのを確かく認にんしてから、娘が海うみ亀がめを見下ろす。

「で。爺じいさんはもうあっち行ったけど」

「ほんと？」

　海亀の声は震ふるえていた。それを感じて、娘が「ふむ」とナメクジの顔を見る。

「怖こわがっているのは本気だし、信じていいかもね」

「……はぁ」

　信じたら自分がなにかしなければいけない気がして、ナメクジの態たい度どはつれない。

「そもそもトカゲはどーしたのさ」

「別れたわ。一人で誰だれか探さがしに行った」

「なにぃ、また女か。あいつめ、急に悟さとりを開いたように女好きになったのか」

　巣す鴨がもを探しに行ったのだろう。石と竜か子げがここで熱心に探すとするなら、もしかすると巣鴨が来ている根こん拠きよでもあるのかもしれない。だとするなら、後ろの少女に構かまう暇ひまはない。

『えー、お客様をお呼よび申し上げます……』

　校こう舎しやの外に設せつ置ちされたスピーカーが、音の割われた放送を流し始める。

「……あ」

　その続きの内ない容ように、ナメクジが大おお仰ぎような速度で顔を上げた。

「マイマイ？」

　ナメクジが無む防ぼう備びなほど顎あごを上げて、どこかにあるスピーカーを、空を仰あおぎ見る。

『えー、ナメクジさん？　ナメクジさん。お連れの方がお待ちですので、至し急きゆう、放送室までお越こしください。繰くり返します、ナメクジさん……』
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『ナメクジ』という名が校内放送によって響ひびいても、カワセミたち三人はまったく反はん応のうを見せない。表面上は無む視しして、ポカリを啜すする。放送が完全に終わってから、目を合わせた。

「なんだろうね、ありゃ」

　カワセミが愉ゆ快かいそうに言うと、白シロヤギが反応する。

「私にはなんとなく心当たりがありますね」

「なになに？」

　巣す鴨がもが身を乗り出す。楽しめそうなことの匂においを嗅かぎつけて、目が輝かがやいていた。

「トンボ、という殺し屋をご存ぞんじですか？」

「知らん」

「知っていますよ。髪かみの綺き麗れいな子だ」

　いつの間にか戻もどってきていたミミズが、カワセミの否ひ定ていと重ねるように肯こう定ていする。

「はいたこ焼きお待ちどう」

　テーブルにたこ焼きを置いてから空いた席に座すわる。巣鴨が嬉き々きとして袋ふくろとパックを開けた。

　出てきたたこ焼きのどちらが醬しよう油ゆ、ソース味なのかパッと見には判はん別べつできない。

　手前側のたこ焼きを箸はしで摘つまみながら、ミミズが巣鴨に聞く。

「右みぎ腕うでのない女の子がナメクジかな」

「そうそれ。私のこと探さがしてた？」

「はて、ほとんど話はしなかったのでなんとも」

　そう言いながらたこ焼きを頰ほお張ばる。かかっているのは醬油だった。

「それでトンボの話だったかな」

「はい。お会いしたことがあるみたいですね」

　白ヤギがたこ焼きによって舌したを火傷やけどしたらしく、口を手で扇あおぎながら返事する。

「ま、長くやっていればそういう機会もある。ふむ、トンボが今の放送に絡からんでいたのかな。てっきり、きみたちがなにかしかけたのかと思った」

「本気でからかうほど興きよう味みはないし」

　巣鴨が笑顔で否ひ定ていする。そしてナメクジの焼いたたこ焼きを、箸で摘み上げた。

　白ヤギはその笑顔の歪いびつさに参りながら、補ほ足そく説明する。

「昨日、ナメクジの命を狙ねらってトンボが襲しゆう撃げきに来ていました。彼かの女じよは恐おそらく、土曜日の大おお暴あばれの件けんで大おお勢ぜいの恨うらみを買ったのでしょう。お嬢じよう様さまの命を狙っているはずが一転、狙われる立場となったようですね」

「おやおや、そんなことがあったのか」

「ふーん」

　ミミズと巣す鴨がもがそれぞれの反はん応のうを示しめす。それ以上、誰だれも言げん及きゆうしようがなかった。

「そろそろ聞いてもいいかな」

　その話が終わるまで黙だまっていたカワセミが箸はしの先せん端たんを指代わりに、巣鴨に向ける。

「なぁに？」

「今回、ミミズ老になにを依い頼らいしたんだい？　なにをさせたかった？」

　老は余よ分ぶんじゃあないかなと宣のたまうミミズを無む視しして、巣鴨が箸を置く。

　白シロヤギも注目する中、巣鴨はいつも通りの無む邪じや気きな調子で目的を語った。

「石と竜か子げくんの修しゆ行ぎようを手伝ってあげただけなの」

「修行？」

　あまり馴な染じみと、関連のない言葉が出てカワセミがオウム返しとなる。

「ほら、絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの状じよう況きようとかになったら新しい力がばーっと出たりするでしょ？　そういうの石竜子くんも好きだから、程ほど良よく危き険けんな目に遭あわせて、っていうお願いをお爺じいちゃんにしたの」

「……は、はぁ？」

　その馬ば鹿か馬ば鹿かしさに言葉が詰つまるカワセミを余よ所そに、巣鴨はミミズを見て、ニッと笑う。

「ねっ」

「ねっ」

　ミミズが孫にでも調子をあわせるようにノリよく返事する。

　その隣となりの白ヤギは、『まーたこいつは』とげっそり呆あきれている顔だった。

「でも石竜子くん、ぜーんぜん強くなってないらしいけど」

「色々と状況を作ってみたんですがね。機転はいい方ですがいかんせん、弱すぎる」

　ミミズが石竜子を率そつ直ちよくに評ひよう価かする。巣鴨は嬉うれしそうに、「うんうん」と頷うなずいた。

　素す直なおに助け出そうとは絶ぜつ対たいにしない巣鴨の性せい格かくに、白ヤギはいくら慣なれても難なん色しよくを示しめして口を噤つぐんだ。カワセミは一言、「呪のろいって見えるもんだなぁ」と巣鴨を見つめて呟つぶやいた。

「いやいや、でもそう否ひ定ていするものじゃないですよ。私の力も危機に陥おちいったときに目覚めましたから。あれは元から備そなわっていた力を、咄とつ嗟さに意い識しきすることで認にん識しきできたのかもしれない。と、するならあの少年も、本当の力を自覚することで使える……と、よかったのだが」

　うむむ、とミミズが言葉に詰まる。言っている途と中ちゆうで自信がなくなったようだった。

　そうして会話が途切れたときを見計らったように、電話が鳴る。ミミズが「失礼」と作さ務む衣えから携けい帯たい電でん話わを取り出して呼よび出しに応おうじる。二言、三言会話した後、電話を切った。

「そろそろ倉くら科しな康こう一いちが来るようです。一いつ緒しよに連れてきた娘むすめが逃にげないように見み張はれと命令されてしまいましたよ。多分、あの子だろうなぁ」

　そう言って立ち上がろうとするミミズを、巣鴨が呼び止める。

「そんなのしなくていいよ。それに、まだ終わってない。あ、白ヤギも行かないように」

　そそくさと去ろうとする白シロヤギにも釘くぎを刺さす。

　最さい高こう峰ほうの殺し屋と称しようされる三人を前にして、巣す鴨がもは一切の物もの怖おじなく命令する。

「石と竜か子げくんをもう少しがんばらせてみるから、みんなで手伝ってあげようね」
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　ナメクジってなんだろう。あのねちゃっとしたやつだな。だがそれを呼よぶってなんだ。

　校内放送でのお呼び出しを頼たのんだのは、恐おそらく自じ称しよう鈴すず木きさんだ。ナメクジ。恐おそらく、言葉の響ひびきから殺し屋さん関連の方ではないかと推すい察さつする。殺し屋になんの用だろう。

　堂々と呼び出すあたりは、言葉少なくとも接せつしたことによる人ひと柄がらから、『あぁ鈴木さんだなぁ』と感じられる部分だ。あの人は巣鴨とまた違ちがう意味で、深く考えてなさそうだ。

　俺おれとは関わりないだろうが、危き険けんを回かい避ひするためにも『ナメクジ』がどんなやつかを見み届とどけておくべきだ。そう判はん断だんして、校こう舎しやへ通じる入り口が見み渡わたせる位置に隠かくれ潜ひそむ。

　具体的には植えこみの中に紛まぎれて、同化する。フードがあれば目立つ茶ちや髪ぱつもごまかせたし、素す肌はだに枝えだが突つき刺ささるのも防ふせげたが、もう今いま更さらそれは言うまい。今度、服を買いに行こう。

　こうして俺は隠れんぼに徹てつした。植えこみの後ろから見ると存そん在ざいが丸分かりで、明らかに挙きよ動どう不ふ審しんな人間なのだが、正面や側面に対しては遮さえぎりが強い。ナメクジがどこからやってくるか分からないが、植えこみの後ろは今日使用していない校こう舎しやだ。まず大だい丈じよう夫ぶだろう。

「……うげ」

　待ち人が来る前に、来てほしくないやつがやってくる。

　恐らくパパラッチよろしく、植えこみに隠れていたのが幸いした。

　俺が会場へ向かったときと同じナンバーの車が、正門から入ってくる。

　倉くら科しな康こう一いちが、遂ついに中学校へやって来た。
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　心当たりは三人いた。トンボ、猪い狩かり友ゆ梨り乃の、そして巣鴨。

　その内、二つは呼よび出されても迷めい惑わくな相手だった。

「………………………………………」

　残る一つはあり得ないな、と考え直す。つまり、絶ぜつ対たいに迷惑な呼び出しだった。

「マイマイ？　おーい、マーイマーイ」

　たこ焼き屋の娘むすめがナメクジの顔の前で手を振ふる。

　ナメクジはハッとなり、なにはともあれ、「すいません」とまず謝あやまる。

「なにぼけーっとしてんの。あんまり隙すきだらけだとおっぱい触さわるぞ」

「止めてください。……あ、そうだ。そろそろ休きゆう憩けい時じ間かんですね」

「えー、早くね？」

「すみませんけど、一いつ旦たん、失礼させてもらいます。午後からはずっとやりますから」

　休憩時間にかこつけて、自分が呼よび出された『ナメクジ』と思われないようにふるまう。

　ナメクジは、呼び出しに応おうじるつもりだった。もし相手がトンボだった場合、たこ焼き屋の屋台と娘むすめを巻まき込こむ危き険けんがある。恩おんのある人間よりは無関係な人間が犠ぎ牲せいになる方がマシであると、ナメクジは判はん断だんした。エプロンを多少苦労しながら脱ぬいで、その際さいに調理台の上にあっった小こ瓶びんをくすねる。それを隠かくし持ちながら、屋台の車から降おりた。

「ちょっと。あたしのお願いは？」

　ナメクジがそこで、海うみ亀がめの存そん在ざいを思い出す。放送に注意がいって、忘わすれていた。

「すいません、こっちの子は適てき当とうにお願いします」

「んむ」

　娘が鷹おう揚ように頷うなずいた。ナメクジの言う適当は、適当に追い払はらっておいてくださいの略りやくだったのだが、それが正せい確かくに伝わったかは定かでない。追い縋すがろうとする海亀からするりと逃のがれて、ナメクジが校こう舎しやの方へと歩いていく。服の中に隠したナイフの位置を確たしかめて、頭を切り換かえた。

　途と中ちゆうの女子生徒に放送室の場所を聞いて、校舎へと向かう。通りかかった体育館が騒さわがしくなっていて、そろそろ倉くら科しな康こう一いちが到とう着ちやくしたのかと目を細める。倉科康一を狙ねらうなら、独どく演えん会かいの終わった直後だと考えていた。この後まで生きていたら、という条じよう件けんつきではあるが。

「まずは、目の前の仕事を一つずつこなす。……誠せい実じつさを大事にしながら」

　たこ焼き屋で教わった仕事の姿し勢せいを反はん芻すうしながら、ナメクジが教えてもらった入り口から校舎に入った。ナメクジは後のことを考えて、土足で廊ろう下かを歩く。放送室の手前は職しよく員いん室しつとあったので、教きよう師しに見み咎とがめられないように早足で駆かけ抜ぬけた。

　昼前だからか廊下の照明は灯っておらず、薄暗い。静けさと相まって冷たさが増ます。

　ナメクジは放送室に近づくにつれて警けい戒かいを強める。人目など意い識しきせずナイフを引き抜き、壁かべに身体からだをくっつけながら放送室の入り口を覗のぞきこんだ。

　放送室では、学校の生徒が椅い子すに座すわっていた。だがだらりと手が下に垂たれて、背せもたれに身体からだを預あずける姿し勢せいだった。死んではいないが、昏こん倒とうしているようだった。

　そんな真ま似ねをするのは、放送で自分を呼び出したやつしかいない。

　ナメクジがすぐに背はい後ごに振ふり向いて、その勢いきおいでなにも確かく認にんせずにナイフを振り回した。

　囮おとりで注意を引き、襲おそいかかるのは基き本ほん中ちゆうの基本だ。その鉄てつ則そくをまた、トンボも守っていた。背後に忍しのび寄よっていたトンボの一いち撃げきと、ナメクジのナイフが接せつ触しよくする。

　だが腕わん力りよくの差によって、トンボが一いつ瞬しゆんで競せり勝つ。ナメクジのナイフごと巻まき込こんで、縦たての軌き道どうを描えがくジュラルミンケースが頭部に迫せまる。ナメクジの背中に冷や汗あせが噴ふき出した。

　接触した部分を軸じくにして、ナメクジの身体がくの字に折れる。肘ひじを無理な角度で捻ひねってその一いち撃げきを紙かみ一ひと重えで避よけきった。ジュラルミンケースがナメクジの身体からだを削けずるようにして通つう過かし、廊ろう下かの床ゆかに叩たたきつけられる。

　その衝しよう撃げきを受けながら廊ろう下かを激はげしく転がって、トンボとの距きよ離りを取る。

　肘ひじを激しく痛いためながらも、それを表に出さないでナイフを構かまえて牽けん制せいした。

「来ました、ね。あの、殺さないと、ダメなんです。あなたみたいなのは、きっと」

　ナメクジはそれに取り合わない。仕事中の唇くちびるは基き本ほん、固かたく結ぶのが信しん条じようだった。

　正面からの競せり合いに不利を感じて、すぐ側の階かい段だんを駆かけ上がる。トンボも当然、それを追う。階段を駆け上がり、最上段から飛び降おりて突とつ撃げきする方法もあったが、迎げい撃げきされて終わる未来しか思い浮うかばなかったので中止した。

　二階に上がってから、階段より離はなれる。渡わたり廊下を全力で駆けて、トンボも追つい跡せきを続ける。トンボの方が速度はあり、ナメクジとの距離を次し第だいに詰つめていく。

　トンボの振ふり回すジュラルミンケースが、ナメクジの背せ中なかを掠かする。直線的な逃とう亡ぼうに限げん界かいを感じたナメクジは渡り廊下の窓まどガラスを開いて、窓の枠わくを摑つかむ。摑んだ反動でまた激しく肘を痛めて悲鳴が漏もれそうになるほどの衝撃を受けたが、歯を食いしばって堪たえた。その息苦しそうな形相のまま、身体を引っ張ぱって窓の外へ飛び出す。下の様子を一切確認せずに飛び降りた。

　直後、上ではジュラルミンケースと壁かべの激げき突とつする鈍にぶい音がした。ナメクジは足から地面に着地して、衝撃の痺しびれもなんのそのと走り出そうとする。だが猛もう烈れつになにかを叩たたく曇くもった音が聞こえてきて、ナメクジが急に立ち止まる。

　その方向をきつく睨にらんで、そこでお互たがいに激はげしいながらも目が合った。

　中学校の駐ちゆう車しや場じようには場ば違ちがいな高級車に乗って、後部座ざ席せきの窓まどガラスを叩たたく猪い狩かり友ゆ梨り乃のの姿すがたが見えたのだ。ナメクジは瞬しゆん時じに判はん断だんして、走る方向を変える。車の後部へ一直線だった。

　周辺を暢のん気きに歩いていた生徒たちは、突とつ如じよ飛び降おりてきたナメクジに右みぎ腕うでの部分も含ふくめてなにごとかと目を丸くしているが、そうした周りの注目を気にしている余よ裕ゆうはなかった。

　猪狩友梨乃は横に同乗する誰だれかの手に身体を押おさえられたが、それを振ふりほどいて、一いつ心しん不ふ乱らんにドアの鍵かぎを開ける。ナメクジはナイフで窓を貫つらぬくのを取り止めて、扉とびらを勢いきおいよく開けた。

　猪狩友梨乃が、後ろの男に拘こう束そくされながらも泣き笑いで出で迎むかえる。

「麻ま衣いさん！」

　ナメクジは歯を食いしばったまま、猪狩友梨乃を無む視ししてナイフを突き出す。それは猪狩友梨乃の顔の横を通つう過かし、背はい後ごで拘束していたお目付役の喉のどを正せい確かくに貫いた。男の身体が拘束の影えい響きようもあって元より後ろに傾かたむいていて、車の後部ガラス側を通してはその殺害の瞬間を周辺の人間が見ることができないのを含めてのためらいのなさだった。

　傷きずこそ負わなかったものの、真横の空間をナイフが貫いたことで猪狩友梨乃の笑顔が固まる。

「相変わらず、ご容よう赦しやないみたいで」

「これ！」

　ナメクジが後ろを気にしながら、たこ焼き屋でくすねてきた小こ瓶びんを突つき出す。

「はい？」

　取り敢あえず受け取ったという感じだった。だが、ナメクジは口頭で説明はしない。

　そんな余よ裕ゆうはなく、必要もない。

　猪い狩かり友ゆ梨り乃のが心を読むことのできる人間だからこそ、それを託たくしたのだ。

「はい！」

　察した猪狩友梨乃の快かい活かつな返事にナメクジが意い識しきせずに笑みを返す。そしてすぐさま車から飛び出した。それと同時に車にジュラルミンケースを叩たたきつけようとするトンボの姿すがたを睨にらんだ。

　トンボの淀よどんだ目が、飛び出すナメクジを捉とらえる。

　ナメクジはためらいなく身を翻ひるがえし、後方へ走り出した。
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　海うみ亀がめの言うとおり、逃にげるべきだったかなぁと今いま更さらに後こう悔かいしかける。

　倉くら科しな康こう一いちが教きよう師しに連れられて体育館に入った後、ほどなくしてあの隻せき腕わんの殺し屋がやってきた。あいつがナメクジだったのかと理り解かいしたはいいが、それからなぜか二階の渡わたり廊ろう下かから飛び降おりるやつを見たことから、そんなことを思った。ナメクジが窓まどをガラリと開けて、下を一切確かく認にんせずに飛び降りてきた。着地した後、倉科康一の乗ってきた車になにかを感じたように飛びこむ。中でなにか騒さわいだ後、すぐに飛び出した。

　一連の行動の間に、渡り廊下から二人目が飛び降りてきていた。鈴すず木きさんだった。あの女を追いかけて、そのまま二人で剣けん道どう場じようの方へと走っていった。目もく撃げき者しや全員を、圧倒させて。

「鈴木さんがあの女を狙ねらっている、のか？　お、お、お？」

　ボコボコになった車の後こう部ぶ座ざ席せきから猪狩友梨乃が飛び出してきた。小瓶のようなものを摑つかみながら、二人を追いかけるつもりみたいだ。車の中に目付役がいるだろうに、そいつが制せい止しすることもない。ひょっとして、ぶっ殺したのかな。あの女が乗りこんだとき、数秒の間に。怖こわくて確認できない。倉科康一は間が悪いのか、運がいいのかよく分からないな。

「っと、いけね。動かないと」

　いつまでも見物しているわけにいかない。あの女が大暴れしながら剣道場に向かった今こそ、先に巣す鴨がもを見つける絶ぜつ好こうの機会だ。いやむしろ、と気づく。俺おれも校内放送で巣鴨を呼よび出せばいいのだ。なんで人にアドバイスしておいて気づかなかったのだろうと、愚おろかさを恥はじる。

　しかもその愚ぐ行こうの代だい償しようは、やたら派は手でに訪おとずれる。

「ぐぇっ」

　喉のどの潰つぶれる悲鳴が漏もれ出た。

　正面からやってくる人ひと影かげは清し水みずの爺じいさん。見かけた瞬しゆん間かんに逃げようとして向いた右手側、校こう舎しやの渡わたり廊ろう下かの下をくぐるのはカワセミ。そして正門の方からやって来たのが、白シロヤギさん。おいおい、ちょっと待った。

　明らかに、俺おれめがけて歩いてきているではないか。三人とも、なにその半笑い。

　どの方角も逃にげられない。正せい確かくには逃げたくない。

　清し水みず老人のいる方は論ろん外がいだが、カワセミと白ヤギさんもいかんせん、完全に信用できない。強しいて選ぶなら白ヤギさんだが、あの人にくっつくということは、巣す鴨がも送りに処しよされる可か能のう性せいもあるということを忘わすれてはならない。巣鴨送りは、地下送りなみの罰ばつであると断だん言げんする。

　じりじりと近ちか寄よってきた三人が、やはり俺を囲んでくる。三角形を描えがいて俺を包囲する。恐おそらく俺がいっぱしの殺し屋だったら、涙なみだも引っ込こんで天国に行けることを祈いのる場面なんだろう。

「いやはは、偶ぐう然ぜんだなぁ」

「ほんと、こういう巡めぐり合わせは大事にしたいですね」

「人間、長く生きているとこんなこともあるんだなぁ」

　三人がそれぞれ、和やかに談笑する。ように見せかけてきた。

「みなさんなんで、すっごい棒ぼう読よみなんですか？」

　三人とも、すっげぇ爽さわやかな笑顔を向けるだけでなにも言わない。怖こわい。そして清せい涼りよう感かん溢あふれる笑顔なのはいいけど、まったく同じ表ひよう情じようなのはどういうわけだ。三つ子かお前ら。

「あ、そうだー、実は耳寄りな話があったんです」

　白ヤギさんがいかにも面めん倒どうそうに話を振ふって、手を適てき当とうに叩たたく。いやむしろ、指を掠かすめただけで叩けていない。

「きみの人生を僕ぼくたちが劇げき的てきに変えてあげるよー。あと、こおりタイプってなにが効きくのかな」

「は？　え、はぁ、ほのお？」

「よーし少年、乗りかかった船だ。私たちできみをプロデュースしてあげよう」

「え、あの。どんな流れ？　というか、プロデュースってなに？」

　オメーらそういう仕事じゃねーから。

　あまりに強引な話題の振り方に、なにか大いなる操あやつり糸の存そん在ざいを感じる。

　カワセミ、白ヤギ、清水爺じいさんの三人が俺の腕うでを摑つかむ。逃がさないぞ、とばかりに。

　こんな面めん子つのかごめかごめは、死んでも嫌いやだ。
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　ナメクジは正面に発見した剣けん道どう場じようへ、全力で駆かけた。既すでに息は上がってきているが、死ぬよりは苦しい方がマシだと自らを鼓こ舞ぶする。体育館と剣けん道どう場じようの狭はざ間まにある駐ちゆう輪りん場じように一いつ瞬しゆんだけ目をやった後、道場の扉とびらを摑つかむ。だが使用していない道場は当然、鍵かぎがかかっている。

　それを引いて固い手て応ごたえを感じた直後、ナメクジはヤバイかと振り向く。

　その予感の通り、既すでにトンボが迫せまってきていた。だがナメクジは敢あえてその場に留とどまる。そしてトンボがジュラルミンケースを振ふり回した瞬しゆん間かん、座すわりこむように屈かがんでそれを避よけた。

　背はい後ごの道場の扉が、その一いち撃げきで容易たやすく吹ふっ飛ぶ。マンションの扉を力ちから尽づくで開けたとき同様に。ナメクジの狙ねらい通りではあったが、その破は壊かい力りよくに肝きもを冷やす。食らったらちぎれそうだ。

「うぉおおおい！　お前、はしゃぎすぎだろー！　なにやってんだよー！」

　その轟ごう音おんに反はん応のうして、叫さけんで注意してきたのはたこ焼き屋の娘むすめだった。屋台から顔を出して、トンボの蛮ばん勇ゆうを叱しかる。そのドスの利きいた叫さけびを受けて小心のトンボはなんと、その場から逃にげ出した。しかしナメクジを見み逃のがすはずがなく、道場を迂う回かいして人目につかない場所から入るつもりのようだった。だがこれで、時間は稼かせげる。

　助かった。改めて恩おん人じんとなったたこ焼き屋の娘に、声はないながらも感かん謝しやする。

　道場に礼もせず飛びこんだナメクジは、そこで壁かべの上にあって手の届とどかない位置にある大きな換かん気き用ようの窓まどと、それを開けるためのレバーを発見する。そのレバーを摑んで、必死に回す。すべての窓がゆっくりと、連動して開いていく。その緩かん慢まんさに焦じれったくなりながら、トンボが来るまでの僅わずかな間をすべて、その行動に注いだ。

　半なかばまで開けた頃ころ、トンボが別の入り口から道場へ乗りこんできた。外へ直ちよく接せつ繫つながっている扉を破壊して飛びこんできたトンボを見て、ナメクジがレバーから手を離はなす。トンボはそのレバーに気づいたが、それがなにを意味するのかは理り解かいできなかった。それよりもナメクジと、そのナイフに注目する方がよっぽど優ゆう先せんするべきだと捉とらえたようだった。

　三度、ナメクジとトンボが距きよ離りを詰つめる。だがナメクジは自ら攻こう撃げきに出ることができない。それではすべて捌さばかれると、ここまでの結果から判はん断だんしていた。技ぎ量りようと純じゆん粋すいな身しん体たい能のう力りよくの差はあまりに大きく、幸運でも埋うめられない。その絶ぜつ望ぼう感かんに、ナメクジがつい笑ってしまう。

　一方のトンボはずんずんと近づいてくる。ナメクジに手が届とどく範はん囲いまで来た瞬間、遠えん慮りよなくジュラルミンケースを振りかぶって構かまえた。攻撃の軌き道どうは単たん純じゆんながら、ナメクジはそれを受け止めることができないため、回かい避ひするしかない。その回避行動を、トンボは狙ねらっていた。

　身体を沈しずみ込ませる、反撃を伴ともなうナメクジ独どく自じの回避。だがそれを披ひ露ろうするのは三度目であり、トンボが見み慣なれたように急速な反はん応のうを取る。その動きにナメクジは頭部が冷えきり、悪お寒かんが背せ筋すじを襲おそったが既すでに行動を変えることはできなかった。

　トンボがジュラルミンケースの右と左を敢あえてぶつけて、軌道修正を図る。おはじきのようにぶつかって進しん路ろ変へん更こうしたジュラルミンケースが、袈け裟さ切ぎりのようにナメクジを襲おそう。

　遂ついにそれを避けきることができず、ナメクジの胴どう体たい正面にジュラルミンケースが直撃した。ナメクジはそれだけで意い識しきをほとんど持っていかれて、軽々と吹っ飛んでバウンドした。

　床ゆかにトランポリンでも仕し込こんでいたように、ナメクジが跳はね飛んだ。

　そのまま飛んだ先には壁があり、頭と背せ中なかを激はげしくぶつけながらもようやく跳ねるのが終わる。こみ上げるものを吐はき出さないよう堪こらえるが、健けん闘とう虚むなしく、血と胃い液えきの混まじったものが派は手でに口から噴ふき出た。胴どう体たいに穴あなでもできたような喪そう失しつ感かんに、意い識しきが幾いく度ども飛びそうになる。

　服と共に肌はだもちぎれたのか、出血まで感じ始めていた。

　肺はいから空気が吐はき出されて、息苦しさに猛もう烈れつに噎むせる。不幸中の幸いなのは、そうして噎せこむことで気き絶ぜつを免まぬがれたことだった。壁かべに背せをつけて、足を伸のばしてへたりこんだナメクジは、霞かすんだ目でぼんやりと、天てん井じようを仰あおぎ見た。

　それから、その目の焦しよう点てんを合わせないまま、結んでいた唇くちびるを開く。

「ねぇ、あんたさぁ……ちょっと聞きたかったんだけど」

　トンボが警けい戒かいしながらも、ナメクジの声に耳を傾かたむける。ナメクジはそれを見て取り、続けた。

「昨日から、私になにが言いたかったわけ？　殺す前に言っておいてよ、そうしないとなんにも答えられないし。死体と話しても楽しくないと思う」

　ナメクジは淀よどみなく喋しやべるが、まるで別のことを考えているように上うわの空な印象があった。

　トンボは本人の性せい格かく故ゆえにそれを悟さとることができないまま、話に乗る。

「ど、どうしてそんな、簡かん単たんに刃物を、振ふるんですか。危あぶない、のに、人が死ぬ、のに」

　トンボが唾つばを飛ばしながらナメクジに憤いきどおる。その自分勝手な主しゆ張ちように普ふ段だんのナメクジなら怒いかりを露あらわにするが、今はもごもごと、口を少し動かすだけだった。それを見て、トンボが距きよ離りを詰つめる。鬱うつ憤ぷんでも溜たまっていたのか、ナメクジに対して自分の意見をぶつけてくる。

「生きものも、人も、死ぬために生きてないん、です。それを、殺すなんて。許ゆるされ、ない。人殺しは、みんな、死ぬべきなんです。だから、人殺しを、殺したいから、人殺しに、なって」

「………………………………………」

「でも、間ま違ちがっていた。人なんか、どうやっても、殺しちゃ、いけなかった」

「………………………………………」

　ナメクジの唇は微かすかに動くが、声は出ない。呼こ吸きゆうも段々と大人おとなしくなっていた。

　ただその小さな唇の動きが、トンボを引きつけて距離を詰める要よう因いんとなっていた。ナメクジは敢あえて聞き取りづらいように、しかしなにかを反はん論ろんしているように見せかけていた。

「スーパーの、食べ物と、一いつ緒しよなんです。殺し屋は、人を、カニにしか見ていない。生きていて、そこで、生きていて。でも、食べる。食べるために買って、お金が動いて。なにも食べさせて、くれなくて、あんなところに、放っておかれて。一緒くたに、することが、間違い」

　後半は感極まり、聞いている者になにを言いたいのか伝えようとする気が失せていた。トンボがぐしゅぐしゅと鼻水を垂たれ流し、万ばん感かんを込こめたようにその一言を、後こう悔かいを吐き出す。

「本当は、誰だれも殺したくなかった、のに」

　トンボが涙なみだ声ごえで、それを切々と訴うつたえる。

「……のなぁ」

　それまで黙だまって聞いていたナメクジが、聞き捨ずてならないとばかりに反はん応のうした。

　トンボが涙目で耳を傾けるのを見て、ナメクジが鼻で笑う。

「バカじゃねぇの」

　意い識しきを取り戻もどしたように、ナメクジの目に光が宿る。

　姿し勢せいはそのままながら背せ筋すじが伸のびて、胸むねを張はった。

　トンボを言葉だけで押おし返すように、大声を張り上げる。

「本当は殺したくなんかなかった？　じゃあどうして殺した。本当に嫌いやならどうして命を懸かけてでも反はん抗こうしなかった！　それができなかった時点で、お前は永えい遠えんに人殺しだ。お前が償つぐなえることなんかなにもないし、言っていいことじゃないんだよ！」

　叫さけぶ度に、ナメクジの目から涙が溢あふれた。打だ撲ぼくした箇か所しよが息を吸すうだけでも痛いたむ状じよう況きようなのだ。だがナメクジは必死に息を吸い、吐はき、トンボの価か値ち観かんすべてを否ひ定ていする。

「私は否定しない！　自分の行いを、殺意を！　今までも、これからも！　人を殺して生きる！　巣す鴨がもを殺すために、みんな殺す！　そんな私とあんたは同じ、ただの人殺しなんだよ！　どの面つら下げて善ぜん人にんぶってんだ、お前は、食われるのを待つだけのカニ以下だ！」

　ナメクジが挑ちよう発はつするように、トンボを激はげしく煽あおる。トンボは頰ほおを紅こう潮ちようさせて、腕うでを震ふるわせる。怒いかりに身を焦こがすという表ひよう現げんの象しよう徴ちようのようだった。ジュラルミンケースを振ふりかぶりながら、口もとがわなわなと微び震しんする。どう反はん論ろんし、どう潰つぶし、どう殺すかを贅ぜい沢たくに悩なやむように。

　だが、その直後。

　トンボに、真っ黒な液えき体たいが降ふりかかる。

　空からの完全な不意打ちだった。トンボ自身、なにが起きているかも、それに伴ともなうものも、痛みもなにもない。熱くなった頭に冷えた水をかけられたように、へぇだのなんだの、マヌケな声が漏もれる。しかしそれも、あっという間に焼き尽つくされるような混こん乱らんで埋うめ尽つくされる。

　それが降ってきたのは、窓まどからだった。ナメクジが必死にレバーを回していた、あの窓だ。その窓の隙すき間まから落下してきた小こ瓶びんは蓋ふたが外れていて、中身が外にすべてこぼれ出す。その真っ黒な液体が、トンボの顔に注がれた。ナメクジが猪い狩かり友ゆ梨り乃のに渡わたしたあの瓶だった。

　音もなく、ナメクジの主しゆ張ちように猛たけっていたトンボはそれを咄とつ嗟さに防ふせぐことができなかった。ばしゃりと降り注いだそれが眼がん球きゆうに染しみ渡り、トンボが金かな切きり声の悲鳴を上げる。

　その絶ぜつ叫きようを反はん撃げきの引き金がねとして、ナメクジが飛び跳はねた。

　胴どう体たいの切り傷きずから出血を迸ほとばしらせて、その体内から生温いものが抜ぬけ出す感覚に鳥とり肌はだを立たせながらも、ナメクジは歯を食いしばって口を噤つぐむ。痛つう烈れつな一撃を頂ちよう戴だいしたその胴体が重おも荷にとなっているようで、動きは普ふ段だんよりずっと鈍にぶい。足で上半身を引きずるような重苦しさだった。

　トンボの方は目を塞ふさがれながらも選んだ行動として、独楽こまのように回転し始める。ジュラルミンケースを横に振り回すことで、ナメクジを近づけさせないように試こころみた。醬油が下へと流れて目が少しでも見えるまで、時間を稼かせぐつもりなのだろう。ナメクジがこの千せん載ざい一いち遇ぐうの機を逃にがさず、勢いきおいよく突っ込こんでくることも計算に含ふくめての回転だった。

　その見通しは正しく、ナメクジは一直線に突とつ撃げきしてきていた。そのままいけばナメクジの肩かたから頭を横に薙なぎ払はらい、吹ふき飛ばすことも間近だった。

　だが。

　かくん、と。

　左ひだり腕うでを先頭にしてあり得ない角度に、急きゆう降こう下かするように沈しずむナメクジはジュラルミンケースの真下に潜もぐりこむような形で、それを避よけきる。魔ま球きゆうが打者のバットを避けるような、不ふ可か思し議ぎな軌き道どうで。眼がん前ぜんを駆かけ抜ぬける銀色のケースにも一切ひるまず、倒たおれこむ寸すん前ぜん、回転の合間を見切って左手のナイフを跳はね上げた。

　その刃がトンボの喉のど元もとから顎あごにかけてを、滝たき上のぼりのように切り裂さいた。

　目を塞ふさがれたトンボには、なにが起きたのかを理り解かいすることができない。

　訪おとずれる激げき痛つうと恐きよう怖ふを、暗くら闇やみの中で味わうことしかできなかった。

　起き上がったナメクジは更さらに一切の加か減げんなくトンボの脇わき腹ばらを突つき刺さし、中で刃を捻ひねった。

　トンボの内ない臓ぞうをえぐり倒たおして、更に引き抜ぬいた後は髪かみを摑つかんで俯うつぶせに叩たたきつける。顔面を床ゆかに押おしつけてジュラルミンケースを振ふり回しようがない姿し勢せいにしてから、その首にナイフを突き立てて、そこでナメクジの方も力ちから尽つきたように倒たおれた。

　受け身を取れずに顎を打ちながらも、ナメクジはトンボの死を確かく認にんして、その成果に笑う。

「以心伝心の一方通行も、それなりに役立つ、もんだ」

　事前に作戦を打ち合わせしなくても、状じよう況きように応おうじて指し示じを送ることができる。

　ナメクジは喋しやべっている最中もずっと、心中で呼よびかけていたのだ。

　心を読み取れる相手に、その場で発見した不意打ちの方法を。

　震ふるえながらもナメクジが起き上がる。息は上がりきって、目も霞かすんでいた。

「これが不意打ちソースビーム……って、懐なつかしいなぁ。すぎる、懐かしものすぎる」

　ナメクジが泣き笑いのような顔になる。だが投げだされた小こ瓶びんを拾って、「違ちがう」と呟つぶやく。

「これソースじゃなくて醬しよう油ゆの瓶だったのか。じゃあ、醬油光線だな」

　悪かった噓うそをついた、とナメクジが日本風に言い直して死体に謝あやまる。

「それに食べ物を粗そ末まつに扱あつかった。その点については反省している、ごめんなさい」

　しかし舌したの根が乾かわくより早く、トンボを罵ば倒とうした。

「殺し合っている最中に、無意味に口開くバカがいるか」

　死体とだけ喋ればいいんだよ、人殺しなんて。

　と、ナメクジが悪あく態たいをついたところで電話が鳴る。自分の電話ではなく、トンボのもののようだった。転がして、服の内側で震ふるえる電話を引っ張ぱり出す。ナメクジはその電話に出た。

「はい」

『あら？　随ずい分ぶんと声変わりした……って、んなわけねぇな。ナメクジちゃん？』

「そう」

　ナイフの柄えに足を置き、刃を死体に押おし込こみながらナメクジが無愛想に答える。

　電話してきた相手は、ナメクジに仕事を斡あつ旋せんしている男だった。

『つーことはあいつ、逆ぎやくに殺されたわけか。マジかよ、お前なんでそんな強いの？』

「知るか。こいつがバカみたいに油ゆ断だんするのが悪い」

『それは仕方ないねー。そいつバカだもの』

　男が愉ゆ快かいそうに、けたたましく笑う。ナメクジはその笑い声が止むのを待つ間、何度か意い識しきが緩ゆるんでその場に崩くずれ落ちそうになる。その度、男の笑い声に引き上げられるのが癪しやくだった。

「一いち応おう聞くけど、私を殺す依い頼らいは何なん件けん来てるの？」

『お、自分のやったことに自覚はあるわけね』

「まぁね」

『はしゃぎすぎちゃったからねぇ。どっかの会場で大おお暴あばれしたんだろ？　そこで大ケガさせられた金持ちの報ほう復ふくとして、ナメクジちゃん殺しの依頼がバンバンですよ』

　そんなことだろうと思っていた。あの会場で殺し損そこねたことを、またも悔くやむ。

　巣す鴨がもを殺したいだけなのに面めん倒どう事ごとが増ふえるなんて。

　込こみ上げる怒いかりに歯を食いしばる。と、途と端たんに膝ひざが折れて、ナメクジが倒たおれこむ。

『と言っても俺おれんとこはトンボが殺されちまったからなぁ。こういう依い頼らいは余よ所そに回すしかないね。あーあー、これからどうすっかなぁ。あいつがウチでは一番強かったんだぜ。でもあいつの世話から解かい放ほうされたのは悪くね……って、聞いてる？　愚ぐ痴ちを聞いちゃおうぜー』

　数秒、意識を失っていたナメクジが目を開く。そして寝ね転ころんだまま道場の天てん井じようと、開いた窓まどを見上げてもごもごと口を動かす。

「なるほど、高い」

　ここを上るのは時間がかかるだろう。トンボと喋しやべっている間中、まだかと内心焦あせっていたのだが時間がかかることに納なつ得とくした。ひぃこらと四苦八苦しながら壁かべを上る猪い狩かり友ゆ梨り乃のの姿すがたを想そう像ぞうして、ナメクジは少しだけ愉ゆ快かいな面おも持もちになっていた。

　鳴り続ける目覚ましでも探さがすような手つきで携けい帯たい電でん話わを拾い、耳に添そえる。電話の向こうでは男が脈絡のない小話を始めていた。

『こないだ遺い跡せき観かん光こうツアーに参加してきたんだけどさ、ほら現げん人じん類るいの始し祖そが住んでたっつービル群ぐんとこ。行ったわけよ、でも見るもんなくて参っちゃうよな。なんか猫ねこがいっぱい住んでいたけど、ああいう動物嫌きらいだしさ。飯もイマイチだったし、なにより若わかい子ほとんどいねーの』

「……あ、そう。確かにあそこは、猫の楽園みたいになってるけどね」

『やっと返事があったぜ。なんかあった？　トンボゾンビに背はい後ごから襲おそわれた？』

「なんでもない。ちょっと倒れただけ」

　血ち塗まみれのトンボに添い寝ねするような形のまま、平然とした顔でナメクジが答える。立ち上がろうとしても、左手が携帯電話を持って塞ふさがっているため融ゆう通ずうが利ききづらい。

『おいおい大だい丈じよう夫ぶかよ。あ、大丈夫じゃダメなんだけどな。わははは』

「あんまり大きな声で笑わないで。耳痛いたいから」

『そのまま死んでくれたら一いち応おう、依い頼らい達たつ成せいなんだけど。どう、逝いけそう？』

「ふざけんな」

　巣す鴨がもをこの手で八つ裂ざきに、バラッバラにするまで、死ねるか。

　憎ぞう悪おに満ちた決意がナメクジに活力を生む。電話を床ゆかに押おしつけながら起き上がり、よろめきつつも立ち上がる。奥おく歯ばの更さらに奥から、嚙かみしめる前に血が溢あふれ出した。

　ぬるりと、鉄の味が舌したを覆おおう。

『あらら、元気いっぱい。丁度いいや、今の内にナメクジちゃんのご冥めい福ふくを祈いのっておくよ』

「あぁ？　勝手に殺すな。誰だれが相手でも返り討うちにしてやる」

　ナメクジなりに虚きよ勢せいを張はるが、鼻で笑われるだけだった。

『無理だろ。今回はただ強いやつだったからなんとかなったみてーだけどさ。超ちよう能のう力りよく者しやに話が通って狙ねらわれたら、ナメクジちゃんじゃあどうしようもない。ひとたまりもない、ってやつ』

「………………………………………」

『普ふ通つうの殺し屋と超能力持ってるやつはさ、種類が違ちがうね。車と飛行機ぐらい違う。乗り物でさぁ、便利だけどさぁ。やーっぱ、敵かなわないとこがあんだよ』

「知ってる。だけど、そんなことを言っていたやつも結局死んだよ」

　カエルの顔を思い返す。それと同時に死んだ、ヘビの顔も横に浮うかんでいた。

　超能力者だろうと、死なない人間はいない。

　巣鴨だって、きっと。

『ま、諦あきらめてくれぃ。俺おれ、きみのことちょー愛してるけどどうにもなんないよー』

　軽けい薄はくな噓うそを締しめとして、電話が切れる。電話を床に叩たたきつけてから、ナメクジが顔を上げた。

　前へ進もうとする。目的とする場所はなく、しかし抗あらがおうと足を動かす。

　だがすぐに足がもつれて、受け身も取れないまま転てん倒とうしかけた。

　その倒れそうになった身体からだを、誰かに抱だき留とめられる。

　反はん射しや的てきに突つき飛ばして距きよ離りを取ろうと腕うでが動いたが、その前に髪かみを撫なでられる。

「お疲つかれさまでした、麻ま衣いさん」

　声に聞き覚えがあって、腕が自然に下りる。

　また名前で呼よんだことを訂てい正せいさせようかと思ったが、その前に全身の力が抜ぬけてしまう。

　まぁなんでもいい。今はただ眠ねむい。

　ナメクジは抗あらがわず目を閉とじて、安らかとは言い難がたい寝ね息いきを立て始めた。
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「わっぷ。なんスか、なん、っぷ」

　ぬるぬるしたものを塗ぬりたくられたと思ったら、次は白い粉だった。うぇ、口に入った。

「おしろいです。あなたの場合、少しでも肌はだを白くした方がいいでしょう」

　メイク担たん当とう（？）の白シロヤギさんが粉をばふばふと上うわ塗ぬりしてくる。喋しやべると粉を飲みこんでしまうので口を噤つぐんで、されるがままになる。顔も白くなっていくが、頭の方もとっくに白い。

　カワセミの普ふ段だんかぶっているカツラを、シラサギから白ヤギさん経けい由ゆでなぜか借り受けた。

「この後は台詞せりふの収しゆう録ろくもありますので、少し急ぎます」

「……ッス」

　この三人が持ちかけた『耳みみ寄よりなお話』に、俺おれは賛さん同どうした。

　凄すごく大それたことを考えて、しかもそれを提てい案あんしてくるその影かげには巣す鴨がもがいるのだろう。

　あいつがなにを考えて、俺にこの三人を遣つかわしたかは分からない。

　失敗したら目もあてられない。間ま違ちがいなく、死ぬ。よくて檻おりの中で永えい遠えんに飼かわれる。

　……だけど。

　猪い狩かり友ゆ梨り乃のの言ったことを思い出す。

　俺に足りないものは理想を追う勇気だと。

　何者にも屈くつしない勇気は、すべてに怯おびえ竦すくむ恐きよう怖ふから生まれる。

　少なくとも、俺には底の見えないほどの恐怖が常つねに渦うず巻まいている。

　ならばそこに勇気を見出そうとする必要が、あるのではないだろうか。

　たとえ自分の理想のために、他人の現げん実じつを脅おびやかすのだとしても。

　文化祭には使われていない教室に勝手に入りこんで、そこでそのための用意をしていた。主に俺の化け粧しようとか、衣い装しよう合あわせでなんだかテレビ番組に出しゆつ演えんする前の準じゆん備びみたいだった。

　俺たちから少し離はなれて、カワセミと清し水みずの爺じいさんが話し込こんでいる。どうも顔見知りらしい。清水の爺さんには恨うらみがそれなりにあるので一発ぐらいは殴なぐりたいところだが、絶ぜつ対たいに無理なので潔いさぎよく諦あきらめた。こだわるのはシラサギのことだけでいい。

「私たち三人が協力しあうなんて、これが最初で最後だろうな」

「だね。殺し屋って就しゆう職しよくしてからの平へい均きん寿じゆ命みようは三年ぐらいだし、次を迎むかえる前に全員死ぬだろうね。僕ぼくらご長ちよう寿じゆさんだし」

　ハムスターみたいな連中だな。確たしかに俺の出会った殺し屋はバッタバッタと死んでいったが。

　生き残っているのはこの三人と、あのマイマイだけだ。

「手て筈はずは了りよう解かいしたけど、格かつ好こうはどうする？　あのままじゃあちょっと印象薄うすいな」

　俺を見て、カワセミが服ふく装そうに異い議ぎを唱える。確かに、これじゃあなぁ。着古した普ふ段だん着ぎだし。

「こういうときは着物なんてどうでしょう」

　白ヤギさんが自分の趣しゆ味みを全開にして提案する。カワセミがそれを一いつ蹴しゆうした。

「着物なんてダメだよ、演えん歌か歌か手しゆの登場みたいに思われる」

「そうそう。ここはやはり、私のような格好が一番だね。動きやすい」

「作さ務む衣えはないわー。ないわー」

　今度は白シロヤギさんが清し水みずの爺じいさんを否ひ定ていした。ちなみにこの爺さん、ミミズという通り名らしい。どうしてミミズかと聞いたら、『清水に似にているから』と教えてくれた。なんだそりゃ。

「となると僕ぼくしかないな。やっぱり白だよ、白いの」

　なんでこいつらの服ふく装そうを真ま似ねる方向でしか、話が進まないんだ。この人たちは俺おれを殺し屋二号としてデビューさせたいのだろうか。すっかり文化祭気分で盛もり上がっているな。

　その後もあーだこーだと自分の服を推おす連中の横で小さくなりながら、ジッと待つ。

　左手の握にぎりこぶしを何度も足に載のせて、どうかなりそうな気を落ち着かせる。

　どれだけの尽じん力りよくがあろうとも。

　巣す鴨がもが裏うらでどういう風に動いても。

　結果を正面から受け取ることになるのは、俺。

　これから始まることの主役は、俺なのだ。
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　鹿しか川がわ成なる実みがこそこそと体育館に向かって、まず驚きよう愕がくしたのは昇しよう降こう口ぐちでのことだった。

「おわ。なにこの大人おとなたち」

　体育館の昇降口は多数の、学校関係者や生徒の親族と思いがたい大人おとなたちでごった返していた。靴くつを脱ぬぐのも一手間かかりそうである。割わりこむこともできず、大人しく順番を待った。

　倉くら科しな康こう一いちの独どく演えん会かい。そこでナメクジがなにかするのではないかと思い、怖こわいもの見たさの面もあってやって来てみた。それに生徒は全員集合という話でもあり、サボる気はなかった。

　成実はここに来る前、駐ちゆう車しや場じようで巣鴨と出会っていた。巣鴨は車に乗りこむところだった。

『かもちんはくらこーのやつ聞いていかないの？』

『ちょっと行くところがあるの。じゃーねー』

　相も変わらず自じ由ゆう奔ほん放ぽうに去っていく巣鴨を、成実は少し羨うらやましく感じた。

　なんの悩なやみもなさそうに見えたからである。

　長々と無む益えきに立ち惚ほうけて、ようやく靴を脱ぐ順番が回ってくる。入り口では担たん当とうの生徒たちが、土足を入れるためのビニール袋ぶくろを配っている。成実はそれを受け取り、靴を入れて体育館に上がった。体育館の中を覗のぞいて、成実はまたも驚おどろく。

　ごった返した大人は氷山の一いつ角かくにすぎなかった。本来の中学校の生徒よりずっと多い大人たちが体育館を狭せまく感じさせるほどひしめき合っている。親族用に用意したパイプ椅い子すの数はとても足りなくて、立ち見の大人が壁かべに沿そって並ならぶさまはどこか気味の悪いものだった。

　館内の熱気も、肌はだ寒ざむい外とは大きく異ことなる粘ねん着ちやく質しつなものを感じた。

　同じ部活の仲間を発見して、成実がそこに紛まぎれて留とどまる。適てき当とうに列を作って並びながら待つ間も、時計の針はりはどんどんと進んでいく。

　なにかが起きる予兆はない。

　ナメクジの姿すがたは影かげも形もなかった。

　何事もなく前説も終しゆう了りようして、倉くら科しな康こう一いちがその姿すがたを見せる。沸わきすぎて耳が割われそうなほどうるさい大人おとなたちにたおやかな笑みを返す中ちゆう年ねん男だん性せいは、立りつ派ぱなカメレオン面づらだった。

　倉科康一が壇だん上じように上る。成実はキョロキョロと忙せわしないが、なにも見つからない。

　結局、なにも起こらないのか？

　だが、しかし。

　ゆっくりと全体を見み渡わたした後、倉科康一がその第一声を発しようとした、瞬しゆん間かん。

『騙だまされるな！』

　倉科康一の声をかき消す波は紋もんのように、もう一つの声が会場内を鋭するどく駆かけ抜ぬける。

　奇き妙みようなことにその若わかい声は、それぞれの人の『内側』から聞こえてきたものだった。

　その非ひ常じよう識しきな反はん響きようが倉科康一を含ふくめて、全員の動きを一時的に止める。

　やがて、後ろの席に座すわっていた人間からその来らい訪ほう者しやの存そん在ざいに気づく。

　波が届とどくように前方の席まで、その注目が広がりきった。

　倉科康一を信望する大人たちは訝いぶかしみ、学校関係者は目を疑うたがう。

　いつの間にか最さい後こう尾びに立って正面から壇上を見み据すえる、真っ白な少年の姿に、成なる実みを含めた同級生たちの目が覆おおい尽つくされた。
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　借り受けた白はく髪はつのカツラ。

　化け粧しようで際きわ立だたせた真っ白の肌はだ。

　十一月に着こなすのは少し厳きびしい、隙すき間まだらけの白しろ装しよう束ぞく。

　塗ぬり直したニスでテカテカと輝かがやく、冷たい床ゆかを踏ふむのは素す足あし。

　そうですこの格かつ好こう、誰だれの意見が一番採さい用ようされたかは想そう像ぞうにお任まかせします。

　そんな俺おれは五い十か川がわ石と竜か子げです。

　包帯も新品に取り替かえてきた。そして瞳ひとみの色は、今はまだ標ひよう準じゆんだ。

『私の内なる声が皆みなさんに届とどいたようで、なによりです』

　あらかじめ吹ふき込こんでおいた台詞せりふが、白シロヤギさんによって順調に再さい生せいされる。

　それが俺の声であると。奇き跡せきの力であると誤ご解かいしてくれるように、笑顔を振ふりまく。

　同級生や教きよう師しもそうだが、信者の方のざわめきと困こん惑わくが突つき刺ささるようだ。それと、倉くら科しな康こう一いち。表立っての取り乱みだしは見せないものの、演えん説ぜつは再さい開かいしない。なんでこいつが、という雰ふん囲い気きだ。けどな、俺は本来ここの生徒なんだ。こんなところまででしゃばる、あんたの方が変だ。

　あんたをそこから、弾はじき出してやる。

　歩き出す。壇だん上じようへ、真っ直ぐ。倉科康一が通り、そして帰るはずだった花道を。

　近づこうとしたのを機に、倉科康一が動く。目だけで入り口周辺に控ひかえさせていた配下に指し示じする。教きよう団だんの信者らしき数人が動いて、俺を押おさえつけようとしてきた。

　だが俺に摑つかみかかった瞬しゆん間かん、目の色を深しん紅くへと変化させる。

　更さらに今回は『ひゅぃぃぃぃぃ』と空気を切り裂さくような、変へん貌ぼうの効こう果か音おんつきだった。

　まるでそれに応おうじたように、そいつらの人差し指が一いつ斉せいに回転し始める。

　意い識しきしていないと、俺まで驚おどろきそうになる高速の回転だ。物ぶつ理り法ほう則そくごとねじ曲げているように、人差し指だけがぎゅるぎゅるとスピンして、肉と皮がぶちぶちとちぎれていく。

　その激げき痛つうと超ちよう常じよう現げん象しように苛さいなまれて、とても立っていられないのだろう。全員、俺にかしづくようにひざまずいてしまった。摑みかかられた部分を手で払はらいながら、朧おぼろ気げに理り解かいする。

　どうもあの爺じいさん、人差し指しか操あやつれないみたいだな。もしくは相当な指フェチなのか。

　人差し指は回転を続けている。絶ぜつ叫きようが沸わきあがり、俺はそれを声せい援えんとしてまた進む。

　目玉の色と一つの神しん秘ぴが合わさり、場の雰ふん囲い気きを摑んだ感かん触しよくがある。

　本当に便利だな、白ヤギさんの能のう力りよく。目玉だけだと地味で目立たない変化だが、音がつくことで注目を強めてくれる。是ぜ非ひ今後とも味方であってほしいが、そうもいかないか。

『徳とくのなき者が私に触ふれることは、己おのれの汚けがれを形として露あらわにするということです。彼かれらは誰に裁さばかれたわけでもない、己おのが卑いやしさに断だん罪ざいされたのだ』

　自分で事前に吹ふき込こんだ台詞せりふとはいえ、後で聞かされると客観的に気き恥はずかしい。冷静になると、なにを言っているんだかさっぱり分からん。しかしシラサギの演えん説ぜつもこれと五ご十じつ歩ぽ百ひやつ歩ぽ、ドングリコロコロである。

　途と中ちゆう、中央席の方まで寄よってきて信じられないものを見るような成なる実みと目が合ったが、こちらは反はん応のうせずに通りすぎる。今、こいつに騒さわがれたらマズイからな。

　ただ無事そうなので、安心はした。

　半なかばまで歩いた段だん階かいで、更さらに奇き跡せきは続く。

　音もなく、前まえ触ぶれなく。天てん井じようから落下するものがあった。

　事前の打ち合わせ通り、俺おれはそれが来ることを覚かく悟ごして見向きもしない。穏おだやかに、表ひよう情じようを崩くずさないことに全力を傾かたむける。今日の俺のコンセプトは聖せい人じんなのだ。

　邪じや魔まをするなという声があがる。倉くら科しな康こう一いちの、ニュートラル友の会の信者がお怒いかりだ。

　そうした反感を表立ってぶつける者が現あらわれるのは、予想の範はん疇ちゆうである。

　黙だまらせてやる。

　目の色を次に切り替かえる。あの海うみ亀がめの瞳ひとみを強くイメージして変化させた。

　それとほぼ同時に、体育館の照明が床ゆかに叩たたきつけられた。

　破は片へんと観客の悲鳴がシンクロして飛び散る。

　カワセミの能のう力りよくを応用して、照明を叩き落としてもらっていた。無む論ろん、俺には当たらないようにだ。あいつの発言が正せい確かくなら一日に四回しか使えないわけだが、そもそも俺の側に落とせる照明は三つほどしかない。十分だろう。次の照明が、また俺の間近へと墜つい落らくする。

　だが、それは決して俺に当たらないのだ。そう信じたいのはこちらもだった。

　なにがあろうと、進む力、意い志し。あり得ない道に立つという、奇き跡せき。

　そうしたものを、碧へき眼がんにありったけ込こめる。

　しかし、本当に寸すん前ぜんの位置に降ふってくる。落ちる位置は理り解かいしているしあいつを信じているとはいえ、一歩間ま違ちがえば頭に激げき突とつして終わりだ。そうでなくとも飛び散った破片を踏ふんだ際さいの痛いたみを堪こらえるのが地味に辛つらい。あいつ、よく裸足はだしで町中を歩いているな。ガラス片突つき刺ささったら大だい惨さん事じだぞ。

　三度の照明落下に見み舞まわれた道を、無事に渡わたりきる。壇だん上じようを間近で見上げて、倉科康一に微ほほ笑えみかける。それからゆっくりと、服の袖そでに風を含ふくませるように腕うでを横に振ふる。

　この時点で、誰だれも俺に反はん抗こうしようとする意志を表に示しめさなくなっていた。

『特別な能力を持つ者は、このように危き険けんと共に苦もなく道を歩きます。では、特別な力を持たない者は、危険を避さけられないのか？　運命に蹂じゆう躙りんされるだけなのか？　その答えは違ちがうと、私は断だん言げんします』

　肉声では一言も語らない。声は平等に、しかも身体からだの内側から響ひびくという不思議だ。

　俺は身振り手振りで、その演出の一部となればいいのだ。

『私の始まりは特とく別べつでなかった。弱き者として虐しいたげられてきた。その弱さがもたらした喪そう失しつは大きな傷きずを残している。心なき力を振ふりかざす者によって、私は右目を失ったのです。だが、それ故ゆえに真に進むべき道が見えるようになったのだ』

　その右目を直ちよく接せつ的てきに奪うばったやつが今、俺おれに力を貸かしている。

　皮肉というやつだろう。巣す鴨がもの介かい入にゆうさえなければ『運命』なんだがなぁ。

『皆みな様さまは、シラサギという女め神がみをご存じでしょうか。彼かの女じよが神に選ばれた存そん在ざいであろうことは疑うたがいようがありません。ですが私もまた、同じ神に選ばれた者なのです』

　すべての否ひ定ていから信用は生まれない。ここは本心から真っ向に反して、シラサギを立てる。こうして他者の背せ中なかに張はりつくように恩おん恵けいを求めるやり口は、あいつそのものだった。

　壇だん上じように上がる。倉くら科しな康こう一いちはマイクからも少し距きよ離りのある、中ちゆう途と半はん端ぱな位置に立って俺を睨にらんでいる。倉科康一からすれば、ここはミミズの暗あん躍やくに期待したいところだろう。

　だが倉科康一も気づいているはずだ。あの人差し指の回転が、誰だれの仕業かを。

「なんのつもりだ」

　下の信者たちに聞こえない程てい度どに抑おさえた、低い声で俺の目的を伺うかがってくる。

　俺はそれを無む視しする形で体育館全体を見み渡わたしながら、間かん接せつ的てきに今の問いに答えた。

『私の名は五い十か川がわ石と竜か子げ。真にあなた方を救きゆう済さいするべく遣つかわされた者です』

　遂ついに自らの名を口にする。ＳＤＣ、ストーン・ドラゴン・チルドレンが世に初めて現あらわれる。

　名前の珍ちん妙みような響ひびきのためか、信者たちのざわめきが増ます。一方で、俺の起こす三つの奇き跡せきが頭から離はなれないようで、独どく演えん会かいを台無しにした不満の声はもう上がらない。

　それと同級生や教きよう師しの、『それは知ってるけど』という呆ぼう然ぜんとした表ひよう情じようが面白い。

　そりゃなぁ。そういう顔になっちゃうよ、いきなり同級生がこんな登場したらさ。

『倉科康一。彼かれは清らかな信心を私し欲よくとする大だい罪ざい人にんだ。私は、彼の非道な振ふる舞まいに泣く者を知っている。泣かされた者の恐きよう怖ふを知っている。その切なる呼よび声に応こたえて、私は今日ここに姿すがたを見せることを決意しました』

　ここで倉科康一に矛ほこ先さきを持っていく。シラサギは立てたが、こいつに関しては蹴け落おとさせてもらう。超ちよう能のう力りよく者しやに守られていない男は、哀あわれなほどなにもできない。

　やはりこの人は、俺と一いつ緒しよなのだ。

『敢あえて言おう、彼に人をよりよく導みちびく力はない。彼の娘むすめは正せい道どうを見失い、堕だ落らくしている。それに対してこの男は父として、多くの者を導くべき人間として恥はずべきことだが、目を塞ふさぐという愚ぐ行こうに出ている。この男はかつて手に入れた力をとうに失い、小手先のごまかしで皆みなを欺あざむこうとしているにすぎない！』

　娘の話題を公に出されて焦あせったのか、倉科康一が「いい加か減げんにしてくれないか」と詰つめ寄よってくる。俺を、気の触ふれた乱らん入にゆう者しやとして片かたづけたいようだ。だが、言葉だけならまだしも幾いくつもの奇跡で演えん出しゆつする俺を、単なる異い常じよう者しやとして見るものはここにいない。

　倉くら科しな康こう一いちが俺おれの肩かたを押おす。壇だん上じようから物理的に押し退のけようとする。

　他にできることがないとはいえ、愚おろかなことをするものだ。

　当然、またも俺の目は赤く染そまり、人差し指が回転する。黄金長方形の回転かは知らんがね。

　その人差し指を押さえながら蹲うずくまる倉科康一を見下ろして、強く瞼まぶたを瞑つむる。

　噓うそ泣なきの準じゆん備びには少し時間がかかる。苦く悩のうの表ひよう情じようで葛かつ藤とうするフリをして、その時間を稼かせいだ。

　やがて目め尻じりが熱くなってきたところで、顔を上げて見せびらかす。

　倉科康一に向けられていた注目を一いつ斉せいに奪うばう、強い手て応ごたえを感じた。

　視し線せんを手た繰ぐり寄よせる、とでもいうべきか。

　目玉は色を変えても、距きよ離りがあると気づきづらい部分がある。

　だが真っ赤な涙なみだが頰ほおを濡ぬらすのは遠くでも見える。視し覚かく効こう果か抜ばつ群ぐんだろう。
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『家族を救えない者が、他の人間を救う。これほどおこがましいことはない』

　さらりと本心が混まざっているので、赤面しかけてしまう。

　両手を広げて激はげしく身み振ぶりすることで、その恥はじを有う耶や無む耶やにした。

『人生にもっとも必要なのは誇ほこりと自信である。人間に必要なものではありません。それは個こ々こ人じんが生きる中で見つければいい。だが、その生きるということをまっとうするために不ふ可か欠けつなのが、先に言った二つであると私は信じています。そして私には、それがある』

　両方とも、微み塵じんも持ち合わせていない。ＳＤＣには根こん拠きよなき誇り、そして自信があっても、等身大の中学生としての五い十か川がわ石と竜か子げには、そのどちらもが損そん失しつしている。

　親に褒ほめられるということ。当たり前に存そん在ざいするその機会が失われていたから。

　俺おれの心は、不完全だった。

『その誇ほこりと自信に、皆みなさんも目覚めてほしい。そのために、』

　グッと溜ためを作る。悲ひ痛つうなる涙なみだを流したまま、熱き会かい員いん募ぼ集しゆうを訴うつたえかける。

『私は宣せん言げんする！　真に人を救うための、人に優やさしくなれる居い場ば所しよを作ると！　ニュートラル友の会、その偽いつわりの名を私が正す。ここに集った皆様にもお力ちから添ぞえいただきたい！』

　ようするに、ニュートラル友の会を乗っ取りますと言っている。

　ついでに新しく宗しゆう教きよう団だん体たい作るから、引き続き参加してくれということだ。

『私には人ならざる力があります。だが私は神ではない。神を目指すつもりもない。神に誰だれがついていける？　人は神に追いすがれない。私は皆さんと共に歩む。独ひとりぼっちは、嫌いやです』

　最後はありきたりな平等を謳うたって締しめた。それから指を鳴らして、暗あん幕まくを閉とじる指し示じを出す。

　信者たちや同級生の質しつ問もん攻ぜめに遭あっては敵かなわないからな。そちらに関しては音声を収しゆう録ろくしていないから対たい応おうできない。馬ば脚きやくを露あらわす前に、引き際ぎわを心得て逃にげるとしよう。

　それと暗幕については別にわざわざ、目の色を変えて演えん出しゆつしなくてもいいと思う。

　暗幕が閉じる前にと、先頭で聞いていた大人おとなが壇だん上じように上がろうとする。それに対して、手をそっとかざして、『来てはいけない』という姿し勢せいを見せただけでその大人が動きを止める。畏い怖ふか、純じゆん粋すいな恐きよう怖ふで。

　……なるほど。シラサギはこういうのが好きなんだろうな。

　暗幕が閉じきって、壇上が隔かく離りされる。すっかり忘わすれ去られている倉くら科しな康こう一いちに目をやった。

「あんたは、なにが一番の失敗だったか自覚してるか？」

　倉科康一は痛いたみに涙を浮うかべながら、唇くちびるを嚙かんでいる。呪のろいで人が殺せるなら、俺を十回は殺していそうな目つきだ。どうも、俺の質問に答える気はないみたいだ。

　俺も教えてはやらない。

　その答えは、この『上』にいる人たちならすぐに分かったことだろうし。

　緊きん張ちようの汗あせを拭ぬぐうと、おしろいがべったりついてやるせない。

「……さて、と」

　いつまた、壇上に誰かが上ってくるともしれない。

　このまま一度、姿すがたを消した方が得とく策さくだな。

　最後に暗幕の向こうから微かすかに訪おとずれた拍はく手しゆを背せに、俺は体育館の裏うら口ぐちから全力で逃げ去った。
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『え、終わった？　ん、分かった。そう……追いかけておいてね』

「手て配はい済ずみです。……先さき程ほども言いましたが現げん在ざい、私はお嬢じよう様さまの、っつ、切りやがった」

　一方的に話して、一方的に切った電話に白シロヤギが思わず舌した打うちした。

　白ヤギたちは体育館の壇だん上じよう、そこの天てん井じよう付近に伸のびる鉄てつ骨こつに腰こしかけて、壇上を見下ろしていた。石と竜か子げ少年が壇上に上がることにあわせて、舞ぶ台たい裏うらに入りこんでそこまで上っていた。倉くら科しな康こう一いちを警けい護ごする人間も配置されていたが、当然、彼かれらを止められるはずもなかった。

　カワセミとミミズは並ならんで座すわり、石竜子少年の演えん説ぜつを一部始終聴きいての感想を語り合う。

　尚なお、カワセミは先さき程ほどまで石竜子が着ていた服ふく装そうになっている。交こう換かんしたのだ。

「あの少年、なかなか堂に入いっていたじゃないか。噓うそもほとんどついていないのがいい」

「元々は思い込こみの激はげしい中学三年生ですからね。ああいうわけ分からんことを言い張はるのは得意なんですよ」

「うむ。しかし、白ヤギが本部の人間を全ぜん滅めつさせてしまった以上、この教団を奪うばううまみは少ないと思うが」

「あいつはそういう事じ情じようを知らないでしょ。ま、デビューには丁度よかったのかな。それより、服を持っていかれたままなのが困るな。あれ、普ふ通つうには売ってなくて……」

　話し込む二人の横で、白ヤギが倉科康一を見下ろす。

「ようやく、私の本来の仕事がこなせますね。よっ、と」

　白ヤギが鉄骨から袖そでをはためかせて飛び降おりる。舞台裏のピアノの側で蹲うずくまり、へし折れた指の痛いたみに顔を白黒させている倉科康一の側へと降り立った。

　予期せぬ落下と、場ば違ちがいな浴衣ゆかたの女性の登場に倉科康一が転がって、尻しり餅もちを突つく。

「こんにちは、倉科さん」

　倉科康一と初対面である白ヤギが挨あい拶さつする。次いで、カワセミとミミズも飛び降りてきた。

「うが、足の裏うら痺しびれた」

「老人の足あし腰こしには少し、勇気のいる高さだった」

　二人は着地に失敗して、屈くつ伸しん運うん動どうで衝しよう撃げきを和らげる。倉科康一は動転して、ミミズに対して咄とつ嗟さに文もん句くを言うこともできない。しかし、その仲間のように現あらわれた二人が一体何者なのか、倉科康一には想そう像ぞうするのが容易たやすかった。

「な、なに、なん、だ」

　それでもつい、聞かざるを得ない。三人は顔を見合わせて、息を整えた。

「「「殺し屋さんだ」」」

　一いつ斉せいに名乗る。俺おれが俺がと自じ己こ主しゆ張ちようするように、他の二人より一歩前に出ようと三人が徐じよ々じよに足を前へ出す。その影えい響きようで全員、締しまりのない妙みような大またとなってしまった。

「おっと、電話だ。失礼」

　ミミズがマナーモードに設せつ定ていした電話の振しん動どうに気づいて、暢のん気きにもその場から離はなれる。まだ状じよう況きようを理り解かいできていない倉科康一がミミズに助けを求めようとしたその瞬しゆん間かん、白ヤギがラジカセのスイッチを入れた。そこで、倉くら科しな康こう一いちの運命が途と切ぎれる。

　必死に伸のばそうとした腕うでは誰だれにも届とどかず、なにも摑つかめない。

　目を見開いた形ぎよう相そうのまま、後方へと倒たおれていく。後頭部を激はげしく床ゆかに打ちつけたが、既すでに表ひよう情じようを変えることもままならなかった。横転した倉科康一の『死』に、カワセミがおののく。

「うわぁ、即そく死しさせた？」

「逃にがすと面めん倒どうなので、今回は手て加か減げんなしです」

　ミミズはまだ電話中だ。その丸めた背せ中なかを気にかけながら、白シロヤギが言う。

「この男の不幸は、猪い狩かり友ゆ梨り乃のだけでなく石と竜か子げ少年を誘ゆう拐かいしてしまったことでしょう」

「だねぇ。そのお陰かげであのお嬢じよう様さまに利用される羽目になった」

　倉科康一の死体を憐あわれむように、カワセミが微び妙みような顔つきとなる。黙もく禱とうを捧ささげた。

　カワセミの分ぶん析せきとしてはそれに加えて、ことごとく間が悪いこともあげられる。倉科康一の周辺にいた人間はもれなく最悪の巡めぐり合わせによって殺害されてしまい、誰かが報ほう告こくに向かうこともできなかった、という事じ態たいが度たび々たび起こってしまった。だから、危き機きを自覚することができなかったのだ。

　カワセミは黙禱が終わった途と端たん、目を閉とじたまま千ち鳥どり足あしのように楽しくふらつく。

「いかんなぁ。目を閉じてると、あのゲームの画面どころか音まで再さい生せいされる」

　徹てつ夜や明あけの独どく特とくの調子で酔よったようにはしゃぐカワセミに付き合いきれず、白ヤギがそっぽを向きながら、仕事の終わりを宣せん言げんした。

「さて。シラサギとの契けい約やくはこれで完かん了りようしましたし……お嬢様のところへ戻もどりますか」

「じゃあ僕ぼくも、あいつの下に戻ろうか。交代、と」

　カワセミと白ヤギが手を掲かかげて、ハイタッチを交わした。

「さて。あの少年はこれから、どうするのかな」

　カワセミがなにかしらの期待を言葉に込こめて、体育館の裏うら口ぐちに笑みを向ける。

　こうして、倉科康一の一いつ件けんは終わりに向かう。

　その中で好き放題に人を動かした巣す鴨がもは今回、一度も表おもて舞ぶ台たいに上がらなかった。

　アレは自分の手を一いつ切さい汚よごさず、ただ、笑い続けるのだ。
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「……で。今回の働きはどうでしたかねぇ」

「うん。大体うまくいった」

　○、と巣す鴨がもが指で作ることに研究者、辰たつ野の浅あさ香かが苦笑いで応こたえた。

　微び妙みように受け答えのずれているところに、『らしさ』を感じたのだ。

「でも写真はいまいち。見たことあるのばっかりだもん」

　辰野浅香は自じ称しよう『ガイコクジーン』であり、腰こしにまで届とどく金きん髪ぱつも地毛である。しかし学生時代から遠ざかることで日本語以外はほぼ喋しやべることのできなくなった、典型的な大人おとなでもあった。

　その辰野浅香が管理する研究室には、制せい服ふく姿すがたの巣鴨涼りようの姿があった。今は辰野浅香がインテリアとして飾かざっている人じん骨こつ標ひよう本ほんの骨ほね張ばった手と握あく手しゆしている。また、あばら骨の隙すき間まから覗のぞけるメロンソーダのような色の壁かべを見て、なぜかはしゃいだ声をあげている。

　この少女の感かん性せいは真に理り解かいしがたい。そもそもだ、と辰野浅香が頰ほお杖づえを突つく。

「なにしに来たのさ」

「暇ひまつぶしと、お仕事の依い頼らい」

　巣鴨が振ふり返る。それから鞄かばんにしまっていた筒つつを取り出し、辰野浅香に差し出す。

「この目玉を調べてほしいの」

「おぅ？」

　女子中学生から意外なものを渡わたされて、辰野浅香が面めん食くらう。筒を満たす液えき体たいの中に浮うかんでいるのは、人間の眼がん球きゆうだった。琥こ珀はくのような色合いに染そまる目玉が、虚こ空くうを見つめている。

「なにこれ。まさか秘ひ石せき眼がんとかじゃないでしょうね」

「目の色を変える力を持った、超ちよう能のう力りよく者しやの右目。あ、あげないから。ちゃんと返してね」

　巣鴨が笑顔で念を押おす。辰野浅香は反はん射しや的てきにいらねーよと言いかけたが、超能力者の目と聞いて多少の関心を抱いだく。

「この目のなにを調べろと？」

「んー、色を変える仕組みとか、なんでもいいんだけど。まだなんにも分かんないから。あ、石と竜か子げくんの好きそうなやつもお願いしておこうかな」

「とかげくん？」

　辰野浅香が首を傾かしげる前で、巣鴨の口もとだけが微笑ほほえむ。

「その目は、本当に色を変える力だけなのか」

　石竜子を真ま似ねするように、目玉が爛らん々らんと、怪あやしく輝かがやく。その直後、表ひよう情じようがすぐに崩くずれた。

「あ、電話だ」

　着信音は鳴っていないが、巣鴨が鞄に手を突つっ込こむ。取り出した少しよう女じよ趣しゆ味みの携けい帯たい電でん話わを操そう作さして、耳に添そえた。

「え、終わった？　ん、分かった。そう……追いかけておいてね」

　何言かやり取りした後、ためらいなく通話を断たつ。電話を鞄かばんにしまってから、巣す鴨がもが挨あい拶さつした。

「なにか分かったら教えてね。ばいばーい」

　無む邪じや気きに手を振ふって、研究室から出て行く。その小走りにあわせて胸むなもとが派は手でに揺ゆれることに注目し、「中学生スゲー」と辰たつ野の浅あさ香かが無む表ひよう情じように呟つぶやく。ぱっこぱっこと、靴くつの踵かかとを踏ふんだ暢のん気きな足音が完全に離はなれるのを確たしかめてから、辰野浅香が苦笑いを浮うかべた。

「ああいう子を持つ親っていうのは、心労が絶たえないんだろうね」

　椅い子すに足の裏うらを載のせて、体たい育いく座ずわりのような姿し勢せいを取りながら言う。それからすぐに、携けい帯たい電でん話わを出して電話をかけ始めた。相手はミミズである。二、三件けんの仕事の報ほう告こくを受けた後、今の会話を再さい現げんして聞かせてやった。それを受けて、ミミズが辰野浅香に問う。

『あなたのところの子はどうなんだ？』

「勿もち論ろん、私に似にて良い子だよ。でも寝ね坊ぼうの酷ひどさだけはどうにかしないと」

　辰野浅香が髪かみを指に巻まきつける。彼かの女じよの息子は小学生だが、通つう信しん簿ぼには毎学期、朝寝坊を直すようにと注意書きされている。直すよう家庭で試みてはいるのだが、効こう果かは上がらない。

「あの子、早く寝かせても寝る時間増ふえるだけだしなー。赤ん坊のときと変わってねぇ」

『そうじゃなく。あなたは息子を実験に使ったのだろう？』

　ミミズの言葉に、辰野浅香が目を細める。椅子の背せもたれに身を預あずけ、脚あしを軋きしませた。

「どうしても、素す敵てきな誕たん生じよう日びプレゼントが思いつかなかったからさ」

『超ちよう能のう力りよくを故こ意いに発はつ現げんさせる実験の結果は？』

「さて。仮かりになにかしら目覚めていても、私に相談するような子じゃないから。ま、イタズラに使って楽しい小学生やってんじゃないの」

　その様子を想そう像ぞうしてか、辰野浅香が肩かたを揺ゆらす。

『酷ひどい親だな』

「酷くないだろー。超能力を誕生日に与えてやる親なんて、そうそういないよ」

　心外だ、とばかりに辰野浅香が膨ふくれる。

『そりゃそうそういたら困こまる』

　ミミズはそれだけ言って、他は敢あえて黙っているようだった。

「……おっと、電話でぃ」

　机つくえの上でけたたましく鳴る電話の受話器を取り、辰野浅香が営えい業ぎよう用ようの声で受け答えする。

「はい。はい、はい。あ、どーも、はい……はい、はい、分かりました。資し料りようは追ってで結けつ構こう、ファックス、はい。はいはいはい、どーもー」

　ずっと頷うなずきながらのやり取りを交わし、受話器を戻もどす。そこで、まだ繫つながっていた携帯電話からミミズの声が聞こえる。辰たつ野の浅あさ香かのやり取りを聞いていたようだった。

『早速、次の仕事か』

「嬉うれしい？」

　その問いに、ミミズはどちらとも答えない。

「ウチはあんたしか専せん属ぞくのやつがいないからね」

『分かっているさ』

「今度は同業者のカタツムリ……じゃねえや、ナメクジっていうのをぶっ殺してこーい。だとさ。聞いたこともないやつだけど、ま、油ゆ断だんはすんなよ」
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　自分は普ふ通つうに生きてきた、と何度振ふり返っても思う。

　小学校は一日も休まなかったし、中学校では部活に打ちこんでいた。友達も多く、ぼんやりした性せい格かくだとからかわれることもあったが、概おおむね良好だった。男子の人気もそれなりにあった、らしい。その手の話題はどうにも気き恥はずかしくて、逃にげてばかりだった。

　家族との仲も悪くなかった。両親にはかわいがられていたし、少し歳としの離はなれた兄と姉には優ゆう秀しゆうさもあって引け目を感じていたが、顔を合わせるだけで喧けん嘩か、ということもなかった。

　なにも問題はなかった。すべてはゼロであり、予兆も、気配も、あり得ない。

　しかし、無から有は生じる。

　気づけば自分は人殺しとなり、引き返すことのできない場所にいた。

　どうして、人を殺すことだけが生きがいの人間となってしまったんだ。

　誰だれかに問われ続けているような気がして、夢ゆめの中で声を張はり上げようとする。

　しかし口を開けた途と端たんに感じる猛もう烈れつな異い臭しゆうに仰のけ反ぞった途と端たん、光が溢あふれた。




　ナメクジが目を覚ましたとき、自分の頭が小こ刻きざみに揺ゆれていることに気づいた。

　同時に、騒そう音おんも感じ取る。目を開けると、目前を大型トラックが走っていた。

　すれ違ちがうときに窓まどガラスが振しん動どうして、くっついている頭も揺ゆれていたのだ。

　気づけばバスの中だった。

「……ぶぇっ」

　髪かみや服に染しみついているその香かおりに、ナメクジが顔をしかめる。

　夢現うつつに嗅かいだ香りの正体はアルコールだった。

「おはようございます、麻ま衣いさん」

　隣となりに、当然のように座すわる猪い狩かり友ゆ梨り乃のが微笑ほほえむ。ナメクジは頭を振ふり、噎むせ返る酒の匂においから逃のがれるように身体からだを起こす。動きに合わせて、打だ撲ぼくした箇か所しよが激はげしく痛いたんだ。

「生きてるだけ、マシか」

　止血を施ほどこし、その上から大げさに巻まかれた布ぬのに気づき、ナメクジが溜ため息いきを吐つく。そして猪い狩かり友ゆ梨り乃のが「どういたしまして」と嬉うれしそうに答えた。ナメクジの心中に、意い識しきせず芽生えた感かん謝しやに反はん応のうしたらしい。ナメクジからすればまったく面白くないので、鼻を鳴らす。

「この間の仕返し？」

　あれは血ち飛沫しぶきを受けて勝手に気き絶ぜつした方が悪いというのに。濡ぬれて肌はだに張はりつく胸むなもとを引っ張ぱる。服を着たまま泳いだ後のような湿しめり気けが、酒の匂においより不ふ快かいだった。

「麻ま衣いさんを見習っただけです」

　ここまで全身ずぶ濡ぬれにした覚えはない。靴くつの爪つま先さきまでベチャベチャだった。

　それと包帯代わりに巻かれている、服を裂さいたらしき布きれに見覚えがあった。

「あの死体から剝はぎ取って、綺き麗れいなところをちぎって使わせてもらいました」

「あぁ、やっぱり……」

「それとこれ麻衣さんの電話とナイフ、それにお財さい布ふです。どうです、ちゃんとこういうのはお酒まみれにならないように配はい慮りよしましたよ」

「もの凄すごく得意げなその面つらは舐なめてんのかこの野や郎ろう。エッヘンとか思ってんのかコラ」

「読まれるからって開き直って隠かくさず言わないでください」

　生きてるだけマシって言ったのに、と猪狩友梨乃が唇くちびるを尖とがらせる。ナメクジが内心で『それはそれ』と思うと、「そんな、ひどい」と猪狩友梨乃がおどける。ナメクジは相手にせず、窓まどの外に向く。見かけた停てい留りゆう所じよの名前と見み慣なれた景色に目が行き、自分たちがどこへ向かっているかを理り解かいした。

「私の住んでるとこ、話した覚えはないんだけど」

「あ、実はわたし、心が読めまして」

「知ってる」

　この女はどこまで人の心を覗のぞけるのだろう。ナメクジが警けい戒かいと関心を同時に抱いだく。

　それこそ、自分自身も忘わすれてしまっているような、遠い過か去こさえ見み渡わたせるのだろうか。

「で、なんで？」

「はい？　なにがですか？」

「なんで、あの学校から離はなれて家に帰らないといけないのか」

　猪狩友梨乃の目が泳ぐ。

「文化祭の会場には、えぇと巣す鴨がもちゃん？　は、いませんでした」

「ふぅん。でも待っていれば来るかもしれなかった」

「すみません。怪け我がをしていましたし、死体もあったので早く逃にげないとという一心で。勿もち論ろん、わたしも倉くら科しな康こう一いちから逃げたかったのもありますが」

「あ、そ」

　その判はん断だんは正しかった。そして救われた。それを理り解かいしているからこそ、ナメクジも声を荒あらげることはない。納なつ得とくはできなくとも、ナメクジは頷うなずく。疲ひ労ろう困こん憊ぱいで重い頭を俯うつむかせた。

　そういえばたこ焼き屋のバイトを、完全にサボった形になる。今度こそクビだろうか。

「あんた、なんであそこにいたの？　倉くら科しな康こう一いちに捕つかまってるとは思ったけど」

「妹の無事を保ほ証しようするなら協力します、って言ったら一いつ緒しよに来いと命令されました。独どく演えん会かいが終わった後はわたしを利用して、信者の悩なやみ相談で心を読める、ってアピールするつもりだったみたいです。もっともわたしを表に出すとすぐ素す性じようがばれるから、色々考えていたみたいですけど」

「ふぅん……じゃあそれもこうして台無しか」

「そうなりますね」

　また倉科康一の恨うらみを買って、追われないといいが。ナメクジの心配はそこだった。

　しばらくそうして黙だまる。猪い狩かり友ゆ梨り乃のも無言で、足の上に載のせた手のひらを見つめている。

　その間にバスは再ふたたび、次の停てい留りゆう所じよへと走り出す。

　昼間のバスはナメクジと猪狩友梨乃以外に乗る者がいない。貸かしきりだった。

　徐じよ々じよに加速していく外の景色と共に、ナメクジの頭も混こん迷めいを深める。

　殺し損そこねた。どころか接せつ触しよくすら叶かなわなかったことへの後こう悔かい。

　トンボと交わした殺人への価か値ち観かんの相そう違い。

　胸きよう中ちゆうに訪おとずれる二つの波がナメクジを揺ゆらし、気分を不安定なものに陥おちいらせる。

　声に出さなくとも伝わることを理解しながら、ナメクジが口を開く。

「あんたの妹に会った」

　猪狩友梨乃が顔を上げる。少しの間を置いてから、笑顔となる。

「守ってくれたんですね。ありがとうございます」

「成り行き。別に助けたかったわけじゃない」

「ですよね、きっと」

　肯こう定ていしながらも、猪狩友梨乃の嬉うれしそうな表ひよう情じようは陰かげらない。それがナメクジには面白くない。

「会いたがっていたよ」

「成なる実みが、ですか？　私に？」

　そう。心の中で頷うなずくと、一いつ拍ぱく置いた後に猪狩友梨乃が手を横に振ふった。

「またまたぁ。噓うそはいいですよ、あの子、わたしの仕事とか嫌きらってますし」

「あんたに噓がつけると思うの？」

　珍めずらしく猪狩友梨乃が黙だまらされる。初めてやりこめた気がして、ナメクジも少し気分が晴れる。猪狩友梨乃はそれを察したように、「それはさておき」と話を流す。流していい話なのかは、本人にしか分からない。

「妹を守ってくれたお礼をしていいですか？　いえ、させてください」

「無一文がどうお礼するって？」

　ナメクジが鼻で笑うと、猪い狩かり友ゆ梨り乃のが姿し勢せいを改める。それからナメクジの顔を覗のぞきこんできた。その仕草は話す前の癖くせなのかもしれない。

「麻ま衣いさんの復ふく讐しゆうをお手伝いさせてください。わたし、意外と役に立ちますよ」

　なにしろ超ちよう能のう力りよく者しやですから、とばかりに胸むねを張はる。ナメクジは躊ちゆう躇ちよなく、断ことわった。

「必要ない。自分でやらないと、意味ないから」

　詰つめ寄よろうとする猪狩友梨乃の申し出を一いつ蹴しゆうして、ナメクジが目を逸そらす。

　それがカエルとヘビの死によって得た教訓だった。

　復ふく讐しゆうにも、それぞれのパーソナリティがある。金きん太た郎ろう飴あめのように同じ絵え柄がらとはいかない。

「いえ、是ぜ非ひお願いします」

　猪狩友梨乃は引かない。畳たたみかけるようにその理由を告げる。

「そうしないと、わたしの住むところがないんです」

　猪狩友梨乃が本音を晒さらす。ナメクジはその素す直なおさにふと、頰ほおを緩ゆるめそうになる。

　しかしすぐに意い識しきして、しかめ面つらを維い持じする。

「私のところに住み着くつもり？」

　自分も貯金が底を突ついて、いつまでいられるか分からないと言いかけたがそれは吞のみこんだ。

「いやぁ、本当に全部燃もえちゃいましたから」

　ナメクジの持ちこんだ火か炎えん瓶びんのせいで、と朗ほがらかな笑顔で言外に語っていた。

「家に帰れば？」

「家族に迷めい惑わくがかかりますから。今回みたいなことに巻まき込こまれますし、それに」

　猪狩友梨乃にしては珍めずらしく、言い淀よどむ。それを受けて、ナメクジが続きを促うながす。

「それに？」

「元ＡＶ女じよ優ゆうですから。姉だと同級生に分かったら、成なる実みが学校でからかわれます」

「……そりゃ、そうかもね」

　殺し屋やっていますと家族に言えば、どんな顔をされるか。ナメクジは自分の立場に置き換かえて、猪狩友梨乃の心しん情じようを理り解かいする。

「あ、でもあの子には……まぁ、良い子そうだったから大だい丈じよう夫ぶでしょう」

　猪狩友梨乃が誰だれかを思い出すようにしながらも、納なつ得とくした素そ振ぶりを見せる。あの中学生のことだろうか、とナメクジは想そう像ぞうしたが、口に出して尋たずねることはなかった。

「それにさっきはわたしに頼たよったじゃないですか」

「あれ復ふく讐しゆうじゃないし。火の粉こを払はらっただけ」

「頼ってくれて嬉うれしかったです」

「私は不ふ愉ゆ快かいだけど」

　正せい確かくに語るなら、人に頼るという感覚に不ふ慣なれなため、浮ふ遊ゆう感かんが酷ひどいものだった。

「麻ま衣いさんも、実家に帰ったりはしないんですか？」

「帰るわけないでしょ」

　家を出て以来、一度も帰ったことがない。帰るべきでない、とも考えている。

　既すでに自分は米まい原ばら麻衣とかけ離はなれてしまっている。人を最初に殺してから、ナメクジにはその自覚があった。薄うすまるそれまでの自分と、濁にごる『ナメクジ』が逆ぎやく転てんしていった。

「どうしてですか？」

「あんたに話す必要はない」

「いえ」

　思いの外力強い否ひ定ていに、ナメクジが虚きよを突つかれる。猪い狩かり友ゆ梨り乃のはそこへ踏ふみ込こむ。

「帰ったら少し、そういう話をしましょう。わたし、あなたと友達になりたいです」

「そういうのは間に合ってます」

「噓うそつき。友達一人もいないとみました」

　いるわけないだろ、まばたきする間に周りの人間が死んでいくような職しよく業ぎようなのに。

　大体、心をすべて見み透すかすようなやつと、友達になりたがる人間などいるのだろうか。

　そもそも、そんな状じよう況きようで人は友ゆう情じようを保たもてるのか。

　無理に決まっていると、ナメクジの出す結けつ論ろんは早かった。

「それに一々話さなくても、全部読めるんなら勝手に見ればいい」

　黙だまっているなら勝手にしてくれ。猪狩友梨乃の能のう力りよくを半なかば認みとめて、半ば諦あきらめてナメクジは許きよ可かのようなものを持つことに至いたる。元々、愛想のない人間だ。多少見み抜ぬかれても変わらない。

「全部見られたとしても、どれが大事かまでは、分かりませんよ」

　猪狩友梨乃がナメクジの胸むなもとを指差す。くるくると、人差し指が回った。

「心を読むことと、その人の在あり方を知ることはまったく別なんです」

「……私の在り方はね。巣す鴨がも殺したいだけだよ」

　それだけ言ってから、ナメクジが話し疲つかれたように目を瞑つむる。

「あら？」

「眠ねむい。後は寝ねてから考える」

　自然体になると、右みぎ腕うでがない影えい響きようで身体からだが左側に傾かたむく。猪狩友梨乃の肩かたに頭が当たる。慌あわてて身体を戻もどそうとすると、猪狩友梨乃が肩を抱だいてきた。

「寄よりかかっていいですよ。わたしは麻衣さんより二つ年上ですから」

　理由になっていない。そう口の中で反論しながらも瞼まぶたを下ろして、身を任まかせる。

　反論も、反はん抗こうも今のナメクジには億おつ劫くうだった。

「さけくさ……いやいやあっはっは」

　今押おし返そうとしただろ。

「いえいえそんな。殺し屋にしておくのは勿もつ体たいないかわいさですね」

「あ、そ……」

　かつてカエルにかけられた侮ぶ蔑べつの言葉と似に通かよっていたが、荒あらぶるものはなかった。

　ナメクジは超ちよう能のう力りよく者しやではない。人の心など読み取れない。

　しかし、言葉に宿るものの区別がつかないほど、鈍にぶくはなかった。

　人間はそこまで無能ではない。

　沈ちん殿でんするように。

　水底へ沈しずむように、ナメクジは眠ねむる。
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　会場の熱気から逃にげきったところで、脱だつ力りよくして膝ひざから崩くずれた。

　逃げた先は校内の二階の男子トイレだった。人目につかない場所と考えて自然、トイレの個こ室しつに行くあたりが自分らしいと思う。ただ、二日前の出来事を思い出すと寒気が走った。

　やっぱり友達にはなれそうもない。

　見えないところで尽じん力りよくがあったのかは知らないが、学生、教きよう師し、信者のどれも追ってくる影かげはない。足音さえなく、倉くら科しな康こう一いち側からの反はん撃げきもない。助かった、と胸むねを撫なで下ろす。

　あれだけ大見得切ったのに、本ほん質しつはちっとも変わらない。

　小心で、力ある者を怖こわがって、そしてその恐きよう怖ふのおこぼれに与あずかって生きる。

　増ますのは吐はき気けばかり。

　自分の能力が成長しないわけだ、と納なつ得とくしてしまう。

　生まれるのは誤ご解かいばかり。しかし、今度の誤解は、今までのそれと規き模ぼが違ちがった。

「く、く、く……くぇ、え、ぇ」

　バカ笑いしようと試みたが失敗した。えづく。過か度どの緊きん張ちようの反動か、胃が軋きしむ。突つき出た舌したからは胃い液えきの臭においがした。肩かたを抱だいて俯うつむき、寒さを堪こらえるように身を固くする。

　きっと、逃のがせば二度と訪おとずれない機会だった。

　それを物にした実感と、喜びと、非ひ現げん実じつ的てきな結果に身体からだがおののいている。

　俺おれはこれから、どうなってしまうんだろう。

　考えて、悩なやんで、不安に胸を搔かきむしりそうになって。

　胃が落ち着くまでずっと、身を固くして唇くちびるを嚙かんでいた。

　やがてフッと、額ひたいの上に光が射さし込こんだように思えた。

　そしていきなり目の前の扉とびらが開く。

「またきゃーっち」

　やってきたやつに抱だき寄よせられる。足を滑すべらせるように、そのまま自由を奪うばわれた。

　すんごいデジャビュ。忘わすれがたい柔やわらかさ。胡う散さん臭くさいほどいい香かおり。

　相手は予想から外れず、おっぱい巣す鴨がもだった。

　口にしかけたが、笑って許ゆるすようで、意外と仕返しされそうだから自じ重ちようした。

　それはさておき、ここ、男子トイレなんですけど。

「ひゅふぁも」

　口が胸むなもとで埋うまっているから、満足に喋しやべれない。……これって喋るより大事なことがあるんじゃないか。目の下で脈でも打っているように、バクバクとうるさい。耳が熱かった。

　惜おしむらくはあのときの踊おどり子的な格かつ好こうじゃなくて、露ろ出しゆつの少ない制せい服ふくであることだろうか。

　いやなにが惜しいのだ。

「今度は叫さけばなかったね。いい子えらい子」

　頭を撫なでるところまで、二日前の再さい現げんだった。しかもこれを、白シロヤギさんが物もの陰かげにでも隠かくれて見ているのではないだろうか。それとどうして、いつも俺おれのいる場所が分かるのかという疑ぎ問もんもあるのだが追つい及きゆうするのは怖こわいので黙だまっておいた。巣鴨だから、で納なつ得とくしておこう。

「その格好あんまり似に合あわないね」

「知ってる」

　そういえば返すのを忘わすれていた。まぁいいか、買っておこう。これから必要になるだろうが、こんな服、どこに売っているのかもさっぱり分からないので調達が面めん倒どうだ。

「石と竜か子げくん、なにか新しい力とか目覚めた？」

「いやぁ全然」

「ん、残念だね」

　なんの話だよ。だが、結果として立場という力を得ることはできた。

　これも新しい力といえば、そうかも知れないな。

　今回はこの後にあの殺し屋や倉くら科しな康こう一いちの邪じや魔ま立だても入らないようなので、ゆっくりと息を吸すう。それから、彼かの女じよにだけ言った。

　敵てきか味方か分からない、『巣鴨』としか表ひよう現げんしようがない相手に。

「ここからだ」

　前向きに聞こえるその宣せん言げんと裏うら腹はらに、身体からだのどこかが震ふるえていた。

　後あと戻もどりはできない。前に進むしかない。

　もう俺には、これからしかないんだ。

「これからどうするの？」

「戦うさ。やっと巡めぐってきたんだ」

　巣鴨の手が俺の右目を覆おおう包帯を撫なでる。肌はだをむず痒がゆくしながら、続ける。

「あいつの教きよう団だんを壊かい滅めつさせる。……ニュートラル友の会を母体とした、新しい組そ織しきで」

　壇だん上じようの奇き跡せきと大見得である程てい度どの信心を確かく保ほできた手て応ごたえはある。

　一ヶ月だ。年が明けるまでには、ニュートラル友の会を完全に掌しよう握あくしてみせる。

「前の人みたいに、石と竜か子げくんがまた大人おとなを騙だますの？」

　騙すという部分を強調して巣す鴨がもが尋たずねてくる。それは楽しげに、だ。

「……いい歳としして、エセ宗しゆう教きように救きゆう済さいなんか求める方が悪い」

　両親みたいに。

　俺おれの目は、一番騙してはいけない人たちになによりの効こう果かがあった。あってしまった。

　だから今度は、真ま逆ぎやくの結果をその目に映うつしてみろ。

「でもそういう人たちにも石竜子くんみたいな子こ供どもがいるんだよね」

「………………………………………」

「石竜子くんは、そういう子たちを不幸にする側に立つの？」

　右目側を愛しそうに撫なでながら、巣鴨がニコニコ笑顔で尋ねてくる。

　勿もち論ろん、こいつは善ぜん良りようだからそんなことを聞くわけじゃない。

　むしろ逆だ。

「俺を適てき確かくにいじめないでくれ」

「あはは」

　巣鴨の言ったことは正しく、俺の躊ちゆう躇ちよをえぐる。

　だが勇気を持って、他人を踏ふみにじる。困こん難なんだろうと、心が裂さけようと。

「家族を大事にしろ、ぐらいはみんなに言うさ」

「ぜんぜん効果なさそう」

　分かってるよ、そんなこと。こんなことぐらいはきっと、シラサギも建前で言っている。

「でも、俺にはこれしか方法がない。なにしろ王様キャラだからな」

「つまりよわっちいんだね」

　身も蓋ふたもない言い方に苦笑してしまう。巣鴨の言い分は正しい。だが、しかし。

「弱いと多くの人間は知らない。この目の意味を理り解かいしていないんだ」

　あいつの光の翼つばさに、大おお勢ぜいの人間が目を眩くらまされているように。

「家か畜ちくを襲おそって、とても獰どう猛もうな生き物。牙きばも爪つめも鋭するどい、好戦的なやつ。それが狼おおかみだ、と思っているならたとえ独ひとりぼっちの狼だって、襲おそわれないものさ。狼のことをよく知る賢かしこい人間が相手じゃなければ、な」

　左目で巣鴨を見上げると、話を聞いているのかも怪あやしい笑顔で、俺を圧あつ倒とうしてくる。

　できればというか、絶ぜつ対たいに。こいつには勝てないから、敵てきであってほしくない。

　……さて。

　目の前がずっと巣鴨の胸むねでいっぱいであり、こんな状じよう況きようではなんとも締しまりがないが。

　もう一人の俺、『ＳＤＣ』が左目に宿る。

　その目に映うつしてきた、ありったけのものを込こめて、言った。

「やっと、始まるんだ」

　忌いまわしさのすべてを塗ぬり替かえる、俺おれだけの戦いが。

　この世界の裏うら面めんを這はう、獰どう猛もうなトカゲ共。それを使役し、尻しつ尾ぽとする着き飾かざったトカゲ共。

　みんな纏まとめて統すべてみせよう。







　俺は、トカゲ共の『王』となる。







　　あとがき




　はたしてトカゲくんに真の能のう力りよくが目覚めるときはくるのか！　→きません。

　今作の主人公は最初から最後まで、これ以上の能力は芽生えません。




　関係ないけど、電波女はアニメの第一回放ほう映えいとほぼ同時期に原作が終しゆう了りようした。あれって今考えると認みとめたカリスマ編へん集しゆうは偉えらいと思う。だが『映えい像ぞう化かするならやっぱ文化祭ですよ、ライブですよ。というわけで書いてください』→『よーしがんばって書いたぞー』→『え？　そこまでアニメやりませんよ、はははー』と手のひら返しをかましてくれたのがこの人であることも忘わすれてはならない。




　こんにちは、入いる間ま人ひと間まです。

　アンケートが取れていなかったらここらへんで第一部・完なのですが、そもそもアンケートなど取っていないのでもう少し続きます。よろしければもうちょっとお付き合い下さい。

　そんなこんなでラブコメ第三弾だんでした……とか書いてればその内それっぽくなるかなと思いましたが、さすがに言い張はるのも無理がでてきました。とにかくモテないもんな、この主人公。

　そういえばこれ書いているときに思いだしたけど、俺おれも右目を失明しかけたことあるんですよ。二十年ぐらい前の話だったからすっかり忘れていたけど、鏡で見ると傷きずがしっかり残っていました。右の瞼まぶただけ二重モドキになっているのはこれが原げん因いんです。

　いわゆるプチ整形ですね！　勿もち論ろん危あぶないのでよい子も悪い子もちゃんと不幸は避さけましょう。

　その経けい験けんが今作に生かせて、はいません特に。忘れているぐらいだしなぁ。




『おい、シーウォーカーの宣せん伝でんしとけ。公式サイトで見られますよーとか書いておくんやぞ』とか言っちゃっている父や、聡そう明めいで思し慮りよ深くて教養と知ち性せいの塊かたまりである母にも感かん謝しやしています。『いらんこと書くな』って怒おこられたわけじゃないです、本当です。

　４巻かんも年内に出したいと思います。８月には新作も出ます。あと、他に言うこと……えーと……。

　ウォーキングのＷもヨロシク！　って、こりゃまずかったかな？








入間人間
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入いる間ま人ひと間ま

「よっ、いるクま。入間人間公式サイト『入間の間』（http://irumahitoma.jp/）に掲載されている俺のウェブ小説『シーウォーカー』だけど、読んでくれたかな？」「そんなもの読んでねーよ」「そうかそうか面白かったか。いつも褒めてくれてありがとう」
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ブリキ

関西在住。去年は頑張りました！　これからも頑張ります！
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トカゲの王おうⅢ




─復ふく讐しゅうのパーソナリティ〈下〉─
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